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IT  A7  To  一 

..  序  ノ  ノ  >  - 

一 九 四 一 年に、 わたし は 小 著 「日本 兒童 生活 史」 (舊 版) を 公け にした が、 日本の 兒 

童の 歷史を 書いた もの は、 その 當時 わたしの 知る 限りで は、 野 ロ樹々 氏の r 兒童 問題.」 

の 中の 第二 章 「兒 童の 歷史」 と、 增田抱 村 氏の r 兒童社 會史」 の 中の 日本の 部が あ 

るば， かりであった。 しかし 兩書 とも、 わたしの 考えて いた 兒童 生活 史と はかなり の 

差異が あった。 また 野 口 氏の もの は 比較的に 簡單 であり、 日本の 兒童史 というより. 

も、 むしろ 一 般 的に 叙述され て あり、 ときどき 曰 本の 兒 童に 觸れて いるに 過ぎす、 

增田 氏の もの も、 諸 外 國の兒 童に ついて 述べて いるが、 どういう わけ か 日本の 兒童 

について は江戶 時代し か 取り扱って いない。 それゆえ、 わたし は 全く 自分の 考えに 

もとづいて 書かなければ ならなかった。 

もちろん、 日本の 兒 童の 生活 史の 一 斷面 をの ぞいて 見た 程度で， 決して 十分な も 

のではなかった が、 いま その後の 多少の 硏 | 九に もとづき、 あらたに 「日本 兒童 生活 1, 


史」 (新版) を 公， けにす る 機會を 得た こと は 喜ばしい。 この あらたな 「日本 兒童 生活 . 

史」 は、 舊版 「日本 兒童 生活 史」 にもとづいて はいるが、 構成に おいて、 記載の 史實 

や S 例に おいて、. 用語. 文章に おいて、 かなり 面目 を あらたに し 得た と 思ケ。 そし 

てこの 種の 著書 は、 その後 も 公け にされ たもの がない ようで ある。 したがつ てこの 

書 も、 ますし い 小 著で は あるが、 多少の 存在理由 を J ち 得る 力と 思われる。 

- さて、 わたし はこの 書で、 日本の 兒童は 昔から どんな ふうに 生活して 來た であろ 

うか、 それぞれの 時代の、 それぞれの 社 食で、 兒童は どのような 狀態 にお かれ、 ど 

のように 生活し、 また 兒童は その 親から、 あるいは 社會 からどの ように 考えら ホ 

みられて いたか、 などの 問ぎ を あきらかにしよう i 試み、 たので あるが、 おそらく ま 

だ 「試み」 の 程 度を越え てはいない であろう。 讀 者の 批判 を 得る ことができ すに 幸 

せで ある。  -,  ： 

, • もともと わたし は、 日本の ft 會ゃ 思想の 研究に 從 事して 來 たもので とくに 兒 童- 

の 問  題を專門 として.  來 たわけではなかった が、  一九 一一 一八？ ろから、 日本の 兒童 文 

化の 貧困 を W り、 なげく 心 持から、 關心 を. もちつづける ようにな つたので あ/。 


わたし はハ この 書が、 歷史 ゃ兒袁 問題の 專門 家よりも、 むしろ 兒 童の 問題に 關心 

を，^ つ 一- 般の 人々 によって 讀 まれる こと を 望んで いる。 そのため にわたし は、 何よ 

,5 も わかり 易く 書く こと を 心がけ、 -むづ かしい 引用な ど は、 なる ベ く 避ける ようこ 

.{ 一す  . , 

-ま t 卷 末に 年表 を揭 げたが、 これ は、 きわめて 簡單な もの ゆえ 、重要な 事實で 洩れ 

で いるもの も すくなくない であろう。 しかん 本文 を 補う 多少の 役を果 すかと S う。 ■ - 

；; V, 化 や- .、 一-.  ,  ふ X" 

最後に 本書で 用いた カナ ヅ カイに ついて 一 言 述べ てお きたい。 わたし は 一 九 三人 

. 年 ごろ 力ら、 自分の 書く 文章の すべて を、 文部省 臨時 國 語調 査會發 表の . マ カナ ヅカ， 

ィ 改定 案」 によって 書いて 來た。 文字と 發 昔と は 一 致すべき もので、 今日の 發 音と 

異なる 歷 史的 カナ ヅ カイ を敎 えたり、 使ったり する こと は、 全く 無意義で 愚^しい 限 

. り だと 信じ、 そこに も兒童 文化の 重， 要な 問題が ある こと を 意識した からであった。 . 

その 當時、 この •「 カナ ヅ カイ 改定 案」 によって 書かれた. 著述. は、 高 倉テ〃 氏の 「大 

原 幽學」 a 丸 三.？ リゃ、 羽 仁五郞 氏の： 「ミケ ツァン デェ 口 」f 一九 一二 九き ぐらいで あつ 

た。 いま 公け にす る 「日本 兒童 生活 史」 が、 引用の 部分 を 除いて は、 すべて 發 昔式 力. - 3 


チヅ. カイに よって 書かれた こと はいう まで もない。 いまよう やく 發音式 カナ ゾ カイ 

が、 みろく、 また 徹底的に おこなわれよう とする 機運に な. つたこと はまこと に 喜ば 

しい。.  ノ 1  ノ 

また 本書 は、. 嚴密 に當用 漢字に 據っ てはいない が、 むす かしい 漢字 はっとめ てこ 

,e を狴. けた。 

なお 參考 した 著書 や 論文 は、 なるべく 本文の その 部分に 註記した が、 卷^ の 「主 

要參考 文献」 の 中に 書名 を 擧げ. るに 止めた もの も ある。 

いま、 この 書 を 世に おくる にあたって、 筆者の 微力の ため、 論すべき 問題 を 逸し 

もしくは 事實 にたいする 解釋： を 誤ってい る點 はない か を 心からお それる 

ここに 直接、 間接に 示， 敎を 賜わった 學界の 諸 先， 輩、 ならびに 舊版 「日本 兒童 生活 

. 史」 に 懇切な 批評 を 寄せられ た 諸氏に 深い 感謝 を 捧げる Q 

一九 四 七 年 十一月 

- .  櫻. 井 庄太郞 
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緖 . 論 - 

, -  二 

兒 童の 問題 はき わめて 重要で あるのに、 今まで 十分な 注意 を拂 われて いなかった。 

.  一  /  -  -  一、  /  /  . - ' . 

,兒 童 文 化の 問題が まじめに とりあげら れ 始-め たの は、 近年 のこと に屬 する。 

子供に 何 か 繪本か 讀み物 を. 與 えようと 思う とき、 健全で 適當な ものが チぐ 見出さ 

れ るであろう か。 子供に 劇 や 映畫を 見せようと 思う とき、 何ら 心配な しに 子供 を 連 

れ て 行ける ような ものが 常に 興行され-ている だろう か。 悲しい ことに わたしたち は、 

い， つも 失望ば かり 感じさせられな。 兒 童に 見せる ための 繪ゃ文 ゃ映畫 など を、 愛と 

. 良心と を 以て 製作して いる 人が どれほど 多くい るであろう か。 眞に兒 童の 知性と 健 

虚と を、 豊かに のびのびと 伸ばす ような 文化的な 施設が、 充分に なされ. ている と は、 

決して 考えられない。 敎 育の 分野に おいても、 反省し、 また 改 むべ き 問題 は餘 りに 

多く あり 過ぎる。 わたし は、 現代に おける、 ことに 太平洋 戰爭 中、 および 終戰 後の、 

免 童 丈 化の 貧困 を 悲しむ ものである。 


この こと は 歷史に つ いても 言え はし まいが。 現代に おける 歷史 研究が 多方面に わ 

たって 熱心に 遂行され ている にも かかわらす、 兒童 の 歷史は 十分 に 明らかにされて 

いないよ うに 思われる 。曰 本 女性 史と 名のつ く 荖述は 多く. あ る が、 曰 本 兒童史 という 

も b はない ようで あな。 家族 制 の歷史 はかなり 明らかにされて いるが、 ぞれ にお 

いても、 ，親„ 子の 關係は 夫婦の. 關係 ほど 明らかで ない。 また 家族 史ゃ敎 育史， は 兒童史 

り 全部 を 明らかにして くれない。 したがって 兒 童の 生活 を 全面に わたって、 綜合 的 

に觀 察した ものが あっても よさそう な ものである。 否、 なければ ならない と 思う。 

わたし， は、 かような 綜合 的な 日本 兒 童の 生活 史. を 欲しい と 思う。 日本の 過去の それ 

ぞれの 時代の 兒 童が、 どんな 狀 態で 生活して 來 たか、 それぞれの 時代の それぞれの 

社會 で、 兒童は どのような 狀 態に おかれ、 どんな ふうに 生活した か、 また 親子の 關係 

は どのよ， > であった か、 兒 童に 對 して 親 は、 また 一 般 の社會 は、 どんな 考え を もって 

いたか 一I 日本 兒童 生活 史は、 これらの 問題に 答えなければ ならない ので ある。 

また 日本 兒童 生活 史は、 牛 若 丸 ゃ日吉 丸の ような. 歷 史上の 名高い 少年 だけ を极ぅ 

ものであって はならない。 歴史が 偉人 や 英雄 だけで つくられる もので ない こと は 言 


うまで もない。 紫 式部 や 尼 將 軍政 子の ような 婦人 だけ をなら ベた ものが. 日本 女性 史 

. ではない ように、 偉人の 幼 • 少年. 時代 を 語ったり、 曾 我 兄弟 ゃ大 石主稅 などの 有名 

な 兒童だ け を 語ったり する のが、 日本 兒童 生活 史 ではない 八日 本兒童 生活 史は、 有 

名兒 童で あると 無名 兒童 であると を 問わす、 古代から 現代に 至る 日本の 兒 童の すが . 

、  、 

た を 如實に 示す もので ありたい と 思う。 

： また、 日本 兒童 生活 史は、 日本の 歷史 にあら われた 兒童 生活の 輝かしい 積極 面 を- 

. 描いて、 日本の 兒 童の すぐれた 面 を 十分 あきらかにする と共に、 兒童 をめ ぐる 社會 ：. 

の 暗い 一 面に も 注意 を 怠らぬ もので あり^い、。 

. さて 兒童 生活 史は 、兒童 問題の. 藶史 ではない。 社會 事業 史か らも 材料の 供給 は 受_ 

け る が 、 兒童 生活 史 は社會 事業 史 の 中から 兒 童に 關 する こ， とがら-おけ を ひろい 集め 

たもので もない。 また 兒童 生活 史は、 敎育 その他の 兒童 文化 現象の 變遷 だけ を 歴史 

的に 述べる もので もない。  た 

兒 童の 社 會生. 活、 そして その上に 築かれ、 その 中に 營 まれる 兒童 文化の 諸 現象、 

？れら を 相互に 關聯 させながら 綜合 的に 考察す る もの 1 'こういう ものが、 わたし U 


の 考え. る r 兒童 生活 史」 である 。したがって それ は兒^ 里 文化史よりも、 また 兒童 社， ^ 

會史 よりも 範圍が ひろいの である。 かような もの を、 • わたし は 日本の 兒 童に ついて 

書いて 見た， いと 思った o  . 

だが これ は、 むしろ わたしの 理想と いうべ きものであろう。 ，• この 書に おいて は、 

反對 に、 兒 童に 關 する 種々 のこと が £ を 機械的に 結びつけて 述べ る 程度に 止まって 

いる^も 知れない。 

なお 嚴密 に. いえば、 兒童 期と いう 語 は.、 出生から 靑 年期になる 直前、 すなわち、 、 

男兒 ならば、 出生から 十三、 四 歳まで、 女兒 ならば 出生から 十一 一、 三歲 まで. を 意味し、. 

嬰兒 期、 幼兒 期、 少年少女 期 (學童 期、 狭義の 兒童 期). の 三 期 を 包含す る。 したが 

つて、 兒童 生活 史で とり 极ぅ對 象 は、 出生から 十二ない し 十三、 四 歳までの 兒 童と 

いう ことになるが、 本書の 叙述 は、 ときに 靑 年期に およぶ ことがあろう。 それ は實： 

際に あたって は、 兒童 期に 屬 すか、 靑 年期に 屬 すか、 區別 しがた や 場合が あるし、 

事 實、. 兒童期 だけに 嚴密に 範圍を 限る こと は 困難で あるから である。 - て * 

* 阿部 重 孝 ほか 三 氏 共 絹 「敎育 學 辭典」 (兒童 期の 項 y 參照 o  - 


第一 編 原始時代： ノ  \  . 

日本の 石器時代が いっから はじまった かに ついては、 いろいろな 說が あるが、 約： 

四千 年 前に はじまつ たと 考える のが 妥當 であろう 。そして 石器時代の 日本の 人類 を、 

淸野謙 次 博士 は 「日本 石器時代 人」、 「固有 日本人」 または 「原 日本人」 とよ. ん でい 

るが、 この 固有 日本人が 日本列島に はじめて 渡つ U. 來た. i おそらく シ ベ リ ァ から 

 の も 同じ 頃であろう。 

したがつ てこの 時代の 文化 は、 いわゆる 繩文式 土器 文化で あるが、 主として シ ベ リ.. Z  . 

ァ 系統の、 ものである。 石器時代の 住居 は 洞窟の ほかに 平地の ものが 多く、 竪穴 式と 

地上 式が あるが、 四、 五 人の 少 人数の 家族 を收容 する にす， ぎす、 あまり 大小の 區別 

がなかった。 かれらの 生業 は 狩りと 漁業であって、 そのほか 低度の 栽培 をお こな 

い、 また 集圑 的に 生活し、 分業 や 共同作業 をい とな A でいた が、 かれらの 社會に は、 

まだい ちぢる しい 階級の 差はなかった。  ゆ 


しかるに 石器時代が 約 二 千年、 または 千數 百年 つづいて いるう ちに、 大陸から 全 W 

く變 つた 文明が 入って きた。. それ は 金屬器 文明と 米作 農業であった。 同時に 新しい. 

人 種， i 蒙古人種.， i . が 0 本 列島 に 入 つ て きた 。そして 固有 日本人と あるいは 爭 い、 

あるいは 見 血した。 この 北方 ァ ジァ 人種で ある 固有 日本人と 後から 來た 蒙古人種の 

5k した ものの 子孫が、 われわれ 日本人な、 ので ある。 

かくて 金石 并用 時代が はじまった。 この 時代の 土器 は漢式 土器の 系統に 屬 する 彌 

生 式 土器で あるが、 この 時代の 文化の 系統 は、 1 言で いえば 主として 前漢の 文化で 

あり、 若干 そのな かに 印度 文化が 入って いる。 

一 さて 金石 併 弔 時代に 入る と、 生 產樣式 も 社 會狀態 も 全く ー變 し、 石器時代の 無 階 

級社會 とちが づて、 有產 者と 無產 者と いう 階級の 區 別が あらわれ、 一方に 貧者、 奴 

隸が. あれば、 他方に は 貴族、 君主が 存在す るに いたった。 すでに 農業 社會に 入って 

いたので、 貴族 はみ すから 耕さす、 農民に 土地 を 貸したり、 奴隸を 使って 耕作 させ 

たりして 富-: 私有 財產 を， つくり、 また 近隣の 未開人 を 侵略、 征服した。 

これらの 貴 * のうち 最大の ものが 君主で あり、 阈 王であった。 かような 國家 は、 天 . 


！皇國 家の 成立 以， 前に、 すでに 各地に 成立して いたので ある。 

以上に おいて わたし は、 石器時代、 金石 併用 時代の 日本の 社 會. 文化の 狀態 を、 

. 考古學 者、 人類 學 者の 說 によって 簡單 に槪觀 したので あるが、 兒 童の. 問題に 限定す 

ると、 考古學 も 人類 學も餘 り 多くの 事 實を敎 えて くれないよう である o また な 

. どから 出土す る 遺物に も、 特に 兒 童が 用いた と考えられる もの はない ようで ある？ . 

* 主として、 ねず まさし 「考 古學 か， ら^た 日本、 古代 社會」 (三 島」 ほか 二 氏 共編 「日本.^ 社會 (1)」 所收) 

による 。なお 概ロ： t 之 「日本 原始 文化史」 二 四— 二 六 頁、 淸野謙 次 「日本 民， 族生 成 論」 を參 照。 

ゾ 次に 淸野 博士が、 小兒の 埋葬に ついて 記されて いると ごろ を 引用し よ"。 一 

貝塚から 出土した 我が 國の 石器時代 における 人骨の 埋葬 狀態を 見る に、 その 多く 

、は 屈 葬 あるいは 蹲 葬と いわれる 窮屈な 姿勢で あるが、 陸 前阈中 澤濱、 大洞、 沼津、 - 一 

備 中國津 雲、 陸 前國細 浦、 三河國 伊川津、 保 美 等の 貝塚で は、 乳兒 あるいは それ 以ー 

下の 胎兒の 死 體を雍 4 の 中に 置いて 埋葬して いる。 ことに 博士 自身が 發 掘した 三河國 〉 

峑 c 胡 貝 嫁で は、 三千 五 例-お、 まとまって 出て お^、 その 半數は 初生 兒 および 七 ヶ月 か 

,ら. 九 ヶ月ぐ らいの 胎兒 で、 他 は 三、 四. 歳から 五、 六歲 までの 子供で あつ y という。 《5 


-* 淸野謙 次 、前掲 書、 一 ニニ."  一二 七、. 一 四 九— 一六 三 頁。  ： 1 

へまた 日本 內地. の 石器時代 人 は、 種々 の身體 装飾品 を 用いて おり、 人骨に ともなつ 

でしば しば 装身具が 出土して いるが、 つぎに しる， すよう に、 小兒の 場合に も 耳 飾 

頸 飾、 /腕 飾が 用いられて いた。 

形狀 及. 性質 

石 製 小 玉 


名 稱 

小 玉 (耳 飾) 

：: 同. 

小 玉 (頸 飾) 


發. 見 地 

陸前宫 戸嶋 

同 

髒中津 雲 


數量 


貝 玉 及 貝 輪 (頸 飾) 陸 前 大 洞 

貝 輪 (腕 飾)  一一 I. 河 稻荷山 


同 . 

蛇 紋岩製 小 玉 

漏斗 狀 穿孔 を 有す 

玉に 彫刻 あり …… 


年齢- 

小兒 

小兒 

小兒 (五 歳 位) 

小^ 

小兒 


ァ カガヒ 粗製品  1. 

かように 乳兒 ゃ胎兒 の死體 を、 特に 甕の 中に 入れて 埋葬して いるの は、 死者が な 

お 成長すべき 將來を 多分に 持って いるので、 あの世に おいても、 この 世に 思い 殘す 

ことが 最も 多いで あろうと して 恐れられた からであって、 この 時代の 宗敎的 信仰の 

ft を 推測させる。  , . 

淸野謙 次、 前揭 書、 一六 五— 一七 一 頁。  一 


以上の 小^の 甕 棺葬は 石器時代の 後期の 例 かと 思われ^が、 この 時代に おいて は 

兒童 は、 かように 耳 力 ざり や 腕 かざりな T の 装身具 を 身に つけ ノ川 や^-の ほとりで 

あそんだり、 山野 を はしりまわ. 「たり、 おとなの 狩獵ゃ 耕作の まね をしたり しなが 

、ら、 のびのびと 成長した ものであろう。 

Z 逢お  ^ふ^に..、  - 

そして 原始時代の 人類お よび 現代の 自然 民孩の 間にあって は、 兒 童の 地位 はむし 

ろ 幸福な もので あり、 諸人 種 や、 現在の 文化 民族の 間に 殘 つてい る兒童 虐待の 多く 

め 風習 は、 槪 して 原始時代よりも 後期に 形成され たと：：. ぅ說 は、 日本の 場合に も あ 

： て はまる ので はない かと 思う。  , 

* 野 ロ樹々 「兒 紫： 間 題」 四 六— 四 七 頁 o 


.  -  ジ 

8 

1 

,、 第 二 麻せ，. 代ノ  へ 二，，  ノ、 

ここで 古代と いうの は、 日本の 國 家の はじめ G 一一 世紀の はじめ ごろ) から 大化 改新 C 六 

；四 六〕 までで ある。 この 期間 は、 考古學 者 や 歷史學 者が、 古墳時代 とか 原史 時代と か 

米 * 

よ， 1で いる 時代に ほぼ 相當 し、 文化の 上から は 初期 鐡器 時代と よばれて いる。 

* 古黉诗 代 は、 地域に よつ て 一 がいに， は 言えない が、 大 たい 三 世紀から 八 世紀の はじめ、 奈^時代^ はじめ 

までで ある 0  .  .  ：  ■  j  . ,:  , . 

鐡. 器 時代の はじまった 年代に ついて、 がず まさし 氏 は 次め ように 述べ ている 「鐵器 時代の 絕對 年代 は、 嚴 

密 にいえば 一 尊紀 前後と いっても 差支えな いが、 量的に 鐡器 文明の 發 達した 時代 を 特に 意味して、 三 世紀 

頃と みるの が妥當 であろう」 (「考 甘學 から 見た 日本 古代 社會」 —三 島 一 ほか 二 氏 共編 「日本 古代 社會 (1)」 

： く：： 七 〇. 夏》」  . ：ゝ. に：」：^… ..  ... - 入，： €, ぉノ ぉ餐： 養 - 4 グ -  一 ：  S 

この 時代の 事實を 知る に は、 文献 は ほとんど 役に立たない。 やはり 考古學 や 人類 

#、 社會學 の 研究に 據 るか、 先進 國で ある 支那 側の 史， にたよ る より ほ 力 はない 


古事記 は 紀元 七  一 二 年、 日本書紀 は 七 二 〇 年に、 しかも 政治的 意鬪を もって 書かれ 

たもので あら、 最も 古い 文献で ある 璺德 太子の 十七 條 憲法 も，、 . 太子 自身の 筆に 成る 

という こと を 信す るち しても、 六 〇 四 年の. 作で あるから である。 

, さて、 鐡器 時， に 入って から、 鐡器、 とくに 鐵製 農具の 出現 を 共に、 農業 生產カ 

がた かま， り、 農業 經 * の 社會が 確立され た。 かくて 大地 主たる 貴族が あらわれ、 階 

級の 分化が いよいよ はなはだしくな ひた。 また 對立 割據 していた 國家群 は 各地に 翳 

合政權 をつ べつた が、， 國內で 最も 進んで いた 大和に、 最も 有 勢な 聯合 政權、 すな わ 

ち 大和 政權 が、 發展 していった。 大陸の 文献で ある 魏し 志の 倭人 傳は、 かか. る狀 態に あ 

つた 三 世紀め はじめ 頃の 曰 本の 狀態. ぎ 傳 えてい るので ある。 

. *: ねず まさし、 前揭 書、 • 六 九— 八 二 頁。  ：  ， 

£ 藤 間 生大 「日本 古代 國家」  一！ 一四 四— 三 五 0 頁。  ， >  . 

しかして 古代の 社會 において. は、 氏 や 姓の 稱， 呼 を もつ 者が 貴族 階級と して 社會の 

上層に 立ち、 その 下に、 主た， る 生 產勞働 者た る 部 民 _ これに 天皇 氏に 霉す る^ぎ 

と、 天皇 氏 以外の， 豪族に 屬 する 部 曲と があった 1、：^ よび 純然たる 奴隸 である 


「やっこ」 が あ つたが、 人數 において は 部 民が 最も 多かった ようで ある e 

* 瀧 川 政次郞 「日本 社 會史」 第一 編、 本庄 榮治郎 「日本 社 會史」 (改造 選書) 三 一 —三 七 頁な ど を參照 o 

さて、 この 時代の 家 は、 つぎの 時代 (上代) の 家から 遡って 類推す るより ほか はな. 

いが 0第三編第ー15|、 おそらく いくつかの 家が 一 定の 地域に あつまろ て 同族 團を構 

成して、 たのであろう。 そしで これらの 家 は、 おそらく 親子、 兄弟、. 姉妹と いうよ 

うな 戶 主の 直系 親屬 ばかりでなく、 伯叔 父母、 甥、 姪、 いとこな どの 傍系 親族 を 含 

み、 さらに 銜 S05 者) や 「やっこ」 (奴隸 ：- などの 非 血 緣者を も 含んで いたであろう Q 

つぎに 婚姻 は、 上流 階級で は 一夫多妻が おこなわれ、 夫が 妻の もとに 通う のが ふ 

つうであった。 がよう な 場合、 子が 母 を 知って、 父 を 知らぬ こと も あり 得た。 この 

一場き、 夫 は 一 人の 妻と は 同居した かも 知れない が、 他の 妻と は 同居し なかった。 妻 

は その子 を 携えて 自らの； 家に 住んだ。 そして 子に 對 して 櫂 利 を もつ の は、 別居せ る- 

、たびはなくて、 同居せ る 母であった。 したがって 子 は 常に 母の もとにあって 母の愛 

育-ど 受けた？. あろうが、 父は必 すし も 常に その 妻 や 子と 居 を 同じ、 くし . 生 だ. を i ハに 

していた と は 考えられない。 一 . 


* 三 浦 周 行 「國卑 上の 社會 問題」 (大 鏺閣 版) 三 五— 三 六 頁。 

和 辻哲郞 「日本 古代 文化」 改稿 版、 四 七 I 四 八 頁。 

また、， この 時代に おいて は 妻に 對 する 夫の 權 力と 子に 對 する 親の 權 力が 强大 であ， . 

つた。 家の 相續 について は、 長幼の 順序に よった という 說ゃ、 末子が 家名 を 相續レ 

たという 說が あり、 子供た ちの， 間から 相. 續者を 選んだ という 說も あるが、 一 般に は、.. 

みこ  に-  J とま に  、 

巫子の 宣託 や、 鹿の 肩 骨を燒 いて うらなう 太 占な どに より， 1通 先の 意志 をう かがつ 

て相續 者. を 選定す る 方法が 用いられた。 なお 女子 も相當 の遺產 分配に ぁづ かる 習い. 

* 米  - 

であった。  二  / 

* 瀧 川、 前 揭謦、 一 六 六— 一六 七 頁。  一 

■  ** 同 一 六 七， II 六 八 頁、 三 浦、 前揭 書、 三 七 I 三 八 頁。  - , 

これらの 家族の 特徵ゃ 婚姻の 形態から、 この 時代の 子供の 生活 を、 ある 程度まで 

推し測る ことが でぎ るが、 もっと 具體 的に、 詳しく述べる ことができない， の は殘念 

である。 や  j 

なお、 先に 述べた 魏 志の 倭人 傳に i いても、 兒 童に 關 係が あるら しい 記述， とし-て ^ 


はわす かに， 

男子 大小と なくみ な 黥 面 文身 (漢文 を 書き下しに する、 以下 同じ) 

倭 地溫暧 …… 屋室 あり、 父母 兄弟 臥 息、. 處を 異にす  

, その 會 同座 起、 父子 男女 別な し。  ： ：： 

父子 男女の別 なく、 人性 酒を嗜 む。 

その 俗、 國 ゆ 大人 はみ な 四 五婦、 ド戶 ある. いは 二三 婦、 婦人 SSi せす 妬 忌せ や.。 

盜竊 せす、 靜訟 少し、 その 法 を 犯す、 輕 きもの は 妻子 を沒 し、 重き もの は その. 

, . 門戶 および 宗族 を滅す …… 

などの 斷片 的な 文章 を 見出し 得る に M ぎない。 

ちいさ こ ベ の むら じ  . •  .  .  T 

さて 「日本書紀」. に は、 少子 部， 連の ほほえましい. 一 挿話が 書かれて いる。 雄 略 天 

皇 は養蠶 を獎勵 され、 螺臝に 命じて 國， 內の 蠶を聚 めさせ 給うた ところ、 すがる は 誤 

ばか こ  f  、  V  ■ 

つて 嬰 兒を聚 めて 天皇に た， てまつつ た。 天皇 は 大いに 笑われ、 嬰兒 をす がるに 賜い、 

*  .  9  ， ，  . みかき  ちいさ こべの むら じ 

汝 自ら 養え、 と 曰うた。 そこです がる は、 嬰兒 を宮墻 の： はとり に 養い ルノ子 部 連と， 

いう ft を， 賜わった という。 しかし、 これ は 果して 事實 かどう か 疑わしい。 


次に われわれが 特に 注意し， おれば ならな いのは、 わが 國の 社會 事業の 祖と いわ 

れ る聖德 太子の 事業であろう。 太子 は 推 古 天皇に 元年 C 五 九 三年)、 難 波の 四天王 寺に、 

名高い 施 藥院、 療 病院、 悲田院 の.. 三院を 置いて 社會 救. 涛の 中心とし たが、 このうち 

悲田院 において は、 寄る ベな き 貧窮 孤 獨の者 を收容 して 養った ので ある。 この 悲田 

院 によって 救われた 者の 中には、 子に 先き 立 たれた 年老いた 親 もあった であろうし 

親 を 失うた 孤兒 たち もいた であろう。 

太子に ついては、 名高い 片岡 山の 傳說が ある。 すなわち 太子 は、 片岡 山に いで ま . 

したと き、 道の ほとりに 臥した 飢えた 人 を^た ので、 飮 食物 を與 え、 またみ づ から 

衣裳 を脫 いで 旅人 を 覆うて 「安く 臥せよ」 とのた まい T シナ- ズ^、 片岡山 一一、 飯ラ 

飢テ、 臥 セ〃、 ソノ 旅人 哀レ、 親無シ  一！、 汝 生リケ メャ、 刺ス化 ノ、 . 君 、ノ ャ 無キ、 

飯三飢 -プ、 臥 セル、 ソノ 旅人 哀レ」 とうたった。 翌日" 太子 は 使 を 遣わして 旅人 を ■ 

見させた ところす でに 死んで いたので、 太子 は 悲しんで その 處に 埋葬 させた。 * 數日 

. -. 一.  ノ  ,.、  ノ.  ..  、  -  -  ■■:  .  .  .... ,:  、-  ■•  ：  ...  -  •  :--  .:•  -  た ひ^-  .  ひじ-. .ニ，  • 

の 後、 太子 は 近習の 者に 「先の日、 道に 臥せる 飢者 は、 それ、 凡人に 非 じ、 必す眞 

人なら む」， と 語った。， 使者が 墓所に 行って 見る と、、 屍 骨 はなく、 太子の 與 えた 衣服 ,u 


が疊ん で棺の 上に 置いて あった。 そこで 太子 は その 衣服 を 取りに やって、 また 常の お 

ように 着た という (「曰 本 謦紀」 卷サ 二)。 これが いわゆる 片岡 山の 傳說 で， あるが、 太子が 

兒童 保護 その他の 社會 事業の 祖 といわれる のが 眞實だ とすれば、 この 傳說 にあら わ 

れ ている ト 5 うな ヒ p; . クマ ニズム の 精神 を もっていた からで， あろうと B われる。 


第三 編 上，， 代  、. 

ここで 上 はとい うの は、 大化 改新から 平安時代の 末まで (六 四 五— 一 一八 三)、 約 五 耳 

四十 年間の ことで ある。  ■ 

この 改新に よって、 大和 櫞合政 權は幕 を 閉ぢ、 皇室 を 中心とする 新しい 政權體 制、， 

天皇 國家 が發 生した。 

大化 改新 の 意義 について は 諸 說がぁ る が 、 要す るに それ は 社會 革命 で はなくて 政 

治 改革であった。 そして その 中心 事業 は 土地改革で あり、 豪族の 私 地 • 私 民の 廢止 . 

H 公 地 公民 主義の 實 現と 班田 制の 實行 とが その 二つの 面であった。 しかし、 最近の 

學界 は、 改新が 從來の 土地 關係 にさした る 鐡槌を 下した もので はない という 觀點に 

近づきつつ ある。 もともと 大化 前代の 社會 は、 大 土地 所有の 傾向が いちぢる しく 進 

ん だ社會 であった のに、 改新の 收 めた 結果が かかる 程度の ものであった から、 大化 

改新み. 公 地 公民 主義 も 班田 制 もし だいに 空文に 化し 、らいに 莊 園と よばれる 私有地 ^ 


の 發生を 見る にいた つた の は 當然で あ つ. た。 

*  • 井上 光貞 「大化 改新 硏究 史論」 (三 島 一. ほか 二 氏 共編 「日本 古代 社會」 (1) 所收) 參 照。 

--  けんもんせいか  \, 

この 莊園は として 貴族、 社寺な ど、 いわゆる 權門 勢家に よって 所有され た 一 

種の 私有地で あるが、. 不輸不 入 (國 家に 租稅を 納めず、 また 國 家の 官吏が 地所 內へ 入る とと を 拒否し 

うる， 權利を 認められ ている こと) の 地と して、 一 種の 治 外法 權を もってお り、 奈 良、. 平安 時 

代 を 通じて 非常な 勢 いで 增 加して いった。  \ 

J さて この 時代に おいて、 支配階級 として 政權を 握り、， 勢力 を ふるった の は 賁族階 

級 (平安時代 において は 藤 原 氏 一門) であり、 それにつ いで 勢力 を もってい たの は 社寺で あ 

り、 $ 曰 侶であった 。責 族と 社寺， 僧侶と が 勢い を ふるう ことができ たの は、 いう. H 

でもな く かれらが 諸國に 多くの^ 圜を もっていた からで ある。  一 

つぎに こ⑩ 時代に おいて、 注目し なければ ならな いのは、 平安時代の 中 ごろ 以後 

に 勃興した 地方 豪族の 階級で ある。 この 地方 豪族と 稱 せられる ものの 中には、 古代 

からの 地方 豪族 または 地主 も あり、 國司 または その 一 族の ように、 中央から 任命？ 

一れ て 地方に 下り そこに 土着した もの、 莊 園の 內 部に あって これ を 管理した 者、 &ら 
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開墾 を 目的と して 地方に 來 たもの など もあって、 さまざまであった が、 その 主な も 

の は、 古代からの 豪族 や、 國 司の 士 着した ものな どで あつたと 思われる。 これら、 の 

地方 豪族ば、 中央と 地方が^ け 離れ、 中 I の 貴族が 詩歌 管鉉の 遊樂に ふけっている 

すきに 乘 じて、 地方の 土地 を 占有し、 地方の 人民との 間にへ 王 從の關 係 を 結んで しだ 

いに 勢力 を 養い.、 平安時代の 中 ごろから、 ついに 武士と して 登場す るに いたった。 

したがって 武士の 多く は 地方の 地主であった. ので ある。 

* 本庄 榮治郞 「日本 社 會史」 (改造 選書) 七 七— 七 九 頁。 

なお、 この 時代の 被 支配階級 として は、 農民 を 主と する 庶民 —— 公民、 百姓、 白 

. 丁、 庶民な どと 呼ばれた —— の 階級が あつたが、 その 生活 は槪 して はなはだ 困難で 

あり、 土地 を 失って 他 地方 を 流浪す る 多くの 「浪人」 を發生 させた。 さらに 庶民 階 

. 級の 下に は、 半 自由 民た る 品 部、 雜戶が あり、 その 下に 最ド 層の 民と して、 古代の 

ゃッ コ 階級の 後 身た る 賤民 階級 II 官戶、 陵戶、 公 奴婢、 家人、 私 奴婢 .11 が 存在 

した。 ただ 平安時代の 中 ごろ 以後に なると、 律令制 度の 弛廢、 莊園 における 勞餘カ 

吸收の ^要^ どの 事情 かも、 良 賤の區 別が だんだん 立ちが たくな り、 平安時代の 末 ま 


，でに は、 法律 的な、 また 產業 上の 制度と しての 賤民 はなくな つてし まった。 但し 奴 お 

,婢 という 言葉 は 法令の 上に も殘 り、 社會 の賤視 をう ける 一部の ひとびと はなくな り 

はしなかった。 ， ：  . - , 

* 瀧 川 政次郎 「日本 社 會史」 七 九— ニー 一六 頁、 本庄榮 治郞、 前 揭誊、 四 八— 五八、 七 六— 七 七、 七 九— 八 一 頁。 

ノ 第 一節 庶民の 子ぐ」 その 生活 . ，  一， 

上代の 社 養 曰 を 通じて、 貧しい 人々 は 決して すくなくなかった。 この 時代の 說話文 

.學 や歌謠 など を 見 る と、 社會 の 下層に 属する これらの 人々 やその 子供た ちの 生活が 

よく わ 力る。 

後に 述べる ように-、 これらの 子供た ちに は、 ほとんど、 敎 育の 機 會は. 與 えられな 

かった。 かれらの 多く は 親の 生業 を おぼえて、 そ の あと を « い でい つたの で あ る が、 

かれらの 中には、 他人の 家へ 住み込み や 通いで 奉公に 行く 者 もまれではなかった。 - 

尝時、 耕作に は 牛が 使われた が、 牛 飼 は 多く 小童の 仕事であった。 娘た ち は 桑の 葉 

^摘んだり、 蠶の 世話な ど をした ので ある。 


あ^まき わ， リだ や  * そ， も-  -- そ. も  . 一 そ も 

本弒角 を早稻 田に 遣りて や . 其 ^思 ふと/,^ 其 を 思 ふと/ 末 其 を 思 ふ 

- と 何もせ すして や 春 日す ら^ \> 春 日 すら/^/ \»  (武田 祐吉編 「神樂 歌 • 催 馬樂」 

岩波 文庫本に 據る)  - 

あけ ま 含 

これ は. 神樂 歌の 中の 「總 角」 という 歌で ある。 總角 というの は、 成年す こし 前 

-ゾ  あげ ま. き. 

め 少年. のこと で、 髮 形が 童 形で あると ころから 來た 名であって、 この 總 角の 髮を元 

. 服 すると 一人前のお となになる ので ある。 これ は 男女と もに 通じてい われる が、 こ 

こで は 男の子であろう。 歌の 意味 は、 少年，， を 田に や、 つて 家 を 守って い、 る 少女が、 長 

い 春の 曰 さえ、 一 日中 何もせ すに、 その 少年の こと を 思って いたと いうので あつ 

わ さ だ 

て 「早稻 田に 遣りて」 とうたって いると ころに、 農村の 若い 子女の 生活 や、 純な 思 

ぃ慕 の 情が うかがわれる。  - -  . . 

わたし はこ こで、 鷲. にさら われて 观阈へ 運ばれた 幼兒 が、 後に 父親と 再會 する 話 i 

. を 述べよう。 この 話 は コ 日本 靈異記 J に 「嬰兒 鷲に 擒 へられし のち 國に 父に 逢 ふこ . 

と を 得る 緣」 という 題で 出で いるが、 話の 筋 は、 次の 通りで ある。 

- ネす. R  力 わら  レたス き  あめのした しろしめ  すめら みこ と み よ  みづ のとう  0- よ > 

飛鳥の 川原. の 板 葺の宫 に 御 宇 しし 天 .皇 の 御代の 癸 卯の 年の 春 三月の 頃、 ^ 


こ 二 ま  レっみ  る どり こ， - め  、 

ー但馬 の國七 美の 郡の 山里め. 人の 家に 、嬰兒 の 女が あった。 中庭に はらば つてい ると ^ 

鷲が とって 空に のぼり、 東 を 指して 飛んで いった。 父母 は 泣き 悲んで 追い求めた が 

その *k る 所 を 知らな かつ. た。 八 年の 後、 この 鷲に さ； われた 子の 父母が 丹 波の 國に 

. め. の わら. t 

いって、 或る 家に 泊った が、， W の 家の 童女が 氷 を 汲みに 井に 赴いた ので とまった 

人 も 足 を 洗おうと しで ついてい つて 見る と、 村の 童女た ちが 井に 集まって 水 を 汲み、 

とまった 家の 童女の ひるべ を 奪おうと した。 だが 惜しんで 奪わせなかった ので、 村 

.  いや 

の 童た ち は 口 を そろえて 「汝は 鷲の くひ 殘し。 何故に 禮 なき」 と駡 つて 打ち 打た 

-, - -  - ... -- . j  ノ  一- -  ,  • ' ' .. ： あるじ.. •  ■  .  ^  ■  ■  r 

.れ た 童女 は 泣いて 家に 歸 つた。 そこでと まった 人 は 家の 主に、 鷲の くい 殘 しとい う 

. わけ を たづね て、 はじめて わが 子で ある ことが わかった。 そして この 話 は、 「ああ 彼 

の 父た まき かに 兒^ る 家に やどり、 遂に この 子 を 得たり。 誠に 知る， 天 1 及 れんで た 

おやこえ にし  あや 

すくる 所、 父子の 深き 緣 なる を。 これ 奇異し きなり」 という 文. 句で 結ばれて いる。， 

一 幼い 子 を ひとり 中庭に 腹 這わせて 遊ばせて おき、 家の人々 は その 日の いとなみに I 

:K しく 立ち働いて いる 山村の 生活 や、. 十歲 前後の 村の 童女た ちが 共同 井戶に 集まつ 

て來 てつる ベ を爭ぅ 光景、 また 當 時の 人々 が、 親と 子と は 切っても 切れない 深い 緣 


で 結ばれて いると， えていた ことな ど を、 わたし は、 この 話から ©  、、浮べる ので あ 

る。 . 

こんじゃく  ,  、 

これと 全く 同じ 話が I 今昔 物語，： J の卷 二十 六に， も 出て いるが、 この 話 は 後世に も： ... 

傳ぇ られ ていろ いろな 傳說を 生んで い る。 その 中で も 名高い の は 良 弊の 傳說 であ 

る。 奈 良の^ 游 上人 は 近 江の 志賀の 人で あるが、 ニ歲 のとき、 母が 兒を榭 蔭に 置い 

て 桑 をと つていた すきに、 大鷲 にさら われ、 後、 義淵 僧正、 に 救われ、 成長して 良辨 

僧正と なった。 母 は 三十 餘 年の 後、. 奈良 にいって 良辨に 逢い、 以後、 良辨は 母へ 孝" 

養 を盡 したと いうので, める。 この 話 は 鎌倉時代の 末に 出た r 元亨釋 書」 に 出て いる 

が、 奈良時代の 古い 話 だとい われて いる。 . 

なお 「土 佐 日記」 に は、 作者 紀貰 之が 阿波の、 海 を 渡る とき、 舟 夫 見習の 幼童が 

なほこ そ、 國の方 は、 見やら るれ、 我が. 父母、 ありと し 思へば。 力 へ 一 フャ。 

と謠 つたこと が 記されて いるが、 故 鄕の方 を 眺めて 父母 を 慕う 子供心が、 いかにも 

いじらしく 自然の 調子で あらわれ ている o  ， 

さきもり  さ 含 もり 

また 萬 葉 集に は、 防人の^,. もく 收 めら れ ている が、 防人 は 九州の 邊土を 守隨す お 、 


さため 諸國 から 召された 兵士で ある。 それらの 歌のう ち _  3 

S, 口 衣 裾に 取りつ き 泣く 子ら を 置きて ぞ來ぬ や 母な しにして (佐 佐 木 信 綱 編 「新 訓萬葉 

集」 岩波 文庫本に 據る 

は、 妻 を 失った 防人が、 衣の 裾に 取りつ いて 泣く 子供 を 置いて 出發 する 悲痛な 心 持 

を^んだ ものである。 かように 母 を 失い、 父 を 防人と して 送る というよ うな 不幸の 

子 もめす らしく はなかった であろう。 

媼が 子 供 は 唯 二. 人、 一人の 女子 は 二位 中將 殿の 厨雜 仕に 召し、 かば、 奉て き 

弟の 男子 は、 宇佐の 大宮司が、 早 船 舟 子に 乞 ひし かば、. 奉いて き、 神 も 佛も御 

覽ぜ よ、 何を崇 りた まふ 若宮の 御前 ぞ。 c「 梁 塵 祕抄」 佐 佐 木 信 綱 校訂、 岩波 文庫本に まる) 

これ は 子供 を 二人 も. つた 媼が、 一 人の 女子 を 二位 中將 殿の 厨雜 仕に 召されて 奉り、 

. その 弟 は 宇佐の 大宮司 かも 早 船 舟 子に 乞われて、 これ も 奉って しまった、 と 歎 L て 

いるので ある。  Z  .  ノ 

わが 子 は 十 余に 成りぬ らん、 巫して こそ 步べ なれ 、田 子の 浦に 汐ふ むと、，， い 力 

に 海人 集 ふらん、 i しとて、 問いみ 問 はすみ 嬲る らん、 いと をし や 


これ も 「梁 廑 祕抄」 に 出て いる 歌で あるが、 これ は、 十餘， 9 になった 子に" 巫 —— 

、、、、拳 

おそらく 神お ろしな ど をお こなった ので あ， ろう， —— を させて いる 親が、 行く先き 先 

きで、 面白半分に 集まって 來る 人々 から 子供が なぶられ はしまい か、 と 案じて いる 

.氣 持 をうた つた もので、 最後の 「いと をし や」 の 一句に、 親の やるせない 感じが よ， 

く 出て い る。 

また 山上 憶 良 は、 かれの 名高い 「貧窮 問答」 で、 麻の 夜具 をす つ ほり かぶり、 布 

の 袖無し を、 持って いる だけ 着か さねで も、 堪えられない ほど 寒い 夜に、 「我より 

も 貧しき 人の 父母 は 飢ゑ 寒から む 妻子 ども は 乞 ひて 泣 くらむ この 時 ま 

い か： 

如^: にしつ. つ 力」 と 貧しい家の 子ども を 想い やって ゲ たつで いる。 かれは また 

富んだ 家の 子どもたち は、 着物が たくさん 有，^ すぎる ので、 しまって おいて S らせ 

てし まう が、 貧しい家の 子どもたち は、/ fe 末な、 布の 着物 さえ も 着せて もらえな いと 

うたって いる。  、  , 

： 親 や 兄の ために 實られ たり、 親と 共に 流浪したり する もの、 あるいは 4 '四、 五で 遊 - 

女と なる ものな ど、 もっと 悲慘な 運命に おかれた 子供た ち も 決してめ すらし く はな 3 


I  くにの つかさ 

かった。 すでに 早く 天武 天皇の 五 年， a ハ七七 年 }、 ド 野の te 司 は、 . 國內 の； 百姓が 凶年 お 

に 遇い、 飢えて 子を賈 ろうと 欲して いる. と 奏上した が、 朝廷 はこれ を 許さなかった 

ことが、 「日本書紀」 卷サ 丸に 記されて いる。 また 平安時代の 代表的な 歴史 物 ■ 語の 一 

變 p まや-一  >- へ ノ  、「卜^  -  -.  て -  •  , . 人. マ：. -ノ- 、、た： 

つで ある 「大 鏡」 は 世繼の 翁と いう 百 五十ば かりの 老人と、 夏山 繁樹 という， S 四十 

くきい の 老翁が 行き 逢い、 それに 二十ば かりの 若侍が 加わ、 り、 世繼の 翁が 主な 語り 

手と なって 語り、 繁樹が あいづちをうち、 若侍が 批評す る、 とい， う 奇拔な 構成で、 

. 主 として 籐原道 "儀、 の 榮華 の 生活 を 描いて いるので あるが、 この 夏山 繁樹は 非常 に 低 

い 身分の 者であって、 本當の 親に 育てられ たもので なく、 養父に 養われた ことにな - 

つてい る.。 この 養父が 繁樹を 得た 事情と して 一 大鏡」 が 書いて いる こと を、 現代 文 ， 

に 改め • て 次に 揭げて 見よう？  )  .  ■ . 

自分に は、 子どもが 生れなかった の だが、 ある 日 主人 &御 使で、 巿 場へ 出かけ 

おとき、 また 自分自身の お金 を 錢十貫 ほど 持って行 つたの だが、 かわいらしい 

子供 を 抱いた^; が 「この 子 を 人に 手放した いと 思います。 子供 を 十 人 も 生ん て 

この 子が、 ちょうど その 十 人目で.、 おまけに 五月に 生れた ものです から、 困つ 


二し、 るので す, と 言つ でいた ので、 このと き、. 持って いた 錢と 引き か-えで、 お 

、 前 を 連れて 來 たの だ。  . 、 

當 t、 支那から、 i に 生れた 子供 は必ゃ 父母 を 害する という 迷信が 渡って 來て 

一 ま 民衆の 間に もお ごな われて いた。 繁樹の 實の親 は、 この 迷信と 貧乏との ために 

* 子供 をい くら かの 金で 賣ろ うとした ので ある。 錢十 貫と. いうの は、 錢 さしぎ 十本で、 

一 本に 百 枚の 錢 がさして あつたと したら、 一 千 文に なり、 相當の 金額で あるが ご 

の^ 合 ま、 一 本に いく *ら とき まって 錢 がさして あった わけで なく、 身分の 低い 者が . 

主人の 買物の ゆいで に、. 自分の 小づ かい を 持って 出かけた の だから、 大した 金額で 

はな か つた. と考えられる。  - 

この 人身 賣買 は、 平安時代の 末 頃から 鎌倉時代へ かけて 次第に 盛んになつ ていつ 

たが、 西 行 法師が 壽永ニ 年に 書いた と傳 えられて いる 「撰 ^抄」 に は、 越後 阈で人 

身 賣 買 の 巿場を まのあたり 見た こと が 次のように 書かれて いる。 

「過ぎに し 比。 越後 國 したの， 上 村と 云 ふ 方に。 まか^ 侍りたり しに。 ；… 貴賤 

ちつ まりて。 朝の ，の ごとし。 ただ 海の いろく づ (註.— 魚類 5 こと)。 山の 木の み。 お 


、絹， のた ぐ ひ を。 うりか， ふの みに あらや。 人馬の 族 を 賈賈 せり。 其 中に いとけ 

かしら  し i  、 - 

〖 なく 又 さ 力り なる は 申す に をよ ばす。 頭 はしき りに 霜雪 を-いた. だき、 腰に は 

そくろ に。 あづさの 弓 を はりか^め て 。今日明日と もしらざる もの、。 し f し 

の 程の^ を資 けんとて 。-そ こばくの 僞を 構へ Q- 人の 心 をた ぶら かして。 S 貝せ 

る 事 を 見 侍りし に。 すくろ に 泪のご ぼれ て 侍りき。」 (「撰 集抄」 第 一 の 六、 芳賀矢 一 ま訂. 

, 本 に 據. る> ■ ： 麵續 き： き 謹鬆ー ま， 籠 f: 着 ま： ま：、： 二つ . 一 .， に- > 、"二 摩 麵秦， ：s 歸詹稀 身 蒙ぎ S 編 舊 

....  ■■ しろお ね- ■  ■ ： め "ぬき - た- -. ち. :■. さ.. -:■ は」 - 二  我. ト. ■?「 .... .ぺ. 一、： か：」： ；： ： ::にノ」ン.ノ  ■ に. ：; にね". +  : .ジ：.： S  ヌ？、，，」 ま： L 

「白金の 目 貫の 太刀 を 提げ 佩きて 奈 良の 都 を 練る は 誰が 子ぞ 練る は 誰が 子ぞ J 

(神樂 I) とうた われお ような 上流 貴族の 子弟た ちの 住んだ 華 かな 奈良 • 平安の 社會 

にも、 その： P 層に は、 上に 述べた ような、 哀れな 子どもたちが たくさん いたの \ であ 

^:,\,, ゾ； メ： ノ  , パ- マ/ r 「；： -ク , }  、  、-；，；；：  .  ,、  、  \ 

. 第二 節 兒童保 ，護 

前節で 述べた ように、 奈良 ， 平安時代 を 通じて 貧しい 人々 はい つも 存左 したし、 

土地 を 失って 他鄕を さまよう いわゆる 浪人 も 決してす くな く はな か つた。 こ， 1 らの 


貧しい 人々 の 子供た ちが どんなに みじめで あり、 どんなに 救護 を 必要 としたか" 

「萬 葉 集， r の W 上 憶 良の 名高い 貧窮 問答の 歌 を 見る まで もな く、 たやすく 想像で き. 

る。. ノ，  一  , 

これらの 貧しい 人々 に對 して、 しばしば 脤恤が おこなわれ、 また 孤兒 ゃ棄兒 にたい. 

して を 護の 施設が なされた が、 それらの 社會 事業 はもと より 部分的であって、 徹底 t 

たもので はなく、  ^ 護 を 要する 全部の 人々 を 救う こと はと、 つてい 不可^で あっす . 

聖德 太子が 四天王 寺に 施藥院 V 療 病院， • 悲田院 の 三院を 置いて、 社 會救濟 の 中心、 

とされた ことに ついては 前に 書いた が、 太子の この 悲田院 の 精神 は i にうけつ がれ、，. 

奈良寺 t において は、 養老 七 年に、 奈良， の 興 福 寺內に 施藥院 と共に 悲&院 が 建てら. 

I、  P 安 時代に 入って から も、 天 長 十 年に は 武藏國 に 悲田處 の 設立が 許され、 仁 明 一 

天皇の 御代に は 左右の 京に 東西. 悲田院 が 設けられた。  , 

また、 孝 謙 天皇 は 勅して 京 中の 孤兒を 集め、 衣食 を 給して これ を 養われた が， 天 

平 勝 R 八 年に は 成人した 男 九 人、 女 一人に 姓 を 賜うた。 平安朝に 入って から は、 和... 

氣淸 麻呂の 姉の 廣蟲 S 名 法ち が棄兒 八十 三人 を牧 めて 養育した こと は、 よく 人の ま ^ 

一 -. , . 1^^^ 爹續^ ^^^1  .... 1  》% ぎ ききへ！ り ヌ. . 二  . .,. 


ると ころで あるが 仁 明 天皇の 承 和 十二 年、 救して 鴨 河 悲田院 の預潸 賢義が 養って. ^ 

いた 孤 兒淸繼 以下 十八 人に 姓 を， 賜い、 また 淳和 天皇の 御 后 正子 內 親王 は、 京都. の棄 

.兒 孤兒 を牧容 し、 乳母 をつ けて 養育 させた。 

また^ 銅 七 年、 士： 佐の 阈の 人、 物 部 毛虫 咩が 一度に 三 子 を產ん だとき、 朝廷で は 

穀 四十^: と 乳母 を 賜い、 , 靈龜 元年、 常 陸 國久慈 都の 人、 -ぉ がが 一 度に 三人の. 

男子 を 生んだ とき も、 粮 ならびに 乳母 一 人 を 賜わった。 また 美 濃の^^^^^ 酽は、 . 

三女 を產 んで縠 四十 斛と 乳母 を 賜わって いる 。また 双兒を 三た び產ん で、 最初の 二 

男 を宫 內官に 任命され た 者 もあった。 

：  ■ マ つ..  、-  ？  -I や-：. . ノ. 圍！.  -  ノ. .  .- .  -- ンノヶ ，二  ■:-「.- へ：.. -#..-■.■■.:■■:.、：-.. 八，： M 

. ： 第 主節 家族制度 ズ 親子 關係 

上代の 家 を あきらかにする ために はへ 正會院 文書の， 籍殘筒 を 第一 の 資料と しな- 

げ， W  ばなら ない。  しかし、 この 戶籍 で鄕戶 として 示されて いるもの は、 傍系 親族 や つ 

ま 血緣者 を も 含み、 われわれが 今日 「家」 として 考えて いるものと は 非常に 異 つて 、 

^。 この g 芦に ついては、 家の 聯合 體と 見る 說ゃ 大家族で あると 見る 說が ある：；；、 


今 は 有賀喜 左衞門 氏の 說 にした がう。. 

•  * 有贺^ 左衞門 「日本 上代の 家と 村落」 (東亞 社會硏 究會編 「東亞 社會 硏究」 第 一 辑 所收) 

有賀 氏：， 4 よれば、 この 時代の 鄕戶は 非常に ま々， の 形態 をして いて、 簡單な 規定で 

說 明し 盡す こと はで きないが、 (一) 荜ー 家族、 (二) 單ー 家族の 聯合 體、. (三) 複合 家 

族、 (四) 複合 家族 4) 中心とする 單 一 家族 や 複合 家族の 聯合 體、 . の 四 種類が ある。 

ごれ らの 鄕戶は 規模が 一 般に さほどに 大きくな く、 三十 人 以上の もの はすくな-い o  、 

鄕戶が 聯合 體 である 場合、 ， その 構成要素 である 個々 の 家 は房戶 であるが、 . これら- 

の 房戶 は、  鄕戶の 戶主を 系譜 上の 本源と している ので ある。 しかし 鄕戶 はさら に 他 

の 鄕戶を 系譜 上の 本源と している。 これらの 家々 は 一 定の 地域に 集合 居住して 生活 

し、 ある 範圍の 共同 や 聯關^ もち、 共通の 祭祀に 共同す る。 かかる 家々 の 聯合 體は 

社會學 で 「同族 圑」 とよぶ ところの ものである。 

しかし 一 般的 傾向と して は、 • 鄕戶 は、 複雜な 形態から 單 純な 形態へ と 推移し 變化 

したので ある。 ； 、  - , 

* 有 賀氏は 、複合 家族 ゃ單 一家 族の 聯合 體 たる 形態から 複合 家族の 形態へ、 もしくは 單ー 家族の 聯合 體 たる ^ 


形葸 へと 推移し、 さらに これが 單ー 家族の 形態に 變 化する と說 いている (前 揭誊ー 一七 頁 )o 

また、 これらの 一 定^地 域に 居住、 生活す る 同族 圑は、 氏族 (狭義) であるが、 こ 

れらの 3 族 は、 さらに 發展 し、. 同族 的 系譜に したがって 非血緣 的な 他の 要素 (部) を 

とり 入れ、 より 包括的な 集圑 (廣義 の 氏族) を 組成した と考えられる。 

さて 我が 國 最古， の 完備し お 法律で ある 大寶" 養老の 律令 は 重婚の 罪 を 定めて いる 

が、 奈良ノ 平安の 貴族の 間に は 古代からの 一 夫 多妻 制が 依然として おこなわれ、 蓄 

妾. f おこなわれた。 結婚式 は 女の 家で とりおこなわれ、 男 は 結婚 I も、 しばらく は 

女の 家に 通う のが 常であった。 次に、 律令に あらわれた 親子の 關 係に は、 11 敎の 影.. 

響が 強く、 親權 はき わめて 强大 であった。 祖父母、。 父母 は， 子孫に 對 して 敎令 懲戒 を 

なす 櫂 利 を もち、 祖父母 a 父母の 敎 令に 背く 子孫 や、 祖父母 • 父母に 孝養 を 欠く 子， 

孫 は 徒 一 1 年の 刑に 處 せられた。 また 法、 の 上で は 許されなかった が、 實 祭に は 親が 子 

ぶきょう  -.  .  、  . 

を 不孝す る ことが 行われた。 不孝 は 不興-であって、 後世の 勘當 に相當 する。 かよう 

に 子に 對 する 親の 權利は 大きかった が、. 親の 子に 對 する 愛 は、 現代と 少しも 變りが 

なかった。 この 點 について は、 第五 節、. 兒童氍 の 項で 述べる。 


なお、 この 時代に は、 良民と 賤民と ではす ベての 待遇に 差が あった。 大寳 令に よ 

,  めの-こやつ-こ  つ 

れば、 良民と 賤民と は 結婚で きす、 ^民の 男が ；婢 を娶 つて 生んだ 子 は 母に 配け、 . . 

良民の 女が 奴 に 嫁いで 生んだ 子 は その 父に つけて、 いづれ も 賤民と する 規定で あ 

つたが、 人性の 自然に 反する かような 規定 は、 なかなか 貰 行で きす、 ついに 延歷 八. へ， 

年に 至 つて、 良民と 奴婢との 問に 生れ， た 子 はすべ て 良民と する ことに 改められた。 

よら  - 

また 家の 名 を 重んじ 家系 存續に 努める の は、 古来からの わが 國の慣 わしであった 

が、 家系 を 存續し 祖先の 祭り を絕 やさぬ ために は、 蓄妾 や 養子 も 認められた。 ま 令 

では、 妻 を離緣 しうる 七つの 場合 (. いわゆる 「七 出し を あげてい るが、 その 第一 は、 無 -. 

子で ある。 伹ん無 子と 言つ， て も、 男系が 重んぜられた 社會 であるから、 子が あって 

も 女子 だけの 場合^、 やはり 無 子と ふて 離婚の 理由と なった。 

次に 「今昔 物語」 に 出て いる 子が 父の 仇 を 討つ 話 を 書いて おこう。 

上 總守平 兼忠の 子の 餘五 將緊 維茂 は、 陸臭國 にいた が、 父が 上總 守と して 赴任し 

て來 たので、 維茂 も 父に 逢うた めに 上 總に來 た。 この 維茂が 連れて 來た 家來の 中に、 

太郞 介と い つて、 「年 五十 餘許 りの 男の、 大きに ふとりて ノ 鬚 長く きらめく 怖 しげ」 れ 


な 男が した。 この 男 は 若. いとき に、 彼に 無禮 をした. 男 を 射殺した ことがあった が、 

その 殺された 男の子 供が、 いま、 小 侍と して 維茂の 父 兼忠に 仕えて いたので ある。 

維茂が 來た とき、 - 兼忠 は病氣 だった ので、 この 小 侍に 腰 を 叩かせながら、 維茂に 逢 

つたが、 兼 忠は太 郞介を 指して、 お前 は あの 男 を 知ってい るか、 と 言つ-た。 小诗 が 

タら ない と 答える と兼忠 は、 あの 男 はお 前の 父 を 殺した 者な の だ、 まだお 前 は 幼 か 

つたので 知らなかった ろうが、.， ^敎 えた。 こ. の 小 侍 は 目に 淚を 浮べ つつ 悄然と 立ち 

去つ ナカ 腰 万 をよ く 研いで から 夕飯 時の 騷 ぎに まぎれて、 嚴 重な謦 固の 眼 を かす 

めて 太郞 介の 宿所に 忍び 込 ん だ 。 

. そして 「祖 のぼ を罸づ 事. は 天道 皆 許し 給 ふ 事 也。 我 こよ ひ 孝養の 爲に思 ひ 企つ る 

を、 心に たがへ す 得せし め 給べ 」 と 心に 祈念しながら 隱れて いたが、 ふけて 人が 

寢丄 すまった 隙間に、 太郞 介の 喉笛 を搔き 切って. 逃げた。 朝に なって 大騷 ぎと な. つ 

たが、 これ を 聞いた 維茂 は、 かの 小 侍の しわざと 察しで 父に 小 侍 を 召し出して 下さ 

いと 交涉 にいつ. た。 しかし そのと き、 父の 兼忠 は、 いかにも、 その 小 侍の しわざに 

違い あるまい、 だが お前 は その 小 侍 を 捕 # 殺して しまう つもり か、， それなら、 ま、 . 


寓ー この 兼 S を 殺した 者が あって、 その 者^お 前の 家來が この 小 侍の ように 討ち取 

- ■■  .  .,、-  -ノ  ：ノ  ,ノ-,ノ，  - ム，.  \.:- ふ： 丁-一  ：..--ノ..\.、.  .  . おや.... 

つたと き、 人が それ を 咎めた としたら、 お前 は その 咎める 男 をよ いと S う 力。 「祖 

の膨を i 討つ をば 天道 許し 給 ふ 事に は 非す や。」 そういう 男 を 責める の は、 自分が 死ん 

でも 忌-服し ないた めな のか、 と 言って ひどく 叱った ので、 維茂 は すごすごと 太郞介 

の あとしまつ をして、 陸 奥へ. 歸 つた。  . 

そして この 話 は 「されば、 祖の敵 罸っ事 は、 極き 兵 -也と 云へ ども 難 有き 事 也、 

^こお 男の めづら しく 只 一人して、 きば かりの 眷屬 隙な く 守る 者 を、 心の 如く 罰ち 

樽る は、 げに 天道の 許し 給 ふ 事な めり とぞ、 人讃 めけ ると なむ 語り 傳へ た.. ると や」 

と 結んで ある。 

一 この 話が 果して 事實 で， あるか どう. か は、 もちろん わからない が、 この 話で は、 事 

實 かどう かよりも、 親の 仇 を 討つ こと は 天道の 許す とバ」 ろで ある、 という 思想が、 

.  ： :. /-  /  お f  \4 たき 」 ノ  .  ,  ノ.  -ゾ --、 

よつ きり 現われて いる ことの 方が 重要で ある。 靡の 敵 をう つ こと は 天道の 許し， 給う 

庫で あると いう 言葉が、 この 話で は 三度 も 使われて いるが、 仇 討 は 中世 14 入る と、 

曾 我 兄弟 を はじめと して、 しきりに おこなわれる ようになる。 さらに 近世に なると ^ 


仇 討が 一 つの 道德的 慣習と なって しまう ので あるが、 すでに 平安時代の 說話. 一 义學 の， I： 

代表的 作品で あ^ 「今昔 物語」 に、 この、 ュ うな 明瞭な 仇. 討の 思想が あらわれ ている 

こと は、 後の 時代との 關聯の 上から も 注意すべき であろう。 

. 二 第-四 節. 敎 育；」 職.. 業 つ ■ に  」 

わが 國で學 校が. はじめて 設けられた-の は、 天智 天皇の 二 年 (六 六 no という ことに.. 

推定され ている が、 その 內容も 年代 も 明かで ない。 だが 大寳 律令の 中には 學令 とい 

う ものが あり、 學ぉ よび. 國學の 規定が 設けられ ている 力 これ は 唐の 制度 を まねた 

一 もので.、 官吏 登用の ための 大 學敎. 育で あり、 門藺 を 主と した 貴族 學校 であって、 こ 

れに 入學を 許される もの は 上流 社會. の 子弟 だけであった。 また、 和氣 氏、， 藤 原 氏、 

橘 氏の ような 有力な 氏族^、 それぞれ 一門の 子弟の ために 氏族 本位の 私學を |g けた 

が、 一般 庶民に 對 する 普通 敎育は 全く 考えられなかった。 ただ、 僧 空 海が 天 長 五 年 

レ ゆげい しゅち ， いん  ... 

<o 一 o に 設けた 綜藝 種智院 は、 おそらく i 民 一 般に對 する 初等 敎育 機關の 始^で 

あろうと いわれて いる。 だが、 これ とても 大規模の もので はなから たと 思われる。： 


. 喾時、 《 業 はすで に 世襲と なって いたが、 一般 庶民の 兒童 は、 家に あって その 父 

祖の 生業 を 見習い、 やがて 父祖の 業を繼 ぎ、 さらに また これ を その子ら 一に 傳 えてい 

つたので あった。 天武 天皇の 十四 年 (六 A 六)、 天皇 は 詔して • 「凡そ 諸 の 歌 男、 歌 女、 

!E 吹 者 は、 卽ち 己が 子孫に 傳 へて、 歌 笛 を 習 はしめ よ」 (曰 本鲁 紀卷廿 九) とまうた。 こ 

れ によって、 歌、 笛な. どの 特殊な 技藝の 道が、^ ミ その 家の 子孫に 傳習 せしめ. られ 

たこと が 知られる。 なお 家業と いう 語 は、 すでに 聖德 太子が 製せられ た 「法 華 義疏」 

に 用いられて いるが、 藤 原 明衡が 編纂した 1 本朝 文粹」 に は、 家業 t 同じ 意味 を も 

_  >  ノ令 きゅう： .  , 、  %  V  -  ,  I  \ 

づ門 業と か、 箕裘の 業と かいう 語が しばしば 用いられ ている 

ず 

第 五 節 . 兒 童 觀 

次に、 親が もの. 子供 を どんな ふうに 考え、 どのように 愛して いたか を、. 二三の 例 

に つ .：； て 見よう。  . 

子に 對 する 愛情 をうた つた 歌人と して は、 第一 に 山上 憶 良 を擧げ なければ ならな 

、：。 誰も 知って. る 例で は あるが、 かれの 「子等 を 思 ふ 歌」 (萬 葉集卷 五) を 見よう。 


子等 を 思 ふ 歌 一 首 

は  .  こども  は-,  ま  ゾこ 

瓜 食めば 子等 思 ほ ゆ 栗 食めば 況してし. ぬば ゆ 今處 より ありし もの 

, -  ヽ. -、 「ま-な-か-ひ -,, -.  ：  .  -..  ■」 ； V-  -  ..  - . ゼす い .  r, -.. -" , -  ゾ： ■ ： 「., . マ. 

ぞ 眼 交に ，ら とな 懸 りて 安 寢し爲 さぬ 

反 . 歌 

：ノ しろ かね. くが ね r  .  .-  ,  .  .  / し  i"-、v-  - .... 

銀 も 金 も 玉 も 傅 せむ に まされる 寶 子に 如か め や も 

-  >  J  -  をのへ こ  >  . 

その ほ 力 力れ は 亡き 愛兒を 傯んで 「男子 名 は 古 日を戀 ふる 歌」 (同卷 五) の はじ 

-』  ななくさ  ，  な こせ  く.，  ，  \ 

めに i 世の 人の 貴み 願 ふ 七 種の 寶も我 は 何爲 むに」 t も 歌って いる。 まこ 

とに かれの 歌に は 子に 對 する 親の 心の 限りない 深さが 現われて いる。 

「萬 葉 集」 に は、 このほか 兒に對 する 親の 心 持 を 表現した 多くの 歌が 見 aw される 

つか、 天平 五 年 c ま n!D、 遣唐使の！？ が 難波津 から 航程に 上った とき A 一行に 加わった 

わが 子 そ 想って、 その 母親が 歌った 次の 歌 (卷 九) の ごとき は、 ひとり 子に 對 する 母 

慨 愛の 純な 美し さが 遺慽 なく あらわれで いる。 

ど  力  ひとりご  も  ゝこ 

を 妻問ぷ 鹿 こそ 一子に 子 持たり といへ 鹿兒じ もの 吾が^ 子の 

草枕 旅に し 行けば 竹珠を 繁に 貫き 垂， CV 齋戶 に. 木ぎ がり 垂 でて 齋み 


,  わ-  あこ  ま , さき  、  一  V  1 /  -  一  f*- 

つつ 、吾が 思 ふ 吾子 眞 幸く ありこ そ 

；ノ  /  メぐ 反 •  ..  ..m. . , . ヌで - え . ： , ノ/ リ クご 」 ，- ノ レズ 

あめ たつ むら 

旅人の 宿りせ む 野に 霜 降らば. 吾が， 子 羽ぐ くめ 天の 鶴 群- 

萬 葉 集の 防. 人の 歌に つ いて は 前に も 述べ たが、 召されて 九州の 邊土 へ いった 防人 

たち は、 故 鄕に殘 して 來た 妻子 を 想って 數々 の 歌 を 詠んで いる。 次に その  一 、二 を 

擧げ よう C 卷 二十)。  ： - 一 

わろ  >  おめ- 

吾等 旅 は 旅と 思 ほど 家に して 子持ち 瘦 すらむ 我が 妻 かなし も 

く ^ ど  ねぎ もこ  も 

蘆 垣の 隈 所に 立ちて 吾妹 子が 袖 もし ほほに 泣きし ぞ思は ゆ 

. また 紀貫之 は、 土 佐からの 歸途、 亡くなった 一 子 を 事 ごとに 追想して 「世の中に 

おも ひ あれ ども 子を戀 ふる 思に まさる S なき かな ！  (土 佐 曰 記) と 歌って， いる。 

力よう に、 ひたすらに 子に S する 愛情 を 表現して い る 歌の ほかに 

.) 焉士の 名 を 振 ふ を 慕 ふ 歌 一. 首幷に 短歌.  . •， . 

£  . み 、こと はは そ は  みこと お ほ  こころつ く  一  おも ■, 

もちの 實の 父の 命、 杵 葉の 母の 命 凡ろ かに 情盡 して ， 念 ふらむ その 

--- ：ズし ,r  "ほ.^ -ら 4  ；  ►  -  ノー.  .  j  - すゑ ふ- -,  なケゃ 一、.，^  ち.. ひろ 

, 子 なれ や. も 一 丈夫 や 空しく あるべき 梓弓 末 振り 起し 投矢以 ち - 千尋 射 


つるぎた も  . *, 」 は  やつ を  さし ま -  二 こ ひ T や -、 3? 

渡し 斂 刀 腰に 取り 佩き， あし ひきの 八 5条 蹈み 越え 差 任く る： 情-停ら す 1 

ノ 後の 代の 語り 繼ぐ ベく 名. を 立つべし. も， . 

反： 歌  グ 

丈夫 は 名 をし 立 つ ベ し 後の 代の 聞き 繼ぐ人 も 語り 繼ぐ がね (萬 葉 集卷 十九) 

のように、 子に 對 して 强く あれ、 すべから く 勇士の 名 を 後の世に 殘せ、 ときび し 

い 調子で 子 を 敎ぇ勵 まして いるもの も すくなくない。 これ も 親の 愛の. 一 面であろう。 

-、. ^うな  ■:  ■ ありさま . や  ゆく ち うち まけ  ま M き |?-.-,^ぅこ~-  >  h. - 

媼の^ 供 g, 有樣 は、 冠者 は 博打の 打 負 や、 勝つ 世な し、 禪師 は厕に 夜行 奵 むめ 

り、 姬が 心の しどけ なければ、 いとわび し (梁 塵 祕抄卷 二)。 ， 

これ は 三人の 子 を もつ 母が、 男兒の 一人 は 博打に ふけって、 いつも 負. けてば かり 

おり、 他の 男兒は 夜行 を 好み、 女兒も 心が. 「しどけ」 ない ので 心 を 痛め、 わびしい - 

そ S  、い 持 を 歌 ，つた ものである。 * なお 當時は 博打が 流行 し て 、 博打う ちが はな は だ 多 

かった から、 博打に 夢中. になって 浮浪の 徒にな つてし まった 少年 ゃ靑年 も相當 に 多 

かった であろう。  r  - - 

また 子 は 親に 孝. 養 を盡 すべき もの、 と 考えられ ていた ことほ、 前に 書いた ように 


律令が 祖父母 • 父母； i 對 して 孝養 を 欠く 子孫 は 徒 二 年、 と 規定した ことから も 推察 

する ことができる。 なお 「日本 靈異 記」 に は、 親不孝な 子に 天罰が 當. る 話が いくつ . 

か 見えて いる。 ► . 

また、 元 明 天皇の 卽 位のと きの 宣命 は、 世々 の 天皇が 慈愛 を 以て 人民 を 統治す る 

業 を、 親が 子 をい つくしむ ことにた とえ、 「人の 祖 のおの が 弱 兒を養 治す 事の 如く、 

治め 賜い 慈み 賜い …… 」 (續 日本 紀 I 原 漢文) といって いる。 かかる 言葉から も、 この 時 

代の 親た ちが、 その子 供た ち をい つくしみ 育てた ありさま を 推し はかる ことができ 

るであろう。  ， . 

： ノ  第 六 節" 童. 謠 ご 子守唄 - 

童謠ゃ 民謠は 、「日本書紀」 や 「萬 葉 集」 の 中に 多く 書かれて い^。 だが この 時代 

の 童謠を 文字通りに 幼い 子供の 歌と 考えて、 民 謠と區 別す る こと はむ， すかしい。 「日 

本書 紀」 に は、 しばしば 童 謠と誊 ^れ ている が、 フザ歌 は、 わざわい c: 禍 ：} を 豫吿す 

る 歌、 もしくは 業 を するとき の 歌、 すなわち 勞働 歌で あると いう。 しかし 子供が す ん 


ぐ あとな の 歌を覺 えて まねす る こと は、 昔 も 今と 變り はないで あろうから、 き田恃 の，， g 

の 間にうた わぶ たフ、 ザ 歌 は、 子供た ちの 口に もの ぼった であろう 。- それらの 歌 

の 一 何として V 次に 出 雲 振 根が 弟の 太刀 を 木太刀に すりかえて 搫ち 殺した ときの 巷 一 

. のま (日本 誉紀卷 五 ) を舉げ よ う 。 

八 雲 起つ、 出雲枭 帥が、 佩け る 太刀、 黑 葛多卷 き、 ■ なしに、 あはれ 

* 高木 巿之助 「せ 代歌謠 史論」 〈岩波 講. 座 「日本 文學」 所 敉.〕  . - 

. 奈良時代から 平安時代 中期へ かけて、. 數 多く 現われた 民謠 であ、 る 催馬樂 やぎめ ■ 

に は、 多くの 童謠が 見られる。 

さげ -- たう  た. ゑ  气， つ く  ま， 

酒を飮 ベて. * べ^うて たむ とこり むぞ參 で來る よろ ぼひ ぞ參 で來る 

たんへ な/, \« たり V ら， V  (武田 祐吉編 「神樂 歌 • 催 馬樂」 岩波 文庫本 一 .〇 五 頁) 

は - 酒に 醉 つ て よろめき 步く さま を、 子供が 面白； が つ て 拍子 を 取 つ-て 囉し立 て た 歌 

であり、 

ふ^ゅ や . にし こむ ぢ ：.. あやめ こむ  さやめ こむ  、： 

大宮の 西の 小路に 漢 女子 產 だり 眞漢 女子 產だり たらり や りんた な- 

/ス 同一 1 八-頁) - -V づ 露き sa§:E きおき ずお 聽：： ：， 藤き. お 


-  ■ さい は ら 、 

は、 歸化 人の 女が 產 をした の をめ すらし がって 謠っ たもので ある。 これら は 催 馬樂 

であるが、 虱 俗歌に も 童謠と 認めて よい 一 首が ある。 - 

>  y  '  ^  X  ,  か りな のり 

^の ^ 了く ま 榴ぃ鴣 か 權 ならば はれ や とうとう」 胺 なら 名乘ぞ せまし 

尙鵠 なり-や • とうとう (同 一 五 一 頁) 

また 平安時代の 末期に、 雜藝 と總稱 される 幾 種 かの 謠 い, が 盛んに 起った が、 そ 

の 一 種に 神社で 用いられる 神 歌が ある。 祌 歌に は、 世俗^に 富んで いて 面白い もの 

が 多い： ^、次に 示す もの は、 童謠 または 子守唄で あると 思われる。 ： 

ぉフ  y  '-  ^  .  -  はたら  すだれし の さき- むま. を よりあ は  , 

〇 ゐょ （'き 蚣ょ、 W 端 をまい らん さて 居 たれ、 働かで、 纖篠の 先に 馬の 尾 綾 合 

せて、 衝咐 けて、 童 冠者 ばら、 に 操らせて 遊ばせん (粱麈 祕抄、 岩波 丈 庫本 七 七 頁)。 

〇 いざれ S リ鳥 羽の 城 南 寺，. の 祭 見に、 我 は 罷らじ 恐ろし やつ 懲り 果てぬ、 作り 

道 ゃ四冢 に、 焦心 * る 上馬の 多 かるに (i: 占。 

ま  >  S 0 ,.7  むま  く ゑ.  . ふみ わら  まこ 

〇：p: ゑ， （-1 牛、 舞 は. ぬ ものなら ば、 馬の 子 や 牛に 蹴 させ てん 踏 撒せ てん、 異 

に-美しく 舞うたら ば、 華の 園まで 遊ばせん (同 七三 頁リ。 

現 K の 童謠と 比較して 興味が ある. が ノ 殊に 最後の 蝸牛のう たは、 舞わなければ、 W 


馬の 子 や 牛の 子に 蹴とば させ 踏み わらせよう、 美しく 舞えば 華の 園に 遊ばせよう、 ^ 

という あたり、 現代の 童謠 「テ V ズ ダ 坊主」 を 聯想させる。 これ は 蝸牛の 童謠 とし 

て は、 世界で も 最も 古い ものの 一 つと 言われて いる。 

これらの ほかに もな a ほ童謠 ふ う の 趣の あ る 歌と して は 

： うはら .  しお -. 一 -  一いた ち  - 一，. かな I  一  かな \,- ,. まろ ノ  ； .... -ソ ■  I.  ..■  '-. 

-茨 もき の 下に こそ、 鼬が 笛吹き 猿 奏で、 かい 奏で、 いなご 麿め て 拍子つ く、 さ 

て蟋 irs、 鉦 鼓の く 好き 上手。 (同 七 o 頁). 

などが あるが、 これ は小學 唱歌の 「虫^ 樂隊」 の 古い もの だとい われて いる。 これ. • 

は 「梁廋 祕抄」 その他に 見えて いるもので あるが、 當時、 大 そうお こな われた と 見 

y  .  さ-ごろ も』. -.  -. 

えて. 歌の 名 を 「うばら こき」 と 呼ばれ、 「狹衣 物語」 や 「堤 中納言 物語」 のよう . 

な、 當 時の 物語に も、 しばしば 引かれて いる。 

降れ、 ふれ、 粉雪、. 

た f れ 粉雪、 垣 や 木の 股に。 

これ は 平安時代の 末期、 鳥 羽 天皇が 幼少の 頃、 雪の 降る の を 見て、 當 時の 童謠 t 

, 、  さぬ^ のす け，. 

ロづ からお 謠ぃ になった と、 「讃岐 典侍の 曰 記」 ならびに 「徒然 草」 に 記されて いる 


ところの ものである。 この 中の 「たまれ 粉雪 h を 「丹 波の 粉雪」 と 書いた ものが あ 

が、 おそらく 訛傳 であろう。 

また 「萬 葉 集」 卷 十三- の - ,  .  \ 

？ニ嶽 は 人の I 寸る山 ^邊は 馬 ま 米 花 開き 末邊は 椿 花 開く. うら 麗し W 

.ぞ 泣く 兒守 る. =1 

は、 子守唄の 最も 古い ものと 言われて いる/。 

-  第 七 節 童話 ，： 遊戯  ： ， . 

この 時代の 子-供た ち は、 どんな 話 を 聞かされたり、 覺 えたり、 話したり して 育つ 

たであろう か 。もちろん、 童話と して 記錄 され 像 えられた もの はない が、 記紀 や 一 萬 

葉 集」 などに 現われで いる 傳說 や、 rs 本靈異 記」 や 「今昔 物語」 などに 書かれて い 

る 多くの 童話 的な 說話 などから、 また 後の 時代に 傳 わった 傳說ゃ 昔話な どから、 こ 

れを推 則す る こと は、 できない ことで はない。 

ます 始めに、 浦 島の 傳說を 考えて 見よう。 浦 島の 物語 は、 古ぐ 「日本書紀」 (雄 略 P 


天皇 二十 一 承の 條) や 「丹 後 風土記」 や、 また 「萬 葉 集」 卷九. など を 始めと して、 歷代 M 

. の 文書に. 多く 記され、 後世の 文 學に荖 しい 影響 を 奥え ている。 

「日本書紀」 や 「丹 後 風土記」 では、 龜が 婦人と 化して 浦 島と 契る ことにな つて 

いるが、 「萬 葉 集」 にある 水 江 浦 島 子の 長歌で は、 現代^ 子供た ちが 話す 滞 島 太 郞の話 

に 近くな つてい る。 但し 浦 島が 龜を、 助け て 海へ 放ち、 龜 がその 恩 を 浦 島 に 返す とい. 

う 筋 は、 どれに もま だ 現われて いない。 での. 恩返しの 話が 缺. けて いるので、 蒲 島の 

. 話 は、 次に 述べる 動物 報恩 說 話と K 別され るので あ. る。 なお、 この ffi 島 式傳說 は、 、 

臺灣 のせ 间 砂 族 の 間ゃ琉 球に も あ つで 、 南方 系統 の. 外來の 傳說 だと 言われ ている。 

つぎに 平安時代の 初期、 嵯峨 天皇の 御代に、 大、 和 國藥師 寺の 景處 P いう 僭が 「日本 ； 

靈異 記」 (正しく は 「日本 國現報 善 惡靈異 記」)： という 書物 を 書いて いるが、 この 書 は、 佛敎 的. 

な 思想で 善惡應 報、 卽ち 善い こと をした 報い.、 惡 いこと をした 報いが 現實に 現われ 

ると いう K- 思議な 因緣 話；' 靈驗談 など を 集めた ものである。 この 「日本 靈異 記」 を ノ 

. 見 ると、 蟹ゃ龜 などの 動物が 恩 を 返す 話が 數篇 あ， w。 動物の 恩返し は、 日本の 复話 

：傳說 でい ちばん 古くから 見， えてい る 要素で あつる と言われて いるが、 恩 を 知^ 獸 型の 


、 、  I  米 * 

說話ば 、 日本ば かりで なく 多くの 國々 に 普遍的 に 存在し ている， 

*  ■ 高木 敏雄 「日本 神話 傳說の 硏究」 参照。 

バ I ン奢、 岡 正雄譯 「民俗 學槪 論」 參 照。.  - .  に. 

しろ ラさ^ I 

さて 「古事記」 に、 記されて いる 大國 主神の 素 兎の 話 や、 「日本書紀」 の 彥火ケ 出^ 

尊と 腸の 話 もこの 類型に 馬す るが、 平安時代の 後期に 出た 「今昔 物語」 や、 もっと 後 

の 鎌倉時代の いろいろの 說話 集に 多く 書かれて いる 動物の 恩返しの 話 は、 いすれ も 

この TRS 本靈異 記」 の 系統に 屬. する ものである。 「今昔 物語」 では、 話の 數も 多くな 

り、 恩 を 返す 稀 物の 種類 も增 して、 龜ゃ狐 や 猿 や 蜂な どに なって いるが、？ のうち 

でも 著し いのは 龜で、 龜の話 は、 たくさん 取り扱われで いふ。 

「今昔 物語」 の卷五 は、 印度の 說話を 取 极づた 部分で あるが、 その 中には、 龜を 

買い取 つて 助けた 入に、 助けられた 龜が 洪水の ある こと を 知らせて 船の 用意 を させ 

て 救い、 また その 洪水の 際に、 その 龜が その 人と 船に 乘 つて 狐 や 蛇 を 助け上げ るが、 _ 

その後に この 人が 牢獄に つながれて 危難に あつたと き、 龜が狐 や 蛇と 協力して この 

-人を 救い出す 物語が 出て いる。 龜は 他の 話に も 出て 來て 盛んに 活獨 している が、 支 ，的 


那 の^に 屬 する 卷 九に、 龜の 恩返しと いう 印 ぼの 話が 一 つま じって いる。，. それ は、 お 

父から 預 つていた 五 千 兩で龜 五 匹 を 買い取って 放し、 父から 叱られ はしない かと、. 

P く  6 くして 歸 つて 來 ると、 龜の 化身が 早く も その 金 を、 父のと ころに 持って行つ 

て 返して いたと いう 話で ある。  --  - 

こ， の龜の 恩返しの 話 を 全く 日本化して しまった のが、 卷 十九に 出て いる 如无 僧都 

の說 話で ある。 山 蔭 中納言 は龜を 買いと， つて 海に 放した ことがあった。 その後、 中 

鈉言カ 九州に 下る. とき、 可愛がつ ていた 男の子 を 連れて行った が、 途中で a 母に あ 

たる 中納 言の 妻が、 この 子 を 海中に 投げ入れ たの F、 そ. の獻が 現われて 救い、 また ■ 

繼询の おそろしい 心 を 夢の 中で 中納 言に 語った。 この 子 ほ 成長して 潸侶 となり 如^ 

僧 者と いったと いう。 また 同じ 卷に は、 百濟か ら來た $5 侶が、 龜四匹 を 買、； 又って-, 

海 ^ 放した が、 その後、 ^賊に 襲われて 海に 飛び込ん だとき ノ龜に 救われて 助かつ . 

た li も 出て いて、 龜が 人の 恩 を 報す る こと はケに 始まった ことで はない。 天竺 (印 

度ソ S  (支那) から 始めて 日本まで 斯 くの ごとくで あると 龜を讃 めた たえて いる。 

この 龜の 報恩 說 話が、 前に 書いた 浦 島 傳說と 結びついて、 浦 島 太 郞が龜 を 救い、 


•  . 一 

龜が 恩ぜ しに 龍宮 に案內 する、 という 後世の 話になる ので あるが、 浦 島 太郞の 話に 

龜 の：. 恩返しが 結び ついた の は 平安時代よりも 後の ことで ある。 

さて 柳 田國男 氏の 「日本の 昔話」 など を 見る と、 猿ゃ龜 ゃ海龜 や、 山鳥 や 狐な 一 ど- 

の 恩返しの 話が 記されて いる。  これらの， 昔話 は、 もとより 「曰-本 靈異 記」 や 一 今昔 

物語」 の それと は 同じで はない が、 動物が 恩 を 返す という 類型の 話 は、 たとい その 

古、 およ、 幾， 二び となく いろいろに 變 えられて いったと しても 遠く 上 伊 力ら^ 

まで 傳 えられて. 來 たので ある。 .  . 

, なお、 「今昔 物語」 の卷五 は、 虎の 威 を 借る 狐の 話 や、 猿の 肝 をと る 話な ど、 後 

代に 有名な 說話も いろいろ 見えて おり、 イソ ッ プ. の 動^ 譬喩 談と同 樣の話 も 出て い 

て、 印度の 佛敎說 話が 東西に 傳 わり 弘ま つてい つた 形跡 を 示す 話に 富んで いる。 ま 

た 動物 說 話に 屬 する もので は、 勢ぎ 河の 瀨で、 海の 鰐が 上って 來て、 近 江の 鰓と 戰 

い、 鰓が 負けた という 話 も 出て いる？  - 

子お が 元 氣に餘 念な く 遊んで いる さま を 見る の は、 親の 大きい 喜 _ びの！ つで あろ 
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う。 後白河 法皇が 自ら 撰した 平安時代 末期の 歌謠 集で ある 「梁. 麈； * 抄」 に ま、 _  ^ 

うま  ヒ. i ぶ  .  、J±  . 

遊び をゼん とや 生れけ む、 戯れ せんと や 生れ けん 、遊ぶ 子供の 聲 きけ， よ、 K が 

身 さへ， こそ 動が るれ (岩波 文庫本 六 六 頁.)。  - 

という 歌が， あるが、 子供が 無 邪氣に 遊び 戯れる さまと、 それ を 喜んで 眺めて いるお 

となの 姿が 傯 ばれる。  ..  , 

さて、. この 時代の 子供 は、 どんな 遊戯 をして そ. の 幼年期 • 少年き を 過した であろ. - 

うか。 もちろん 遊戯と いっても、 その 本質 は複雜 であ， つて、 おとなの 観念に よって. 

構成され 且つ 發 達した もの、 子供の 觀念 によって 構成され 且つ 發 達した も^、 おと 

なの 観念に はって I 生し、 しだいに 子供の 生活へ 移った もの、 など を區 別し なけれ. 

ばなら ない が、 大きく 别 ければ、 おとなの 遊戯と 子供の 遊戯と になる。 次 二、 こ 

時代の 子供の 遊戯が. どんな ものであった か を 簡單に 述べよ^,。 - 

* 以下、 主として 酒 井欣. 「日本 遊 骶史」 および 同 「日本 遊戯 史」 (敎養 文庫) ヒ據る o  , 

奈良時代の 遊戯の 種類 は、 記錄 の缺乏 のた めあきら かで ない。 子供の 遊戯と して 

は、 わす かに、 高麗から 傳 わった 唐獨樂 (當時 は、 こまつぐ り、 ま 、たで こまつぶ りと 呼ばれた > 


や、 うつむき さい (雙 六の 釆を應 用した 遊戯〕 などが 知られて いるに ままる。 

平安時代に 入る と、 記錄も 多く 傳ゎ つていて、 遊戯の 狀態は 漸く あきらかになる。 

當 * の 子 K の 遊戯. は、 男兒の 遊戯と 女兒の それ、 現在まで 傳 わって いるものと 傳ゎ 

らな いもの、 一般的な ものと 特殊な もの、 というよ うに、 いろいろに 區 ゆする こ. と 

ドハ できる が、 わたし は、 玩具 もしくは 道具 を 必要と する も 0 と必耍 としない ものと 

こ 分けて 考えて 見た. いと 思う 。- 

ひいな  、 

玩具 もしくは 何 かの 道具 を 必要と する ものと して はつ 雛遊び (後代の. 雛祭りの 前身) 

. 十六む さし、 藏§  (E- 乙 互に 碁石 または 小石 を 好きな だけつ かんで、： 何箇 何箇い くつと 握り拳 を 出して 

双方の つかんだ 石の 總数 つ こす.。 )、 紙 *、 雀 小 弓な どが ある。 十六む きし は 今では 全 

くす たれて しまったが、 明治の 末年 二 ろまで おこなわれ ていた。 - 

子 をと ろ^^、 隱れ 遊び (隱 れんぼう)、 這い^ T  (おとなが 背中に 子供 を乘 せて 這って 歩く  S 

はしり くらべ (かけっこ)、 木の ぼり、 雪 合戰、 雪山 ゃ雪佛 (現代の 雪だるま) など は、 何 

ら 玩具 や 道具 を 必要と しない 遊戯で ある。 すまい 草の 花莖 をぬ きとつ で、 松葉き り 

のように、 花 首 を ひっかけあって 切り合う 遊び や、 ほう づき や、 印 地 (每年 五月 五 B ノ 
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定期的に おこなわれ、 二つの 群に 分かれて 石 を 投げ 合う)、 鄉石ー (後世のお 手玉の 前身) わ は ども、 I 間。 "早に g 

得られる 植物 や 石 を 材料と す る 遊び だから、 この 種 噴 に 入れて よいで あ ろう 。 . 

雛遊びな ど は、. 道具 を 必要と する だけ、 上、 中流の 家の 子に 限られる 頃 向が あつ 

ナカ -隱沪 & び はじり くらべ、、 木の ぼり など は、 からだ 一 つで 誰に でもで きる の 

で、 それだけ 民衆的 つ 一 般 的であった。  - 

なお. 子供の 遊戯 は、 おとなの 信仰 行事の 摸倣から 始まつ， ている 場合が 多く、 現在 

おこなわれ ている 子供の 遊戯 (たとえば、 かごめく、 東京の 樽 御輿な ど) も、 し 

ばし ば S 前の 信仰 行事のお も かげ を傳 えてい る、 と は 柳 田國男 氏の 說 であるが、 

はこの 問題に は觸れ ない。 

* 柳 田國^ R 「小さき 者. の聲」 九、 ニー 一 、一  五— 八 頁 o-. 一 

以 も わたし は、 上代の 兒童 について、 その 生活 を槪觀 した。 社 省の 多數を 占めた， - 

庶. 民 階級の. 子供た ちが 苦しい 生活 を 送って いた こと、 -子 にた. いする 親の 權 力が 大き 

力った こと 職業が すでに 世襲であった ことな ど を、 讀者 はすで に 知られた であろ 

う。 


第 四 編 中 世 

--  ノ 

ここで 中世 * いうの は、 鎌倉^代から 南北朝時代、 室町 時代 を經て 安土桃山時代 

に 至る. 四百 二十 年間 2 一八 S —一六 05 であって、 一般に 武家時代と 呼ばれ、 また 社 \ 

畲 組織， の 上から は、 封建制度の 時代と いわれて いる。 - 

前に 平安時代の 中頃から、. 地方で 武士が. 勃興し.. て來 たこと を 述べ たが、 これらの 

武士 は、 はじめは 中央の 貴族、 いわゆる 權門 勢家に 臣從 して その 保護 を 仰いで いた 

が、 時勢 の回轉 は、 權門 勢家 に^って これらの 武士 の保讒 者た る ベ き 源平 二 氏の 武家 

を 生み出した。 源平 二 氏 も はじめは 藤原氏の^ 禮 となって いたので あるが、 地方の 

武士と 緊密な 主 從關係 を 結んで、 しだいに 拔く ベから ざる 勢力 を 養う と共に、 自己 . 

の 力 を自覺 する にいた つた。 かくて 保 元、 平 治の 二 亂を轉 機と して 貴族 支-配の 社 

畲は 姿を消し、 武士 支配の 社會、 いわゆる 「武者の 世」 が 出現した。 

；牛 氏との 爭 いに 勝った 源 賴朝は 鎌 倉に 幕府 を 開いて 將 軍と なり、 純然たる 武家 政 ^ 


、洽を はじめる と共に、 いわゆる 封建-制度 を 確立した。 元來、 封建制度 は、 將軍を 中心 ぬ 

えして 成立し、 將軍は 部下の 武士  (諸侯) に 土地 を 館 地と して 與ぇ、 武士 は將 軍から 一 

土地の 封與を 受け、 この 土地お よび 領內の 人民 をお さめる と共に、 將 軍に 對 して 生 

入 叩 を なげうつ て 忠勤 を勵 むので ある。 かように 主從の 人的 結き と 土地の 授受と は、 

封建制度の 欠く ことので きない 要素で あるが、 この場合、 領或內 の 人民 は、 臣. 下と 

して 諸侯に 服從 して その 生業 を營 む。 そして 諸侯の 下に は、 さらに その 家臣が あつ 

て、 同檨に 諸侯から 二定の 土地 を封與 され、 その 封土、 人民 をお さめる と共に 諸侯 

に 忠勤 を つ くす。 かように. 封建制度 は 上下に 重なり合った 主從關 係と 土地 關係 とに. 

よって 組織され ると ころの ものである。  ヽ - 

* 內 田銀灣 「近世の 0: 本」 五 冗 頁、 瀧 本 誠 一 「日本 經濟史 」，_ 四 頁、 本庄 榮治郞 「日本 社 會史」 (改造 選書) 

、八 九— 九〇 頁。 ， •  . 

鎌 合タ 時代に おいて は、 將 軍から 土地 を封與 された の は、 將軍直 屬の臣 たる 御家人 . 

であり、 これ が 武家 社會 の 中核 を かたちづくった。 

さて 鎌倉時代 以後に おいて、 社會を 組織した- 重要な 階級 はおよ そ 五 つに 區別 する ， 


ことができる。 武士、 公家、 僧侶、 祌人、 庶民、 賤民が それで ある。、  ， 

武士 は 貴族に 代った 新 典 支配階級であって、 この 時代の 社會の 中堅で ある。 公家 

は 皇室 を 中心として、 これ をと りかこむ 貴族の 一 圑 であるが、 すでに 阈家 政治 上の 實 

櫂 を 失って いた。 つぎに 4? 侶 ，神人 は，、 中世に おいて 有形無形の 大きな 勢力 を 蓄え 

そいた 社寺に 屬し、 その 貰 力 は 武士に 次ぐ ものが あった。 つぎに 庶民 は 凡 下、 地下、 

/どみん-,  /  ？  -ャ -J5  . 

一. 土民と も 呼ばれ、 農民 や 商人、 職人な どが これに 属した。 さらに その 下に. 從者、 

所從 、下人、 奴婢、 雜人 などと-よばれる 賤民が あつたが、 これらの 賤民 は責賈 、 質 

入 を 許され、 主人 はこれ を 殺しても とがめられなかった。 

きて、 この 時代の 子供の， 生活 は どんなで あつたろ うか。 .， - 

_  * 櫻 井 庄太郎 「日本 封建 社 會史」 三 I 四 頁お よび 一— 四 章、 瀧 川 政次郎 「H 本社 會史」 第三 編.、 本庄 榮治郎 

. 「B 本社 會史」 (改造 選 薯) 九 五 頁 以下 參照。 ： 

.....  . 「第 I. 節.., へ 家.. 族^ 親 ま 墓 画 響： . .：，〕 謹 重 儀| 穆 l§i 

中世の 軍記物語 などに は、 一家、 一門、 一族、 家門な どと いう 言葉が しば わば 8 


. 使われて いる。 これら はすべ て 同じ 意味の 言葉で あるが、 前編で 述べた 同族 圑 的な S 

意識 を あらわす ものであろう。 この 一 家、 一 門の 首長 を 一 門の 家督、 家門の 楝 梁と 

言い、 家督に 統享" される 一 家、， 一 門め 人々 を r 門の 輩な どと 一一 一一 u つたが、 家督 は、 戰 

• 時には 一門の 輩 を 率いて 出陣し、 平時に も、 一門の 人々 を 指揮して 種 々の 公役 を 動. 

ffB である。 , ： 、■:.., - . -. ベ. て-,: ぺ； v、. 暴： 零： 一き  ン -. ン き 穆滅 

封建 社會に 入る と、 婚約 は專ら 親の 意思に. よって おこなわれ、 婚姻 當事 者の 意思.. 

-は 殆ど 顧みられない ようになった。 政赂 結婚 もし ぼしば おこなわれた から、 政治的 

な 野心に 燃える ハ 又の 犧牲 となって、 人質と しての 嫁と なり、 敵の 家の 息子 を 夫と し 

なければ ならぬ^ S 少 くなかった。 

さて 婚姻 は、 元服して からでな いとで きないの が 一般の 慣習であった。 元服 は 男 

、兒が 子供の 域を脫 して 成人と なった ご， と を 表わす 儀式で、 古くから おこなわれ たが、 

中世で は、 武家で は 烏帽子 を 用い、 加冠の 人 を 烏帽子 親、 冠者 を 烏帽子 子と 言った。 

元服の 年齢 は、 身分に よって 異り、 普通、 攝關 家の 子息 は 五、 六歲、 將軍 家の 子息 

，は 八、 九歲、 武士 は十歲 から 十五、 六歲の 間に 元服した というが、 必す しも 一 定 して 


はいなかった。 源 實朝は 十二 歳、 北條 時宗 は 七歲、 武田 信玄は 十六 歲で 元服した。 

また 加藤淸 正が 元服して 虎之助と 稱 したの も 十五 歲の 時であった。 

妻の 地位 は、 鎌倉時代 では、 まだ 高， かった が、 室町 時代に なると 著しく 低下し、 

.夫 婦の關 係 は、 封建的な 主 從の關 係に 準じて 考えられる ように. なった。 それと 共に 

-應 仁の 亂後、 戰 勝に 驕 つた 武士が 色慾 を U しい ままに する に 及んで 「腹 は 借り物」 

の E 心 想 が 生れ、. 女性 は單に 子供 を 得る ための 道具と 考えられる ようになった。 

中世に おいて は、 親の 權カは 前代より 一そう 强く なつお。 したがって 親に 對 して 

は 子は從 順で なければ ならなかった し、 親子の 間の 爭 いは 子の 敗に 歸 せしめ. るの が 

原則であった。 また 饑饉-のよ うな 特殊の 場合に は、 父母が その子 を賣る こと さえ 默 

.認 された ので ある。 中世の 武家 法で は、 父祖 はまた、 その 敎ぇゃ 命令に そむく 子孫 

を義絕 —— 前代の 不孝、 近世の 勘當 に相當 する —— する 權利を 認められ ていた。 ま 

た、 この 權利 は、 主君の 權威を もってしても うごかす ことができなかった。. V 

* 禝井 庄太郞 「日. 本 封建 社 會史」 第 四 章、 庶民の 生活と 奴婢、 參 照。 

*i 瀧 川 政次郞 「日本 家族 史 —明治 以前—」 (「家族制度 仝 集」 所收) 一 八 三.— 四 頁。 


父祖から 義絕 された 子孫 は、 一 父 通と 同居す る こと を 許されす、 家督 相續 および 遺 ^ 

-產相 續の櫂 利 を 失った。 また この 時代 は緣 座と いう 制度が あって、 罪 を 犯した 者が 

あると 犯人 自身 はもと より、 犯罪と 直接に は 何の 關係 もない 親族に も 一 定の 刑罰 を . 

科した から、. 子孫が 罪 を 犯 もた 場合、 父祖 は 子 を義絕 して 緣捧 から 兔れ た。 反對に 

父祖が 罪 を， 犯した 場合、 義絕 された 子孫 は 父祖の 罪に 緣座 する 責め を 免れる ことが • 

. せ きた .o 「い. ■■-..、.■  .  ：  ノ  ノマ- ノ.  一  ノ.  .  一  - 

武士の 社會 では 家名が 重んぜられ、 祖先 以來の 家の 名 を繼ぐ という 思想が 强 かつ 

た。 家督 を相續 する 者 は 嫡出 長子に きまって いたが、 男子がない 場合に は 養子 をし 

P  一男 子 があって も、 惰弱な 者 はこれ を廢 し、 然るべき 人物 を 選んで 養子と し、 

これに 家督 を讓 つても さしつか^ s> かった。 養子ば 近親から 選ぶ のが 原則であった - , 

が、 適當の 人がない とき は、 他の 家から 養子 を 迎える こと も 許されで いた。 養子 緣 

> 組 は 養父と 實 父との 約束に ょづて 成立した。 ノ 

* 櫻 井 庄太郎 「日本 封建 社會意 讒 論」 第一 一一 編、 名と 一分、 參照。 

また、 父が 生前に 家督 を 子に 讓 つて 隱遁 する、 いわゆる 隱 居が、 この 時代から 始 


まった。 隱 居の 年齡 について は 定まった 慣習はなかった が、 七十 歲 前後が 普通で ノぁ. 

づ たようで ある。 

めのと  -  ヽ- めのと ご  - 

なお、 この 時代に おいて は 乳母と その 夫、 および. その子 (乳母 子) が 大き. な 役割) 

を 演じて いる。 - 一 般に 武將の 家に おける 乳母 は、 田 糸代郞 等たり し 者の 兒女 である。 

したがって 主君の 子に 對し、 乳母と しての 情愛の ほかに、 自分の 親兄弟が 仕えて * 

た その 主 君. の 子 であると いう 特殊の 結びつき を 持ち、 主君の 子 を 献身的 に 養育し た e 

木 曾義. 仲 を 育てた 中原 兼 遠お 義 仲の 乳母の 夫で あり、 今 井 四郞兼 平は義 仲の 乳母 子、 

佐 藤 嗣信は 義經の 乳母 子であった。 乳母と その 夫、 その子が、 主君の 子に 献身的に 

,.、、、」■  '  ：  .  -^" -に ：-- , ノ  ..: . リ-. ,  J.  .  、メ ..-.、.：：ヾぐ：ノ？  、-. ..-.〈：  ....  ■ 

奉仕した 例 はすくな くない。  、 ，  パ 

* 原滕郞 「日本中 ま史の 硏究」 八 七 頁お よび 和 辻哲郎 「献身の 道德 とその 傳統 J  (岩波 講座 「倫理 學」 第一 一一 

お. へ 浙 所き へ.. ^四— 一  ： ：、 にな〜 二  二：.  r  x^^^^ri に： ヽ 一：..， .％£ft: リ. 、、 

. 要す、 るに 中世 封建 社會 は、 父祖 中心の 社會， であって、 子の 地位 はすこぶ る 低 かつ 


. 第 一 一節 武士の 子 ご その 生活 

中世 は 泰平な 近世に くらべれば、 戰亂の 多い 時代であった。 平穏な 時が 續 くこと 

もあった が、 大小 ざま ざまな 戰鬪 がしば しば 各地で 繰り返された。 武士と 農民と が 

はっきり 分れた の は、 中世の 末 —— 殊に 秀吉の 刀 狩に よる II といわれて いるが 、- 

中世に おいて は、 武士と いっても その 大部分 は、 平時 は 農耕に 從 事し、 事 ある 場合 

に 武器. をと つて 起った に 過ぎな か tv た^で ある。 だが 武士の 主な 仕事 は、 なんとい 

つても 戰鬪 であ， つた。 殊に 武士 は主從 固く 相 結び、 戰場 において は 生死 を 共に した。 

そして 戰 場に 臨む にあたって は、 一 ffl の 首長で ある. 家鲁が 指揮官と なり、 一門の" II 

が これに 屬 して 出陣し、 この， 一 門 一 族が. 軍隊 編制の 單位 となった。 じか も主從 の關. 

係 は、 親から 子へ、 子から ^ へと 繼續 し、 親の 主君 は 子に とつても 主。 君であった。 

また 親子 は 一， 世、 夫婦 は 二世で あるが、 主從は 三世と 考えられて 最も 重視され た。 

それゆえ 武士の 子 は 幼い 時から 主君に 仕え、 弓 を 射、 馬に 乘る こと を 習い 覺ぇ、 

事 ある 時 は、 • 父祖、 兄弟、 二 族と 共に 戰 場に 出た。 富士川の 戰 のとき、 齋藤實 盛が 


大將維 盛の 問いに 答えて 坂 東 武者の 勇敢 を說 さ、 軍 はまた 親 も 討 たれよ、 子 も 討ね 

れょ、 死 ぬれば 乘ち 越え、 乘り こえ 戰 うと 言った と 「平家物語」 卷 第五 に誊 かれて い- 

るが、  載昜 では そのような 狀態 もあった であろう。 惡源太 義平は 十五 歲、 賴朝は 十 

三 歲で战 場に， 出で、 伊達 政宗 は、 天文 十三 年 十九 歲 のとき、 二 本 松の 城主 二 本 松 義- 

繼を 討って、 父 輝 宗の仇 を 報じた。  - • 

^に 肷れた 場合、 子が 親に 殉じ、 親が 手す から 愛兒の 生命 を絕す こと もめす らし 

いこと ではなかった。 また 戰に 勝った 者 は、 敵の 子供 を 探し出して 殺^、 その 血統 _ 

を絕 やそうと した。 ノ.  一 

ま 仁 この 時代に 入って から は、 政略結婚が しきりに おこなわれた が、 それと 共に、 

家族 を 尺 質に おく こと も、 しばしば 繰り返された。 賴 朝と 木 曾義 仲と が 不和に なつ 

たと き、 賴朝は 義仲を 討とうと したが、 義仲は 平氏 を滅す 前に 賴 朝と 戰 うこと を 欲 

しなかった ので、 子の 義高を 人質と して 鎌 倉. に 遣わした。 賴朝は 娘の 大 姫を義 高の 

許嫁に したが、 義 仲が 敗 死す ると、 三 筒 月 後， に 義高を 殺して しまった。 家康. が 幼時、 

今川義 元の 許に 人質の 生活 を 送った こと は、 . よく 知られて いる。 


前に 書いた. ように、 親 櫂が 强大 であった この 時代で は、. 親 は 子に 對 して 絕對 であ 

つたから.' 親に 對 する 子の 道德 は、 特に 嚴 重に 遵奉^れ なければ ならなかった。 そ. 

れ故 「孝」. が 重んぜられ、 また、. 子が 親の 仇 を 討つ、 いわゆる 敵 討が 漸くし きりに 

おこなわれる ようになった。 わが 國 では、 敵 討と いう 觀念は 古く か 、ら あって、 「日本 

書紀」 の 中に も、 父の 謦は ともに 天 を 戴か やという 支那から 傳 わった 諺が 記されて 

いるが、 南北朝時代から 室町 時代へ かけての 文學に は、 復謦を 題材と した ものが、 

力なり 多く 見. 出される。  .  ，： 

「曾 我 物 語」 は 曾 我 兄弟 の復謦 を、 . 史實と 空想 を 交 え て 書いた ものであるが、. I 

時の 人々 に 深い 感動 を 與 え、 また 後の 阈文 學. に 非常な 感化 を 及ぼし^。 また 謠 曲で 

は 曾 我 兄弟 を 題材と した 元服 曾 我 0 小袖 曾 我 • 夜 討 曾 我 . 十、 番斬 ， * 師曾我 a 伏 木 

曾 我な どの いわゆる 曾 我物が 作られた が、 そのほか、 その 》 時に おける 復謦の 事 貰. 

を 扉 化した と識 めら れる ものに 1 放 下僧」 と 「望月」 の 二 作が ある。 「放 化,」 ま 兄 

弟 二人で 親の 仇 を 討ち 、「望月」 は 子が 母と 共に 舊臣. の 助け を 得て、 父の： k を 報す 5 


という 筋で、 いすれ も、 その 當 時の 曲藝を 演じながら、 敵に ゆだん させて 討つ とい 

う. 趣向で \ める。 「放 下僧」 の 中に ある 「親の 敵 を 討たぬ 者 は 不孝の 由 を 申し 候」 とい 

.  .  くま わか  ■ 一 

ぅ赏葉 は、 當 時の 復警 思想 を 明瞭に 示す もので あろ 5。 また 「太平 記」 に は、 阿 新： 

丸の 復謦が 記され、 お伽草子の 中に も、 「曾 我物 語」 の 流れ を 引く 「あきみち 物語」 一 

などの 復警譚 が. ある。  ノ- 一  . .  . 

* 和 辻哲郎 博士 は 、「曾 我物 語」. の 作者 は 復響を 是認し、 復 謦 を 孝と している ので はなく、 親に 對し、 子が ま 

活を仇 討の ために 捧げる と い う 献身 の 道德を 重， 視し. て. いるの だ と說ぃ て い る (「献身 の 道德 とそ の 傳統」 ！ 

* 波 講座 「偷 理學」 第三 册所收 、八 三— 八 六 頁)。  ノ  . 

一 r  に ノ つ ノ し^  ， へ 

. 次に、 武士の 子が 遠く 海外に 使いして、 りつば に 使命 を 果たした 輝かしい 事實を C 

こに 書き添えて. おこう。 それ は 中世の 末の ことであった。 天文 十二 年， a 五 四 三) フ 

ラン シスコ 。ザ ビエ、〃 が はじめて 薩 摩に 上陸して 切支丹の 信-仰 を傳 えてから、. 切 支. 

丹 は 次第に 九州、 * 阈から 京 ^附近に ひろがった が、 諸侯の 中で も大友 宗麟、 有 馬 

晴信、 大村 1 忠、 黑田如 水、 小 西 行 長な ど は 熱心な 信者であった。 豐 後の 府內 c 現在 

の 大分 市 y 肥 前の 大村、 有 馬お よび 平戶、 肥 後の 天草な どで は 殊に 切支丹が 盛大 を 極 n 


めた が、 大村 純忠の 如き は 長 崎お よび その 一 帶を 切支丹 (耶蘇 會) に 寄附す るまで ^ 

に 至った。 天 正 七 年、 日本に おける 布 敎狀、 態 を 視察す るた めに 來 朝した ワリー ーャ t 

-1 A.v.aligini は その 盛況 を 見、 耶蘇 會の. 功績 を ョ， I  口 ツバ に 示そうと して 同 十 年 

a 五 OL)、 大友、 有 馬、 大 村の 三 侯に 勸め、 伊東 ドム • マ ンショ (大 友宗 麟の從 弟)、 

千々 石 ドム • 气.グ\  (大村 純忠の 甥、 有馬晴 信の 從弟) を 正使、 中 滞ジ ユリアン、 

原 マ V チノ を 副使と して u ，マに 派遣 させた。 かれら は いづれ も 十代 (十五 歳ない. 

し 十八 歳) であった が、 フリー！ ャ —一一の 先導で 長 崎を發 し、 途中、， 媳港、 コ チン、 

ゴァ などで 風待ちの ため 數 箇月 滯 在す る 間に、 切支丹の 敎義 ゃ語學 など を學 び、 .1 一 

年 半 航海の 後、 天 正 十二 年 七月 ポ〃 トガ \の リス ボ ンに 着いた。 それから ィ ス パ 二. 

ァのマ ド リツ ド へいつ て 阈王フ イリ ッ 。フ 二世に 謁し、 翌年 u  ，マに 久 つて グ レノゴ ヌ 

ォ十 三世に 謁した が 至る ところで 大歡迎 を 受け、， フ. イリ ップ 二世の 如き は 自ら 彼等 

の 宿所 を 訪問し、 5-  — マの 入城 式に は 文 武官、 僧侶お よび 4 國 使臣ら が 儀仗兵と 共， 

に かれらに 隨 つた。 法王 はま もな く 亡くなった ため、 つぎに 立 たれた シギス タス 五 

世の 卽位 式に 列し、 "—マの 巿民權 と パトリシア ン 貴族の 稱號を 授けられて 歸途 に. 


つき、 ヅ H ネ チア、 ミラノ、 ゼ ノア， マ ドリ ッド等 を 經て天 正 十四 年ョ ー 口 ツバ を辭： 

し、 同 十八 年に 歸阈 した。 かれら は その 間ダ エネ チアの 學 校で 語學 を學ん だの を は 

じめ、 いろいろの 學問 を勉强 したので あった。 

前後 實に八 年 半、 國を 出た、. 時 は 少年であった が、 歸 つた 時 はりつば な 男に なって. 

いた。 少年の 身で 故國を 後に して 遠く ョ—  f! ツバに 使いし、 ョ—  口 ツバ 各國の 公使 

の 集まって いる- fll« マ の 法王 廳で、 りつば に 使命 を 果たした かれらの 意氣 は賞讃 に， 

値い する。  .  >に ノ  : 

第三 節 武士の 家訓に あらわれた 親 ご 子  , 

中世お よび 近世 を 通じて、 武士が その子 孫の ために 書き 殘 した 訓誡で 一 般に ？豕孤 

と 呼ばれて いるものが ある。 中世の もので は、 古く は 北條泰 時の 弟で 鎌 倉 幕府の 執 . 

權 連署であった 北條重 時が 書いた 「平 重 時 家訓」 や、 室町 幕府の 管領 斯波 義將が 子〜 

孫の ために 書いた 「竹馬 抄」 などが あ， 9、 戰國 時代で は、 朝 倉、 敏景、 北條早 雲、 武 

田 信玄、 毛 利 元 就な どの 群雄が それぞれの 家訓 を 書き 殘 している。. これらの 家訓の . は 


多く は、 肉親 あるいは 繼 嗣に對 して 訓誡の 條々 を 書きし るした ものであるが、 その 

ほか 家， に は、 家の 訓誡と して 殘 され 守られた もの や、 家臣 一般の 守るべき 淀ての 

性質 を もつ ものが ある。  二 

* 家訓の 社會 的な 性格 や、 家 翳に あらわれ. た 社會 意識に つ いて は、 櫻 井 庄太郎 「武士階級に 於け る 主 從關係 

- 意識の 考察」 (「社 會學 徒」 九卷十 一 號) 及び 「近世の 武士の 家訓と 主 從關係 意識」 (同 十三 卷 > 號) 參照。 

： これら の 家訓 は 、 多く 武士 ^級 の 最上 層 に 屬す る 人々 によって 書かれて いるが、 

當 時の 武士が 子孫に 何 を 訓誡し、 何 を 求めた か、 また 親 は 子 を どんな ふうに 考えて 

いたかが よく わかって 興味が 深い。，  一 

そして これらの 家訓で は、 主君の 恩 を 忘却せ ぬ こと、 從 者の 忠 不忠 を 見 別け、 そ 

. の忠 不^に 相應 する 賞罰 を與 うべき こと、 名 (名 譽、 體面) を 重ん すべき こと、 身 

, の 分際 を 知って 欲 を 慎むべき ことな どが 記 されて いるが、 親に 對 して 孝 を專ら にす 

べき こと を敎 え、 不孝 を 戒めて いるもの は 、すこぶる 多い。 北 條重時 は、 その 家訓 

で、 親の 敎訓 をば、 かりそめにも 違えで はならない。 どんな 人の 親で も、. わが 子惡 

しかれと B う 人が あるだろう か。 葸ぃ子 を 見て 歎く 親の 心 は どんなに 憂い もので あ 
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^うか。 ま^,、 よい 子 を 見て 喜ぶ 親の 心 は、 どんなに うれしいで あろう か。 たとえ 

- 親. の 言うた ことが ひがごとであろう とも、 年老った 親が 何 かいう 時 は、 よくよく 心 

をし すめて 聞くべき であるな どと 述べ、 斯波 義將は 「竹馬 抄」 の 中で、 子 は 他人の 

よい 眞 S をす るより は、 惡ぃ 親の まね をす ベ きで ある、 とさえ 說 いている 

なお 「竹馬 抄」 の 中で 義將は 、弓箭と り (武士の こと) は、 わが 身の こと は 申す 

こおよ f す、 子孫の 名 を S つて ふるまうべき である、 . と 言つ^い る 力 力れ らず士 

にあって は、 名は單 なる 自己 一身の 名ではなかった。 かれら は 常に、 家の 名、 祖先 

の 名、 子孫の 名 を I 體 として 考えて いたので あつだ。 ■ 

毛 利 元 就が、 隆元、 元 春、 隆景の 三 子を誡 めた 話 は 人の よく 知る ところで あるが、 . 

「毛 利 元 就 遺誡」 に は、 兄弟が 協同 一致して 毛 利の 家 を繁榮 せしめ. i、 と 繰り返し 

で說 かれて いる。 

第 四 節 庶民の 子 乙 その 生活 . . 二  . 

前に も說 いたよう に、 中世 は 戰亂の 多かった 時代で あり、 また 武士が 社 身 を 支配 ？ 


した 時代で あるから、 一般の 民衆 は、 しばしば 戰亂の そばづえ を 食わされたり、 武 お 

士の橫 暴に 惱ま されたり した。 

この 時代の 武士. は槪 して 粗野で 敎 養が 低かった から、 その 横暴 は、 かなり ひど か 

つた。， かれらば 自己の 支配 圈內の 農民に 重い 稅を 課し、 あるいは 農民の 田 畠 資財 を 

横領し、 また 農民 を^ 用に 召使って 農事 を 妨げたり した。 かような 狀 態であった か 

ら、 庶民の 子供た ちが、 どんなに おびやかされた か、 また その 生活が どんなにみ じ 

めであった か は、 想像す るに 難くない。 領主の 模 暴に 耐え かねて、 百姓が 逃亡す る 

場合 もあった が、 かような 時、 - 領主ら の 中には、 百姓の 妻子 を 抑留して これ を 譜代 

の從 者の よ. うに 召使う 者 もあった、 また 百姓の 子息 や 召使 を 自己の 奴婢で あると 僞 

り稱 して、 永く 服 仕させる こと もお こな われた。 かような 武士の 壓 制の 下に、 農民 

ノ たち は、 「泣く 子と 地頭」 に は 勝てす、 默々 と 忍從の 生活 を營ん だので あるが、 農民 

の 家庭で は 子供た ち も 重要な 働き手であった。 殊に 娘た ち は. 母 を 助けて、 衣食 主の 

世話 はもち ろん、 男-子と 同じように 耕作に も從 事した であろう。 しかも 領主た ち は 

- これらの 大切な 働き手で ある 農民の 子供た ち を、 種.々 の ロ實の もとに 勝手に 抑留し 


で 召し使ったり などした ので ある。  _ 

* 櫻 井 庄太郞 「日本 封建 社 會史」 第二 章、 武士の 農民 搾取、 參照。 . 

西 行 法師の 歌集 「山家 集」 を 見る と、 西 行が 中 國 から 四國へ 渡る とき、 S 川のう 

ら たという 听で 幼い 者 どもが あまた 物 を 拾って いるの を 見た ので、 尋ねる と、 つみ 

.  あ ま 

という もの を 拾って いるの だと 答えた ので、 「下りた ちて うらた に^ ふ 海人の 子 は つ 

、 、 

みより 罪 を 習 ふなり けり」 と 詠んだ と 書かれて いる。 このつ みとい うの 伺 力よ く 

.b^ らな いが、 貧しい 漁民の 間で は、 おそらく 幼い 子供た ちまで が 働かされ ていた 

のでめ ろう C  . 

次に、 兒童史 の 立場から、 特に 注意お ひかれる の は、 この 時代に おいて 盛んに 行 

われた 人身 賣買 (特に 小兒賣 買) と 誘拐で ある。 安壽、 津志王 丸の 姉弟が かどわか 

され、 由 良の 湊の 山椒 太夫が これ を 買い取って 酷使した 詰 は ひろく 知られて いるが、 

この 說 話が 成立した の は 鎌倉時代の 末で あると いわれて いる。 かような 說 話が 成立 

し、 傳ゎ. つたこ， V は、 當時、 誘拐 や 人身 賣 買が 盛んに 行われで いた こと を立證 する 

ものである。 朝廷 や 幕府で は、 しきりに 禁令 を發 布した が、 ながな か根絕 する こ，^ 


がで きなかった。」 縑倉 幕府の 法令 I 「新轜 追加」 八 五條、 一二 七條—— に は、 違 - 

反 者の 顔に 火 印を捺 せ、 と 規定した もの さえ ある。 しかも 幕府 は、 餓饉 などの 場合 

に は、 やむ を 得ない 事實 として 消極的な 是認 を さえ 與 えたので あった。 

-  ひと ケ り. ひと あきない 

人身 賣買 は當 時の 言葉で は、 人賈、 人 商、 人倫 賈 aX と 言い、 これ を 業と する 者 

ノ  -. ひ-と あきびと,  ノ- ひど^ i  ^  一  .  -  、--  ノ- つ-: つ. 「 -■■,■、.：._.::  ,ノ  -.,  リク ノ，. リレ >  ぐス： r リメ ふ：：：. 

. を 人 商人 または 人 買と 呼んだ。 人身 賈 買 は、 すでに 平安時代の 末期から 行われて い 

ノ  . --- . -.  つ- ， , - - しゃ^き しゅう， '- . . - -. "い ノ  ■- 

たが、 鎌倉時代の 中頃の 說話 集で ある 「沙石 集」， (僧 無住の 作) にも、 饑饉の 時、、 貧し 

い 孝子 が 身を賈 つて その 金 を 母に 與ぇ、 人 商人に 伴われ. て 東の 方へ 下って ゆく 次の 

ような 哀れな 話が 書かれて いる。 

文 永年間の こと、 久しい ひでりの ために 饑饉に なり、 殊に 美 1 尾 張で は 餓死す る 

者が 多かった。 この 時、 美 濃の 國に 貧しい 母子が あつたが、 子 は 身を賈 つて 母の 飢 

え を 救おうと 思い，、 母め-承諾 を 求めた けれども、 母 は、 死ぬなら 同じ 所で 手 をつな 

ぎ 頭 をなら ベて 死のう、 いつまで 永ら える 世で もない のに、 生きながら 離れる の は 

口惜しい といって 許さなかった。 しかし 子は强 いて 身 を賈 り、 その 價を 母に 與 えて 

泣く 泣く 別れて あづまの 方べ いった。 がくて 人 商人に 連れられて 三 河の 國矢 作の 宿 .、 


に 着いた が、 人の 問いに 答えて 「又 再び 母の 姿 を 見す して、 東の 奥の 山の 奧、 野の 

«  あした  きえ  や 

耒 にか さすら ひ 行きて， 夕の 煙 朝の 露と 消て、 -又母 を 見す しぜ 止みなん」 と 泣いて. 

語った ので、 見き く 人、 袖 をし ぼらぬ 者はなかった。 

また 室町 時代の 代表的な 文學 作品の 一種で ある 謠 曲に は、 櫻 川、 角 田 川、 三 井寺、 

じ ねん こ . じ  ^ 

自然 居士な. ど 人身 賈 買に 取材した ものが 多い が 、「櫻 川」 では、. 櫻 子と いう 子供が 母 

の 貧 を 救うた めに，、 ♦ 自ら 人 商人に 身を賈 つて 東國へ 下り、 母 は 悲しみの 餘り、 狂氣 

して 後を慕って 東阈へ 迷い ゆく ことが 描かれて いる。 「角 田 川」 は、 ひとり 子 を 人 商 

人に 誘拐され た 母が、 都から はるばる 東 阈の角 田 川の ほとりまで 子 をた すねて ゆく 

と、 たす ねる 子 は 一年 前に、 その 角 田 川の ほとりで 旅の つかれで 發 病し、 殘. 酷な 人 

商人から 捨てられて、 遂に そこで、 はかなく 亡くなって しまったと 渡し守り から 聞 

かさ. れる、 悲しみに 沈んだ 母が 子の 墓の 前で、 勢ながら に 念佛を 唱える と 子の ま ぼ 

ろしが 現われる、 という 筋で あるが、 ひとり 子 を 失った 母の 悲しみ は、 觀る 者の 胸 

に 迫る ように 描かれて いる。 

，和 田 萬 ^  r 略 人 を 題と せる 謠曲」 (阔 語と 國文 學、 ニ卷 十二 號)  ^ 


, かように、 誘拐 や 人身 賣 買が 盛んに 行われた 時代で あるから、 親子、 夫婦、 主從 g 

が再會 する 話が 歡迎 された。 SS! 曲に. は.、 かかる 再會. を 題材に した ものが 多い が、 そ 

の 中-の 親子の 再會を 取扱った ものに ついて 言えば、 母と 子の 再會に は、. 前に 述べ た 

櫻 川、 角 田 川、 三 井. 寺お. よび 百 萬が あり、 父と 子の 再會に は、 誘拐され て 見えな く 

一一  とくさ. 

なった 一人子に、 もしゃめ ぐり 逢う かと、 信 濃の 園 原に 土賊 刈と なって いた 父が、 

-  -  ノ  . と *KZ き ,  , , 

旅僧に 伴われて 來た 我が 子に 再會 した 「土 賊」、 天狗に さらわれた 孑に 淸水 寺で めぐ 

り 逢う 「花 月」、 そのほか 丹 後 物 狂、 弱 法師、 歌 占、 刈 萱、. 唐 船な どが ある。 また 親 

-  つ ちぐる ま 

子、 夫婦の 再會を 取扱った ものに 「鳥 追 舟」、 主從 父子の 再 會を极 つた ものに 「土 車」 

が ある。 - 

かように、 かどわかされたり 賣られ たりした 哀れな 子供た ちの 多く は、 庶民の 子弟 

であった であろう。 また 「北 條九代 記」 や 前記の 「沙石 集」 などに は、 重い 年貢 を 

納められない 民 .が>  妻子 を賣り 家財 を盡 して、：^ うやく 償った ことが 記されて いる。 

そして、 かように 賣 買され た 者 は、 おそらく 奴婢と して 酷使され たので はない かと 

思われる。 

0 レ V  ,  -  0^  き k  i 


さて 庶民の 子供た ちに 對 して、 どのような 保護 救濟の 手が さしの ベら れて いたで 

あろう か。 もちろん、 兒童 保護の 事業が 充分に なされた という こと はで きないが、 

すくない なが、 らも、 注目すべき 事， 實 もないで はない。 

* 以下、 主と しそ 辻 善 之 助 編 「^善 救濟 史料」、 社會 事業 研究所 編 「社^事業 大 年表」 に據る o 

. 中世に おいて は、 一般に 社會 事業 は、 皇室、 幕府お よび 民間の 宗敎 家に よってな 

された が、 兒童 保護の 事業 も、 佛敎徒 や 天. 主敎 徒によ つて 行われた。 聖德 太子が 悲 

. 田院を 設けて、. 寄る ベ なき 貧窮 孤 獨の者 を牧容 して 養われた こと は 第二 編で 述べ た 

が、 太子の 精祌 をう けついで 悲田院 を 營む者 は. この 時代に も絕 えなかった。 鎌， 倉 時 

代で は、 良觀 (忍 性 菩薩) は 永 仁 二 年、 四天王 寺に 悲田 。敬 田， 二院の 復興 を 計り、 

南北朝時代に 久 つてから は、 興國 三年、 京都に 東 悲田院 が 建. てられ、， 弘和 元年に は 

僭元聖 が 京都に 悲田院 を 設けた。 また この 時代の^、 無 文 元 選 も、 敬 田 ？悲 田. 二院 

を 設立した。 くだって 天. 文 年間に は •、 僧 恩 p: は 和 泉 樨の十 萬 寺に 住んで 貧 病 者 を 救 

い、 世に その 寺 を悲田 院と稱 した。  、 . 


また 鎌會 幕府 は、 弘長 元年 、病 者、 孤兒ノ 死屍 を路 邊に棄 てること を 禁じ、 室町 ^ 

時代 初期の^、 周 伸 は 棄兒を 養育した。 • ： 

さて 豊臣 秀吉の 頃、 比敫 山に 全宗 という 僧が あった。 後、 醫を 曲直 瀨正 慶に學 び、 - 

秀吉に 仕えて 寵を 受け、 常に その 左右に 侍して いたが、 奈良時代の 施藥 院がノ その 

後、 久しくす たれて いるの を慨 き、 秀吉 に-奏し てこれ を 復興し、 施藥院 使に 任ぜら 

れた。 全宗の 養子の 丹 波 秀隆も 秀吉の 恩 遇 を 受け 、天 正 十四. 年 正月、 施藥院 使に 補 • 

され、 その後、 子孫 相承け てこれ に 任ぜられた。  - , 

また 弘治ニ 年頃、 ポルト、 ガ〃 の-商人で、 わが 國で 耶蘇 會に 入った ダ〃 メ ー ダは、 

切支丹 大名 大友 宗麟の 府內に 貧民 病院 を 興した。 

、 0 

■  _  -.  .  どいつ 令  へ  t  . ヒ -、f に；.： 

室町 時代の 頃、 下尅 上の 風潮が 盛んになって 土 一  揆と よばれる 土民の 鬪爭， が頻發 

したが、 文明 十七。 八 年の 山城 國 一揆に おいて は、 阈 中の 十五 丄ハ歲 から 六十 歳まで 

の， 者 を 召集して 議會を 開き、 武士と 鬪爭 して これ を 屈服 させた。： かような 際に、 十 

五上 ハ歲の 少年まで が 一揆に 參 加して 活動して いる こと は 注意すべき 事實 で あ ろ う 。 


* lli 浦 周 行 「國 史上の 社會間 題」 第 十四 no 

.  第 五 節 寺院 の 敎育的 活動 ズ ふ h リ シ タ ン の 學校 

一場 

敎 育に ついては、 詳しく は 日本 敎 育史に 關 する 多くの 著述に 讓 るが、 ^わめて 筒 

單 に觸れ てお きたい。 ノ  S 

中世の 敎 育で 特に 注意し なければ ならな いのは 社寺で ある。 中世に おいて は、 社 

寺 は 強大な 勢力 を もっていた。 社寺 は 前代からの 傳統 的な 特權 と、 武家の あらたな 

信仰と によって、 殊に 社寺に 一 種の 治 外法 權を 認める 慣習が 成立した ため、 一 大王 

國的 存在と なった。 社寺 は、 當 時の 人々 の精祌 生活 を 支配す タる と共に、 强 夭な 特權 

と豐 かな 財力と によって 經濟 的な 活動 を營 み、 ことに 金融 機關 として、 庶民に 對し 

て 大きな 力 を もっていた。 また 常に、 學問ゃ 和歌、 習字 その他、 文化の 苗床と なつ. 

た。 寺院が、 果 した 敎育 的な 機能のう ちで 特に 重要な の は、 寺院が 僧侶ば かりで なく 

武士 や 庶民の ための 敎 育機關 となり、 Se 侶が 敎師 として 働いた ことで ある。 寺院に 

おける 俗人の 敎育は 主として、 年少者に 對 する 初步的 なまた 基礎的な 敎養 をめ ざし s 


て 行われた 。ノ  ；  一  .  .  ^ 

* 中世の 社寺に ついては、 平 泉 澄 「中世に 於け る 社寺と 社 會の關 係」、 襖 井 庄太郞 「日本 封建 社 會史」 第一 li 章 

社寺 • 僧侶. 1  の 活躍 ノ參 照。 

中世に おいて は、 寺院に 入學 して、 寺で 初等教育 を 受ける ことが 一般の 慣習で あ 

つた。 太 田道灌 は九歲 のとき、 鎌 倉の 五山に 辜び， 織 田 信 長 は 十三 歲 のとき、 名 古 

還の 天主 坊で學 び、 上 杉 謙 信 は七歲 のとき、 林 泉 寺に 入. つて 學 問した という。： また 

謠 曲の 「丹 後 物 狂」 や 「仲 光」、 また 狂言の 「以呂 波」 (後述 參照) など を 見ても、 兒 

童. が 寺に 入って 學ぶ 中世の. 風習が よく わかる。. 當時、 寺院 へ入學 する 兒童 は十歲 か 

ら 十五 歳までの 者が 多かった。  -  - 

. かように 中世で は、 寺院が 學 校であって、 寺院 は、 僧侶の みなら や、 武人 ノ 庶民 

の敎 育に も あたって いたから、 この 學校を 「てら」 と 言い ノ 寺に • 學ぶ學 童 を 「てら" 

こ」 と 呼び、 入學を 「てらいり」 といった。 近世に なつてから 寺で 學 ぶこと が 次第 . 

にす たれた が、 「てら」 「てら こ」 「てらいり」 という 言葉 は そのまま 用いられた C こ ， 

れ ら の 言葉が 近世まで ひろく 用いられた ことか らも 、 中世に. おける 寺院の 敎ー育 上 の 


活動が 廣く、 また 根柢の 深い もの であった ことが わか る。 だが 寺院 へ 入學す るの は、 

武士の 子が 多く、 庶民の 子 はき わめ. て少 かった ようで ある。 寺 入りした 子供 は兒 と- . 

呼ばれ、 Se 侶 見. 習の 子供と 一 緖に 、主として 手 習 をして いた。 狂言の 「 名 取 川」 を 

見る と、 比 叙 山に 登って 受减 した 僧が、 歸途、 或る 寺へ 立ち寄り、 大兒と 小兒が 手. 

習 をして いる の を 見^ と 記 されて いる。 

また 武家で は、 古く は、 家人のう ち 才能 あ. る もの を 選んで これに 敎 育を托 じたよ 

うで ある。 すなわち 夫 は 文武の 敎育 にあたり： 妻 は 乳母と して、 つかえた ので あるが、 

社 會が複 難になる にしたがって、 寺が 敎育 機關 となった。 乳母 夫婦が わが 子 以上に 

主君の 子 を 愛して 育てた ことに ついては 前に 述べ た。 • 

, 室町 時代 中期になる と、 貨幣 經濟の 著しい 進出 ゃ生產 力の 發展 などに よつ で 商 取. 

,引 が擴大 し、 商人の 地位が 向上した ので、. 必 然的 に 算用と 文 字と が 必要に なつ た 0 

この 時代に は 算術の 塾， が 大都市に 見え はじめ、 村落に おいてさえ も， 文字 ある 僧侶 

を 一展って， 村 の 書 き 役に 使う と 北つ に、 子供に 手 習を敎 えさせた 地方 が あった。 ；， こ れ が 、 

後に 近世 に 入って. から、 庶民 敎育 機關 として 普及した いわゆる 「寺 子 還」 の 起原で お 


また 多少、 字の 素養の ある 親 は、 子供に ィ 口 ハ など を敎 えた. であろう。 狂言 「す 

呂波」 では、 親が 子に イロ ゃを敎 えてい る。 

父 「これ は此邊 りの 者で 御座る。. 悴 もやう く 成人 致した によって。 寺へ 上せ ： 

て 手 習 を させう と存 する。 ……そち もやう /^成人した によつ r。 寺へ ヒ せて 

手 習 を させう と 思 ふが 何と あらう。 子 「それ は 兎も角もで 御， 一 坐る。  親 「. …： + 

爱、 に 高 野の 弘法の 作りお かれた 四十 八 字の いろはが ある。 ：… • それ を敎 へて や 

らうと いふ 事 じ や。 子 「それ は 忝う 御座る。 敎 へて 下され。 親 「寺べ 行く と 云 3 

て も。 いろは 程の 事 を 知らいで はなるまい。 まづ讀 みから 敎 へう ものと いふ 事 

ちゃ いろはに ほ へ とちり ぬる を わか やまけ ふこえ て ゑ ひもせ す 京と 云 ふ 事 

ぢゃ。 子 「其 様に 立 板に 水 を 流す やうに 仰せられて は覺 えられ ませぬ。 年寄，？ 

の 坂 を 登る やうに。 ほくりくと 一 字 づっ敎 へて 下され……. (野々 村戎 fs 「き 1. 

■y^^KR 籠觀 襲， ぶ 聽礙 i 樣,. 謹 ノケ 」 .V  . 籠 霧 舊顏餐 m 

なお キリスト 敎 の傳播 にと もない、 キリ" ト敎的 文化が ひろく わが 國に廣 まった . 


が、 キリスト 敎的敎 育 を ほどこす 學校も 各地に 建てられた。 すなわち、 肥 前の 切 支 

丹 大名 有 馬 氏 は： 藩士なら びに 庶民の 子^に、 キリ スト 敎的 普通 敎育を 施す 學校 

Semmano を 建て、 货田信 長 は、 宣 敎師ヮ リー！ ャ 1  一 f  (伊東 ド ム • マン ショ らの 少年 使節 を 口 

f マに 系內 した 人で ある) から 有 馬に ある. が 如き 學校を 建てる ように 勸め られ て、 天 正 九 

年、 近 江の 安土に 土地 を， 與 えて」 校 を 建てさせ、 身分の 高い 土人の 子弟 二十 五ん を 

これに 托した。 信 長が この 學校ぞ 見に 來た とき、. 日向の 飫 肥の 城主 伊東義益の 二 男 

ドム. r ゼロ ー ムが 洋樂を 奏し、， 信 長 はこれ を聽 いて 大いに 喜んだ という。 その後 こ 

の 種の 學校. は、 諸國 にかな り 多く 設けられ たと 想像され るが、 江戶 時代に 入って、 

島 原の 亂後、 鑕國 令の 實施 によって、，、 耶蘇 敎の禁 纏と 共に、 その 跡 を絕. つで しまつ 

なお キリシタンの 敎 育に つ、 い て 岡 田 章 雄 氏 は、 

「キリスト 敎 が、. 布 敎のー つの 手段と して 寺子屋の 方法 を そのまま とりいれ、 信 

ォ ラ シ ョ 

者の 子弟 を 集めて、 敎義ゃ 祈 禱を敎 えたり 讃美歌 を 習わせたり する ほかに、 讀 み， 

眷 きを 授けた こと は 興味 ふかい 事實 である。 主として 九州 地方の ことで あるが、 & 


永 祿六年 a 五六 三年) の 宣敎師 の報吿 によれば、 横瀨 浦の 會堂 では、 異敎 徒つ まり s 

信者で ない 人々 の 子弟に も 文字 を敎 え、 そして その 親た ちの 好意 を 得る こと を 計； 

. つたと いう。 キリシタンの 信仰が 庶民の 生活の 中に， 深く 根 をお ろした の は、 むし 

ろ この種の 初等 敎 育の 力に ま つ と ころが 多 か つ たように も 思われる。」 

来  ■  -  . 

と 言-つで いる。 •  .  . 

* 岡 S 章 雄 「キリシタンの 寺子屋」 (東京 朝日 新聞、 昭和 十六 年 六月 二十 二  H) - 

次に、 敎科 書と して は、； 「千 字 文」、 「和漢 期 詠 集」、 「實 語， 敎」 のように、 前代から . 

ていきん 

繼 承した もの もる づ たが、 中世に なって 作られた，^ のに、 「庭訓 往 來」、 「消息 往來」 

などの いわゆる 往來 物が ある。 そのほか 「童子 敎」、 「今 川狀」 などが 用いられ、 「源 - 

氏 物語」、 「小 倉 百 人 二 首」、 「貞永 式目」 など も廣く 使われた。 なお これらの 「往来 

物」 の內容 は、 各種の^^識から、 有職 故實、 .佛 事な どに わたって いる。 

■ 第 六 節 職業の 世襲 ご 一子 相傳 . 、 

中世に なつてから、 職業 世襲の 傾向 は 一そう 强ぐ なって いらた。 . 


鎌倉時代に は、 すでに 京都、 鎌 倉 その他の 都市に、 專門 的な 手工業 者が いたが、， 

かれら は 幕府 や 社寺 や 權門ノ 領主の 御用 職人と して 特殊な 地位 を もっていた。 かよ 

うに 社寺 ゃ權門 * 領主と 關係を もった 手工業 者 は、 一 定の區 域内で 獨占 的な 營業權 

を もつ ようにな 4、 また 製品 を販實 する ために も、 . い ろい ろな 特權ゃ 特典 を 認めら 

れ るよう になつ. た。. かような 特權が 基と なって、 鎌倉時代の 末に は、 座と 呼ばれる 

一 種の 同業組合が あらわれ、 室町 時代になる といよ いよ 發展 した。 

--. -  -- --- V-:.-..,,.: つ-り-:.；., ■-•」：： へ ：ノ  ，-  つ グーへ： ：-、 に；..：，, 、，ヽ ；： や.. へり-. ふ ■  ：  二  - --ケ マ..」. 二つ- ゾ.，： , - ^ 

中世で はノ はじめ 商と ェとは >  はっきり 分れで いなかった が、 時代の 進む につれ 

て 手工業 者の 中^ら 商人に 轉 化する もの を 生じた。 これらの 商人の 間で も、 權門. 

領主と 特殊な 關係を 結ん-で、 いろいろな 特權ゃ 特典 を 得る ことが 行われる ようにな 

り、 中世の 後半期に なると、 この 關係は 一そう 發 達して 商業 者の 座の 組織と なつて 

現われた、 ので ある。 そして 商 * ェ いづれ の 座 も、 その 員數は 一. 定 してお り、 その 權 

利 は 世襲され た。  に- 

この 職業 世襲の 傾向 は、 すべての 藝道 I ^おいても いちじるしかった。 この頃 は、 

1 子相傳 などと 言って、 自己め. 藝道を 繼承 する 者 以外に は、 技法の 眞義を 妄りに 人 ^ 


に傳 える こと をし なかった。  o 

和歌に ついて 見れば、 俊 成、 定家、 爲家丄 三代. つづいて 勅撰集 を 撰んだ ことが も 

ととな つて、 歌道が 一軒の 家に 歸 して， しまい、 定家 卿の 規則 だとい つて、 こういう 言 

一葉 を 使って はならぬ、 こんな 句 はいけ ない、 というよ うに、 一定の 法式が でき、 ま 

たつ まらない こと を祕事 祕傳、 一 子相傳 などと 言い、 -歌 という もの は 全く 生命の な 

いものと なって しまった。  ， 

また 能樂を 大成した 天才 的な 藝術 家で ある 世 阿 彌元淸 は、 すぐれた 能樂 理論 を 書 

きのこして いるが、 それら はすべ て祕 書と して 書かれ、 藝 道の 繼承者 以外に は 堅く  . 

他見 を 禁じて、 長い間 祕密に 保存され たのであった。 世阿彌 はさす がに 「タト ヒ、 

一 子 タリ トイ フ ト モ、 無 器量 ノ モ ノ  一！ "傳フ ベ 力 ラズ」 と 言い、 「家- 家 二 ァ ラズ、 

續クヲ モテ家 トス。 人、 人 一一 ァラ ズ、 知〃 ヲモ -ズ 人， トス」 (花傳 書、 別紙 ロ傳) というり 

つばな 信念 を もっていた。 しかし 凡庸な 人々 の 間で は、 すいぶんつ まら^い こと ま 

でが 祕事 祕傳 とされ、 一 子相傳 というよ うな こと も嚴 重に 勵 行され たようで ある。 

* 野 上 鼙一 郎 「世 阿彌 元涛」 一八 二、  二 11 一七— 二  . 三 A 頁 參照。 


• 學問 においても 同じであって、 平安時代の 末から この 時代へ かけて、 專門 として 學 

間を傳 える 家 を 生じ、 萬 事、 師傳を 尊んで 少しも 新機軸 を 出さ や、 師家 はこと さら 

に 祕傳を 設けて、 その 道の 深遠 を裝 うこと を 努めた。 かような ふうは、 和歌？ 蹴 鞠 

の 諸藝能 はもと より、 次の 時代に なって 盛んになった 武藝 にも 及び、 それぞれ 流派 

を 立てて 分立した。 -  - 

かように 中世の 子供た ち は、 特權を もつ 家に 生れた 惠 まれた 者 はもち ろん、 そう 

でない もの も、 その 多ぐ は、 親の 職業 を覺 えで その後 を繼 いでいった， のであった。 

.. 第 七 節. 童. 話， の 階級 性： ... . - 截删爾 |纖菌ゅ. . . - ,0 

中世に， 入る と、 童話の 種類 は大 そう 豊富になる。 現代の 子供が 喜んで 聞く 童話の 

舌 切 雀 や、 花 咬 爺、 一寸法師な^ は、 この 時代に 現われ、 あるいは この 時代に その 

起原 を もっている。 

鎌倉時代の 說話 集で ある 「宇治 拾遺 物語」 に は、 瘤 とりや 腰折れ 雀 (％ が 恩 を 返す 話) 

め 話が 誓 かれて いるが、 この 腰折れ 雀の 話 は、 後の 舌 切 雀の 話の 原形 だと 言われで S3 


いん。 次に、 室町 時代から 江戶 時代の 初期に かけて、 御伽草子 という 名で 呼ばれて 9 

いる 一群の 的な 短篇 小說が 現われて いる。 この 御伽草子 は、 誰が 書いた の. 力 

いつ 作られた のか、 わからな いものが 多い が、 婦ん 、子供、 低い 知識層の 讀物 であ . 

り、 慰めで あり、 同時に 敎ぇ でもあった。 純粹の 童話 はすくない が總 じて 童話 的で 

ある。 浦 島 太郞、 一 寸 法師、 酒吞 童子な ど は その 代表的な ものである。 また 室町 時 

代の 文學で 為. る謠 曲に、 は、 童話 的な 內容を もつ ものが すくなくない 

* 高木 敏維 「日本 神話 傳說， の 研究」 參照。 

さて 次に、 これらの 御伽草子の 主な もの を、 その 主題に よって 分けて 考えて 見よ 

一つ" ,-.MB^MM^ 

慾ば つた 者が 他人の まね をして 失敗す る 話で、 - 「宇治 拾遺 物語」 

にある g 折れ 雀 や I とり、 お伽草子の 「福 富 草子」 などが この 型に 屬 する。 「福 富 草 

子」 まお 伽草子の 中で、 最も 古く、 またもつ ともす ぐれた ものと 言われて おり. ま 

た 近世め lii の 前身で ある。 これ は、 福 富と いう 放屁の 名人が 某の 中將 殿に 召さ 

t て 、 み じき 長者 二な つたので、.. その 隣人 ホク セクが これ を まねて 失敗 するとい う 


1 である。. この 型の話 は、 いすれ も、 人 まね をす るな ひと を 羨むな^ば るな 

と敎 えてい るので あって、 その 多く は、 「されば 物 羨み は爲 まじき 事な り」. という ふ 

うに 話 を 結んで いる。 ， 

かように、 こ-の 型の 說話 は、 ひと を 羨むな、 他人の まね をす るな、 慾ば つて 人 ま 

ね をす ると、 ひどい 目. にあう ぞ、 という 敎訓を 含んで いるので あるが そ^ 中^的 

な B 想 ま、 少欲 知 足 (少欲に して 足る を 知る) であると 言って よい， であろう。 し 力る にバノ 

欲に して 足る を 知る という 思想 は.、 これらの 說話 ばかりでなく、 「方丈 記」 や 「徒然" 

草！ や、 そのほか この 時代の 多くの 文藝 作品 や 家訓な どに も あらわれ ている。 

社會 がいくつ かの 階級 *身 分に よって 構成され ていて、 上下。 主從の 差別が きびし 一 

く、 職業 世襲の 傾向の 强 かった 當， 時の 社會 では、 少欲で 足る を 知り、 他 を 羨まない 

と-いう こと は、 社會 人が 守らなければ なら-ない 一 つの 道德. であった。 かような 社會 

.  米 

であった からこ そ、. 福 富 長者、， 瘤と り、 腰折れ 雀な どの 說 話が 生れた ので ある。 

*. 少欲 知 足 思想の 社會的 意義に つ いて は、 櫻 井 庄太郞 「H 本 封建 社會 意識 論」 第 四 編、 分限 思想の 硏究參 照 

(2) 動物が 恩 を 返す 話 浦 島の 傳說 について は、 前に 第三 編で 述べた が、 御伽 草 ぬ 


tf の 浦 島 太郞は 古い 形に くらべる と、 よほど 童話 的に なって いる。 殊に 浦 島が 太郞 お 

という 名 を 與ぇ られ ており、 また 浦 島が 自ら 釣 つ、 た龜を 放ち、 その 恩に 報い るた め、 

龜が 美しい 女房と なって あらわれて 浦 島 を 龍宮へ 伴い、 浦 島と 夫婦の 契り を 結ぶ こ 

とに なって いて、 動物が 恩 を 返す という 話の 形式に 進んで いる。 また 鎌倉時代の 說 

話 集で^ る 「宇治 拾遺 物語」 に は、 雀が： 恩 を 返す 話 や、 蛇、 が 恩 を 返す 話な どが 記さ 

て.：，； る。.： T  、 へ.： に/蒸 霞 達 vv---.  :^ 纏 誓 - . ..... ノ.： ： きき ぼき， 籠 纖 m 羅 

さて 中世の 社會 では、 武士が 支配階級 として 勢力 を ふるった が、 前に 述べた よう 

に、 この 武士の 集圑は 主君と 從 者との 關係、 すなわち 主 從關係 を 基礎と して 構成 さ 

れ ていた。 そして 武士の 間で は、 主君 は從 者に 土地 を與 えて その 生活 を 保證 し、 從 

. 者 は 主君に 忠勤 を勵 み、 事 ある 時 は 命 を 捨てて 主君の 恩義に 報いる のが 常で あろた。 

それ 故、 主君の 恩義に 報いる こと は、 從者 としての 當然 の道德 であって、 主君の 恩 

： を 忘れる 者 は 人間ではなくて 畜生 だと 一 般に 考えられ ていた。 中世 はか かる 社會で 

あつたから、 報恩と いう 思想 は、 當 時の 文藝 作品、 敎訓 書、. 法律な ど を 始め、 あら 

.  -来 

ゆる ものに 現われて い るので ある。 


* 襖 井、 前揭 i 1 編、 報恩 思想の 展開と 初期 封遨 社會、 參照 o 

「宇治 拾遺 物語.」 やお 伽草子に、 動物の 恩返しの 話が 現われ て いる こと、 特にお 

伽草子の 浦 岛太郞 で、 浦 島の 傳說 が、 龜の 恩返しと ぃラ 話. の^, 式にまで 進んで いる 

こと は、 報恩の 道德を 重ん する 中世， 封建 社會の 反映と 考えても 誤りで は あるまい。 

(3) 繼子 いじめの 話 繼子 いじめの 物語と して は、 すでに 平安時代に 「主 吉 物語」 

や 「落 窪 物語」 が あるが、 お伽草子の 中には、 鉢 かづきが ある。 この 鉢 かづき 姬の 

話 も、 平安時代の 「今昔 物語」 の 中から 筋 を 採った と言われて いる。 また、 この 鉢 

かづきの 系統に 屬す るお 伽草チ に は、 花 世の 姬 やうば かわ. (姥 皮) が ある。 かよ ラ 

な繼子 いぢめ の 話 は、 男性 中心の、 したがって 一 夫 多妻が 行われ、 腹ち がいの 兄弟 

姉妹の 多かった 社 會相を 反映す る もので * あろう。 〔 

C4) そ の 他-  , 、 

しゅてん 

そのほかお 伽草子に は、 一 寸法 師ゃ 酒吞 童子、 また、 纖藤太 物語、 物く さ 太郞、 

, 蛤の 草子、 天稚彥 物語、 梵天 國 など、 童話 的 要素に 富んだ 話が 多い。 


. さて 以上に よって、 瘤と り、 舌 切 雀、 花暌 爺、 鉢 かづき、 浦 島 太郞、 一寸法師、 卵 

酒吞 童子の ような、 現代の 子供た ちに も、 まだ 親しまれ ている 童話が 中世に あらわ 

れ たこ， V、 或いは， その 起原 を 中世に もつ こと を讀者 はちで に 知られた であろう。 

そして これらの 童^ は、 いやれ も、 階級 的 • 封建 社會 的特徵 を豐 かに もってい るの 

である。  一： 

x 

天 正 十 年、 宣敎 師フリ 一一 ャ ー 二が 伊東 广 ム * マ. ンショ ら、 四 人の 少年 使節 を til 

マ に 伴な つたこと は、 前に 述べ たが、 この ヮリ ニヤ ー 一一 が. もたらした 西洋 ふうの 印 

刷 機械 や 技-術 者 によって、 九州の 天草で は 活版印刷が 行 われた。 こ の 天 草 で 印刷 さ 

れた本 は、 tlj マ 字の 平家物語 を はじめ、 辭書、 文典、 敎義 書な ど、 その 數がす こ 一 

ぶる 多かった が、 その 中に、 - ラテ ン譯の イソ ッグ 物語 を 國 語に 飜譯 した 「ヱ ソ。 ホのフ 

フ ブラス」 默 msi が ある こと は 特筆に 値い する。 この， 書 は 全部 口  —  、 マ 字で 書 

かれて おり、. 現； i 大英博物館に 藏 され、 天草 板 (耶蘇 會版) の， 「：ゃ 家 物語」 と 合 綴し 

. て 本文 九十 七 頁 あるそう である。 イソ ッブ 物語 は江戶 時代に 入って から、 元 和、 宽 


永 萬 治 年間に も 出版され たが、 それら は、 いやれ もこの 天草 板と は、 全く 異 つて 

いふ。：. へ..,. - に-霧き 麓 種 一 謹き 應麵 零，^ ぶ -」. ： .. •■ -、 「：〗 

* 幸 ffi 成 友 ： 新 「「耶蘇 會版』 の 出現」 (朝日 新聞 昭和 十六 年 四月 二十四日 掲載) 參照。 

\ 第 入 節 童 謠 、、」 遊 戯.  ， 

さて 中世の 童謠 として 傳 わって いるの は、 きわめて すくない。 

* 以下、 主として 高 野 辰 之 「日 # 敬 謠 史」、 撗. 山靑峨 「日本 童謠 十講」 に 據る。 

に 示す の は、 「後三年 合戰 記」 や 「源平 盛衰 記」 などに 載せて ある 鎌倉時^の 童 

りゃくじ ゆ  , 

：謠 であって . 略誦 (略 頌) といわれる ものである。 これ は、 もと、 經 文の 類 を 覺ぇ 

易く 略して 作り替えて 歌った もので、 後に は、 一種の 記憶 歌と なって、 種々 の 物の 

名 をなら ベで 歌い、 記憶に 便した ので あると いう。 七五調の 形式 をと つた ものが 多 

. 錦の 昔 を 聞か じと て 耳 をふさぐ 剛の者、 

紀七高 六， X 藤 三  腰 瀧 口 末四郎 (後三年 合戰 記) 、 
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攒 は何摺 國主褶 八重の 鹽路の 波の 寄摺 i 平 盛衰 s  r 

また 次に 記す もの は、 同じく 鎌倉時代の 童謠 といわれる ものであるが、 人名 や 地 

名を讀 みこんで 諷刺の 意味 を もっている。 現代の われわれに は 意 * が 通じない とこ 

ろが あるが、 當時は 多くの 興味 を もって 歌われた ものであろう。 

一 里 間 町、 二 間 町、 三 里 間 町、 四 間 町、 . 

私の 箱のと に は、 衞も八 もお どり、 . 

十 方 鵜、 豆 無 か 餌 だよ。 黑蛇は 源 太よ。 

あめ 牛 盲目が、 杖 突い， て 通る 所、 

それ は そこべ つんの け。 

なお、 廣島 _ 縣山縣 郡薪庄 村の 鄕 社に は 

■ 鼓 打 はェ藤 太郞、 鉦の 役は梶 原、 • 

太郞等 も次郞 等も粧 ひせいで はかな はまい。 

- .粧 ひしょう にも 粧 ひの 道具 を 忘れた。 

たもれ 粧 はう、 和 尙が手 壺の油 を。 


と 力  ノ 

ま々 舞 ひあがれ、 嵐 やいて づき 上げん、 ..：， 

白拍子 殿 こそ 舞の 手の 上手よ。  ゾ ：• 

一 羽 習 はう 金剛 舞が 舞の 手、 

舞 は * 舞うた が、 あとの 小歌 を 忘れた。 • 

などと いうよう な 歌が、 田 楠 歌と して 傳ゎ つてい るそう であるが、 これら は鎌會 時 

代の 民謠 もしくは 童謠と 推定され ている。 

室町 時代に も 多くの 童謠 がつ くられ、 歌われた であろうが、 記錄 されなかった か、 

記錄 した ものが 應 仁の 亂 などに よって 失われて しまったの^、 殘 念な ことに は傳ゎ 

つてい ない。 僅に 狂言の 中に、 童謠と 思われる 次の ような 二、 三の 作品が. 見られる 

くらい である。 

〇 あの 山から、 此の 山へ、 飛んで 來る は何ぢ やろ え、、 頭に ふつく 二つ、 細うて * 

長うて ひんと， 撥ねた を、 ちゃつ とする した 兎ぢ や。 

〇 上の 枝に は 鳥が 栖む やら、 花が 散り 候、 いざさら ば、. 鳴子 を かけ 花の 鳥 追 はう。 ，g 


ノ奈 良. 平安時代 における 兒 童の 遊戯に ついで は、 前に 述べた が、 それらの 遊戯の. 

/  术； 

うち、 遊戯と しての 生命 を 中激 まで 持續 した もの はすくな くなかった。 たこ 上げ、 

印 地 (石 投げ)、 子 をと ろ 子と ろ、 隱れ 遊び、 はしり くらべ、 十六む さし、 お手玉な 

どが それで ある。 

さて、 中世に なつてから 行われる ようになった 兒 童の 遊戯のう ち、 主な もの を舉 

げ ると、 鎌倉時代 では、 竹馬、 手 鞠な どが あり、 室町 時代で は 羽根突き などが ある。 

\  * 主として 酒井欣 「日本 遊戯 史」、 酒井欣 「日本 遊戯 史」 (敎養 文庫) に 據- る。 

同上 o  ノ  ：• 、： ぺ 二.： 「に,.、 -ゝ、 へノ：：  \  .  r  . しに： 一：； V,  ノ  つ..  -  V  > 

竹馬 は 支那から 傳 わった もの だが、 わが 國へ 傳來 したの はいつ 頃で あるか 明らか 

でない。 だが すでに 鎌倉時代に は ひろく 行われて いた。 しかし 當 時の 竹馬 は、 後世 

のように 二 本 足の もので はなく、 葉の 附 いた 生 竹 を 馬と し、 ごれ に 手綱 をつ けて 跨 

がる ものであった。 二 本 足の 竹馬 を 使うよう になった のけ 室町 時代の 末で ある。 

, 手 鞠 も 鎌倉時代に は： すでに 存在した が、 當時 はま だ 女 免の 專用 ではなくて、 男 


兒も女 兄と 同じように 手 鞠で 遊んだ のであった。 

女 やの 唯一 の 厘 外 遊戯であった 羽根突き は、 いつ 頃から 起つ たかあきら ^でない 

が、 室町 時代に は、 すでに その 名が 見えて いる。 當時、 これお 胡鬼 板と 言い、 羽根 

を 胡鬼 子と 呼んで いた。 だが 當時 において は、 羽根突き は、 子供の 獨占 的な 遊戲で 

はなかった。^ 當 時の 作法で は、 左右に 分れて 男女 混合で 勝負 を 競い、 負けた 者 は 罰. 

として 酒を飮 まされる のが 習慣であった という。 羽根突きが 子供の 專 用の 遊戯と な- 

った の は、  ドっ. 頃から か あきらかで ない。 そして 當 時の 羽子板に は、 現代の それの 

ように 押繪 など は 全くな く ノ簡單 な繪が 描かれて いる だけで、 ほとんど 無技巧、 無. 

裝 飾に 近かった。 また その 形 は、 あたかも 杓子の ようであった。 

男兒の 遊戯と しての 竹馬、 女兒の 遊戯と しての 手 鞠、 羽根突き は、 室町 時代 以後 

も 遊戯と しての 生命 を 持ち 續 けて 現代に 及んで.：/ る。 

X  -  二- 

歌 僧 西 行 は、 子供 を 詠んだ よい 歌 をの こして いる。. 

うない 兒が すさみに ならす 麥 笛の 「こ-ゑに 驚く 夏の 晝臥 (註— うない 兒は 幼兒の 意) . S. 


篠 た め て 雀 r ラ 張る 男 の わら は 額 烏帽子 の ほしげ な るかな  稱 

我 ^さぞ 庭の 眞 砂の 土 あそび さてお ひたて る 身に こそ 有り けれ 

はじめ の 歌 の 「うな い 兒」 は 幼童が 麥笛を 吹 い、 て 遊んで い る 光景 をう たった もの。 

三番 目の 歌 は、 西 行 自身の 幼時 を 追想しての 作であろう。 いづれ も 後の 良寬を 想わ. 

せる 調べで ある。  ノ 

* 小 林秀雄 「無 { 吊と いふ 事」 (百花 文庫) 四 九— 五 〇 頁 參照。 

以上-わたし は、 中世 封建 社會 における 兒 童の 社 會 生活に ついて、 簡單な 鳥瞰 圖を. • 

描いて 來た。 中世の ft 會は親 中心の 社會 で、 子の 地位 は 低く、 したがって 孝の 道德. 

が 特に 重んぜられ たこと、 庶民の 子の 生活 は みじめで、 人身 賣買 などが 盛んにお こ 

なわれ たこと、 また 現代の 兒 童が 喜ん で 聞いた h 行ったり している 童話 や 戲の多 

くが、 中世に おいて 生れ、 また 發 達した ことな どに、 わた P ね 1 通り は觸れ たつ も 

りで ある。  , 

ヽ， I  おさぶ •：=  乂" V や- >  一 


第五 編 近 .  <  世. • . 

ここに 近世と いうの は、 江戶 時代 二百 六十 五 年間 (ニハ 〇 一一 丁ス 六セ) のこと であ 

る。 近世の 社會は 中世と 同じように、 社會 組織の 上から は 封建 社會 といわれ ている Q 

しかし ひとしく 封建 社 と いづても、 中世の. それと 近世の それと では、 かなりに 異 

つてい る。， 中世 は 封建 社會の 成立 • 發展 期であった^、 近世 は 封建 社會の 中に 發生 

した 矛盾.、 ハ、 しだいに 大きくな つて. ゆき、 遂に 封建 社會 それ 自體を 崩壤に 導いて い 

つた 時代であって、 いわば 封建 社會 の崩壤 期で ある。 また 中世 • 近世 を 通じて、 武 

士が 支配階級，. ^して 社會の 上層に 位し、 農， ェ 商の 庶民 は、 武士 を 養う ためにの る 

その 生存 を 許されて いるかの ような 觀 があった が、 近世に 入る と、 泰平が つづく と 

共に、 武力 は 用が なくなって 金力が これに 代った。 したがって 武士 はし だいに 勢力 

を 失い、 これに 代って 町人が め、 ざまし く 勃興し、 しだいに 「武家^ 人 を 治め、 ^ 人 

よ^めら る 、の 法なる に、 今 は 町人 は 人 を 治る 世の ごとし」 (塵 塚談) というよ うな ^ 


狀態 になって い つた。...  •  -  ^ 

さて 江戶 時代の 階級 を あらわす ために、 1 來、. 一 般に 士農工商 という 言葉が 用い ， - 

ら れて來 た。 そして 士農工商 を 合せて 四民と いったが、 ェと 商と は、 いわゆる 町人  \ 

の 階級に 屬 する。 また、 士が 第一 であり、 農が これにつ ぎ、 ェ商は 一ばん 下に ある 

とい. うのが 一般の 考え方で 多った。 しかし 觀念 的に、 士に 次ぎ、 ェ 商の 上に あると. 

されて いても、 「百姓 を 治る の 法 は、 一年 入用の 食料 だけ を殘 して、 其の 余 は 年 貫に 

取り、 彼等の 手許に は、 財の 余らぬ 樣に、 且つ 不足な き樣に 治， むべ し」 (本 多 正 IT 本 • - 

佐 錄). の 方針 を實 行され、 武士から は 「百姓 をば 薪 木 程よりも 思 はす 草 ゃ錄の 如く」 

cfs 蕃山、 宇佐 間 答) 思われた という 農民の 實際 生活 はまこと に悲慘 であった。 

なお、. このほかに 階級と して は、 公家、 神官 • 僧侶、 學者 • 醫 師、. 賤民が あった 

が、 社會の 根幹 をな した. の は 士農工商の 四民であった。 僧侶. 神官 も、 この 時代で 

は、 すでに 中世の ような 社會的 勢力 を 失って いた。  . 

そして 一 つの 階級から 他の 階級に 移る こと は、 きわめて 困難であって、 階級 制度 

は， に 維持され ていたば かりで なく、 「階級 内に も 種々 な 差別が あって、 その 差別 


は嚴 直に 維持され るべき ものと されて いた。 しかしながら 江戶 時代の 中期 以後、 か 

かる 階級 的 特徵は 次第にく すれ、 さらに 進んで、 ある 階級の 者が 他の 階級に 屬 する 

者の. i くに 變 化し、 あるいは 他の 階級へ 潜入す る ことが おこなわれ、. 階級 區 別の 混 

亂を 生す るに いたった。. 

. ^ 本庄 榮治郞 rH 本社 會史」 (改造 選書) 二  二 六— 一二 九 頁。. 襦川 政次郎 「In 本社 會史」 第 四 編。 • 

** 本庄 * 前揭誓 一 .四 五— 八 頁 6  ,  /  -.  - . 

以ド、 節 を 別けて、 この 時代の 兒 童の 生活 を 述べよう。  • 

, . 第一 節： 自然の 親子 ご人錄 の 親子 . 

近世の 家 は、 家長と その I 偶 者お よび 直系 卑屬と から 成る 小 家族であった。 この 

時代に おいて は、 親の 權カ は强 く、 父母の 敎 令に そむく 子孫 は >  法律上の 罪人と 考 

えられた。 親 は 訓戒 を. 用いない 子 を 座敷牢に 入れて 監禁す る こと もで き、 子供 を 家 

力ん どう  ュ きょう 

から 放逐す る， こと もで きた。 放逐 は江戶 時代で は 普通 これ を 勘當と 言い、 不孝と い 

ラ語 はまれに しか 用いられない ようになつ お。  ， \ 
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* 襟 S 彦安 「日 本に 於け る 勘當、 義鸫 及び 久 離の 硏究」 (社 會學雜 誌 一！ 一二、 三 五— 三 八號) 參照 o 

川柳な どに は 勘當を 題材に した ものが 多い。 

勘當を とふ， 母 はし そこな ひ (柳 多留九 編)  , 

勘當 をよ ぶで とむら ひ 三日の び (同 十二 編) 

, ゑ ぼし 親 勘當の 時す く ふやく  (同 四 編) 

など は その 一例で ある。 また、. 親 もしくは 親 以外の 尊屬 親が、 行衞 不明の 子，^ たは 

卑屬 親に 對し、 後難 を 避ける ために、 申請して 親族 關係 を斷絕 する 場合が あって、 

これ を久 離と 一一 一一？ つた。 逆に、 卑屬 親が 尊屬 親を久 離す る こと は、 その. 失踪が どんな 

に 長期に わたっても、 逆 離と いって 許されなかった。  ； . 

* 德 S 彦安、 前揭 論文、 參照。 

なお 西 鶴の 「武家 義理 物語」 卷ー に は 次の ような 筋 を もつ 短篇 (死なば 同じ ^ 枕と や) 

が ある。 攝州 伊丹の 铖主、 荒木 村 重の 臣、 祌崎 式部 は 主君の 次男の 供 役 を 仰^つ け 

-  あづま じ 

らお 一 子 勝 太郞を 伴い 東路に 下る 途中、、 大 井川へ さしかか. つた 。式部 はかね て國 

元 を 出る とき、 同役の 森 岡 丹 後から、 十六 歳になる 一 子-丹 三郞を 同行す る こと を賴 


まれて いたので、 大 井川 を 渡る に當 つて は 人馬と もに 吟味し で、 我が 子の 朥太郞 を，， 

先に 立て、 次に 丹， 一一 ー郞を 渡らせ、 自分 は あとから つづいた が、 丹 三郞は 誤って 水 か 

さの つのった 河 中に 落ちて 行方 知れす となった。 我が 子の 勝 太郞は 無事に 汀に あが 

つたが、 式部 は 滕太郞 に、 親から 預かり 來 つた 丹 三郞を ここで 最後 を とげさせ、 汝. 

を 世に * して は 丹 後に 對し 武士の 一分が 立たない。 時刻 うつさ や 相 果てよ Y と 言つ 

たので、 勝 太 郞も河 中に 飛び 入づ てむな しくな つた。 これな どは假 に事實 としても、 

きわめて 特殊な 場合で あろうし、 作者の 西 鶴 自身 も 町人な ので、， どれほど 眞 實の武 

士の 心理 を 描いて いるか 疑う 余地が. ない こと はない が、 前に 述べた 親 中心の 兒童觀 

*  一 

の 一 例と 見られよう。 . 

* 櫻 井 庄太郞 「日本 封建 社會 意識 論」 一八 〇— 一 八 一 頁、 參照。 

養子 は 種々 の 場合に おこなわれた が、 通常の 養子 は、 武士、 庶民の 兩 階級 を 通じて 

おこなわれ、 養父と なるべき ものが 十七 歲 以上に 達して いる こと、 實子が ないか、 

有っても 廢嫡 した こと を條 件と し、 また 養子と なる ものが 養父た るべ きものより 年 

少 である こと、 いちぢる しい 身分 違いで ない こと、 なるべく 近親の 者で ある こと を ^ 


必要と した。 武士が 町人 を 養子と する こと は、 身分 違いの 養子、 とて、 もちろん 禁比 鄉 

されて いたが、 幕末に は、 窮乏した 御家人が 余錢を 受けて 百姓 町人 を 養子に する. こ 

. と が おこなわれた。 これ を 御家人の 株 を. 買う， v 言い、 御家人の 世祿 によって その 株 

に 一 定の 相場が あった。、 

、 同樣に 婿養子 は 武士、 庶民 を 通じて おこなわれた が、 夫婦 養子 は 庶民 階級の 間に 

だけお こな われ、 また 武士の 間で は 急 養子と か 嫡母繼 母の 養子な どと いう 特殊な 養 

子が おこなわれた。 急 養子と いうの は、 五十 歲 以上の 武士が 末期に のぞんで 急使 を 

もって 願い出る 養子であった から、 末期 養子と もい， つた。 末期 養子 は江戶 幕府の 禁 

止す ると ころであった ので、 これが ためにお 家斷絕 となって 多くの， 牢人 を發生 させ 

, る 場合が 多く、 その 結果、 井 正 雪の 亂 などが 起った ので、 幕府 は牢 人の 增加を 恐 

れて、 正 雪の 亂 以後、 末期 養子 を 許す ことと した。 また、 嫡母繼 母の 養子と いうの， - 

は、 妾腹の 子 を 正妻た る嫡 母の 養子と し、 または 前 妻の 子 を 後妻た る繼 母の 養子と 

する ものであった が、 近世に おいて は、 妻の 地位 は 依然として 低く、 武士の 上層の. 

間で は、 蓄妾の 形式に よる 一 夫 多妻が おこなわれて いたので 、この種の 養子 をお こ 


なう 場合 も すくなく なく、 また 象 督相繽 にと もな うお 家 ー騷動 もしば しば 發 生した。 

また 結婚 も、 主として 親た ちの 意思 だけで とりきめられた。  - 

かように 親の 權 力が 強く、 したがって 孝の 封建 倫理が 强 調され たが、 幕> に 近づ 

くにしたがって、 「親子と 申ても、 最早 十五 歲 以上に なれば、 一 人前の 男と 申す も 

の。 …… 親 じ やと 申て、 御 自分の 了簡で、 ー應 いひ 聞せ もせ 卞に、 緣談 をき める と 

申 事が まァ ござり ませう か」 (紀 山人 作、， 仇 競今樣 櫛) とい i ような 近代的な 偷ぎ 意識が 

成長す るに いたった。、 

* 羽 仁五郞 「幕末に 於け る 倫理 思想」 (岩波 講座 「倫理 學」 第二 册) 六 〇— 六 j 頁參 照。 

柳 ffl 圃男 氏の 硏究 によれば、 日本の オヤ は、 親と いう 漢字 を 以て 代表して いるけ 

れど も、 以前 は 今よりも すっと 廣ぃ 內容を もち、. これに 對 して コ という 語 も、 また 

决 して 兒 または 子 だけに 限ら れて いなかった というぶ そ し て實の 親子で な いもので 

オヤ、 コ と 呼ばれて い る 例 は實に 多い ので ある。 

* 柳 S 國男 「親方 • 子方」 (家族制度 仝 集、 史. 諭 篇)、 および 同氏 「家 閑談」 參 照。 

. 現在の 日本の 考え方に よる. と、 オヤ は、 は： 一つき、 り 二^! りの 種類に 分けられる。 そ 
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の 一 つ はいう まで もな く 生みの， 親 「實の 親で あり >  他 は、 義理の 親 あるいは カリオ S 

ャ、 契約 親と 稱 する ものである。 この種の 例 は 多く 擧げる ことができ るが、 今 は、 

明か ！4 江戶 時代に あつたと 認められ、 しかも ひろく 知られて いるもの を、 次に 示 そ 

江戶 時代. では、 商家の 主人 は 手代 や 丁稚の 親方で あり、 武家で も 奉公人 は 抱え 主 

を 親方と 呼んだ。 また 借家の 持主 を ォクャ と 言い、 借家人 をタナ コ と 言った こと や、 

博徒が 親分 子分の 關 係で 結ばれて いた こと は、 誰でも 知っている。 現在、 ぼ 本の 農 

村に は 名 子と 呼ばれる 特殊な 小作 の 慣行 の殘 つてい る 所が あるが、、 こ の 制度で は、 

地主と 小作人と は 封建的な 一 種の 主從關 係で 結ばれて おり、 小作人 は 名 子と 呼ばれ、 

名 子の 親方で ある 地主 は、 時に 名 子 親と いねれ る。  - ， 

これら は、 いすれ も 自然の 親子に なぞらえた 人爲の 親子であって、 擬制 的な 親子 

關 係と 言って よいであろう。 そのほか、 現在、 芪俗學 の 方面で は、， トリ ァゲ オヤ (素 

人 を 親んで お産の 世話 をして もらった 場合、 これ を 親と 呼ぶ)、 チォゲ (乳 親)、 オヤ、 ガ- ヮリ、 ナコク 

ド才ャ (仲人 親)、 タス ケ オヤ (命の 親の 意)、 ショク オヤ (職 親) など、 多くの オヤの 種 


1 「7  ノ： .「..？. へ 二，：, .. ， . - . 』- ケ VVI 應 

類が 報告され ている が、 これらの 慣習が いつ 頃から 存在した か、 とい， ァ こと は、 も 

. ち ろん これ を 明らかにする ことが むす かしい。 だが それらの W 習の 中には、 £ 世の 

社 會に入 つて. から 起 つ， たもの も相當 にある ことと 思われる。 

第二 節 S, 產 ゴ 育 兒  ノ 

ここで は出產 ゃ育兒 について、 主として 庶民 階級 を對 象と して 述べようと 思う。 . 

1 、 間引きと 捨子 

現代で は、 生れた 子 は 生存す る 權利を もってお り、 子の 生存 櫂 は 法律に よって 保 

讒 されて いるが、， 昔 はそう ではな かづた。 かっての 產婆 は、 現在と は異 つて、 生れ 

る 子 に 對す る 生 殺の 權を もっていた のであった。 日本の 各地 に 現存す る 暧帶， 視ゃ、 

七夜 や 七五三の 祝の ような、 ^產 ゃ育兒 についての 風習 は、 一面に おいて 兒童 愛護 

の觀 念の 表現で あるが、 他面に おいて は產兒 の 選擇、 承認な どの 意味. を も-つも^で 

あつで、/ 腹帶ー まや 七夜の 祝 をし ない 多くの 兒 童が、 生存 を 拒否され たこと を! 逃し 

て はな、 ら ない。 "  、  、 


江戶 時代に おいて は、 農民 は 種々 の壓 迫の もとに、 零細な 耕 1 を 耕して、. 漸くの 

ことで その 生活 を 維持 一して いたので * るから、 子供 を 多く 生んで 育てる こと はでき 

なかった。 種々 の 制限の もとに 簾 に從 事す る 町人 とても： じであった。 それ 故、 

この 時代、 特に その後 半に おいて は、 墮胎ゃ 殺兒、 レゎ ゆる 間引き や 子 返しが 廣く 

行われた。 間引く と は、 元來、 畑の 蔬茱の 芽 を、 間を置いて 引き 拔ぃ てま ばらにす 

る ことで あるが、 それから 意味が 轉 化した のであろう。 あるいは、 多くの 子 を まば 

もに する，^^ 味た ともい， つ o  . 

* 

文化 八 年 (一八 一 一年〕 に、 千島の 國 後島で 日本側に 捕えられ.、 五 年間、 凾 館に 幽閉 

されて いた ロシアの 艦長 ゴ &ゲニ ンは、 その 手記の 中で、 日本の 嬰兒 殺しに ついて 

次のように 書いて W る。 

「日本の この 人口 過剰の ため 貧乏な 親た ち は、 自分の 子 が 身 體 薄弱と か 畸形の 

兆候が あると、 赤坊 のうち. によく 殺す ので、 ある 法律 はさう した 殺人 を 嚴禁し 

てゐ るが、 政府 は 大して 人間 を 必要と しないので、 余り 搜査に 身 を 入れない。 

從 つて 嬰 兒は、 - むしろ 政治的な 理由に よって、 死んで 行く ので ある。 かくて こ 
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の 種の 犯 S 非 は^した もつれ もな く、 親た ちはい つも 罪 を 免れて ゐ るので ある。」 

. (井上 滿譯、 n! 本 幽囚 記、 岩波 文庫本、 下 一 六 七 頁) 

しかし 嬰 兒 殺し は、 ゴ ，グー 一 ンの觀 察した よりも はるかに ひろい 範圍で 行われて 

いた。 必要な 相續人 以外 は 間引く か、 捨てる か、 奉公に 出す か、 身寶 りさせる か、 

養子に やる か、 僧侶に する か、 それ 以外に は 方法がなかった ので ある。  • 

、また 江戶 では、 多く 墮胎 をお こなった 產 婦人科の 醫家 があった、 「中條 流」 という 

のが それで ある。 墮胎ゃ 中條流 は. 川柳が 好んで 取り扱った 題材で ある。 「» ^留」 の 

中から 二 三の 例 をみ ろって 見よう。 

仲條 のろ じに 手代の ものあんじ (柳 多留 十二 編) 

^  ヽ 

仲條の しづかに くらす おそろし さ (同 六 編) 

仲條 はむ ごった^しい 藏を たて (同 三 編)  . 

仲條 へ 五 ッ 月 置い て 同じ 顔 (同 三 編) 

これらみ 間引き は、 人口の 減 返 を 招いた ので、， 幕府、 や 諸 藩で は、 これ を 禁止し、 

また その 防止の ために 種々 の 政策 をと つたが、 あまり 効果はなかった。 一例 を舉げ 


るなら ば、 米澤 城主 上 杉治憲 は墮胎 間引 を 禁じ (一 六 九 五/ 宽政十 一年 a  4- 九九) ご m 

ろ、 白 河 樂翁も 白 河立敎 館の 敎授 廣瀨 典に 命じて 「敷 敎條 約」 を 撰ばせ、 また 畫ェ 

に 嬰 兒壓殺 者が 苦しみ を 受ける 櫚を畫 か. せ、 白 河常宣 寺の 4? を 巡回 敎誨 させて 嬰兒 

間引き をい ましめ た。 また 寺 西 重 次郞封 元は、 寬政四 年 (一七 丸 5 墙 および 小名 濱 

の 代官に 任ぜられ たが、 以後 二十 年に わ おり、. 間引 墮胎 の惡風 改善に 努め、 赤子が 

一 人生れ るた びに 金 二 枚 あるいは 二 枚を與 え、 その後 人口 增 加す るに 至った という？" 

* 金 澤春友 編 「寺 西 代官 治歸 集」 參照。  ゝ . 

民間に おいても、， 「近世 畸人 傳」 に 見える 須加 川の 豪農 內藤平 左衞門 は、 每年、 間 

引かん と 思う ものが あると 聞く と、 養育費. を與 えて これ を 救い、 淨土眞 、宗の 托鉢僧 

やあった 慶念 坊は單 身、 秋 田 仙 北 地. 方の 墮胎 殺兒を 救うて 前後 數十 人に 及んだ とい 

うが、 かような 奇特な ひ，^ びと もめす らしく はなかった。  • 

秋 田の 生んだ すぐれた 農政 學者 である， 佐 藤 信 淵 は、 かよう、 な 間引き や 飢饉に あら 

われた 經濟的 不安の 體驗か 一ら、 彼のす ぐれた 農政 學を 形成した ので あるが、 彼 は、 

慈 育 館 や 遊兒廠 な. ど の兒童 愛護 施設 を も 立 案し. た 。 


* 羽 仁 五郎 「佐 藤 信 淵に 關 する 基礎的 硏究」 一 五 〇|1 五 七 頁。 

この 慈 育 館と 遊 兒廠と は、 • 信 淵の 考えね 理想の 敎育組 糠の 一 部 をな す ものである 

が、 彼の 敎育 施設の 設計に よれば、 村々 に療 病. 館 S 立 病院)、 廣濟館 (貧民 救濟 機關〕 と 

1 ならんで 養育 館が. 設けられる。 養 * 館 は 慈 育 館と 遊兒廠 とお 總 括した 名で ある。 慈，、 

育 館 は 授^期の 幼兒 を收容 して 哺育す る 所で、， 1 萬 石の 地に つき 三 箇所く ら いづつ 

設ける。 遊 兒廠は 離乳期 を 過ぎた 兒 童すな わち 四五歲 より 六 歳までの 幼童 を收容 し、 

村 中の 老人た ちが その 世話 をして、 健全に 兒 童を發 育させる と共に、 父母 を 妨げな 

く勞 働に 從事 させな こと， を 口 的と し、 晝間は 兒童を 預かり、 夜間 は 自宅に 歸ら せる 

仕組に なって おり ン 今日の 託兒 所に 相當 する。 これ は 一 萬 石の 地に つき 二十 箇所く 

ら いづ つ 設立す る。 墮胎殺 兒の惡 風が ひろく 行われて いた この t: 代に、 H」 のよう、 

な進步 的な 兒童 愛護 施設 を 考え. ^ 信 淵の 見識に は、 まことに 驚嘆すべき ものが あ + 

る。  、 

* 佐 藤 信 淵 「垂銃 祕錄」 (伊豆 公夫 狡 註、 改造 文庫本、 五 〇—f?- 四 頁) 

. 同じ 事情に もとづいて 捨兒も 多かった ので、 ， 幕府 や 諸 藩で は、 しばしば 捨兒 を禁 S 


. じて その 養育 法 を 定め、 育. 兒 を獎勵 した。 -德川 光園 は社會 事業に 力 を 用いた が、 寬 g、 

文 年間、 捨子 を ひろって 養い ノ また 同 十二 年 ごろ、 江戶 時代 §社會 事業家と して 知 

られ てい る 僧 了 翁 は、 江戶巿 中， の 捨子 を ひろい 集めて 養育す る こと 十有餘 人に 及ん 

だとい う。  ； 

俳人 芭蕉 は不盡 川の ほとりで、 三 歳ば かりの 捨兒が 哀れげ に 泣いて いるの を 見て、 

「猿 を 聞く 人 捨子に 秋の 風い かに」 と 詠み、 「如何に ぞ ゃ汝、 父に 儈 まれた るか、 母 

に， 疎まれた るか、 父 は 汝を愴 むに あら じ、 t は汝 をう とむ にあら じ、 唯 だ是れ 天に 

して 汝が 性の 拙き を 泣け」 (甲子 吟冇) としる している。 なお、 捨子 を よんだ 川柳に は 

3 因果な やつ だとす. て 子 あやす 也」 (柳 多留十 Sf 編) などが ある。 天明 五 年、 白 河樂翁 ， 

. は 育兒の 制 を 定め、 幕府 も 寛 政 四 年 四月、 私娼 を 置いた 家の 財產 ならびに これによ 

り 生す る 所得 を、 小兒 養育 料なら びに 窮民 救助 費に 充てた。 ..  e 

また 豊ぁ 秀吉 のとき、 51 宗が施 藥院を 復興し、 全宗 および その子 孫、 相う けて 

, 1 藥院 使に 任ぜられた ことに ついては 、前に 述べた が、 この 施藥院 は江戶 時代まで 

存續 したよう である。 この 施 藥院の 高札 は. - 京都 大學 に所藏 されて いるが、 江 ^ 時 


代 初期の もので あろうと 推定 ざれて いる。 なお、 この 高札に 書かれて いる 文句 は 次 

の i!  ,9 である。  / 

一 、 來ル 六月 朔日ふ 九月 十日 迄、 百 曰 之內、 藥を 施し 候 間、 貧賤 孤獨 、婦人 小 

a を 論せ す、 病症^よ つて 町 令 治療 之條 「所望 之 旁 は 可 被 申來者 也、 

一 、 大病に て來. る 事 難 成 仁 は、 たとぷ 洛外たり とも 叮令 診脉者 也、 

一、 病人 幷藥 所望 之 人々、 明 六つ 時より 日中 時に 可 被來者 也、 

五月 吉辰 . . ： ..  ..  施藥， 院 

* 辻， 善 之 助 編. 「慈善 救濟 史料」 三 三 九 頁 所載。 

江戶 時代の 前半に おいて は、.' 人口 は槪 して 速 かに 增殖 したに も かかわらす、 その 

後半に おいて は、 むしろ 靜 止の 狀態を 呈す るに 至った。 これ は、 飢饉、 傳染 病な ど 

. の 災厄、 そのほか 種々 の 社 會經濟 上の 事情に もとづく が、 以上 述べた ような 墮胎殺 

兒 ゃ捨兒 がその 大きな 原因の 一 つであった こ， と は 疑いが^い。 試みに 享保 十一 年以 

後の 全阈 人口 數. で 今に 傅 わるもの を 次に 記そう。 この 數字は 決して、 完全な 調査に も 

と つ いた もの と は 考えられな いが、 人口 增 減の 大勢 はこれ を 知る ことができる。 


年 

享 保 

同. 

ぼ ト 享 

寬 . 延 

寶 曆 


西 


安.、 

天 _  , 

寬 

文 . 

文 政 


1 

七 

一一！ 

九 

六- 

コー 


I 七 四 四 

一 七、 五 o 

f 七 五六. 

1 七 六 二 

1 七 六 八 

1 七 七 四 

一七 八 〇 

r 七 八 六 

1 七 九 二 

一 七 九 八 

1 八 〇 四 

一八 二八 

一 八 二 八 


仝 

一六、 

一六、 

一六、 

一 五、 

一六、 

一 五、 

一六、 

一 五、 

一六、 

一 五、 

一四、 

一 五、 

一 や 

二 五，、 

二 七、 


0 人 

五 四 八 

九 ニー 

一 五 三 

九 一 七 

.〇 六卞 

九 二 一 

三 五 二 

九九 〇 

〇 一 〇 

〇 八 六 

八 九 一 

■ 四 七. 一 

五 一七 

-六ニ 一 

二 〇 一 


口数 

，九九 八 

、八 一 六 

、四 五 O 

、八 三 Q 

、八 一一 一〇 

、四 五八 

、〇 五 七 

• 四 五」 

二 ハ〇〇 

、四 六 六 

、四 四 一 

、〇！  一二 一！ 

、七 二 九 

、九 五 七 

，四 〇〇 


指 数 

1 〇〇•〇〇 

1 〇 丁〇 二 

九 八， M 一 

九 七. 二 四： 

九 八 • 1 六. 

九 七 こ！ 五 

九 八 人 八， 

九 七 .五」 

九 七. 五セ 

九 四 • 四 九. 

. 九 三. 七 一 

ハ九五  > 九 W 

九六丄 一 

九 六 io 

一 〇ー： 丁 四 五 
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天 保 五，  一八 三 四  二 七、 〇 六 三、 九 〇 七  1〇 了 九  一二 

弘 . 化 ノ！ー 一  一八 四 六  二 六、 九 〇 七、 六 二 五  ノ 1〇 一： 一二 五ノ 

これ を 明治 以後の 人口 數と 比較^れば、 どんなに 人口の 煥 曰 加が 不自然に 抑制され 

ていた かが わかる であろう。 (本書 一九二 頁參 照) 

.  .  . ノ 乙- 

* 本庄 榮治郎 「日本 社 會經濟 史」、 社會 事業 硏究所 「社會 事業 大. 年表」 に據る o 

二、 人身責 買と 迷子 . , .  , 

さて 江戶 時代 を 通じて、 人身 賣 I 貝 は、 幕府 や 諸 藩の しばしばの 禁令に も かかわら 

や 盛んにお こな われた。  " 

殊に 多 いのは 娘 を 遊女に 賣る ことであった。 江戶 時代 を. 通じで、 特に 元祿 以後、 

遊蕩の 氣 風が 强 くな つた 後 は、 江戶、 大坂 はいう まで もな く、 全國 いたるところに + 

公娼 私娼が はびこって いたが、 それらの 遊女た ち は、 いうまでもなく 農村お よび 都 

市の. 下層 民の 娘た ちで あつお。 年貢 を 納められない 農民 や、 一 時に 多額の 金の 必要 • 

に 迫られた 都市の 貧民た ちに は、 娘を寶 るか、 妾 奉公に でも 出す より ほか 方法が な . 

かった し、 ぜ げんと 呼ばれる 兒 女實胃 の 仲介 業者が、 窮狀 につけ こんで 言葉た くみ .§* 


に、 これらの 娘た ち を 家庭から 色町へ 送り込む のであった。 

. * 中 山太郞 「曹 (笑 三千 年史」 四 九 六 K 以下、 阿部 弘^ 「日本 奴 隸史」 四〇 八 頁 以ド、 參^ o 

川柳に は、 娘の 身賣り ゃ惡ら つ なぜ げんの 活躍 をうた つた ものが 多い。 

. 能い むすめ 年貢す まして 旅へ 立 (柳 多留初 編).. 

御 年； 寅 を 大部屋へ 来て なし 崩し (g 初 編)  -,、 

御年赏 はこ はい 物 だと 禿い ひ (1: 十 編)  ， 

など は、 娘を賣 つて 年 K を 納める 農民の 悲劇の 表現で ある。 そのほか 

あ 力 ぎれ の 有る 內ぜ げん うらぬ ま 0 十 編) 

• 大病に ぜ げんの. 見へ る氣 のどく さ (I  - 四き .、 

泣 顔が あのく らい だと ぜ げんい ひ (问 六 編)， 

- 吠 へ たと で— か へ す もの かと ぜ げんい ひ (S 十 一 編) 

. 鳥籠へ むすめ を 入. れる むごい 事 (冋 十 si) . 

など、 この種の 川柳 は、 限りなく 多い。 

端 歌の 薩摩 ぶしに 「親 は他國 に 子 は 島 原に、 櫻 花 かやち りぢ りに」 (松の 葉、. 重) 


などと いうの が あるが、 - これ は 京の 島 原に 遊女に 賣られ て 來た娘 をうた つた もので 

ある。 V 

なお 平安時代 以來、 男色の 弊風が 社會の 一 部に おこなわれて いたが、 室町 時代が 

.ら 江戶 時代 初期に かけて は 頗る 流行し、 江戶 時代に 入つ でから は， 遂に は 陰 Si: 茶： Is 

..- と 唱 え る * 門. の 遊び場まで 現われる に 至 つた。 そして こ れ が 跋 雹 を 助けた の は 若， 衆 

_ 歌舞伎の 勃與 であった。 幕府 は、 しばしば 禁令 を發 して これ を 取締った。 貧しい 庶 

民の 問で、 は、 娘ば かりで なく 男 兒を賣 る こと さえ おこなわれ たこと は 、「子息 を賣て 

野^と なし + 娘を賣 て-お 山と なす」 (艷道 通鑑) などと 書いた ものが ある ことから も 推 

察で きる。  .  ゝ  ， 

享保 十一 年、 幕府 は 江. 戶芝ロ 新橋の 側に、 變 死者、. 迷， 子な どを吿 示す る 札 を揭げ 

る ことと したが、 幕末になる と、 迷子の しるべ 石が、 あちこちに 建てられた。 すな 

わち 嘉永 三年に は、 江戶. の 湯 島 天神の 境內に 建て もれ、 安， 政 四 年に は、 江戶西 河岸 

の 家主ら が 一 石橋 詰に、 三年 後の 萬延 元年に は 松田屋 喜兵衞 という 者が 淺草觀 昔の 

境内に、 それぞれ 迷子の しるべ 石 を 建てた (一石 橋の 迷子 石 は 今でも 殘 つてい る ；}。 幕末の 頃 


の江戶 では、 子供が 行衞 不明に なると 近隣の 者が ー圑 となって、 夜、 もよう ちん を お 

手に し、 太鼓 をた たいて 「迷子の 迷子の 〇〇 ャ— ィ」. と 子供の. 名 を 呼びながら 探し 

步 いた。 そう f じある。. だが これ は、 子 を 失った 親への 慰めに すぎす、 發見 はもと より 

困難であった。 「まよい 子のお のが 大鼓で 尋 られ」 (柳 多留初 編) はこの 光景 を 詠んだ 

もので あ 2X。 、  ，  -  . .  に . - 

* 前褐 「社會 事舉大 年表」 に 據る。  .  >  ) 

三、 子供の 病氣 とその 治療 ノ- 

今から 百年 ほど 前まで は、 咳のお ば檨と 呼ばれる お婆さんの 石の 8 が、 H 戶に は. 

方々 にあった という。 そして、 子供た ちが 咳が 出て 困る とき、 このお 婆さんに 賴む 

と、 すぐな おる と言われ ていた。 築地 二  丁目の 稻葉對 馬 守と いう 大名の 中 屋敷に も. 

有名な 咳の 婆さんが あって、 百日咳な どで 難儀 をす る兒 童の 親 は、 そっと 門 1^5 に 輯- 

んで、 その 石を拜 みに このお 屋敷の 內 へ はい つたと いう。 そして この 咳のお ば檨 は、 

他の 地方に も、 そち こちに あって、 しわぶ き 婆な どと も^ばれ ていた。 この 姥神 は、 

また 子安樣 ともい つて 子供の 好きな 路傍の 神樣 であった のが、 だんだんに 變 つて 來 


て 後に は 乳母 を 神に 祀っ たものと 思 ラょケ になり、 自分が 生きて いるう ちに 咳で ， 

苦しんだ から、 お 察しが あって、 子供た ちの 百-日 咳 も、 賴 むと すぐに 救うても らう 

.  ；  -  米-  , ■  二 

ことができ ると 信ぜられる ようにな つ たの だとい う。 

* 柳 田國男 「日本の 傳說」 (春陽 堂 少年 文庫.) 一— 二 頁。. 

日本 には子 供 を 愛する 祌樣が 多い が、 - 道祖神 も地蒇 も、 この 國に 渡って 來て かち 

は 日本の 國風 にか ぶれて、 みな、 子供の 好きな 神に なった。， 怖い顔 をした 三 途!： の 

婆樣 までが 實は、 やはり 姥 神であって、 賴 まれる と 乳の 心配まで してやり、 乳の 少 

い 母親が 願 桂」 をす ると 必ら すたく さん 出る ようにして くれる と 信ぜられて いた。 

* 柳 田、 前揭謦 -ー 四、 一 八 八 頁。 . ： 一- 

- . . ^あさま - 二  ，  ，  、"ノ  -  ニ  -  -  " -  >  -. - ： 

. 「石の 媪樣」 は 向 鳥の 弘福 寺に もあって、 ， 子供の 百日咳 を 祈. つて 煎 豆 を 供えた と 

いう。 また 頭痛 を 祈って、 それが 癒れば 御禮 として ほうろく をお 地 藏樣の 頭の 上へ 

のせる 駒 込の ほうろく 地藏 とか、 むし 齒に 效驗の ある 御厩 河岸の 飴嘗 地藏、 濕瘡の 

ぉ禮に 豆腐 を あげる 大久保 百 人 町の 鬼 王樣、 そのほか 芝 日蔭 町の 鯖稻 荷、 小石 川 富 

坂の コ ゾ  一 r ャク 閻魔と かいうよ うな 淫祠が、 江戶の 町に は數 えきれ ない ほどた くさ m 


.ん あった。 この種の 淫祠で、 今でも 東京に 殘 つて いるもの はすくな くな、 *。  お 

, *. 永 井 荷 風 「日和下駄」 一 三 頁。 

この 時代に あって は、 臀療 設備 は、 ほとんど 無い に ひと じかった。 疱瘡が 充 行し 「 

たと き 幕府 はしばしば 幕臣 や 旗本 諸士に 陰陽 二 血 丸と いふ 藥を 施與 してい るれ、 

傳染 病な どに 對 して、 漢方 醫の與 える 藥 など は どれ だけの 効果が あつたか 疑問で あ 

つた。 -, 

, * 辻 善 之 助 編 「慈善 救濟 史料」 に據る o 

それ 故、 傳染性 を もつ 小兒 病な どが. 發 生した とき は、 その 犧牲 は、 すいぶん 大き 

かった と 思われる。 しかも 深い 迷信のと ばりに 覆われた 時代であった から？ どこの 

一親た ち も 子供が 病氣 すれば、 すぐに 祌 きを 祈ったり、 い をしたり する ので あ 

つた" 祈禱と 參詣、 それから 祌佛の 御 符ゃ神 水な ど をいた だかせる のが、 この 時代 

の 親た ち カ子 供に 對 してと る 二との できた 唯一 の 方法であった。 前に 書いた S の铑 

神 も その 一例で ある。  - \ 

.德 川 幕 庇の 御鷹 匠 同心であった 片山勇 八の 文政 十一. 年. (一な 二八) の隨肇 日記 を 見 


ると、 小兒の 疱瘡に ついての きわめて 興味 ある 事實が 書かれて いる。 それ は 文政 十 

一年の 六月 (ジヱ ンナが 種痘 を發 明した 年から 數 えて、 三十 二 年後に 當. る) に： 六 

歳になる 子の 椿 助が 疱瘡に かかった 時の こと を 書 いた ものであるが、 當 時の 人々 が 

^瘡を どんな ふう！ i 考えて いたか、 また それに 對 して どん. な 治療法 を 行った か、 が 

よく わかる ので、 次に、. 特に 面白い 部分 だけ を拔き 書きして 見よう C  (ァ チック：、、 ュ I 

ゼ アム： i 「片 山家 H 常 襟 記抄」 に 據る。 書かれて いる 順序が 少し 前後して いるので、 わ， か、 り 易い ように 日付の 

頃に 改め、， また. 麥考 まで に、 下襴に 注意す ベ き 事 貰 を 註記し てお く) 


六月 叶 三日 

一 、 椿 助 十 一 日夜より 熱氣有 之、 未 

ださめ す、 比頃此 疱瘡 はや， o. 候 ゆ へ、 

それに もやと 昔 羽 八. 丁め の 醫の山 田 

東 民 をよ びて 見ても らふ、 東 民 疱瘡 

なりと い へり、 烏犀角 を 蒸しての ま 

せ 候、 東 民 煎 藥を吳 候 へ とも 椿 助い 

や：；^ りての，^ 6 す さから ふ も あしき 


月 卜 三日 

醫師山 田 東 民、 片山桥 助 六 歳 を抱瘡 と診斷 


烏犀角 を 蒸して 飮 ませる。 (犀 角 は、 舉の角 

を 粉末に した 漢方 藥、 諸 毒 を 解す と稱 す、 烏 犀 • 

角 は 犀 角の 色の 黑 いもの で 殊に 賞 用され る) 


5 

2 


1 


ゆへ 其 ま、 に 置、 大人 松 岡 氏より 拖 

瘡の 守護 祌妙 正大 ^神の 御影 を 借り 

來りて 床の間に 掛 させられ 候 

十四日 

熱 1 つよし、 よ ほと 顔に 赤く 見 ゆる、 

烏犀角 をす り ての ませ 候に 嗅氣を い 

とひての ます 候 一一 付、 けづ りて せん 

じ 出しての ませる、 又 一 角 を も 湯に 

A  (.m 喰) -  . 

ほ □ て 、用う.. …： 

辰 半き し 母 神 稻荷宮 鷺明神 へ 參詣 

し、 椿 助か 痘瘡の 輕か らん 事 を 祈り、 

鷺明 神に て納 りたり 所の 張子 達 磨壹 

つ 借り 來り、 . 枕元 へ かざり 置く 

十六 日 ， 

健ニ郞 新田より 椿 助が 見舞に 來る、 I 

達磨 一 つ、 く はし 壹帒 贈り 吳候 


痕瘡の 守護神 妙 正： K 明 神の 御影 を 借用し ^ 

て 床の間に 掛ける。 

十四日  ， 

烏犀角 を せんじて 飮 ませる。 

一角 を 湯に ま .□ てて 用う。 (一角 は、 海豚に 一 

似た 海 欺、 その 牙 を藥频 として 用 5) 

鬼 み 母 神、 稻荷 宮、 鷺宮 神へ 參詣 し，、 痘瘡 

の輕 からん こと を 祈る。 ，. 

、鷺明 神から 張子の 達磨 を 借用、 枕許, かざ 

る o 

/十六 日. •  . ，， 

達磨 を 見舞に もらう。 (赏 時、 疱 * の 見舞に 達 

磨 を 贈る 風習が. あ つ た 4 椿 助は大 小さ まざ ま の 


.卞 七 曰  ノ、 

…… 矢 部 昌ー# を よびて 見せ、 たるに 曰 

く …… 藥を 調じ且 まむし を 用う、 (1、 

折 ふし 淸 五郎が 常 陸國に 

, て買來 りたる 地の まむし ありし を、 

曰 曰 蒼よ きものな りと て 良 一 おきざる 

て やげ 乞に てお ろしの ませ 侯、 且き 

ざみ たるま、 なる を 調合の 中 へ も 入 

れ、 夕 七 ッ時頃 まむしの 粉に したる 

をき せる 玉に ニ盃 ばかりの ませ、 -調 

合の 藥を 入相 頃と 夜五ッ 時分と 二度 

のませ 睽、 今 迄 日く 烏犀角 を 煎じ 

たる 湯 をのみ、 食の 時に も、 たどの 

, む 時に もの ませ 置し が、 け ふより た 


達磨 を 見 II にもら つて、 枕頭に 笸 いていたら し 


十七 日 

醫師矢 部 昌莾來 診、 藥を 調合し、 且つ 蝮 を 

思う。 - . ： 、 

まむしの 使用法 (まむし をき ざんで 藥 研で 

おろして 飮 ませ、. また Y きざんだ ままの も. 

の を 調合した 藥の 中へ も 入れる。 また 夕 七 

ッ時 (四き)、 まむし を 粉に したの を、， きせ 

る 玉に 一 ー盃飮 ませる). 
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VV の 湯に 致す  

十. 八 曰  ， 

, 未明に 淸五郞 粟， 津道慶 と 加世逋 丹と 

をむ かひに 行 …… 晝頃加 世 、通 丹 來 

る、 見て 今が. 療治 最中な り.、 まむし 

を 用た るは大 によし、 しかれ ども 白 

蛇に しか や、 是 ハ白 蛇の 入た る なれ 

ば A よと て-プリ ャ ァ 力 耳 搔にー 一 ッほ 

どの ませ 候 …… 昌蒼來 り 見て 大いに 

■ よしと いふ、 精强 きもの を 用 ひよ と 

いふの 故、 德血 をき せる 玉に 二 杯 は 

かりの， ます. ：•： 夜に 入藥 一服 用う。 

十九 日 ： 

朝藥 一 服用う、 是迄 調合 藥五 服の ま 

せる うち 皆 まむし 入な り、 昌^; け ふ 

みても はや 氣遣 ひなし、 今より 轉法 


十八 日 

醫師加 世 通 丹 来診 ~ 


醫師通 丹、 白 蛇の 入った 藥を飮 ませる。 

醫師 昌棻來 診、 精强 きもの を 用いよ という、 

よって 鶴の. きを、 きせる 玉に 一 杯飮 ませる 


十九 日 

これまで 調合の 藥五服 は 皆 まむし 入りで あ 

つたが、 醫師 昌莾來 診、 もはや 心配^し と 

て 調 劑を變 え、 人鎏 入りの 藥を與 う。 


すと て人參 人の 藥を吳 候 (額 I 黃雄) 

則 壹服煎 じの ませ 候、 母 公. のす 、め 

にて、 本 所 岡 田の 近邊 -ー 居候 古方の 

臀師 伊山 翁輔 とい ふ もの を、 一昨 曰 

雄藏を じて むかひに 遣し 候に、 遠し 

とて 參ら す、 今日に 至りて 來， り 候、 

見て 至て よき 泡瘡也  まむ しは大 

によし、 猶用 ゆべ し、 人參を 用る 、ノ 

大 にわる し、 熱甚 しきに 人參を 用て 

は 大いに 害 ありと て、 昌棻が 藥を見 

て人參 をぬ きて 用よ とい ふ、 人參は 

害 多く 利 遠き もの 也と いふ ゆへ、 昌 

蒼に は 何ともい， はす 中より 人 參をゑ 

りぬ きて のませ 候  

廿 二日 . 

手足の 山ます 上る、 今日より 藥 


醫師 伊山 翁輔來 診、 まむし はよ し、 人蔘は 

大いに 害 あり と言うの， で、 昌 棻の藥 から 入 

篸を拔 いて 飲ませる。 


廿 二日 

今 曰から 藥を變 え、 少しづつ 通じの • っく藥 

ノ  -  k 
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法 を轉し 少し つ V 通じの つ く 藥を吳 

ろ。 へ 頭註、 餺方ン 

ス パ葛根 加 大黄」 

廿 五日 - 

椿 助 疱瘡 廿 二日が 十二 日 目 故、 さ > - 

湯 之處、 いまだ 山 あけ 居り 候  一 f 付、 

かせ 三日 目 之 今日いた し、 さ、 湯 か 

け 申 候、. 嵐 糞 三連. 一 ッ、 麥粒 三ッ、 

あっき 三、 犬の 垣 をく^ り 候 足跡 壹.. 

ッ右四 品 を、 是迄 棚に かざり 有 之 候 ~ 

, さんだわら を うら か へ して 其 上に の 

せ、 釜に て 湯 そわ かし、 是を 拙者が 

親 椀に 盛り、 笹の 葉に て 其 湯 をさん 

だ わらの 上 一一 三度 そ 、きかけ る、 扱 

其 さんだわら を 其 ま、 卷を さめて、 

良 時に 淸き 川へ 流し 候、 右み な 田家 

め 母 公行な われ 候  . ， 


を與 える。  二 

廿 五日 

ささ 湯 を 行う。 (ささ 湯と は、 元來、 疱蓊 がす 

：ん でかさぶ たが かたまった 時 つかわす 湯で ある 

が、 この 赏時 は、 湯 をさん だ わらに 掛ける、 と 

いう やり方に 變 化して いたので おる) 

ささ 湯の 方法 (嵐 糞 を 三連 一 つ、 麥粒 三つ、 

小豆 三つ、 垣 をく ぐった 犬の 足跡 一 つ I . 

〕 この 四 品 を 裏返した さんだわら の 上に の 

せ、 湯 を 椀に 盛って、 笹の 葉で、 その 湯 を さ 

んだ わらの 上に 三度 そそぎ かけ、 さんだ わ 

らは、 そのまま 卷 いて 炅 時に 清い 川べ 流す) 
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廿 六日 

鷲 明 神から 借りて 來て 枕許に 置いた 張子の 

逹磨を 鶯明祌 へ 返し、 明 神へ は 百 s: 拾 八 文 

を 奉納す。 - 一 


.. 右. の 湯、 或 ハ麥湯 を わかし そ、 ぐ 

も あり、 白水 を わかし そ 、ぐ も あ 

りと ぞ 然れ ども 母 公の さし 圖に 

, . てたく の 湯 を わかして そ、 ぎ 候。 

、廿 六日 - 

椿 助が 痘の 初めに、 鷺明 神に て かり 

來り 枕許に 置 候 達磨 持參り 返し 候、 

九 郞兵衞 殿 借りて 吳ら れ候大 達磨 も 

一所に 持 行 返す、 此 返す 時 は 別に 達 

磨 一 つ 添て 返す か、 又 ハ其代 奉納い 

たし 候よ しなれば、 則 代に て 百 四 拾 

八 文 奉納いた し 候 、、、宮守 是を 請て、 

御札」 枚 洗米 等 吳候間 持歸、 り、 樁助 

に 洗米 はいた^ かせ 候、 i 鬼子 母祌 

稻荷宮 構へ 御 鱧 一一 參詣 いたし 候、， 

この 片山勇 八の 隨筆 日記 を 見る と、 この 時代の 疱瘡に 對 する 治療法 は、 結局 


また、 鬼子 母 神、 稻荷宫 へ 御禮に 參詣す ( 


1 

3 


佛 へ祈禱 する か、 或いは 張子の 達磨 を 枕許に 飾り、 . 鼠の 糞 や、 垣 を 潜った 犬の 足跡. お 

など を 用いて ささ 湯お するな どの 迷信 的な 行 爲に賴 るか、 せいぜい 漢方 醫の 藥を飮 

むこと ぐらいに 過ぎなかった ので ある。 この 片山椿 助の 疱瘡に 際して は、 水 天宮、 

妙 正大 明祌、 上 總：! 崎 明祌、 大日 如 來、. 牛 島 明 神、 鬼子 母祌、 鷺 明祌、 稻荷 明祌、 

金 比羅櫂 現、 與助稻 荷 明 神な どの 多くの 神佛が 動員され ている。 

なお 「おらが 春」 によれば、 一茶 も 文政， 二 年べ (「八 一九) に 二 歳の 女兒を 疱瘡で 失. 

つで. いる。 一 茶 はこの 娘 を 非常に 愛して いたらし く、" その 年の 元日； K は 名 寄 V 「目： 

出度 さももう 位 也 おらが 春」 の 句と ともに、 「這へ 笑へ ニッ になる ぞ けうから ハ I 

と 詠み、 「おらが 春」 にも、 いくたび もこの 娘に ついて 書いて いる。 そして この 娘が.. 

疱瘡に かか つたと き、 一. 茶 は 片山勇 八と. 同じように、. さん 俵 をつ くって 笹湯を かけ 

たが， 効果がなくて 娘 は 死んで しまった。 この 前後の こと を 一茶 は 次のように 書い 

ている o-  . 

う… 1 千代の 小 松の 二葉ば かりの 笑 ひ 盛りなる 綠り子 を、 寢 耳に 水のお し來る . 

ごとき あらく しき 痘の祌 に 見込まれ…，： 二 三日 經 たれば…… 雪 解の 峽 土- q- 


ほろ /^落る やうに 瘡蓋 とい ふ もの 取れば、 祝 ひ はやして さん 俵 法師と い ふ を- 

作りて、 笹湯 浴せ る眞似 かたして 神 (疱瘡 2 祌 2 意) (ノ 送り出し たれ ど、 益/、 よ 

はりて ：：： 終に 六月 廿ー 日の 葬の 花と. 共に 此世 をし ぼミ ぬ。 ：：： ， 

露の 世 、ノ 露の 世ながら さりながら 一 茶」， (粟 牛； 純 夫 校訂 「おらが 春」 11 傍點櫻 井) 

かような 時^に あって は、 まことに 「はしか は 命 定め、 泡瘡 はき， りょう 定め」 と ■ 

いわれた ように、 疱瘡 は、 一生の 容貌 を 決定す る 恐るべき 傳染 病であった。 

なお、 嘉永ニ 年 C 一八 四 九 年 に、 佐賀 藩主 鍋 島 家， の 侍 醫で蘭 法 臀學を 長 崎で 學んで 

いた 槽林宗 建が、 藩主 鍋 島閑臾 d 命 を 受けで、 長 崎の オランダ 醫師モ —一一 ケの もと 

に、 生後 四 ヶ月の 三男 建 三郞を 連れて行き、 オランダから 屈いた 牛痘 痂 (今の 痘苗) 

で 種痘して もらった のが、、 我國 でお こなった 種痘の 始めで あると いう。 また 藩主 鍋 

島閑臾 は、 當時五 歳であった 子 氣直大 に、 建 三郞の 善感した 痘種を 接種して 側近者、 

1 般の家 來に範 を 示レ、 種痘に 對 する 疑惑 を 一 掃した といわれる。 

* 富士川 遊 「H 本醫 學史」 決定版 五 九 五 頁、 および 槍 林 建三郞 未亡人 滿由 子、 鍋 島直大 未亡人 榮 子の 想い出 

ぱ なし (東京 朝日、 昭和  一 fp! 、三、 一 二 褐載) に據 る。 なお 種 痙の 日本 起原に つ いて は 異說が 多い。 


明治時代に なっても —— これ は 東京の 例で あるが —— 母た ち は、 しばしば 愛 《p- い 

帝釋 天の 御 符を飮 ませたり、 子どもの ために 鯖 を 食う こと を絕 つ て鯖稻 荷に 祈願 を 

こめたり した ものであった。 現在で もこの 種の 風習 は-、 各地に 多く 殘 つてい る。 

民俗 學者， の報吿 によると、 兒 童に 關 する 俗信 は實に 多い。 姙娠、 出產、 育兒， - す 

\ てが 驚く ほど 多くの 俗信で とりまかれ ている。 そして これらの 事實の 中に 見られ 

る の は 子どもに 對 する 親の 盲目的な ひたむきな 愛情で ある 。理性的な 愛 W が こ， a 

らの肓 目的な 愛情に 代り、 兒童 愛， 護の 方法が >  俗信 的な ものから 科學 的な もの ベ と 

進む ために は、 はるか 後の 時代 パど 待たなければ ならなかっ^:。 

* 大藤 ゆき 著 「兒 やら ひ」 は 「育 兒と呪 法」 の 項で、 一 こ の 種の 俗信の 多く を 報告し ている。 その 中、 .1  包瘡こ 

つ いて， は、 三重 縣 では 種痘 後、 桟俵 をつ くつ て 子供の 頭に のせ、， 笹で酒 を ふりかけ、 子 を 門口まで 抱いて. 

行って 桟俵 を 門口の 木に 括り付ける o また 千 葉 地方で は、 嬰兒 を^の 中に 坐ら せて 籠 を かぶせ、 その上 か 

. ら茶湯 を ふりかける、 としる している (同. 蒈 一 九 八 

なお f に 引用した ゴ 口 ヅニ ンの 「日本 幽囚 記」 の 中には、 日本の 「政 は國 民の 

生命 を 大^にと り 扱 つ て ゐ ない と斷 すべ き 理由が ある。 たと/. ま 日本： ま jl^lg と 、 
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ふ ものが 全然なくて、 誰 で も 自分 の 力の お よ ぶ 場所で 治療 をう けて ゐ る。， 從 つて 無. 

產者は 何の 手當 も. うけす に 死んで ゆく ので ある I  (曰 本 幽囚 記、 井上 滿譯、 下 一 一 頁) .と書. 

かれて いるが、 事實、 病院と いう もの は 全く 存在し なかつ おし、 、病院の 必要 を 考え： 

た 人 は、 前に 述べた 佐 藤 信 淵ぐ らいの もので あ， つた。 

、 ， 第三 節 子供 仲間 ビ 若者 組  ， ， 

かように して、 ようやく 成長した 庶民 階 殺の 子供た も は、 一定の 年 S に 達する と 

子供 仲間に 入り ノ 子供 仲間 を 終える と、 次に は 若者 紙に 入って、 一 種の 阒體 生、 活を 

しなければ ならなかった。  . 

*. 以下、 主として 大日 本 聯合 靑年圑 編 「若者 制度の 硏究」 一 四 七—. 一 五 四 頁お よび 六 四 —六 七 頁、 早 川 孝 太 . 

郎 「農村 社會 における 部落と 家」 (村落 社 會學會 編 「村 I 社會 の硏究 法」 二  一  二 —二 一  五 頁) に據 つて 述べ 

る o  ノ  . 

子供 仲 問 は 子供 連中、 子供 *、 チゴ 組、 ドン 組、、 亥の子 連冲、 天祌講 な， どと &呼 

ばれて いる。 子供 仲間が いつ 頃から 起つ たかは あきらか でない が、 靑 年圑體 である S 


. 若者 鉗と 同じように それが ひろく 全國に 普及した の は 近世に 入って からであろう。 お 

家に あって 兩 親の もとに ある 幼い 子供た ち も 社會の 成員で ある ことよ 言  う ま で 6, 

ない が 誕生の 後、 い、 わ ゆる 氏子 入り または 宮參 りと して、 曰 を 定めて 氏， または , 

鎭 守に 參詣 し、 氏子札 を 授けられて、 子供 は.、 はじめて 祌の 子と して、 また 部落 人 

として 承認され るので ある。 しかし 子供 仲間に 入る ことによって、 子供の？ ^ 會龙員 

としての 性格 はさら に 明確に， なる。 子供 はも はや 家長すな わち 親の 意志の 下にの み - 

あるので はなく、 子供 仲間の 锭 にも從 わなければ ならない し、 仲間の 行事に も參加 

しなければ ならない ので ある。 

. 子供 仲間に 加わる 年齡 は、 だいたい 九歲 であり、 子供 仲間の 行事 は、 天神 様のお 

祭、 道祖神のお 祭り、 虫送りな どが 主で ある。 

* 神 祭りに 伴う 古來の 儀式に も、 兒童 でなければ 勤められぬ 色々 の 任務が あつたと いう. (柳 田國男 「小さき 

者の 聲」 四 二 頁) が、 これらの 任務 を^す の は、 個々 の 子供ではなくて、 子供 仲間で あつたと 思われる o 

子供 仲間の なかで も、， 年齡 によって いくつかの 組が わかれる ことがあった。 たと- 

えば、  山 ロ縣大 島で は、 十三 歳になる とべ コ祝 というの があって、 男の子で あれば 


六尺の 白木 綿 を、 女の子で あれば 赤い 腰 卷を名 付 親から 贈る ことにな つていた。 ： 

の 祝 は舊. 一 月に 行われる のが 普通で、 その 日に は 赤飯 をたい て 近所の 女た ち を {1 に 

招いた が、 このへ コ 祝の すんだ 者 を ここで は 小 若い 衆と いい、 子供の 仲間で は 一番 

はば をき かした という。 また 後の 時代の 例で あるが、 靜岡縣 志 太 郡 朝 比 奈村宮 島で 

は、 明治 二十 六 年頃、 子供 仲間 は 一 定 の年齡 によって 上等、 中等、 下等の 三組に 分- 

^て ド 、たつ；.  、 ， - ；, へ- 、てに- ：)、 ；、 

次に 示す もの は元祿 三年 (一六 九 o) の 若者 條目 —— 若者 組の，. 規約 I で、 現に 傳 

えられて いる 若者 條目 として は 古い 方の ものであるが、 これに は 末尾に 惣 若衆、 惣 

子供 衆の 文字が 見えて いて、 若者 組と 子供 仲間の 關 係の 淺 くない ことが わかる。 

若衆 書留 之 事 . . 

ぉぉマさ、 、にに. つ.，：：：. に ： . 食... 二 ぺ： ：■」；：■: お.」 - まビ？ な 貧お ね：；； へも^  y-^y ^^MM^^. ^KM^^^.. 「一."： rv 

一 、 牛、 田地く い 候 事 I 

一 、 分 山か^ 候 事  . 

一 、 茶の 實 I り 候 事  ， 

1 、 宫のゑ 折 わる 事  •  -  .  ^ 


, 一 てら 領ぁ * らし 事  《> 

右之條 々相 守 可い 申， 候 若 相 背 者 は ゆい 懸 次第に 過 代に 落し 可レ申 者 也 

元祿 三年 之 午 八月 廿 W 日 

惣 若，： * 花押 

惣 子 ■ 供 衆 花押 」 

子供 仲間 を脫 けて 若者 組 に 加入す るの は、 數ぇ 年の 十五. 歳が 最も ふつ う の 例 で あ 

つたが、 所に よって は、 十四 歲、 十六 歲、 十七 歲 など、. いろいろの 場合が あった。 

この 加入 は 一定の 儀式 を もって おこなわれた が- 繁簡 さまざまで、 各地 それぞれ 異 

る 習. 俗が あった。 また 若者 組 は 宿 を.^ つてお り、 結婚して 組 を 返き 家 持 衆と なる ま 

で そこで 寢 起きす るの が 常で あ， つたから、 若者 入り は 同時に ^人り であつ で。 な 

お前に 書いた 山 ロ縣大 島の 小 若い 衆に はつ 小 若い 衆 宿が あつたと いう。 この 小 若い ， 

衆 宿 は、 たいていおば あさんの いる 家で、 夕飯が すむ と每晚 そこへ 泊り に 行き、 昔 

話 をき いたり 本 を よんだり して、 無 邪 氣に時 をす，；、」 したので ある。 

要するに 子供 仲間と 若者 組と は、 共に 同一. 年齢の 者に よって 構成？， れた 圑體、 い 


わ^る 年齡集 f であって、 處 によって は、 年寄 仲間と も 深いつな がり を もっていた 

ので ある。 なお 石 川 縣能美 郡 地方の 各 町村で. は往 持、 子供 連中 (丸歲 より 十 H 歳) と 若 

衆 組 七歲 より 三十 歳まで〉 との 間に、 前髮 連中 (十五 まお よび 十六 歳) が あり 、若衆 組の. 

命令に したお/:/ 雜 役に、 服す る 義務が あつたと いつ。 

* に， i^. , ケ -.? •  -メ；  /. 

以上 は 庶民 階級の 子供 仲間お よび 若者 組に ついて 述べた ので あるが、 . 武士階級に 

も、 これに 相當 する 靑年 圑體ゃ 子供の 集窗 があった。  . 

、 その 中で も 特に 名高 いのは 薩摩 藩の 鄉中 であろう。 鹿兒 島の 城下 はいくつ かの 方 

お 二分れ ており、 鄕中 は、 この 方 限と いう 地域 每に圑 « せる 自治、 修養、 警備の 祖 

； 戴であった。 鹿兒 島に は、 明治 初年に おいて 三十 佘の鄕 中が あつたと いうが、 わた 

• しが 鹿 兒島巿 を 訪ねた 昭和 十八 年. の暮に は、 鄕 中の 後 身で ある 十七の 「學 舍」 が^ ■ 

な.. していて、 昔ながら の 行事で ある 義士 傳讀み をお こなって いた。 この 鄕 中の 制 は 鹿 

兒 * 城下ば かりで なく、 藩 內の百 二 外 城に おいても それぞれ 一 つの 方 限 を 以てお^ 

なわれ ていた。 この 鄕 中の 起原 は 明かで ない が、 慶長 元年 2 五 九 5 の鄕中 規約 ci  ニネ S 


咄 格式 定目 b が殘 つてい る ことから 見る と、 そ-の 淵源 は相當 古い ものと いわなけ 飞ま ^ 

ならない。 要するに、， 靑 少年が 集って 平時に あって は 日夜 文武の 遨を 講じ、 戰亂 に. 

際して は、 一 地方 もしくは 1 區 域の 青少年の 全部 または 一部が、 あない は ー圑 とな 

つて 出陣 者 を 後援し、 あるいは 出陣 者に 加わった のが 鄕中 制度の 起り. であろう。 一 

* 鄕 中に 巧いて は、. 大日 本 聯合 青年 圑編 「若者 制度の 硏究」 四 九— 五 五 頁、 および 松本彥 n 一郎 「鄕 中敎 育の 

■. お 究」 に據る 。ン . ： . -  .  . 1 , ： ぐ .  .. ， 

鄕 中の 成員 は、 年齢 を 基準と して 區 分され ている。 その 組織 は、 およそ 次の 通り 

である。 

—稚兒 ill 小 稚兒… …六.、 七歲— 十歲 

. 稚兒. ；… 十 一歳 ——十四、 五歲  ノ 

—  二 才…… …… ………十五、 六歲 —二十 四、 五歲  > 

-  お， ぜんし  -  .  二  .  - 

—長老  • …… .丄 一十 四、 五歲 以上の 先 *  (妻帶 せる ニ才) 

「稚 兒.」 はまた 「稚 子」 とも 書く、 單に 「兒」 の〕 字 を 書いて. 「チ ゴ」 と讀 ませ 

る 場合 も ある。 この 時期 を 二期に 分-つので あるが、， 前期の 小稚兒 はまた 、「ワラべ 稚 


兒し とも r へ ゴ 山 稚兒」 または 單に 「 へ ゴ 山」 ともいう。 時には 小稚兒 を單に 「稚 ■ 

Z  - おせち. ご  一  - - . 

-兒」 とのみ 言い、、 「長 稚兒」 と區 別す ^場合 も ある。 長 稚兒の 中の 有力な 者 は 稚兒頭 *  ■ 

に 選ばれ ノ稚兒 仲間 を 代表し、 また 諸種の 命令 を稚兒 仲間に 傳 達する。  ， 

小 稚兒が 十五、 六 歳に 達， すれば 前髮 をと つて ニ才 となり、 一人前の 武士と しての、 

責任 を もつ。 稚兒、 ニ才 いづれ も 長幼の 序が きびしく、 年少者 は 年長者に 對 しで ほ 

とん ど 絕對服 從を强 いられた。 同時に 年長者 は 年少者に 對 して 指導 監督 をな し、. 何 

事に も絕對 責任 を もって 常に 年少者 を 愛護した ので ある。 鄕" 中の 目的お よび 性質 を 

あ いぢ ゆうお きて  米 

知る-ために、 寳暦四 年 (一 七 五 四) にで きた 「小 稚兒相 中锭」 を 次に 揭げ よう。. 

一 小稚兒 相中锭  • . 

二  、 武藝を 可 二相 嗜 r 事 . 

二  、■ 山 坂 を 達者 可 二相 嗜， 事， ， 

一.、 傍輩 中に 過言い ふ 間 敷 事 

』 (中略) . ，  つ 

1 、 人に 惡ロ申 間 敷 事  S 


. .1 ヽ. ニ才 等より 申 聞 儀 相 背 間 敷 事  ぬ 

1 、 於 二人 中， 歌うた ふ 間 敷 事 .  一 

1 、 於 二人 中， 力足 踏 問敷専 

右 之條々 能々 可ッ被 二相 嗜 1 候。 若 又 右 趣 相 背 候 はば 不ン可 二相 咄-者 也 

^松 本 彦三郞 「鄕 中敎 育の 硏究」 七 九— 八 〇 頁 所載。 .  ノ 

稚兒、 ニ才 ともに 修養と 娛樂と を 兼ねた 每ほの 行事が きま. つていた。 年中行事に 

も いろいろな ものが あ つたが、 そのうち 十一 一 月 十四日 赤穗 義士 討 入 の-夜 ； i お こなう 

. 義士 祭、 五月 二十 八日に 曾 我 兄弟 を 記念して おこなう 傘 燒、 および 九. 月 十四日の 

妙 圓寺詣 り は、 方 限の 一一 一大 行事と して、 最も 廣く 知られて いるもの である。 

.  ,  せんぎ 

鄕中 はまた 士道 を 磨き、 人物 を 養成す る 方法と して 詮儀 —— 忠勇 節義に 關 する 難 

. 間 を 中心とする 問答 . 討論 —— をお こない、 锭を 破る 者に は嚴 重な 制裁 を 加えた。 

Z かように 鄕 中で おこなわれた 訓育 は、 きわめて 嚴 格な スパ 〃タ 式の ものであった。 

また 大垣 藩で. は靑 少年の 圑體は 仲間と よばれ、 大人 仲間と 小 供 仲間の 別が あり、 

さらに それぞれ 石高に より 小 ！HM 分が あった。 卽ち小 供 仲間の 組織 は、 知行 仲間 (五 


十 石 取り 以上) と^ 米 仲間 (五十石に 充 たざる もの) の 二つの^ が あり、 前者 はさら に 百 石 

以上の 組、 百， 石 以下の 組に 分れて いた。 仲間入り は 九 歳の 冬から 遊ん 一で も. らいと て 

假にズ り、 十歲の 春から 眞 の-仲間入り をす る。 次に 十五 歳に 達して 前髮 をと り 元服 

を すれば、， 子供 仲間 を 返いて 大人 仲間に 入った という。 

* 前揭 「若者 制度の 矾究」 五 七— 五八 頁。  ， 

かような 少年 武士の 圑 體は薩 摩、 大垣 以外の 多くめ 藩に もあった ので はない かと 

思われる が、 まだ 十分 あきらかにされ ていない。 また かような 武士階級の 少年 • 靑 

年 集圑 は 庶民 階級の 子供 仲間、 若， 者 組と 非常 によく 似て おり？ 兩 者の 間に は 接 な 

關聯 があった と 思われる が、 この 點も あきらかで ない。 

* 前揭 「若者 制度の 硏究」 五 五— 五 七 頁。 -  -. 

なお 少， 年 武士の 圑 is と：：， うと、 會津の 白 虎 除が 想い出 きれる が、 會津 藩で は 明治 

1 兀年 三月、 兵制 を 改革して 武備の 充實を はか^、 十六、 七 歳の 者 を もって 白虎隊 を、 

十八 歳から 三十 五歲 まで ゆ 者 を も. つ て 朱雀隊 を、 三十 六 歳から 四十 九 歳までの 者 を 

も つ て 靑龍隊 を、 五十 歲 以上 の 者 を も つ て 玄武隊 を 編成した。 したが つ. て 白 虎隊は 


危急に 際し H 臨時に 組織され たもので あるが、 危機に 臨んだ 會津 藩が、 かような 年 

齡 別の 編成 をお こなった の は、 平常に おいても、 同藩に なんらかの 年齢 集 圑が存 し 

ていたから ではない かと 思われる。 

なお 昔 は 庶民 階級の 娘の 間に も、 娘 連中、 娘 組な どと 呼ばれる 圑體 があった よう 

であるが、 若者 組の 單 なる 附 屬の觀 があって、 若者 組の ような 著しい 圑體 ではな か 

つたら しい。 娘 だけが 集まる 集 會所は 娘 宿であって、 地方に よって は、 コ メラべ 宿、 

才ナゴ 宿な どと も 呼ばれた が、 これ も槪 して 若衆 宿より 早くす たれた。 

なお子 ども 仲間が 現に 今 も その 生命 を もち 續け てい る、 地方 も少 くない ようで あ 

*  ■  - --  --. 

so 

* こ の 方面 の 特色 ある 硏究 書と して は、 竹 內利獒 編著 「小學 生 の 調べ た る 上 伊那 郡 川 島 村鄕土 志」 (ァチ ッ. ク* 

ミ ュ ー ゼ ム 彙報 第二お よび 第 七 ：}、 同 「信 州 東筑摩 郡本鄕 村に 於け る 子供の 集團 生活」 (ァ チック：、、 ュ~> - 

r ム彙報 第五 一 ) が ある。  ， . 
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第 四 節 侍 の 子 

前節の 終りで、 武士階級の 靑 少年 圑體 について 一 言した が、 ここで は、 近世に お 

ける 武士階級の 子供に ついて、 その 生活 を 述べよう。 だが 今 は、 興味深い 二三の 事 

實を 通して、 側面から かれらの 生活の 一 面 をう かがう ことにする。 

-.-  一倉.. 

新 渡 戶稻造 博士の 著 「武士道」. に は、， 少年の 切腹の 例が 舉 げられ ている。 博士：^ 

この 事 實を何 を根據 として 說 いたか、 わたしに はわから ない が、 珍ら しい 例と 思わ 

れ るので、 次に その 部分 を 引用しょう 。- 

「左 近、 內 記と いふ 二人の 兄弟、 兄 は 二十 四歲、 弟 は 十七 歳であった が、 父の 

^を 報す る爲に 家康を 殺さう と 努力し、 陣屋に 忍び入らん として 捕 へら，^ た。 

老 英雄 は 己れ の 生命 を狃 ひし 若者の 勇氣を 愛でて、 名 譽の死 を 遂げ 得させよ と 命 

, じた 一 族の 男子 皆 刑 せらる る 事に 定められ、 當年 僅かに 八 歳の 小兒に 過ぎ ざり 

し 末弟 八 麿 も 亦 同じ 運命に 定められた。 かくて 彼等 三人 は 仕置場た る 一 寺に 引き g 


立てられた。 その 場に 立 合 ひたる 一 人の 醫師の 書き 殘 したる 日誌に よりその 光景 ，f 

々記述 すれば 次の 如くで ある。 

「彼等が， 皆 抓んで 最後. の 座に 著いた 時、 左 近 は 末弟に 向 ひて、 『八 麿より 先づ腹 

W れょ、 切 損じ 無き やう 見屆 けく れん ぞ』 と 言った。 稚きは 答へ て？ っひぞ 切腹 

を 見た る ことな， ければ？. 兄の 爲 さん 樣を 見て 己れ も 之に 傚 はんと 言へば、 兄は淚 

. な がらに 微笑み、 『いみ じく も 申したり、 健氣 の稚兒 や、 汝 父の 子た るに 恥ぢ す』 

とて、 二人の 間に 八 麿 を. 坐ら せ、 左 近 は 左の 腹に 刀 を 突き立てて 『弟 之 を， 見よ や、 

畲 得せし か、 あまりに 深く 搔 くな、 仰向に 倒れる ぞ、 俯伏して 膝 をく づ すな。』 內 

記 も 同じく 腹搔き 切りながら 弟に 言 つた、 『目 を刮と 開け や、 さらす ば 死 顔の 女に 

まが ふべき ぞ。 切 尖 淀む とも、 又カ撓 むと も、 更に 勇氣を 鼓して 引き 廻せ や。』 八 

麿 は 兄の 鶯す檨 を 見、 兩 人の 共に 息絕 ゆる や、 靜 かに 肌を脫 ぎて、 左右より 敎へ 

られし 如く、 物の 見事に 腹切り 了った。」 (矢 內原忠 雄譯、 岩波 文庫本 ぜ據 る) 

さ、 て 先に 述べた 白 虎 像と よく 比較され、 ならび 稱 される が、 白虎隊 のように 一般 


• に 短ら れ ていない 少年 武： M の 一 隊に 「二 本 松 少年 隊」 が ある。 この 二 本 松 少年 隊 は、， 

白 虎隊の 隊員より 年齡が 若く、 亂 軍の 中に 散った そ. の 最後 は 白虎隊 よりも 可憐で あ 

り、 齡» 的であった。 以下、」 安藤 信 氏の 著 「二 本 松 少年 隊」 によつ-て 簡單に 紹介し 

よう。 この 書 は、 小說 ふうに 書かれて いるが、 その 記述 は 事實に 近い もの かと 思わ 

れる。 

この 二 本 松 少年 隊は 十二 「四歲 の 少年 を 中心とし、 中には まだ 十二 歲の 少年 を さえ 

交え V その 多く は 二十 二 歲の靑 年 砲術 師範 木 村 銃 太 ，の 門下生であった が、 彼から 

わす か 半年の 訓育 を 受けた ばかりであった。 

會津 と仙臺 のニ大 藩の 中間に はさまれた 十 萬 石の 小 藩 二 本 松 は、 不幸に も 時勢の 

潮に 押 し 流さ れて 錦旗に 抗 レ、 慶應 四 年、 官軍 の攻搫 を受 けて 落城した の で あるが. 

この 二 本 松 落城に 際し、 少年た ちが 戰 つた 時間 はわす か 数 時間に 過ぎなかった が、 

その 戰 パ ぶりの はげし さと 射擊の 正確さに は、 さすがの 薩摩隼 人 も 舌 をまい たとい 

50. 

木 村 銃 太郞の 配下と して 闘った 少年 隊員 は、 隊長、 木 村 銃太郞 (二十 二 歳)、 副 隊長 U 


二階 堂衞守 c 一十三 歳) の ほかに.' 判明して いるもの 二十 五名で あるが、 そのうち、 

戰 死者、 正副 隊長と も、 十五 名." 負傷者 六 名 を 出して おり、 隊員の 年齡は 

十二 歳 一名、 十三 歲 八 名、 十四 歳 十 名、. 十五 歲 二 名、 

,1 十六 歲 三 名、 - 十七 歲 一名 

であった。 「二 本 松 少年 隊」 というの は、 最も 悲壯 をき わめた この 木 村 銃太郞 配下の 

一 隊を いうので あるが、 このほか にも 數十 名の 少年が 他の 隊に 配備され て戰 つたと 

いう。  , 

なお 二 本 松 藩に は、 入れ 年と いう 不文律が あって、 事 ある 場合に、 年少者 は 二つ 

だけ 年齢 を 多く 數 える こと を默認 されて いたと いう。 . 

近世に おいて. は、 . 子 の道德 として は、 言うまでもなく 孝が. 重んぜられ、 孝 は 常に 

忠と ならび 稱 された。 だが、 この 時代に おいて、 子. の道德 として、 特に 注意 を ひか 

れ るの は 敵 討の 慣習で ある。 ， ：  ：• 

撖討は 中世に も おこなわれ たが、 近世で は 世の中 #泰 平 無事にな つて、 戰 場で 檎 


先の 功名 をた てる 機會が なくなつ たので、 敵 討が ノ あたかも 戰 場の 功名の ように 稱 . 

讚され るよう になち、 敵 討のお こな わ- れる 回數 もす こぶる 多くな つた。 もちろん 一 

口 に 敵 討と いつでも， 子が 父 母 の 仇 を， 討 つ 場合 の ほかに、 ， 妻が 夫 の 仇 を 討 つ た もの 

や、 兄 や 姉の ため、 伯叔 父の ため、 主人、 師匠、 友人の ため， の 敵 討な ど、 種々 の 場 

合が あつたの であるが、 \ その 過半 數を 占めたの は、 子が 父の ためにお こなった 敵 討 

に .f-  .. リな ケ. ま  ： 一.. ゾ、. 二；  -  --  ■; 、，； オ (一- V 入- 

である。 

* 以下、 敵 討の 史货 につ いて は 平 出鏗， ニ郞 「敵 討」 に 據る。 

• 敵 討と いう 慣習 は、 近世の 社會 では 一 づ の道德 であった。 それゆえ、 敵 討に 成功 

した もの は社會 から 賞讃 され、 敵 を， 討たない もの は、 ％會 の 非難の 的と な、 つた。 こ. 

のこと は、 近； 世 の 敵 討 の うち 最も 名高 い 赤穗 義士 の 復謦、 お よ び それ を 劇化した 忠 

臣藏を 見る だけで も 十分 あきらかに 知 ちれる。 

さ て 兒童 生活 史 の 立場から 特に 注意す ベ き點 は、 敵 討 の 意を發 し、 また そ れに從 事. 

する 子の 年齡、 および 敵 討の 目 的-を 達 す る ま で に 要する 年 數 で あ る。. 赤穗義 士の大 石 

主稅は 十五 歲、 矢 頭 右衛門七 は 十七 歳であった が、 このく らいの 年 41 の、 あるいは H 


をれ はり 幼い 少年少女の 敵 討 はめ やらし くない。 寶暦 十三 年に 今の 福 島 縣の中 村 原 S. 

町で 父の 歒を 討った 佐々 木 淸十郞 は、 父 を 討 たれた 當時、 わす かに 六 歳であった。 に 

當 人が 幼くて その 意思がなくても、 親族の ものな どが これ を 保護して、 强 いて 敵 討 

に 出立させる のが 當時 のなら わしであった。 宮狨 野， a 信 夫の 名で ひろく 知られて い ノ 

る仙臺 白鳥 明 神社 前で おこなわれた 姉妹の 敵 討で は、 姉 は 十六 歲、 妹 は 十三 歲 であ 

- つた。 川柳に. 「あだの 有る 子の 母お やのう つくし さ」 (柳 多留. 九. 編〕 というの が あるが、. 

これな ども、 母親の 美し さから、 仇 を 討とうと す^子の 幼 さが 推し はから^る。 

そして 仇 討に 要する 歲月 は、 十七 八 年から 三十 年 も かかった のがめ すらし く^く、 

最も 長い もの は 五十 三年 を 要して いる。 

、子 は、 一 たび その 父 や 母が 人手に かかって 討 たれ ふとい. うような 場合に 出 あう と、. 

幼少であって. も 敵 討の 志 を發 し、 町人 ぼ. 姓なら、. ます 武藝 を. 習う ことから はじめ、 

以後、 數年、 數十 年の 長期に わたり、 死 を 決して 仇 人. をた 中ね るので あるが、 蓮の 

惡ぃ者 は 一 生た すねても 仇 人 を 見つける ことができなかったり、 あるいは、 見つけ. 

ない うちに、 仇 人に 病死され てし まったり、 または、 せっかく 發 見して，^ む ざむ ざ 

. .1 、 一  . 


と 返り；^ にあったり する ので ある。 幸い 首尾よく 目的 を果 したと き は 武士なら ば 

多く は 主君 か， ら 優遇 を. 受け、 百姓 町人なら ば 相應の 褒美 を もらう ので あるが、 敵 討. 

をす ました 後に、 仇 人の 緣故ゃ 知己の ものに 追討され、 または 仇 人の 親族から、. さ 

--.  ノ  また-が. ^令う， ち  -  -  , . 

らに また 仇と ねらわれる (復 敵 討) こと もあった。 

かように 敵 討 は、 今から 考えれば." すいぶん 妙な 慣習であって、 その 弊害 もす くノ 

なくなかった。 -前 にも 引用した ロシア 艦長 ゴ ロゲニ ンは、 復警心 を 「0? 本人の 特有 

の 罪惡の 一つ」 に數 えてい る。 親が 討 たれた 後 は、 その 復謦 のために のみ 生きな け 

れ ばなら なかった この 時代の 武士の 子 は、 全く 哀れであった。 

こ の. 敵 討が 嚴禁 された の は 明治 六 年 二月で ある。 

さきに 述べた ように、. この 時代の 社會 は、 階級 的な 區別が .嚴 重であった ばかりで - 

なく、 同じ 階級 6. 內 部で も. 上 下 の 身分 によって そ の. 間に 明瞭な^ 別が 存 して いた 力 

ら、 ひとしく 武士の 子と いっても、 家老の 子と 下級 武士の 子と は、 とうてい 同一 に は 

論ぜられない" その もよう は、 . 九州 中 津 藩の 出身で ある 福 澤諭吉 の 「福 翁自 ff」 にノ  ^ 


つぎ. のように 鮮明に 描かれて いる。  ノ 

「一 體中津 の 藩 風と 云 ふ もの は、 士， の. 間に 門 M 制度が チーャ ンと 定まって 居て、 

/ 其の 門閥の 堅い 事 は 啻に 藩の 公用に 就ての みならす、 今日 私の 交際上、 子供， の 

交 驚に 至る まで、 貴賤 上^の 區別を 成して、 上 士族の 子弟が 私の 家の やうな 下 

士族の 者に 向て は 丸で 言葉が 違 ふ。 私な どが 上 士族に 對 して、 アナ タが 如^: な 

すって、 斯うな すって と 云へば、 先方で は、 貴樣が 爾ぅ爲 やって、 斯う 爲 やれ 

. と 云 ふやうな 風で、 萬 事 其 通. りで、 何でもない 只 子供. の 戯れの 遊びに も 門閥が. 

付て 廻る から、 如何しても 不平がなくて は 居られない。 其 癖 今の 貴樣 とか 何と- 

か 云 ふ 上 士族の 子弟と 學 校に 行て、 讀書會 讀と云 ふやうな 事に なれば、 化 時で. 

も 此方が 勝つ。 學問 ばか、 めでない、 腕力で も 負け はしない。 夫れ が 其 交際 朋友. 

• 互に 交って 遊ぶ 子供 遊の 間に も、 おやん と 門閥， と 云 ふ もの を 持て 横風 至極 だか 

ら、 子供心に 腹が立て 堪ら ぬ」 (岩波 文庫本 ニム 頁) 

しかし、 これ は 中 津藩だ けの ことではなかった ろうと 田 5 われる。 
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力よう に 武士階級の 子供た ち は、 幼い ときから、 主君の ためなら ばいつ でも 喜ん 一 

で 死ぬ ように、 献身の、 15 をのみ 敎ぇ こまれ、 また 仇 討を强 要され、 侍の 子と いう. 

もの は 腹が へ つても ひも じうない、 という 名高い 「伽羅 先代 萩」 の 文句に あるよう 

な、 瘦 せがまん を 身に つけて 成長した： ので あつ， た。 

なお、 ここに 引用す るの は當を |& ていない かも 知れない が、 天誅 組の 首領の マ 人 

である 伴 林 光平に 「父なら ぬ 父 を 父と も 賴 みっつ ありけ る もの を あはれ 吾 

が 子 や」 の 悲痛な 作が ある こと を 記して おく。 

* 川 s 順 「慕 末愛國 欲」 一 七ー頁 ？  -  . 

第五 節 文學 にあら われた 庶民の 子 

この 時代 には子 供 を. 題材に した 文學 がき わめて 多い。. たとえば 淨 瑠璃に は， 「伽羅 

先代 萩」 の 政 岡と 千 松 、「菅 原 傳授手 習鑑」 の 松 王 夫婦と 小 太郞、 そのほか 『傾城 阿 

波の 鳴門」 のお 鶴と か、 重の 井子 別れの 三吉 などが ある。 これらの 子供、 というよ 

り は 親子-の 關係 を， 取り扱った 淨 瑠璃 は、 もとより 親子の 情愛 を實に 巧みに 表現して n 


いるが、」 親子の 情愛る. の ものより は、 むしろ 主君への 忠義 や 世間への 義理の ために お 

子 を犧牲 にず る， 事實に 重き をお いた もの & 方が 多い。 この 時代の 文學作 品 や 劇 で 

は、 子 は、 しばしば 親の 忠義の ために、 犧牲 になったり、 あるいは 親と 別れたり す 

る。 これら を 通して、 この 時代の 子に 對 する 一般の 觀念を 見る ことができる が、 前 

に 述べた 勘. 當ゃ敵 討な どと 同じように、 それら は、 いやれ も、 主從の 間の 道 德が家 

族の 間の 道德 より 重んぜられ ていた こと を あらわし ている と共に、 この 時代の 家族 

制度の 特徵を 示し、 子に 對 する-親 櫂の 强大を 反映して いるので ある：。 そして これら 

の 作品に あらわれて いるもの は、 町人の 眼に 映 じた 武士階級の 親子 關係ゃ 主 從道德 • 

家族 道德 であると 共に、 作者が 所屬 する 町人 階級 それ 自身の 道 德觀. であり、， 、社 會飄 

である。  ノ.  .  . 

誰よりも 子供が 好きで、 いたるところで 子供た ちと 戯れ あそんだ という 良 寛 は" 

かすみ 立 つながき 春 曰 を 子どもら と 手 まりつ き. つ. V け ふ もく らし つ. 

こどもら と 手 たづ さはり て 春の ぬに わかな を つ めば たぬ しく あるか も 

こどもら と 手 まりつ き つ 、 この 里に. 遊ぶ 春 日 はくれ す ともよし 


などの 歌 をの こして いるが、 子供 をうた つた 詩人と して 忘れられな いのは 一 茶で あ. 

る。 その 遣 稿の 中で 最もよ く 知られて いる 「おらが 春」 を 見ても、 子供に ついて う 

たい、 述べた ものが. きわめて 多い。 つぎに そのいく つか を 示-、 う 

越後 女： 旅 かけて 商 ひ をす る哀さ を 

麥秋ゃ 子 を 負ながら、 いはし 賣 

乳 呑 子の 風よ けに 立つ か、、 し 哉 

前. の 句 はい わし 賣め 子、 後の 句 は 農民の 子 を 詠んで いる。 また 一 茶 は、 . 子供た ち 

が 戯れに. 蛙 を 生きながら 土に 埋^て 「ひきどの、 お死なった、 おんばく もってと ふ 

ら ひこ  -」： と 口々 に はやし、 おうば この 葉 を その上に うちかぶ. せて 歸る あり 

さま を 描き 、「卯の花， も ほろ りく や 慕の 塚」 とよんで いる。 これ も 農民の 子どもた 

ちであろう。  、 .. . • 

また、」 茶 は？ 妙 尊 寺の あこ 法師た か 丸と いう 十一. になる 少年が、 せり やな づな 

を つんで 遊んで いるう ち、 誤つ.. て 流れに 落ちて. 溺れた とき、. ひきあげた 死體 の.^ 力 

• ら 藤のと うが 三つ 四つ こぼれ 出した 哀れな 情 I を 描いて 「いつもの ごとくい そ/^ 
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歸 りて， 家內 へのみ やげ のれう に. とりし ものな らんと 思 ひ やられて、 鬼 を ひしぐ 山 

入 も 皆 袖をぞ 絞りけ る」 ど 書いて いる。 庶民の 生活の 質素で 貧しかった ことが、 

こんな 話 かちもう かが われる。 

寬文 年間の 民謠に 「二-た 目と 見られぬ 雜榖 飯、 子供が 嫌 ふに、 我が 折れた、 いつ 

か此米 ヤスな りて、 子供に 氣 儘に モリ 食はシ ョ」 というの が あるが.、 百姓が 米 を 「喰 

つぶし 一 候わぬ よう (慶安 S 書) などと いう 慘 酷な 江戶 幕府の 政， 策の ために、 みすか 

ら 苦しん で 耕作 し" た 米 を 子供に 食べさせる こと もで きなかった 農 民 階 « の 苦し み が 

よく あらわれ ている。  、：. 

* 羽 仁. 五郎 「幕末に おける 倫理 思想」. (岩波 講座 「倫理 學 J 第二 册) 一四— 二 五、 九 四 頁 所 引。 

このほか、 川柳 や 諺な どに も兒童 を，^ り极 つた.^ のが 多い。 、 

乳 貰 ひ は 冬の 月へ も 指 を さし (柳 多留 十七； き 

おこまり かなと 雨ふりの 子 を あやし (同 十四 編) 

手 を 打って お出で と 子煩惱 (同 十一 編) 

子 心に はや、 く寢 たがる たから 船 (同 十七 編) . 


ひじ を まげ 枕と し 乳 ほ、 ばらせ (同)  - . 

. 蚊 や 釣. つた 夜 はめ づ らしく 子が あそび (同 十四 編)， 

いすれ も 庶民 階級の 子供た ちの 生活 を 描いた ものである。 

また 「いろはれ るた」 の 中には、 誰も 知ってい るよう に、 「老いて は 子に 從ぅ 」 

「總領 の 甚六」 「子 は 三界の 首 かせ」 などが あり、 そのほか、 子供に 關 する 俚諺， とし 

て ま  ：  >  -- 

負う た 子に 敎ぇ られ て 淺瀨を わた る 

子 はかす がい 

可愛い 子に は 旅 を させよ 

三つ 兒の魂 百まで も 

十で 祌童、 十五で 才子、 二十 過 ざて はた だの 人 ：ノ 

惡 まれつ 子 世に はばかる 

きぎす  I 

燒 野の 雉 夜の 鶴 . 、  ， 

などが あるが、 この 時代の 兒童觀 の 一 端が 知られる と共に、 兒 童の 家庭生活 ゃ社會 
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- 生活の 一 斷 面が うかがわれる。 

次：、 特に 注意 を ひかれる の は 子守 咱 〈である。 これ は童謠 の. 一種と も 見られる が . 

/しろ 子守- 歧 という 少女 勞働 者が 生んだ 作業 歌で あり、 勞働 歌で あると 見るべき で 

あろう。  /  . ゾ  た 》 ？ . 

子守唄 は 書物に は 書かれて いない。 古く は 「ねんねんよう ねんねんよう」 をぎ 

り 返した 程度であろう。 最も 全國 的な 歌詞 は 「ねんねんよう おころ りょう」 式な 

文句：、 「ねんね のお 守 は どこいた、 山 を 越えて 里へ いた？ 里の みやげに なにもろ 

た、， でん でん 太鼓に 笙の 笛」 という 本文が つづく ものである。 

子守唄が 長足の 進步 をと げたの^、 子守 娘が 給金 を もらって 働く ように) なって 力 

ら である 。次に 示す 七、 七、 七、， 五の 二十 六 字の 形の もの は、 おそらく 近世の もの 

であろ ラ。  ， ，  .  • ； に +  -- 

寢ん ねした 子に 羽子板と 羽根と、 寢んね せん子に 羽ば かり  . - 

、 寢ん. ねす る 子に 赤い ベべ 着せて、 起きて 泣く 子に や 縞の ベ ベ 縞の ベべ 

これ ま、 ^く 寢る子 を ほめ、 寢 ない 子 をい とう、 という 類の ものであるが 


ねんね 可愛 や、 寢る子 は 可愛い、 起きて 泣く 子 はつら 曾い 

！ HZ に、.  , H  /.  .  ... . ，  . 

■ こちの この 子 は 今寢る 盛り、 誰も 阿呆 ぢ やと ゆて くれな 

というよ うな、 子守の 心の あらわに 現われて いる， もの も ある。  . I 

これらの 子守唄 は、 - 仲間から：^ 間へ と 傳ゎケ 、 また 古い ものの 替歌 や 新ら しい 卽 

典 歌が つくられた。 

、守と ゆう もの は淺 まし ものよ、 へ 道 や 街道で 日 を 暮らす 

守よ，^ と澤山 そ うに、 守が あ りやこ そ 子：^ 育つ 

守 子^^よ、 なぜ 子 を 泣かす、 お 乳 足らんで 泣-きな さる 一 

守 を 置くなら ちんば を 置， 5 ^れ、 步 くたん びに 子 を ゆする 

こんな 泣く 子の 守す るなら ば， おひ ま 下され、 わし もい く  ノ 

ヽ いや ぢゃ、 きらい ぢゃノ 泣く 子の 守 は." 叩く つめる と S われる  , 

旦那よう 聞け 守 子の 歌 を、 守に きつ. すり や 子に 當る 

これな ど は、 子守が 勞働苦 をうた つた ものである。 子守唄 は諸國 にある が、 さほ 

ど 郷土 的 特色がない。  ^ 


かように 子， 守 唄の 歌詞に は、 自然 を 詠歎した ような もの はなく、 「泣くな」 と 「寢 _ 湖 

でし まえ」 より ほかに は 共通の 題目が なく、 それ 以外に うたわれ るの は、 主婦の. わ 

る 口と 翁の 家の 戀 しさ、 仲間 同志の 情愛と あてこすり、 よ、 その 戀 歌の. 口 まねぐ らし 

の もので あつ 1!。 なお 子守唄. の ふし は、 各地 それぞれ 異同が あるが、 佛敎の 和讃の 

： 影響が 强 いとい われて いる。 ， ；， 

* 以上、 主として 小 寺 融吉編 「日本 民謠 辭典」 に據る o 

** 柳 田國男 「口承 文藝 史考」 六 四 ー 六 五 頁。  .  -.  リ 

なお 十八 歳の 靑年 天草 四郞を 首領と して 幕 藩 軍と 戰 つたき りしたん 宗徒 百姓， へ - 

こちの 連合) 一揆、 い b. ゆる 島 原の 亂 において、 島 原 半島の 廢城 原に たてこもった 

約 四 萬 人の 中には、 女子と 兒 童が 一 萬 八 千 九 百 余人あった こと を、. ここに 記して お 

.こ う。 この. 四 萬の 一揆 を 武士 十六 萬餘 人が 攻めて、 かえって 敗れ、 かさねて 武士 二 

十六 萬の 大 軍で 包 圍 して 二百 餘 日に 及ぶ も陷す ことができな 力った ので ある 力 お _ 

, そらく この ニ萬ぢ かい 女子 。 兒童は 大部分が 農民^ あり、 それぞれ 分に 應 じて. めざ 

.1 しく 戰 つたこと と 思われる。  ， 


* 羽 仁 五郎、 前揭 論文、 四 〇 頁。  一 

. 第 六 節 - 職 • 業べ、」 敎 育 .  ， . 

前に.、 中 * の 職業 を 述べた 場合に、 中世で は、 職業 世襲の 傾向が 强 くな つたと 述 

ベた が、 近世に 入る と、 この 傾向 はさら に强 めら れで、 ほとんど 動きの とれない ほ 

どにまで なった。  も , 

したがって 武士の 子 は 武士， として 町人の 子 は 町人と して 一 生 を 終らなければ なら . 

なかった。 「町人 は 町人く さき」 (西 川 求林齋 著、 町人 囊) がよく、 「座頭 は 座頭の まね、 

- 武士 は 武士の まね を、 する こそ 重寶」 (東照宮 御遣訓 附錄) であった。 

： これ は 町人 や 農民ば かりで なく、 武士 集 圑の內 部に. おいても 同様であった。 福澤. 

、諭吉 も 「福 翁 自傳」 のなかで、 幕末の 頃の 九州 中津 藩の 狀態 を、 「中津 は 封建制度 ； 

*  - たつ  ちょい 

で チヤ ント物 を 箱の 中に 詰めた やうに 秩序が 立て 居て、 何百 年 經ても 一. 寸 とも 動か 

ぬと 云 ふ 有樣、 家老の 家に 生れた 者 は 家老と なり、 - 足輕の 家に 生れた 者 は足輕 にな 

b  、先祖 代々、 家老 は 家老、 足輕は 足輕、 其 間に 挾まって 居る 者 も 同檨、 何年 經て . 似 


-も 一寸と も變 化と 云 ふ ものがない」 (岩波 文庫本、 一八 頁》 と 述べて いる。  t 

かような 社會 であった から、 先祖からの 仕來り である 家業が 4 重され、 職業^ 換 

えたり、 他の 職業 を 羡んだ り 望んだ， りする こと は、 分際 を 知らない もの、 分に 過ぎ 

たものと して 批難され た Q かかる 社會 では？ どんな 才能 や 力量の ある 子供で も ノ^  , 

局、 先祖. 傳來の 家業 を繼 いでく らして 行く より ほかにせ きる 道 はな かつ， まし、 自己 

, の 生 格 や 能力 を 思い切って 仲ば す、 というよ うな 生き方 はで， きない のが 常であった。 

* 櫻井庄 太郎. 「日本 封 逑社ま 意識 論」 第 四 編、 分限 思想の 硏究、 參照。 

/つぎに、 中世の 社會 に、 座と 呼ばれる 一 種の 同業 圑體 があった こと は、 第 肩篇で 

述べた 通りで あるが、 近世に おいても、 商工業者の 多く は圑 結して 組合 をつ くって 

いた。 それに は、 公然 官許 を 得た ものと、 そうでな いものと が 有った が、 前者 を W 

仲間と 言い、 後者 を單に 仲間と 言った。  - 

~ 株 仲間の 制度 は、 江戶、 大坂、 京都 を 主と したが 、その他の 都市に も 存在し、 官 

.憲 の 許可に より、 その 保護の 下にあって、. それぞれの 營 業を獨 占した ので ある。 そ 

して この 株 仲間^ 內部 では、 嚴 重な 身分 制が 存 する のが 常であった。 すなわち 工業 


において は 徒弟と して」 定の 年限 を 勤め上げた ものが 職人と なり、 さらに 親方と 一. 

して 仲 尚の 一 員と なる ので あるが、 商業の 場合 は、 丁稚から 手代に、 手代から 番領 

に 番頭 力ら 別家に 曰 升 進して、 そこ. ではじめて-伸 間の 一 員と して 同業 を 營む こと を 

許される ので ある。 そ 也 ゆえ、 徒弟ぶ 職人 |> 親方、 あるいは、 丁稚— > 手代 ly 番頭 ふ. 

^家が、 商工業に 志す 多くの 少年が たどった コ ー ス でめった。 

江戶 時代の 敎 育に ついては、 詳しい 研、 究が 多く 發 表されて いる。 わたし は 今、 詳. 

しく は それらの 書物に 讓. り、 簡單に 二、 三の 點 について 述べたい と 思う。 

t 前に、 中世で は 寺院が 學 校であって、 その 敎育 上の 活動 は廣. ぃ範圑 にわた： り、 ま 

たき わめて 根柢の 深い ものであった こ，， J を說 い. たが、 近世で は、 寺院 そのもの も、 

すでに 中世の ような 勢力 を 失って おり、 敎育は 寺院 を 離れて おこなわれ ていた。 近 

世の 前半期に おいて は、 敎 育の 機 攔 として は、 寺小屋、 家塾お よび 私塾、 幕府お よ， 

び 諸 藩の 學問 所が あり、 後半期に あって は、 寺子屋、 諸 藩の 藩 * および 鄕 ^ などが 

あった。 


寺子屋 は 中世の 寺院 敎 育の 系統 を 引いた ものであるが、 近世に 入る と 主として - 

庶民の 初等 敎 育の ための 機關 となった。 この 寺子屋 は戰國 時代の 頃. からすで 一に ひろ . 

く 伃 われて いたらし い *。 だが 手 習 師匠 を 以て 身 を 立てる 專業 家が あらわれ たの は 

おそらく 寬文 年間 C 一、 六 六 「—七き であろうと 推定され ている 。近世の 後半期に 入る と 

寺子屋 はいよ いよ 普及し、 天 保から 安政へ かけて は 槪數ー 萬 五 千 を 超え、 -通 學兒童 

ま^ 十 萬 人に 近かった と 推定され ている。 學童を 「てら こ」、 入學を 「てらしり」 と 

言 ひたが、 これらの 「てらこや」、 一 「てら こ」、 「てらいり」 とい ラ言 葉が 中世に 起り、 

近世に 入って から も引續 いて 用いられた ことに ついては 前に. 述べた。 「菅原 傳授手 

習鑑」 の t 子 屋の段 は、 この 時代の 寺子屋の 狀況を ある 程度まで うつして いる.。 

震 岡. 5 章. 雄 「キリシタンの 寺子屋」 (束 京 朝日 、昭和 一六、 六、 ニニ) 一  . ... 

部 5 ま郎 學校ヒ も 乎 ばれた。 鄕學に は、 藩黌の 延長と しての それと、 庶民 敎 I 機 

關 としての それとの 二種 類が あつたが ジ 年代が ^rr しくなる につれ て 藩主の 直醫 

から 離れ、 民間の 有志に 維持され る 傾向 を も 失って、 村立、 組合 立の ものが 激增 し- 

： て， つた。 事實、 幕末から 明治 初年に かけて できた 鄕學の 多く は、 明治 五、 六 年に 


至ケて ほとんど みな 公立 小學 校に 移つ でい つた。 . 

また 近世で は、 敎科 書の 發達： が 著しかった。 武士階級 は 主として 儒敎 を學ん だの， 

で この 方面で は獨自 の敎科 書の 發達は 見られす、 藩黌 や、 藩黌の 延長と しての 鄕學 

では 四書、 五經の 類が 用いられ たに 過ぎなかった が、 庶民 敎. 育の ための 敎科 書の 發 

達 はめ ざまし かった。 殊に、 ニ般に 「往來 物」 と 呼ばれて いる 初筝敎 科 書 は、 あま， 

ねく 全國の 寺子屋で 用いられ、 その 種類 もき わめて 多かった。 江戶 時代から 明治の 

初期へ かけて 編 違され た往來 物の 種類 は、 二 千 五 百に 近いと いう。. . 

往來物 は 平安時代の 末から 明治の はじめ へ， かけての 七 百, にわた つて、 多く 現れ. 

た 初等 敎科害 の 重要な 一 形態で ある。： 庭訓 往來、 消息 往來^ ど、 何々 往 來と稱 する も. 

のが 多い が、 江戶 時代で は、 往來の 字の 有る 無しに かかわらす、 寺子屋， で 用 •：， た敎科 • 

書。 副讀ネ の 全部 を往來 物と 呼ぶ ようになつ-た。 その 內容 は， 敎訓、 社會、 消息、 地 

理、 歷史 など さま、 ざまで ある。  一  ,  - 

佐 藤 信 淵の 考えた 慈 育 館 や 遊 兒廠に ついては 前に 述べた が、 彼の 考えで は、 ， 授乳 

期 を i 育 館で、 四、 五歲 から 六歲 まで. を 遊兒廠 です ごした 兒童 は、 七歲 になる と敎 


育 所に 送られる。 敎育 所は學 校で あ-ると 共に、 地方行政と 社會 事業と を 兼ね 掌り、 . 糊 

敎化臺 (尤 學晈〕 から 配屬 された 官 人が 敎官 となって、 讀み 方、 書き方、 算術な ど を 

敎 える。 ここで は 別に、 ときどき、 村內の 老若男女 を 集めて 日常 五倫の道 を敎 諭. 

する。 この 敎育所 は 一 萬 石の 地に つき 十 箇所 づっ 設立す る。 敎， 育 所の 業 を. 卒ぇ たも 

-の は、 それ ぞ. れの 好みに したがって 生業に 就かせる が、 特に 優秀な もの は選拔 して 

小學 校に 送る。 小 學校は 二 萬 石の 地に つき 一箇所 づっ 設け、 八歲 以上の 優秀 兒童を 

• 收容 して、 洒掃、 應對、 進 返の 禮を敎 え、 四 _誊 r 小學」 「近 思錄」 六經 などの 素讀. 

を 授け、 その 中で 拔 群の 英才 は、 さらに 進んで 學問、 文武の 諸 藝を學 ばせ、 十五 歲. 

にお よんで 皇都 にた だ 一校し か I ぃ大學 校に 送って 國家 有用の 人物たら しめる。 大 

學校は 誠 明、 神祀、 儀、 禮、 音樂、 法律. 、武備、 醫術、 天數、 地理、 通 譯の十 科を設 

け、 學生 をし て そ の 欲する 學 部に 入らせ る 組織 であって、， 官吏 は t ベ て その 卒業生. 

から 選拔 して 補任す る。 

* 佐 藤 信 淵 「垂統 祕錄」 (改造 文庫本、 五 四— 五 五 頁) 

ぎ したが つ て 信 淵の 考えた 栽敎育 施設の 組織に おいて は、 兒童は 次の ような コ 1 ス 


をた どる ことになる。 ；  - 

, 敎化臺 (大學 校) T 小學校 <| 敎育所 T  (遊 兒廠 ). T ス慈育 fe) 

敎 l 機 關 といえば、 寺子屋 や 諸 藩の 藩黌 ゃ鄕學 ぐらいし かなかった 江戶 時代 後半 

期に おいて、 かような 進んだ 敎育 組織が 考えられ たこと は 特筆， にあたい する。 

泰平で あ-つて、 遊蕩 的氣 風の 强 かった、 時代の 社會的 影響から、 江戶、 京、 大 坂な 

どの 都巿 では、 不良少年の 數も少 くなかった ようで ある。 

■  一  、  二の 例 を 示 、すと、 慶長 十七 年、 江戶 では 不良少年 逸兵衞 組な どが 徒黨を 結ん 

で 時人 を， まし、 承應ニ 年に は、 旗本の 少年た ちが * ^星に 出入し、 湯女 ども を 集 

めて 淫行 はなはだしく、 市人と 爭論を 構える に 至り、 また 寬文、 延寳の 頃、 京都で 

は 公卿の 少年ら の 淫風が はなはだしかった という。  ： 

* 社 會 事業 硏究所 編. 「祉會 事業 大 年表」 に 據る。  i 

なお、 放蕩息子の 殺人 事： ST を 取扱った 近松晚 年の 傑作 「女 殺 油 地獄」 の ある こと 

を 附記して おこう。 川柳の 「母 を あやなす こと 神の ごとくな り」、 「手なら ひの せわ. 

が やんだら 女郞買 ひ」 など も、 この 時代の 早熟 兒を うたった も. のであろう。  お 


また 江 か 時代の 社會 は、 その 特有の 藝 術の. 一つと して 浮世 繪版書 を 生んで いるが、 揭 

高 橋 誠 二 郞 博士に よれば、 寬政 期の 緊縮 政治の 影響 は 浮世 繪に 取材の 變化を 生ぜし. 

め、 「敎訓 何 々」 と銘を 打ったり、 ま， たは 每圖、 訓戒め いた こと を 長々 と 書き込んだり 

■ して 政府の 施政方針に 追隨 する の 態を裝 うと 共に、 石 門心學 流行の 時世に 便乘 しょ . 

うとして i るよう に 思われる もの を 出現 させた。 歌 麿の 「敎訓 親の 目鑑」 は その 好- 

, 例 であるが、 その 中で 歌 麿 は、 子に 伏して 寅に また 伏す ぐうたら 女 を 描き、 「子 を 養. 

,  糸 

つて 敎 へざる は 親の あやま トノ なり」 と S3. している とい. う。 これな ど は敎訓 的に 擬裝. 

された 美人 書で あるが、 そ^ 時代. の 一 つの 兒童 觀、 敎育觀 を 示す ものと 言えよう。. 

* 高 橋. 誠 一 郞 「浮世 繪入 H! 盛時 代」 五— 七 頁。 

, 第 七、 節 童謠、 遊戯、 兒童讀 物 . . . 一 

一 .  お；" "；お  、\ぉ， き- 

j  一.、 -童\  0  /.  -  ..  :—  .  ：  .  - .  ； . つ -、. . ノ  ： 

. 近世 は、 歌舞 音曲の 類が 一 時に 勃興した 時代で あり、 それにと もな つで、 童謠 i  . 

伸びやかな 氣 持で^ われた ものが 多い が、 いま 傳 わって いる 古い 童謠の 大部分 は、 

\ 一  層お 


江戶 時代 中期 以後の ものが 多い。 そして、 これらの 江戶 中期 以後 • の 童謠の 多く は、 

すくなくとも 明治時代まで は、 まだ 子供 や 母親の 口に 卜た われて いた。 中には 現代 

においても まだ 生命 を保づ ている ものが ある。 「I つと や ：… •」 の 數ぇ歌 「ねんね 

のお もり まどこいた」 の 子守唄 や、、 その ほ， か 「すいくす つ ころばし、 胡麻 味噌す 

のの • 

、  」、 「いもむし こクろ ころ、 ひょうたん ぼっくり こ」 「月さん いくつ 十二； 一七 

つ …… 」、 「がんがん 三ッ 口……」 な. め は、 いやれ も 文化 • 文政の 頃から 幕末へ かけ 

て、 すでにうた われて いた^いう。 

江戶 時^の 中期 以後 は、 遊里と 歌舞伎が 都市 文化の 中心と なり、 好色 的 * 遊蕩 的 

な氣 分が きわめて 强か. つた。 したがって 歌舞 音曲の 類^ 好色 的な 歌詞 を もつ ものが 

多かった が、 童謠 もこの 傾向 をまぬ がれる ことができす、 殊に 俗謠が 童謠の 中へ 取 

り 入れられて 、 驚く ほど 頹廢 的な 卑猥な も の が兒童 によって うたわれて いたよう で 

ある。 「一 つと や」 の數ぇ 唄に も、. 「四つと や、 吉原 女郎 衆 は 手毬つ く— -、 手 まり 

の 拍子 は S 白 や などと いう 一 節が あるが、 これな ど はま だ 比較的に 無難の 方 

+ である。 -. - ：^^  ^^  -  :  .  ,1  .  -  -SBM,M^  ■ ひ ： 


子守唄 も 童謠の 一 種， であな が、 これに ついては すでに 述べた。 

) 一. ニハ 遊：， 戯： ハ -:ノ  暴應  -,  一. ：ノ」 ： -ノ  • 

\ さて この 時代の 子供た ち は どんな 遊戯 を樂 しんだ であろう か。 平安時代 や 鎌 倉 時 

代から 引き つづいて おこな. われた 遊戯 も すくなくなかった が、 近世に なって おこな 

われ はじめた 遊戯と して は、 ，芋蠱 ごろ， く、 天神 様の 細道、 シャ： ポ \ 玉、 松葉ぐ さ- 

り、  松葉 切り や 蝸牛つ の 出せ、 などが あり、 女兒の 遊戯と して は、 綾 とりや 折紙、 

切拔 きな どが おこなわれた。 隱 れん 坊 と共に 兒童 遊戯の 雙璧 である 鬼ごっこ は、 お 

そらく 古くから 隱 れん 坊 とならび おこなわれた のであろう が、 古くか^ おこなわれ 

, たという 確證 がみつ からない。 文化 • 文政 頃の 鬼ごっこ は、 現在の ただ 逃げる もの 

. を 追、 つてつ かまえる のと はちがつて、 向いの 軒下と こちらの 軒下と に 別れ 力 わる 

がわる 「向いの. おばさん 茶 をのみ にち よつ とおいで」、 「鬼が こわくて ゆかれません』 

などと 節 をつ けて 謠 うように 言い はやし、 向いの 軒下め がけて 駆け出る の を、 中央、 

に 立 つてい る 鬼が 追い かける ので ある。 

なおこの 時代に は. 「いろは かるた」 が全阈 的に 流行し. た。 かるた は 近世で は 盛ん： ， 


に おこなわれ その 種類 も いろいろ あ つたが、 「い ろ はか. るた」 は 江 月末 期. に 創案 さ 

れ +輕 妙な 比喩と 洗練され た 表現と に. よ， つて 廣く おこなわれ るに 至り、 今日に お.、 

て も 遊戯的 生命 を 持^ 續け ている。 はじめ 京都お よび. その 附近で おこなわれ、 次、 , 

で大坂 方面に 波及して 幾分の 改變が 試みられ、 次に 江戶で 流行して 江戶. ふうに 訂正 

され、 これが. やがて 全 國的 となった ので ある。 ー姆を 示せば、 ィは、 京都で ま 「一 

寸先は 暗」、 大坂 では 「一 を 聞いて 十 を 知る」、 江戶 では 「犬 も步 けば 棒に あた 5 一  . 

であり、 ォは、 京都で は 「鬼 も 十八」、 大坂 では 「鬼の 女房に 鬼神」、 江戶 では 「老 ： 

いて は 子に 從ぅ」 である。 

* 林 子 平 は 「幼 者の 德行」 のために いろは 歌を蒈 き、 「りひ (理非) はたお ひいきの 沙汰 を 取の けて 遝の赏 然 

を 明白に せよ」 などと、 いろは 歌に 理性的 • 近代的 倫理 を 盛ろうと 試み • た o( 羽 仁， 五郎. 「慕 末に 於け る 倫 S 

思想」 —岩波 講座 一 「倫理， 學」 第二 册、 四 九、 五 九 頁參 照) 

これらの 遊戯の 大部分 は、 現代で も その 生命 を 保って いる。 また 玩具と して はノ 

獨樂、 特にべ ィゴ マ や 勝負 ゴ マ、 花火 (主として、 ねす み 花火、 手 牡丹、 線香花火 

の 類)、 あぶり 出し、 水 鰭、 - きしゃご、 などが ひろく 用いられた。  お 


なおこ こで、 繪雙 六に ついて 述べて おこう。. 今でも 歌留多と 共に 正月に はなくて m 

まならぬ 遊戯で ある 繪雙 六の 流行 は、 近世 以後の ことで あるが、 これ は 中世に 佛敎 

の潸 侶の 間で おこなわれた 佛法雙 六から 發 達した もの だとい わ. れ ている。 

鎌倉時代 C 弘安 前後 頃 3に\ 名目 雙六 という ものが あつたが、 - これ は 僧侶が 佛敎の 術 一 

語を會 得する 一 つの 手段と して 用いられた ものである。 六 面に 貪、， 瞋、 癡、 戒、 定 

慧と 一字 づっ 記した 釆を 振って，、 南 贍部洲 を 振り出し として、 最後に 法 肩に 上る お 

組みで あるが、 その 途中で 「11 間」 ^進めば、 そこ は 永遠に 浮ぶ ことができす、 仲 

間から 除外され るき まりであった。 その 挺、 江戶 時代 (萬 治、 寬文 —K 代 家 綱の きに 入 

つてから、 淨 土の 繪を. 描いた 淨土雙 六が 世間に 流行す るよう になった。 これ は 中世、 

の 名目 雙 六に 似た ものであるが、 釆の 目が 南ん 無、 分、 身、 諸、 佛 となり、 その 或 

-る も-の は I、  二、 三、 四， 五.、. 六と 數字 化し、 南 閻浮洲 を 振出しと し (振出しの 場所が 

な いのも ある リ、 漸進して 最後に 極， 樂淨 土に 上る ものである 。、その 途中に は、 名目 靈六 

の 「無 間」 也默と 同様に、 仲間から 除外され る 場所が あり、 「永 沈」 と 書 力れ て I 

i  !y ごろの 雙 六に 「お休み」 の あるの は、 これに もとづく ので ある。 この 淨. 土雙 


丄ハは 「 娛樂 として 民衆の 間に 普及し、 一般の 繪雙 六を發 4H させた。 中世で は 子供と 

は緣 がなかった 繪雙六 を、 子供の 世界にまで 入り こませた こと は、 淨土雙 六の 功績 

と 見なしで よい。 だが この 淨土雙 六の 中には、 赤 舌、 目 一 ひ坊、 海坊主、 わらく、. 

かつば 等の fei 異な 繪 姿が 描かれて いた。 そして それが、 やがて その. 怪異な 一面 をと.. 

^  • ，  、  - 

りあげた 「化物 雙六」 を發生 させ、 それでなくても 科學 的な 知識に 乏しく、， 愚かし 

い 俗信に とりまかれ ていた この 時代の 子供た ち を、 いたす らに その グ d-ズスクな姿 

で おびやか すに 至った こと は、 その 大きな 罪過と いわなければ ならない。 わたし は 

. 淨土雙 六 に 功罪 二つ を認 めようと 思 う 。 

* 名 目 雙 六から 繪雙 六への 發展 について は、 瀧 善 成 「佛法 双六と 盲 經」 (「社 會學 徒」 十四 卷 ー號) 參照。 ， 

なお、 兒童藝 術と しての 人形つ かい ゃ现 きから くり も 見め がす ことができない。 

. 人形つ. かいは 現代の 紙芝居の ように、 江戶 時代の 兒 童に 親しまれ ていた。 だ^ 顿き 

からくりの 狂言 は 「地獄 極樂」 、「於 七 吉三戀 膝枕」、 「石 川 五右衞 門釜ケ 淵」 などで、 

-兒 童に 見せる ものと し. てはグ プスク な、 また 好色 的な 要素が 多すぎる もので あつ 

た。 筆者 も 幼年時代、 からくりの 「地獄 極樂」 を 見て、 恐怖の 印象から いつまでも お 


離れられなかった 經驗を もつ。 

.槪 して この 時代に おいて は、 泰平の 影響 を 受けて 遊戯の 種類 は 豊富に なった。 だ 

i 诗弋の 特戟： ^兒童 遊戯に 反映して いる 點も 相當に 認められる。 「天神 樣の 細道」 な 

ど は、 關所 における きびし W 通行 吟味が、 いっか ま謠 遊戯に とり 入れられ たもの だ 

という。 

三、 讀 物. 

, C 戶 時代 こおけ る 兒童讀 物と して は、 繪書を 本位と した 草雙 紙、 殊に 遣 幼 婦女子 

を 目的と する 丹 表紙 製の 繪本、 いわゆる 「赤本」 が， ある。 この 赤本 は 「祧 太郞 昔咄」 

「舌 きれ 雀」 「ぶんぶく 茶釜」 「はち かづき ひめ」 「猿 蟹 合 戰」 「枯木に 花^かせ 親 仁」 

など、： 多く 前代からの 傳，. 承 童話 を 主題と し、 作者 は大槪 その 名 を 現して いない。 署： 

名して いる 者 は 書家の みであった。 これらの 赤本の 版下 繪の 製作に. 從 事した の は 浮 

世會 J であるが、 特に 多作で あつ-たの は 近. 藤 助 五郞淸 春で あり" これに 次ぐ 者は豺 

川 珍重で ある。 そして， お 伽噺を 主題と した 赤本 は、 やがて 軍記 物、 一代記 物、 緣起 

あ、 由來 物、 仇 討 物、 妖. 怪物な ど を 題材と する 黑 表紙 装幀の いわゆる 「黑 本」 にう 


つって いったが， 安永 頃から、 草 雙紙は 子供の 芋から 取り上げられて おとなの もの 

. となり、 いわゆる 「黄表紙」 の 全^時代に 移って. いった。，  ... 

, * 高 橋 誠 一 郞 「浮世 賴 ^盛時 代」 九— 一 i  , 
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こへ」 で 近代と いうの は、 明治維新 以後、 現代に いたる 間 2入 ^丄 のこと であ 

る。 この 期間に おいて 孤立。 截國。 封建 日本 は" わが 國 未曾有の 大變 革であった 明 

治 維新 をスタ ー ト として、 世界の 一 環と しての 近代： 資本主義 日本へ と轉換 した。 

すでに 西ョ〜 -ッパ では、 十八 世紀の 中 ごろ 以後、 ィ， ギリス を 中心として、 近 f 

H 場 組職に よる 機械 制 工業が 發 達して いたので、 明治 新 政府 は. 歐 米の 生產 技術、 ， 

, 生產樣 式お よび 經濟 組織. を 輸入 移植して わが 國產 業の 發達を 計ろうと した。 すな わ 

ノち新 政府 は、 舊 制度の 破壤、 封建的 諸 制限の 撤廢 などと 共に、 官營 模範 王 場の 經營、 

新 知識 V 新技術の 吸收、 民業の 指導 ノ 援助な どに よって、 資本家 的 商品 生產發 達の 

礎石 をき すいた ので あつん。 やがて 日 淸* 日露の 兩戰 役に よって、 わが 新經濟 組織- 

. は 急速 &進^ を 遂げ、 近代的な 產業 制度が わが 經濟界 を 支配した。 かくて 明治 時 f 

こ 、 Q ゆる * 本 主義 社會が あらわれ たので あるが、 第一 次 世界 大戰 によって 帝國す 


義的獨 占 資本主義の 段階 へ と 進む に いたった。 

* 野呂 榮太郞 「日本 赞本 主義 發達 史」 五 〇— 五 二 頁。 . 

さて 明治維新に よ つ て 封建制度 は 覆され、 士農工商の 嚴 重で 煩わ レぃ 階級 的 差別 

が 廢 され、 族藉 上の 區別 として は、 華族、 士族、 平民の 三階 級が でき，、 法律上で は 

」 應 平等の 世の中と なった。 しかしながら、 華 士族 平民の 、區 別よ. り も、 むしろ 資本 

家 (有產 階級)、 中 問 階級 (中產 階級)、 勞働者 階級 (無産階級) の區 別が 重要で あ 

つた。 そして これらの 階級の 間に 勞働 問題が 起り、 日 淸戰爭 以後 は、 近代的 ^ 勞働 

蓮 動が 發展 したので ある。 - 

* 本庄 榮治郞 「曰 本社 書史」 (& 造 選 #b 一  八 九 1 1 九 二-頁。 j  + 

明治，^ 後の 社會 は、 かように 急速に うつり 變 つたので、 兒童 生活の」 あらゆる に 

も かって あ も われた ことのない ほど 大きな、 根本的な 變 化が 起り、 その 問題 もき 

わめて 多く、 また 複雜 になった。 したがって、 この. 時代の 兒童 生活の 複雜 なすが た 

- . •  、  -  \  4..、 ： - 

を^ 確に 說 くこと は、 すこぶる 困難で あるが、 以下、 この 時代の 兒童 生活 を 槪觀し 

よう。  ^ 

1 


x  .00 

. . ： 第一 節 明治維新 ミ兒童 生活の 變化  、， ，： 

。明治維新 は、 東亞の 小さな 島阈 で. あった 日本 を、 ひろい 世界 ゆ 舞臺へ 引き出す 契 ノ 

機と なった。 明治 初期 は、 チョン マゲ *i みし もの 鎖國- 封建 曰 本が ザン キリ • 

洋 民の 文-明」 開 t 日本に 變る目 ざまし ぃ轉換 期であった。 もちろん、， この 變革は 

. . •  -  ,、、  i:  L -、  K  、，旬： つたって、 徐-々 に、 また 多くの 犧牲 を 

一朝 1 夕に できた のではなくて 、水 わす Z マ ， イノ  f 

^ら つてな された のであった。 一 

日本人の 生活 |¥ら ゆす f 改めた この 大き 墓 革 は、 當然 、同 S 度に 

兒 童の 生活 を 根本的に 變化 ざせ た。 明治の 新 政府 は、 版藉 霊なら びに 廢雲1 

ともなって、 諸 制度の 改革 をお こなった が、 わたし は 次に、 明治の 新政ず とつす 

諸. 政策のう ち、 兒童 生活と 關 係の 深. いもの を 書いて 見よう  ゾ 

明 冶 元年 (KS 十一 i  、政府 は墮胎 I 禁し、 二 年に は、 公 * 諸 伊 武^ 

等の 稱 I して、 華族、 士族、 平民の f 定め、 三年 九月に は囊 一般に 苗字 を 許 

レ、 四 年 八月に は 散 f よび 脫 2 許し、 ま、 I 族より 平民に 至 f で 互に 婚姻 を 


許した。 次いで 翌五年 八月に は、 學制を 制定して 義務 敎 育の 大方 針 を 定め、 同じ年 

の 十月に は、 人囊買 を 「人偷 二 背 キ有マ シキ 事」 として 嚴禁 したが、 -翌六 年 一 月 

に は 「徴兵 令」 を頌 布して 國民昝 兵の， 徵 兵制 をし き、 續 いて 同年 二月に は復警 禁止 ノ 

の 命を發 した。  • 

• これらの 改革が、 いすれ も、 日本の 民衆に とって、 殊に 日本の 兒 童の 生活に とつつ 

て 劃期的な 意義 を もつ ものである こと は 言うまでもない。 不自然な 差別 や 抑 扉： は 除： 

かれ、 子供た ちが 力の 限り 伸びて 行： b るよう な、 の-びの びと した 生活の 基礎が 築か. 

れ たように 見えた。  . . 

しかし、 今では だれも 知っている ように、 明治維新の 民主 革命 はパ きわめて 不徹 

底に、. また 妥協 的に しか おこなわれなかった。 したがって 明治維新 によって、 封建 

的な 社會 制度の すべてが. 淸算 された わけではなかった。 その 結果、 明治 以後の 日本 

社會に は、 封建的な ものが、 制度 的に も 精神的に も殘存 して、. いわゆる 半 封建的 社. 

，會を 現出した。 かくて 日本 社會 は. 完全に 近代化す る ことができす、 資本主義 も畸 型 

的に しか 發 達しなかった。 ， 


この こと は 社會の あらゆる 面に 見られる。 たとえば 明治 以後の 農民 は 維新に お H 

ける 土地改革の 不徹底の ために、. 封建時代の 農民に 比して、 斬 捨御兔 というよう な 

めに こそ あわない が、 生活の 向上と いう 點 では、 たい もた 變化も 遂げて いないので- 

ある。 農 まの 地位が かように 低く 、その 生活が 困難であった こと はつ 農村から 都市， 

へ 移って 勞働 者と なった 人々 の 生活 を も 同様に 低く 苦しい ものにした。. かくて 階級 

^な 差別 は 社會； 文化の あらゆる 面に 拔 きがたく 存在した ので ある。 したがって 庶 

. 民 階級の 子供た ち も、 食然 かかる 封建的な、 差別 的な 世界に 生きなければ ならな か 

つた。  . 

また 後に 述べ るよう に.、 明治 以後の 敎育 は、. しだいに 阈家 主義 的な 傾向 を强 めて 

行き、 子供た ち は、 「國 家の 子」 としての み敎 育され た。 

日本の 子供た ちに 對 する 眞の 黎明 は、 すっと 後の 時期 を 待たなければ ならな かゥ . 

たので ある。 

. 第二 節 近代 達 業、、」 兒童勞 働 . > 


, 中世お. よび 近世の 封建 社會を 通じて、 職業 は槪 して 世襲で あり、 ， 特殊な 技能 を耍： 

する ような 或る 種の 職業 は、 一子 相傳 などと 言って みだいに 他人に 傳 えす、 餒密に , 

親から 子 へと 傳 えられた こと は 前に 述べ た 通りで ある。 社會が 複雑な 階級 や 身分の - 

組み合せ によって 構成 さ、 れ ていた こと：^ 職業の 封 «的 • ぽ定 的な 性質 を 一 そう ひ 

どい ものにした。 この 傾向 は 江^時代に なつてから いよいよ はなはだしく なり、 武. 

士の子 は 武士， に、 百姓の 子 は 百姓になる より ほかに 道がなかった。 町人の 子 は 親の ， 

家業 を繼ぐ か、 年季奉公に 出て、 きまった 年季 を 勤め上げて 主家の のれん を 分けて 

も. らうの が せいぜいであった。 

明治維新 後、 士農工商の 別が なくなる と共に、 職業の 選擇 はよう やぐ 自由と なつ ■ 

た。 かように して 職業の 封建的な 制限が、 一度にではなくて も、 だんだんに 改めら 

れて ゆく とともに、 他方に おいて は-工場 制度 を 中心とする 近代的な ェ 霧が 發展 し、， 

したがって 近代的 勞働 者が 發生， し、 この 時代の 兒童 にあたら しい 問題 を もたらした。 - 

前の 時代の 手工業 • 家內 工業 は 工場 手工業へ 變り、 工場 手工業から、 さ e に 工場 

制 機械工業へ も 移り、 農民 や 職人の 間から、 Hter へ 入って 働く ものが 增 加した。 從- ^ 


來の 職人の 仕事場で つくり 出される ものが、 大量 的に 安くつ くらわる 工場の 商品に 化 

對抗 できる はすがなかった。  一 

. 女 も 子供 も 工場に 出て 働かなければ ならない ものが 多くな り、 工場に おける 兒童 . 

酷使の 現象が あらわれて 來た。 ョ ー ッ パ では 十九 世紀の 前半が 最も 著しい 兒童 酷 

使 時 やであった というが、 日本で は、 この 現 I は、 明治 十二、 三年 (一八 七 九— 八 〇) .， 

ごろから あらわれ、 ことに 綿絲 紡績 業、 生 絲製絲 業お よび マッチ 工業に おいてい ち 

ぢる しかった。 ： ， . 

いま その 狀況 を、 僙山源 之 助 氏の 著 「日本 之 下層 社會」 によって う 力が おう。 

「職工 特に Ht の 年 S は、 十五 才 以上. 二十 才 以下なる は 最も 多く、 而 して 年 齡 

の 長 ぜるは 粗 紡機 若く は 紐 機に 屬し、 幼なる は 精 紡機に 屬 する は 通例なる が、 , 

長 ぜるも 十六 七才 大抵 十二 才 乃至 十四 五才、 甚 しき は 七 八 才の兒 女 を 精 紡に. 見 

る 事 あ，？ ：：. 」 (「曰 本 之 下層 社會」 一 七 九. I 一  八 _〇 頁) 

「他の 工場に 比して 細民の 兒女 多く、. 而 して 職工に 幼年 者 を 見る は、 燐 寸ェ揚 

なりと す、 職工の 過半 は十才 より 十四 五才. の兒 童な り、 中に 八才 なる も あり 


. _ 甚 しき は 六七才 なる も 見る こと 多 も、. 特に 軸 並 職工の 如き 其の 七 八 分まで は 十 

才未満…… 軸 並 枠の 間に 挾まり、 左右 をき よろく 眺めながら 軸木 を 並べつつ 

あり」 (同誊 一 五六 頁) 

また 神戶の マ ヅ チ 製造 場で は、 母が 乳^ 吞んャ いる 子 を 抱き、 五 つ 六つになる 者 

を 連れて 土 場へ ゆき、 母と、 五つ 六つの 子と が 共に マッチの 軸 を そろえる 仕事 をし 

ていたと いう。 

* 帝國 通信 ！6 「日本 產業 史」.  ,  . 

明治 十五 年 以前の 足 利 織物 工場の 男工の 賞 銀 は 十七 錢 から 十九 錢 であり、 女工の 

賃銀ば 二十 六 年頃まで 十二 錢、 福島縣 の製絲 工場で は 明治 十九 年まで-は 僅か 九錢で 

あつたと いうから、 幼年 ェの 日給 は 1 錢五厘 かニ錢 くらいであった であろう。 明治 

三十 五 年に なっても、 メリ ヤス 工場の 幼年 ェの賃 銀 は. 男で 十一 錢から 三錢、 女で 九 

鏠 から 三錢 であった。 しかも 紡績工場 ゃ製絲 工場で は、 罰金 制度が あって、 女工の 

賃銀 は實 際に はもつ とすくなかった ので ある。 

* 小川 信 一 「勞働 者の 狀態 及び 勞働者 運動 史」 C: 上) (日本 贅本 主義 發達史 講座) 一 一 頁 o  •  - 


** 工務 課 「職 土 事情」 四 〇| 四 一 頁 o  ぉ- 

かように 賃銀が 廉 かった にも かかわらす、 勞働 時間 は 驚く ほど 長かった。. 蹋 物ェ 

女に あって は 四月から 九月まで が 十二時 間から 十七 時間、 十月から 三月まで が 九 時 

間から 4> 七 時-間で あり、 福 島縣川 俣で は、. 夏 多と も 十七 時間で、 午前 五 時. から 午後. 

十 時まで ェ女 を. 働かせた。 そのほか 見習 ェ 制度 や 親方 制度と いうよう な 半 封建的な， 

制度が 殘 つ て いたり、， 年期 契約— 實質 上の 人身 實買— が 存在したり、 當然の "との 

ように 勞働 者の 虐待が おこなわれたり、， 働く 者の 狀態 はまこと に 悲惨であった。 

ノ 小川、 前掲 書 「二— 一七 頁。 なお 公設 職業 轺介 所へ 從業 徒弟と して、， 滿 十八 歳末 滿の 少年 を 求 やに 來た 雇 

隊ロ三 八 三 七 件. についての. 昭和 十 一，. 年。 調査に よ^ば、 少年 勞働 時間 は、 最^ 一  日 六 時間 来滿、 最長 一 日.. 

二 卜 条^、  一  き 間 半で ある。 (鈴 木舜 一 「少年 勞働 時間 調査」 I 敎育 第五 卷. 三號) 

勞働 者の 數ま. 明治 二十 七 年』 は 男工 十四 萬， 女工 二十 三 萬 九 千で あつたが 三十 

七 fe- に は 男工 二  4. 萬、 女工 三十 一 萬に 增加 ふている。 これらの 勞働者 は 前に 寄いた 

ような 搾取と 虐寺 をう けて いた 6 で、. すでに 明治 初年から 反抗 を 起し. て L ナカ 女 

ェ のみの 鬪爭 の. 場合 を 擧げて 見る と、 明治 十 ■ 年に は、 久留 米の 耀女八 百 余ソカ 

- - -  *  .  .  -  *  ノ  一 


染代を 値上げした 紺屋に たいして ボイコット をお こわ^ - い、 朋治 三十 年代に も、 天 . 

紡 精會社 女工 百 余 名、 山 梨の 製絲 女工 四十 名が 鬪爭 し、 高津 製絲會 社の ェ女四 pgr 

名 は、， 賃銀 値上げ を 要求して、 指導者 一名の 犧牲で 要求 を 貫徹し、 また 松 江 蠶業铢 

式會 社の 女工 はス トを おこなつ ている。  ぎ 

小川、 前 祸書、 二 九、 三. 六—. 三 七、 四 一 頁。  ... 

時代 はすつ と 後になる が、 昭和 十四 年 八月の 厚生 将調资 に 依れば、 機械工 場に お 

ゆる 女， ェ勞務 者の 年齢 別 は、 十六 歲未滿 一 五 • 四 ％、  二十 歲未滿 四. 一 。七 ％、 合せ 

て i 七 ％  (紡 鐡產 業で は 六 八 ％) であり、 大半が 二十歳 未満の 靑年 女子で ある。 し 

かも これらの 女ノ 子 は 職業べ の よろこび を 感ぜす、 むしろ 職業 を 「苦痛の 體驗」 とし- 

て感じ、  「職業に よる 精神的な 荒廢」 をな げきつつ、 勞 働に 從 事して いるので ある。 

昭和時代 ほおいても かかる 狀況 であるから、 明治時代の ありさま は 推察に 余りが あ 

る o-  - 

* 昭，. 和 硏究會 著 「女子 勞 働ビ關 する 報吿 」 一 〇、 四 八— 四 九 頁。 

かような 狀 態であった から、 農村の 少女で 都會の 工場へ 入. h ヽ 肺病と なって 歸る ^ 

にお." お 卜 ゆ" 4.」 え^^ 4.- ヒ す ー  r 二ぐ.. ゃゲ おヽ， ：. ユ ？  - 」にト /ゾ •  ノン； 鴨，； ニノ」, -. ^ む^"〕 ん& 一/た 
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ものが 多かった。 兒童勞 働 は、 兒 童の 健康 を そこなう ばかりでなく 敎育を さます 

げ、 し-ましば 道 稗^な 頹廢を もたらした。， 今日の 產業發 達の 蔭に、 多くの 可憐な 兒 

童の 犧牲が 潜んで いる こと を、 われわれ： は 忘れて はなら な C  . 

. * 江璧 顯き本 における 兒廣 讀動 S 展」 (「敎 育」 七卷五號)。 なお 近時の 兒 S 働の 狀況 について 

は、 前記 「女子 勞 働に 關 する 報告」、 鈴 咏舜ー 「勤 勞靑 少年の 文化と 敎育」 を 參昭" ， 

最後に、 兒 童- 勞 動の 悲 慘な狀 態に ついて _、 激しい 憤り を もって 書かれた 河上肇 博. 

士の 言葉 を 引用しょう。 

「……私が 機械の 利用 を 主張す るの は、 物 を 造らん が爲 であって、 人 を 殺す 爲~ 

では 無い。 私の 是認す るの は、 女子の 勞 働であって、 其 苦役で は 無い。 罪人の 

取扱で さへ、 罪人 を容 る、 牢獄で さへ、 次第に 改良せ ら， れ つ \ あ る 大正 の 御代 

に、 1 なき 少年少女が 罪人 以上に 酷 役 « 使 せらる と 云 ふこと は、 吾等， の 看過し： 

_ 能 は ざ. る 所で ある。」 (「社 會 問題 管 見」 四 一 五— 四 六 頁)  . , 

なお 兒童勞 働 は. 今日に おいでも まだ 解決され ていないし、 否、 かえって 戰災 によ 

つて あたらしい 問題が 發 生して いる こと を 注意すべき である。 だが 最近 淛定實 施 9 


れ た勞， 基準法が、 第 六 章 「女子 及び 年少者」 にお，：； て、 女子 年少 勞働 者に 關 する 

事項 を 規定し、 原則として 滿 十五 歳に 満たない 兒 童の 勞働を 禁止し、 また 滿 十八 歳 

に 満たない 者 を、 年少者と して 成人 勞働 者と 區 別してい る こと、 また 昭和 二十 二 年 

九月 一 日に 發 足した 勞働 省が T 婦人 少年 局」 を 設けて、 前記 「勞働 基準法」 第 六 章 

に 規定され た 事項と、 婦人お よび 年少 勞働考 の 特殊の 勞働 問題 を 取扱う ことに^つ " 

たこと は、 共に 喜ばしい。 

第三， . 農.. 村 の 兒. 童- ■ . に . . .: . 

維新 前の 農村に は、 古 來佘り 大きな 變 化はなかった と考えられるが、 維新 後の 囊 

村 は、 相つ いで いろいろな 大きな 變化を 經驗す る ことにな つた。 

前に. も 述べた ように、 維新 改革の 不徹底 は 農村に 多くの 封建 性 を殘存 させた？ そ - 

の 結果、 農民 は 今まで 封建， 領主に 納めて いた 年貢 を、 今度 は 地代と して 地主に 納め 

る ことにな. つたく らいで、. その 生活に はたい した 變 化がなかった。 しかし 日本の 社 

畲が 歪められた 形で は あるが 资 14. 主義への 發達を 遂げる に 及んで、 農民の 生活 も そ § 


の 深刻な 影 S| を 受けない ではい もれな 力った。 一  ^ 

な： 述べ たように、 維新 後、 日本の 人口 增加 はまこ-とに 急激であった 力 土地の 

リ增加 を 伴わない 人口 增加 は、 當然、 農民の 生活 を 困難に した。， 日本の 農業 形態の 特 

〜徵 は、 上 戶當 りの 耕作 反別が すくなく、 地： 代が 高率 だとい ぅ點！ I いわゆる 高率 零 

細 農 1 . にある といわれる が、 これ は 狭い 土地に 人間が 多すぎる 結果で ある。 か 力 

る 農村 自體の 事情と、 資本主義 的產 業の 發 達と によつ. て、 農村の 過剰人口、， ことに ■ 

若い 男 i は 都市に、 工場に 吸收 されて いった。，、 かくて 多數の 農村の 人々 は 都市へ い 

つて 勞 I 者と なり、 また 海外の 植民地に 赴く こと を よぎなく さすた 

また 農^と 都市との 接觸が 多くな り、 時として は 農村と 都市との 對立 的な 現象 も 

• 見られる ようになった。  ， ノ： V 

農村の 兒童 は、 都市の I 童に 比して 智能が 低く、 知名 人の 出身 別な ど. を しらべて 

見ても、 都市 出身者が 多くて、 農村^ 身 者が すくない と いわわる： し 力 t こ^は ■ 

； 農村 兒 童の 智的. 素質が 劣惡 なた めで はなく、 前記の ごとき 低い 生活 條件、 わるい 環. 

に 境の. 影響で ある 卜 考え C れる。 したがって 生活 條 件の 改善 ゃ敎 育に よって、 農村 兒 


童 の 智能 は こ れを 向上 させる ことができ るので ある。 事霣 において 農 jr の 敎 育よ、 

從來、 重要視され なかった し、 また 適切に おこなわれて 來 なかった ので ある。 

* 牛島義 友 「農村 兒 童の 心理」 第 一 篇、 農村 兒童の 知、 性、 參照。 

かかる 農村 兒 童の 生活 條 伴の 一 つと して、 農村に おける 文， 化 財の 欠乏 を 擧げる こ 

とがで きる であらう。 繪本、 讀物、 玩具、.，.^ 房 具 を はじめ、 映畫、 諸種の 藝術 など、 

村で は 自給で きない 文化財 を 積極的に あたえ、 農村 兒 童の、 ひ を ゆたかに し、 智能 を 

向上させる 必要， が ある。. 最近、 農 山 漁村 文化 協會 でお こなった 調査に よれば、 , 身 

な 生活 程度 の 農村 でも、 ボを 持って いる 兒童 はき わめて すくない という。 

* 牛^、 前揭 書、 四 四 七 I 四 四 八 頁。 

** 山形 縣 最上 郡 萩 野 村 分敎場 9 兒童五 一名 を對汆 ともた 蔵書 調査で は、 つぎの ような 結果が ほられた。 

きく 藏甞を もたない もめ  二 〇 名  jl; 九 . 

二.— 二  5、  jk 名 ■  ,  二 九 ％  , 

四 1 五册  .  七 名  1 四 ％  舞 

六 —十册  ノ 四 名  . 
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f  , 十 冊. 以^ I  I  . な丄  . 0%  -  -, 

i 計 .？./  .. ： へ： 五一 名. ； •  ：ノ  M.  0.0  0  V  . 

この 村 は ー戶當り 田畑 五町 歩、 3 林 原野 三 S 反步、 仝 村が 自作農で、，： 各戸と も 若干の 家畜 を もち 富裕 - 

であると いう (「日本 讀誊 I 聞、」 昭和 二十 二 年 六月 十八 日號」 

、また 農村の 人.々 は、 農業 經營 においても、 日常生活に おいても、 科學的 • 合理的 

な 考えが すくな い。 保健 • 衛生、 育兒、 住居の 採光、 臺所 • 便所の. 構造と いうよう 

な點 では、 現在で も、 封建時代に くらべて どれ だけの 進步が あるであろう か。 今後 

ま、. 農村 醫療 施設の 增加、 保健 指導な どに 力 を 注ぎ、.. この 面から も 農村 兒 童の 環境 

を 改善して ゆかなければ ならない。 

第 四 節 、，親子 關 係の 變化ざ 人口問題 - 、： 

- 明治， 維新の 諸變革 は、 當き、 家族制度に 大きな 變化を およぼし たが、 今 は 主と し 

て 親 孚の關 係の 變化 について 述べ よう。 

前に も 記した ように、 封建時代の 親 は、 子にたい してき わめて 大きな 權カを もつ 


て^, た。 親" 凯戒を 用いない 子 を 監禁す る こと もで. 3;、 勘當 したり、 か 離したり す 

る こと もで きた。 人身 賣 買 や 墮胎が 江戶 時せ を 通じて 盛んに おこなわれ たこと は、 

第五 編に 述. ベ た 通りで ある。 

明治 五 年 十月、 政府 は 人身 を責 買し、： あるいは、 終身 または 年期 を浪. つて その 主 

人の 意志の ままに 虐使す る-は、 「人倫  一！ 背キ、 有 マ シキ 事」 となし、 年季奉公 等の 、 

力なる 名目. を 以てする 奉公 も、 その 實質 において 賽 同檨の もの はこれ を S 禁し、 

また 遵ェ 商に おけ. る 弟子 奉公 も 年限 滿七年 を 過ぎて はならぬ とした o( 明治 五 年 十月 二日 

大政 官布吿 ) 一 

政府 はまた、 これより 早く、 明治 元年 十二月、 墮胎を 嚴禁 した。 この 墮胎の 禁止. 

によって、 生れる 子 は、 . その 生存 權を 法律に よって 保護され る ことと なり、 もはや 

まぶ 雇 も、 生れる 子に 對 して 生 殺の 櫂 を ふるう こと は 許され なくなった。 生 1: 

子 は 親 か 欲する と 否と にか かわらす、 生存す る 櫂 利 を 認められ たので ある。 

また、 その 墮胎 禁止 は、 一 つの 大きな 結果 を もたらした。 それ は 日本の 人口の 急 

激な增 加で ある。 江戶 時代 二百 七十 年 を； S じて 、ほ 本の 人口に は ほとんど 增. 貧パ、 よ ^ 


、つ： ペ その 主 I 因の 一つ は墮胎 i であった。 今や この 不自然な 雲が 

i せられ、 他の II 的條 件と 相 まって、 以後：. 曰 本の 人口 は 急激に 增加 しす 

0 明治 前半期の 齒 人口 數を f  V (二八 I 二 九頁養時 代の 合と f れ £  , 

ノ  (年 號)  (4a 人 口数) \  .  . .  ... 

明治 丄ヽ 。 ： . コ 一三、 一ー10〇、 六 七つ 五 ■  .  •  ノ 

な.、 、マ」. 一/: 同..： き。 - 德. 傘、 き 一一 や . 一 ま観纖 考ソ. 、に：.、. ~  纖 I 編 

：: ： 一同. ニー 五一：：... -. 四 一、 〇 八 九、 九 四 〇 ノ  ：. ：  J  ：  . ,  ■. 「一- へ. - 

. 江戶 時代 後期の 齒 人口が、 一一 千 五 百 萬から 二 千 七 裏の 間を增 減して いた？ 

.比晈 すると、 まことに 驚く y き增 加と いわなければ ならない 

•  * 本 囊冶郎 「曰 本社 會鬵 史」 および It 研究所 「tn 本社 會囊大 年表」 に f  。 

しかしながら、 狭い 日本 國土 における 人口の 急激 な增 加 は、 曰 本のた めに 重大 か 

■: つ 不幸 S 果を もたらした。 卽ち 一方に おいて、、 增 加した 人口の. はけ 口 を 海外に 求 _ 

めた ため、 外國 領土に たいする 侵略が？ なわれ、 ま？ れを 導火線と して 帝^ 

義戰 爭が ひきおこされ ^ 他方、 國內 において は、 業經營 においで、 いわゆる 零 


2 

9 


翱 農の 形態 をと る こと を 余儀なぐ させ、 同時に 農村よ.、 り 都巿、 へ の 人口 集中、 失業者. 

產 業豫備 軍の 增/ K という 事態 を ひき 起した こと は、 前に 述べた 通りで ある。 いくて 

明治 以後の 急激な 人口 增加 は、 勤勞 階級 全體の 地位の 低下、 生活の 困難 を もたらし、 . 

ひいては 太平洋 戰爭 勃發の 遠因と なった ので ある。  - 

第五 節 敎 育の 改革 ご その 方向 _ 

敎育 は、 江戸時代 において は、 第五 編で 述べた ように、 寺子屋 や g ^で 全く ばら 

ばらにお こな われて いたにす ぎなかった が、 明治の 前半期に おいて、 阈 家の 下に 統 

轄 され、 全 國ー樣 な學校 制度が おこなわれる ことにな-つた。 それと ともに 、政す ま、 

普通 敎 育の 普及に 努め、 全國 いたるところ にあ. たらしい 學校を 設け、 初等 敎 育の 義 

務 制を實 施して その 徹底 を 期した。  ， 、 

その 中で も 特に 注意すべき もの は、 小學 校の 設置であった。 すでに 早く 明治 二 年 

1 二月、 府縣、 特に 關東 地方に 小 學校を 設立 させ、 翌 三年 二月に は小學 校規 則 を 定め 

名な ど、 明治 政府 は、 はじめから 初等 敎 育に は 力 を そそいで いたが、 五 年 八月に ま お 


i 定し！ 大 IpuyuM" 

く， 家に 不學の 人な からし めんこと を 期しす もの- ま . ^  . , 

- せない b き は、 父兄の 越度と された。  <  -、、 レ， 

.. 艮、, ，ま 武士の 學 ぶべき もので、 百姓 町人 は 文字 を 知らなくても よ- > 

卜：：：： な^ S えが ひろく 抱かれて いた。 また 寺小屋な ど S 等 Iff 

r こと ま、， きわめて 低い 震の 讀み 書きに すぎなかった。 i§tf  . 

、ノ で、、 フ卜 び、 一 度せ" まの^ 戠の旬 上 は、 その 喜ぶ ところではな 力 

しむべし 知らし む j へ 力ら すて 一般 ^民の.？ I びに J 

つ：。 4 政府が これに 對 して I 敎 育の 義務 敎警制 I 行した こと は ぉ來 の 階 

1 勺. 身分 份敎育 を、 阈 民的敎 育に 變革 する 重大な 意義 を もって，， チ - 

級 r^i^ 半期に きて は、 近代的な 國家秦 の I に 應す るた め、 種々 の 

專門 敎育機關が設 け はる" 至 Kt、 ： の 驚の I として f てよ いで あろ 

社會 一般の 敎 育に 對 する 關、 もの 增大 も， こひ^ その キ〜 ^la- 

う。 この 傾向 は、 大正 以後い よいよ 著しくな り、 それと 共に 社會 敎 i^uf 

攒、 i を 置と する 科學的 硏究の 震、 異常 兒敎 育。 職 業敎 育な どの 特？ 育， 

. <  - ■  i  0  ->.-■..--  ノ  ■ -圍 —- 


の 研究 實 施な ども 盛んに おこなわれる ようになつ：。 

しかしな：^ 明 洽霧以 SI は、. 大づ かぎい えば、 ま I 義的 f であつ 

/と C わなければ ならない。 もちろん その 間、 ョ—" ッ 。、ノ から 種々 の 敎育學 說ゃ敎 

一 直, 傳ぇ られ、 政府の 警 方針に も 時に より 多少の 髮 はあった" 專制蔓 

政府 は ほとんど 常に 一 貫して 國家 主義 的 敎育を 意圖 し、 また 實 施して 來ヒ 刀で あ. 

る o  . -  、 

卽ち 明治 五 年の 「學 制.」 は 近代的な 敎育 組織 を 企圖 した もので あり、 明治 十二 年， 

力 月に 公布され た 「敎 育」 令の ごとき は、 自^ 思想、 民權 思想の 動きに 應じ たもの 

二で はあった が、. かかる 近代的； 自由主義 的敎育 は發展 の機會 がな く、 ひとり 阈 家主 . 

一義的 敎育が 盛んに おこなわれ たので ある。  〖 

ノ  ノか かる 阈 家主 義的敎 育の 方針 は、 すでに 維新の はじめ (明. 治 ー兀年 九月 十六 日き f らぁ 

ら われて いる ^、ま 治 十二 年に、 • 明治天皇が 侍講 元 田 永孚に 命じて 筆記 させた 「敎 

學大 旨」 や、 同じく 元 田に 命じて 編纂 させい 明治 十五 年 十二月に 地方 長官 を 通じて 

全 阈にド 賜した 「幼學 綱要」、 ことに 明治 二十 三年 (j, 八 九 〇) の 「敎育 勅語」 に 最も 


J 奈： あらわれ ている。 かか^ 國 家主 義敎 育の 方針 は、 その後、 大正、. 昭和の 時 f  ^ 

を A じごい よいよ 強められ、 滿 洲事變 から 太平洋 戰爭へ かけて は 熱 犴がノ —力 

り 的な 國家 主義 敎育が ほとんど 強制的に おこなわれる にいた つた。 - くて け 本の" 

童 ま、 維新 以後、 單に r 國の 子」 としての み敎 育され、 .献身 の 龍 をのみ 敎 えられ 

て， 來 たの. である。 自由に、 のびのびと、 兒 童の 個性 を 伸ばす ような 敎^. は 力 力る 

犬 態の もとにあって は、 とうてい 望み 得べ くもな 力つ す 

■ 第 六 jl 兒童 保護 事業の 發展 . 一 

. 治 元年 十二月、 明 冶 政府 は. 墮胎を K 禁じ、 同 五 年 十月に は 人身 賣買を 禁じた。 

長い間の. 惡ぃ. 1.5 た 間引き や 人身 賣買 も、 政 S 禁令と、 敎 育の S  、社會 にお 

ナる 兒童觀 の變遷 などに よって、 次第に 影 を ひそめる ようになつ し 力し 人 肩 

賣買に 類した 雲 は、 その後な がく 非 f 的に、 ま I 則 的に おこなわれて いき. 

と を 注意 すべき J る。 東北 靈の 際、. にわかに 世の 注意 を 集めた 娘の 身賣り や 

•ew 界 における 養女の 形式に よる 一種の 身賣 りな どが それで ある。" 


さて 明治 初期 以來、 圑體ゃ 個人に よつ， て、 育 兒院ゃ 孤兌院 がしき りに 設けられた： 

が、 その後、 兒 童にたい する 保護 • 保育の 事業 は 次第に-ひろい 範圍 にわた つてお こ. 

なわれ るよう になった。 現代で は、 兒童 保護 事業と して は、 孤 兒 • 浮浪 兒， 貧窮 兒. . 

被 虐待 兒の 保護、 虛弱兒 I 盲. 聾啞兒 • 異常 兒 , 變質兒 • 不良 兒の敎 護な どが あり、 

兒童 保育 事業と して は、 幼稚園 ゃ託兒 所、. そのほか 兒 童の 保護 • 衛生の 廣汎な 問題 

が ある。 終戰 後の 現在に おいて は、 戰 死者の 遺 兒い戰 災孤兒 の 養護、 浮浪 兒の 救濟： 

指 if が、 特に 慎重に おこなわれなければ ならない こ， と は 言うまでもない o 

- 兒 童にたい する 保護 * 保育の 問題 は、 太平洋 戰 爭勃發 前にお いて は、 漸く 科學 的. 〜 

な 眼で とり 扱われよ うとし つ. つあった。 じかし 戰爭 はこの 傾向 を 阻止し 後退 させて 

しまった。， だが-今後、 これらの 問題に 世人の 眼 はぶつ とそ そがれなければ ならない 

し、 政府 も政黨 も、 次代 をに なう 兒 童に 對 する 政策 を もっと 積極的に 考慮す べきで 

ある。 現狀 において は、 戰爭 で孤兒 になり、 浮浪 生活のう ちに 惡 への 道 をた どり つ 

つ ある 子供た ち、 一 家の 稼ぎ人で ある 父 を 失って 生活に 困る 母と 子、 貧しいた、 めに 

必要な 醫療を 受ける ことができないで みすみす 生命 を 病魔に 奪われ、 あるいは 過重 g 


で 不當な 勞働條 件に， 心身の 健全な 發達を さまたげられ ている 子^た ちが 佘り にも ゆ 

多い ので ある。  へ ， 

第 七 節 兒童 文化の 諸問題. 

明治 以後 現代に 至る 間に h 兒 童の 問題 はだん だんに 社 會の法 意 を 集め、 f 〔心に とい 

りあげら れ、 また 科學 的に 硏究 されて 來た。 ところが、 長い間、 不當に 閑却され 續 

けて 來卞、 ようやく 昭和 十二、 三年 ごろ、 になって から 論議され はじめた 問題が ある。 

兒童 文化の 問題が すなわち それで ある。、  „ 

わたしが ここに 兒童 文化と 呼ぶ の は、 兒 童を對 象と して I あるいは 時として は 

-兒童 自身に よってお こな われ、 つくられる— 纖 一般、 特に 劇、 映畫、 一基、 ラ 

， ジ ォ、 および 讀物—— (敎科 書、 參考書 や、 言語 ノ 文字な どの 問題 を 含む 1- などの 

f 範圍の 問題 を 指す。 

わたし は それらの うち、 二三の 問題 だけ を、 つぎに 述べよう。 へ 

第一 ま兒童 映畫の 問題で. ある。 兒童 のみに 見せる こと を 目的と した 映 畫がネ 力 W 


でつ くられた の は、 きわめて あたらしい。 日本に 映畫が 輸入され て 以來、 子 S はい 

つも、 おとなの ためにつ くられた 映畫を 見せられて 來た。 そして 子供 もお となと 同 

じょうに、 劍戟映 畫ゃ戀 愛映畫 などに 親しんで 來 た。，. だが、 おとなに 見せる 映畫 と- 

子供に 見せる 映 畫とは 全く 別で あるべき はすで ある。 子供の ために は、 明るく 建 康- 

な、 子供の 知性 を 伸ばす ような 映畫 がっくら れ なければ ならない。 ところが、 この 

わかりきった ことが、 長い 問〜 おこなわれなかった ので ある。  .  ， 

だが、. ようやく 兒童 映畫が 問題に され、 政府 當局も 映 畫關係 者 も、. まじめに 兒袁： 

映畫を 考え はじめる 時が 來た。 昭和 十四 年 四月、 內務、 s、 厚生 三省の 共同 立案 _ 

になる 「映畫 法」 が 公布され、 九月 末に 至って 施行規則の 公布 を 見、 十月 一 日から 

實 施された。 この 映畫法 は、 映畫の 質的 向上 をうな がし、 ； i 畫 事業の 健全な 發達を 

圖る こと を 目的と した ものであって、 特に 兒童 映畫 について 規定した もので はない 

が、 われわれの 注意 を 要する の は、 久場 者の 範^ を 定めて 年少者の 觀覽を 制限して 

いる こと C 規則 s 六、 四七條 r すなわち 文部大臣が 年少者の 敎育上 支障な しと 認定した 

鲁畫 c 一般 用 映 畫) のみ を 上映す る 場合の ほか、 十四 歲 未満の 者 は 映畫を 上映す る場听 m 


に 入場で きない ことと した ことで ある。 但し、 滿六歲 未満の 者 は、 保護者の 同伴が. a 

あれば 別段の 制限な く 入場で きる ことにな つていた。 これ は 興行 映畫 から 受ける 年 

少者の 惡 影響 を 最小限度に 止めよう とする 趣旨に いづる ものであって、 主としてお 

晝 の內容 について、 敎育 上の 見地から 制限 を 加えよう とする ものであるが、 まこと 、 

に 當然の 措置であって、 むし 灰 制定が 運かった くらいであった が、. これ も 太 T^i 戰 

爭お はじま つてから お こな われな くな つ て しま つ た。 

そして、 この 映畫 法に は、 兒 童に 惡ぃ 映畫を 見せない、 - という 消極的 方針が あら. 

わ 1，し 、 たド- はで、 進んで よい 映畫を 見せよう とする 積極的な 考慮がなかった。 兒. 

童に 具： よい 映 畫を與 える た 一め に は、 消極的な 觀覽 制限の ほかに、 兒 童映畫 製作 

獎勵、 兒童 映畫蜃 施設の 整備、 特に 上 映飽 における 衛生上の 霊、 墨の 映畫 鑑 

貪肯 J その他、 種々 の 積極的 方法 を講す 4 必要が ある。 わたし は、. 「映畫 法」 が 再ぴ、 • 

實 施される と共に？ 安心して 子供に 見せられる 兒 童映晝 が、 豊富に 製作され る 日 を： 

、ひ から 待望す る ものである。  . 

つぎに 兒童 演劇の 分野で は、 昭和 三年 一月、 兒 童劇圑 「劇團 東 童」 S じめ 「ひまお 


.り 甯； 話會」 及び 「虹の 國」 と稱 し、 のち 「東京 袁話劇 協會」 と 改稱、 のち 更に 「劇 攮東 童」 と改 む) が浩 我 

され、 同年 第 一 回^ 演を 行か、 以後、 わが 國唯 一 の兒 童劇圑 として 活躍 を續 けて い. 

る こと を 特筆して おこう。 同 劇 圑は劇 » 結成 以來、 つねに 一貫して 「兒 童に 建康な 

文化 を！」 を 旗 じる しとして、 眞 正な 兒童 劇の 建設に 努力して 來 たこと は 充分 賞讃 

に 値い する や (同 劇國び 公演 は、 昭和 十六 年 三月に おいて、 すでに 四十 八 回に 達して ^ る。) ふ-が 司劇圑 

の演 する 兒童劇 そのものに は、 まだまだ 批判の 餘 地が あるよう である。 また 「東 童」 

力 わが 阈唯 1 の兒 童扇圑 であると いう こと は、 兒童 文化が、 この 國で 今まで 不當に 

なおざりに されて 來 たことの 一 つの 證 明に ほかなら なか。 

さて、 兒 童の ための 文化財と して 最も 重要な もの は、 おそらく W 誊、 雜誌 であろ 

う。 これまで 兒 童に は、 はなはだしく 粗葸 な讀 物ゃ繪 本が 與 えられて いたに も かか 

わらす、 その 內容 についで 反省 や 批判 を 加えようと す^ 人 はすくな かづた。 子供に ， 

本を與 えようと して 書店の 店頭に 立った とき、 ためらわす に、 すぐ 選べる 本が 果し 

て どれ だけあった であろう か。 わたしの 少年 時代に は、， 立 川 文庫と 呼ぶ 講談 本の 燒 

き 直しの ような ひどい ものが、 子供た ちの 間に 流行して いたが、 現代の 兒童難 誌 や m 

K^fc^iunnA ぎ まま  I  / き 


, 兒童讀 物の^ 容は、 少数-の もの を 除いて は、 どれほど その 當時 力ら 進歩して しるで 

あろう か。 繪本ゃ 漫畫の 類の 俗蒽、 その 色彩 や 印刷の 粗末、 雜 誌の 內容の 低劣 を 思 

うとき、 昭和 十三、 四 年頃から、 兒童讀 物が 敎育家 ゃ文學 者た ちの 間に 熱心に 論ぜ 

られ るよう になった の は、 遅かった うら み は あるが 喜ばしい 傾向であった。 

^和 十三 年の 七月、 內務省 は 兒童讀 物の 出版に ついて、 その 取 翁り、. おより 今後 

の 繫りど ころと なるべき 基準 を 示して、 兒童讀 物の 淨 化に 乘り 出した。 ii 十四 年 四 

月に は、 文學 者、 漫畫 家、 揷繪 家な どに よって、 少年 文學 作家 畫家協 食の 組織が で 

き、 續、 て 六月に. は、 文部省 は兒童 推薦 圖誊 委員 會を 設け、 第一 回 推薦 圖誊 四邢を 

、發 表した。 —1 この 兒童 用圖 書の 推薦 は 以後 繼續 して おこなわれ たが、 太平 籽 I 爭ひ > 

ため 昭和 二十 年に いたって 中絕 した。 I また 同月、 日本 文化 協會^ よって 兒童文 

化 賞が 決定され た。 この 兒童 文化 賞 は、 少年少女 讀敉、 幼年 讀物 繪畫 S 畫を 合む ヽ 

詩、 雜誌 編輯の 五部に 分ち、 年 一回 授賓を 行い、 その 際、 副賞と して 總額千 圓-の 貰 

金 を分與 するとい うので ある。 これらの 運動^よ つて、 內容 がよくて 定價の 安い 本 

が、 日本の 子洪 たちの 手に あまねく 行き わたる 日が 期待され たので あるが 太平 


^戰爭 に^って、 . これらの よい 企 M はすべ て中絕 され、 終 戰後ニ 年の 現在で は、 資， 

材の 欠乏と、 .出1 業， 者の 露 #： な 商業主義との^ め、 兒童讀 物 は t 困 を きわめてい 

る。 今あ^た めて 兒童讀 物の 本質 を撿 討し、 その 徹底的な 向上と 普及と を 期すべき 

であろ" う。  V  ' -  - 

なお、 兒童讀 物に 關聯 して、 參考書 や 虎の 卷の. 問題が ある。 今 H、 小學 校、 中學 • 

校の 參考誊 の 多くが、 非 良心： &、 非敎育 的、 營利 的に 生產 され、 販賣 されて いる こ 

• とや、 また 虎の 卷と稱 する 敎科 書の (解釋 書が 横行して 敎 育效果 を^ またげて いる こ 

と は、 大きな 問題で ある。 これらの 問題 も 徹底的に 解決し なければ ならない。 

兒童讀 物、 敎科 書、 參考書 …： ；さら に ひろく 兒童 をめ ぐる 文化の 全 分野から、 露 

骨な 商業主義 を 放逐せ よ！ 營利 追及の み を 目標と する すべ ての 企業者よ、 兒 童の 

世界から 手 を 引け！ わたし は强 くこう 叫びたい。  - 

次に、 兒童 文化の 重要な 問題の 一 つに、 國語 。 « 字の 問題が ある。 これ を 分けて 

カナ ヅ カイの 問題と 漢字制限の 問題の 二つと する。  _ 

カナ ヅ カイの 問題 は、 發音 通りに 書き表 わす 發音式 カナ ヅ カイ を 用いる か、 今日 ^ 


の 零と 一致し S 歷 身/力. ナブ カイ を 用いる か、 という ことに. 霧す ま..，？  ^ 

しょ、 ， 文字 は 發音ど 常に 一 致すべき ものと 考える ので、 一 發 昔式 カナダ カイ を 絕對に 

正し、 と I る。 文部 S. 臨時 國雷蕃で は、 すでに 大正 十三 年に ハ量曰 式の 力 

ナブ カイ 改 I を 可決して いるのに、 S? こ&實 行に f なかった のは實 に 

遺慽 であった が、 終戰 後よう やく その 實施 の 機運 を 見る にいた つたの はまこと に 喜 

，ましい。  '  , 

また 擊 制限 も 徹底的に おこなうべき である。 歴史的 カナダ カイと 多すぎる 漢字 

と は.、 兒童 文化 發 達の 夭き な 障害物， であるば かりで なく、 このために .， 日本の 文- 

全豊 パ、 どれほど 發展を 妨げられて いるか 知れない ので d る 

パ なお 兒童 文化に ついては、 ラジオ や 紙芝居、 また 兒， 童 自身の 手に よってつ くられ 

る ものな ど、 說 くべき 問題が 多い が、 いま は 以上に 止めて おく 


： 結 論 

以上 わたし は、， 日本の 兒童 生活の 一 端 を 古代から 現代まで. 書いて 來 たので あるが、 

誊き 終って 感じられる こと は、 日本の 兒 童の 生活 は、 すくなくとも その 大多数で あ 

つた 庶民 階級の 兒 童に ついて 考える 限り、 まことに 苦しみと 惱 みに 充 ちた もので あ 

つた、 という ことで ある。 粗末な 家に 住んで、 乏しい 衣食で 生命 をき さえ、 支配 階 

"鈹 の抑壓 のために、 苦しい 勞 働に 從 事し、 あるいは 親と わ. かれ、 身を責 り、 ときに. 

は！！ -爭： ^力り 立てられ、 生命 を 奪われるな ど、 その 生活 はまこと に 哀れであった。 

し 力し 日本の 兒童 は、 い つも ジメ/ ^としょげ て 泣いて くらして いたのび よなか 

つた。 苦惱の 生活の 間に ひらめく その 雄々 しさ、 その 正し さ. と 叙智、 われわれ は そ 

れを ^ 落して はならない。 遠く ョ I  口 ツ^ に 使いして りつば に 使命 を果 し、 ョ ー 口 

ッニ 文化の 力. f- かす を 身に つけて 歸 つた 伊東 ドム • マン： ショら の 少年 武士 や、 山城 

土 一 揆ゃ島 原の 亂 などに 參 加して、 おとなと 共に 支配者の 暴 翁と 鬪 つた 庶民 階級の 
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ノき： ちま、 M> 乞と けなげであった ろう。  、  ノ、 

4 与 すす-に f 广 I  ►  -.  、  ， i -  三ノ？ つ ニン、 

ノ  .  u":,、、 、 、  >  、ふる 昜 きで も ^に 明るく 正 L カン/ 

日本の 兒童 は、 いつの 時代で も L 力なる もて ： ぷ、 で まぶ かつ 一， 

i:sspo あかるい I の 生活に 暗い 影が さした こと もき て， rij;r, 

I  ,  二、 ク しろ 吳 つ，： 兒童截 を もった その 時代のお となの た 

- れは兒 童の 罪で はなく むしろ^つ f«fl を 


が、 そ 


め P ！、  5 逢 

U 志！ unuM  。は ipl 、少年 拓士： 

し^た すらに 勞苦を重 ねた 少年た ち も 全く 氣の 毒であった。 戰爭 のために 

- 、い 1 U れミ どう ノぷ つて、 孚浪の 生活に 入り、 M の. 道へ 走った 刀ノ 

载 I： あって、 父母と 另れ条 をう 17 二 て Jt.»c ン-/ 

年少 女の すくなくな いこと にも、 心 をいた めやに はいられな，^  く  、 

is, 罪のない 子供た ちに、 この 上 もな く 大きな 犧牲 を强 い： ^ 

戰爭 前、 ようやく 發達 しかけた I 文化 も、^^ 

t 全く 中絕し 後退して しまった。 昭和 二十 二 年 七月に 片 山內閣 によって f 安定 


y  s  ~. —九 七 
五 二 ミミ，：^ 人 


本^から 發 表された 「經 濟實相 報告書」 によれば、 都市 小學校 における 兒 童の 體位 

^  , 身長に おいても、 體重 においても、 左表に 見る ように、 支那 事變の 起った 昭和 

十一 一年 (一九 ミセ 5 から、 太平洋 戰爭 終結の 翌年 昭和 二十. 一年 (一九 四 六年) にいた る 

力 ^間にお いて、、 ほぼ 一年 づっ、 すれて い， る。 つまり 小 學校六 年生 は 九 年 前の 五 年 

1 に相應 し、 五 年生 は 四 年生の レべ レノ にし か 達して いないの である。 


身. 


長 (センチ) 


1 年 & 

一一 一年生 

四 年 k 

五 年生 

六 年 生 


廿 一 年 

一 〇 七 .0 

i  ニニ. 九 

1 二 六、 .九 

ニニ •〇 

1 二 五丄ハ 

二  I 九. 九 


 ず r キ 

十二 年 


0 


年 


十 二 年 

1 i〇 丄 lj 

1 1 六. 四 

二 一〇 丄ー 一 

1 二 五. 四 

1 ー1ー〇，五 

1 三 四 • 七 

この 表 は 男子の みに ついて 報告され たもので あるが、 われわれ はこ こに、 戰爭が 「•■ 

兒 童に 及ぼした 明かな、 大きな、 そしてい たましい 影饗を 見る。 しかし 兗 童の 铸神 m 


一 八 ♦ 四 

二 〇• 四 

ニニ. 五 

一 一四 -七 

二 七 二 一 

二 九 人 


二 

二 


發荖の 面でば、 影響 は 一 そう 大きい ことと 思われる。  肋 

最近 われわれ は、 ァ メリ 力 の兒 童の 敎科 # ゃ參考 書、 . また アメリカ の兒童 自身の - 

手に 成る 繪畫の 展覽を 見る 機會. を 得た が、 これら を 見る に つけ、 彼我の 文化の 水準 

の 差、 ことに わが 國の兒 童 文化の 低 さ、 貧し さ を 痛切に 感じないで はいられない。 

今日の わが 國の兒 童 は 文化 施設に おいてす こぶる 葸 まれて いない。 その上、 生活 物 

资 はいう まで もな く、， 本、 玩具、 學 ffl 品な どの 文化 資材に も 不自由し ている。 しか 

も わが 國 では、 文化の 停滯 性が 著しい ので、 童話 や 遊戯の 世界で も、 封建的な、 あ 

る 、 ま 前^ 建 的な 色彩が. つきまとって おり、 兒童は 昔ながら の もの を與 えられる に 

過ぎな い 場合が 多い ので ある。 

. かように 今日は まことに 苦難に 充 ちた 時代で ある。 しかし 日本の 兒童 は、 これに . 

耐え、 これにう ち克 つて カ强く 生い立ち、 やがて 輝かしい 眞の 民主主義 日本 をき す. 

くであろう。 今まで 兒童 は、 常に 社會 から、 . おとなの 世界から 忘れられて 來た。 ま 

た兒童 文化 は 正當な 地位 を與 えられなかった。 しかしながら 今後、 あたたかい 愛情 

を も つて M 極 的に 兒 童の 生活 を 見 まもり、 兒童 がす， すくと 生いた つて ゆけ るよう 


な 環境 をつ くって やる こと は、 まさに われわれの 責務で ある。 われわれ は そのため 

に、 兒 童が 正しい、 豐 かな、 - そして 健康な 文化 を もち 得る ように 熱意の ある 指導と 

協力と をお しんで はならない。 わたし は 日本の 兒 童の 輝かしい 未來 を、 また かれら 

兒童 たちに よってに なわれ る I の H 本 を、 期待し 羅 して、 ここに. 「日本 兒童生 

1 洁史」 のべ ンを おきたい と B う。 


一日 本兒童 生活 史 年表.  . 

菌 をつ くるに 當 つて はぶぎ の薯 I 照した。 ただし 妻の 取捨 は、 わたし. 

牟斷 て. これ II つた。 また、 あたらしく 書き加えた 事 f すくなくない。 

富士" 遊 「日本 醫事 年表」 (明 i 一十 七 年發行 「日本 雇 史」 所き 

辻 善 之 助 編 「慈善 救濟 史料」 (昭和 七 年發行 > 

水田 義 雄編 「日本 法令 年表」 (「早 稻£ 法學」 別册 第 四卷、 昭和 九 年). 

社會 事業 研究所 編 「良 本社 會 事業 大 年表」 (昭和 十 一年 發行) 

中央 社會 事業 研究 會編 「日本 社會 事業 年鑑」 (阋和 十一 年 版 以降) 

黑板勝 美 編 「更訂 國史 研究 年表」 (昭和 十 一 年發 化)  ， 

大囊 I ほか 二 氏 共編 「曰 本 i 經濟 文化 大 s」 H 昭和 十二？  £r 

阿部 重 孝 ほか 三 氏 共編 「敎 育史 年表」 (昭和 十？ 發行 『I 學 辭典.』 I) . 

&井庄 太郞編 「靑年 圑發達 年表」 (昭和 十七 年發， 了、  ？ S^.M 『&ゴ？ さ 

；  ネ" ュ ft . 声ノ心 辰 治^ 編 『大日 本靑年 團. 史』 所載) 
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代 


西 餍 

四 六 二 

■ 五 九 三 

, 六 〇 四 

六 二 六 


年 號 


兒童生 涪に騮 する- Hi 罢寨項 


社會 事情 


上 


一二 月、 雄 略 天皇、 后^に 養 蠶を勸 め、 螺羸 をし て 蠶を聚 めしむ、 

ミカ キ 

蝾羸誤 り て 嬰兒 を. 聚 め C 獻ず、 よ リ て 宮墙 の 下に 養わ し む 

聖德 太子、 四天王 寺 を 難 波の 荒 陵に 移 建す、 四： 天 王 寺 は 施藥、 

. 療病、 悲. 田、 敬 田の 四院 より 成る 


一一 H より 七月まで 霖 雨、、 天下 大 いに 飢 

母子共に 死す. 


幼 者 は 乳 を 合み、 


f 


四月、 聖德 太子- 

憲法 _ 十七 倐も 

撰 rv 


六 四 五 j 大化 元 一 八月、 莨賤 男女の^め る 兒の所 屬に關 する 法 を定む 


大化 二 一 


慶键 


和 銅 


靈龜 

養老 


五月、 下野 M 司、 國內の 百姓 凶年の 故に 飢えて 子 を賨 らん 

する を 奏す、 朝廷 許さず . 

一 月、 新羅 女 牟久賣 一 產ニ男 二 女、 よりて 鰌 五 疋、 綿 五 屯、 

布 十 端、 稻五百 束、 乳母 一 人 を 賜う 

十 一 月、 大和 瞎 ヌ カメ 一  產ニ男 一 女、. 乳母^よ び 物 を 賜う 

六月、 河內 國高屋 連藥女 一 產 三男に つき 物 を 賜う ， や 

二月、 山背 國鴨首 形 名三產 六兒、 詔に より 大舍 人たら しむ 


物 部 宅 虫咩、 一摩 三 子を產 む、 朝廷、 穀 四十 斛と 乳母 を 賜、 

ゥ ラベノ ミカ ゲメ  ，  .  J ,  .  、  7 

占 部 御蔭 女、 一 產 111 男子 を產む 粮 ならびに^ 母 一 人 を 賜- 


月、 改新の 詔 

を宣す 


三月、 平 城 遷都 

正月、 太 安 萬 侶、 

古事記 を 上る 


五月、 舍人 親王 

H 本 誊紀を 上る 
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十二月、 先に 恩 勅に より 法 均 尼 和 氣廣蟲 をして 京 中の 孤兒を 

收容 せしめ. C 衣糧 を 給す、 この 月 ^九 人、 女 一 人 成人す、 

より て 葛 木 連の 姓 を 賜う 

四月、 家 ごとに 「孝 經」 を藏 せし む 

六月、  <  庶民 の 正 丁 五 人 以上 を 生 む 者に 課役 を 免ず 

正月." 新羅 を征： せんがた め、 美 濃、 武藏 ニ國の 少年 をして、 

國 毎に 二十 人、 新羅 語 を 習わしむ 

この 年頃、 法 均 尼和氣 廣蟲、 棄兒 八十 三人 を收容 養育す 

五月、 ー晨 民と 賤民と 婚 して 生める 兒を M 民に 屬せ しむ 

五位 以上 の 子孫に して 二十歳 以下の 者 は 皆、 大學に 入らし む 

十二月、 僧 空 海、 左 京 九倐 堀川 通に 綜藝 種智 院を設 く、. 庶民 

敎育 機關の 始め 

十 一 月、 鴨 河 悲田院 の預僧 贅義の 養育す る孤兒 十八 人に 姓 を 

賜う 

八月、 赤痢 を 息う 者 多く、 十 歳. 以下の 男女 兒 多く 死す、 赤痢 


平安， i 都 


—一 一 〇 ノ 〇 九  九  八 八 
五^  三 九 七 九， 四  九 八 
六 四        六 三 七 八        六  六一 
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の 名 はじめて 史上に 現わる _ 

三月、 ^和 太 皇太后 (正子 內 親王) 崩ず、 京都の 槳兒、 孤兒 

を敉拾 養育し 給う  ，. 

一月、 京都 一 倐の兒 童 数百 入聚 まりて 闘う 

閏 一 月、 左右 看 督近衞 等 をして 每甸、 施藥院 ならびに 東西 悲、 

田 院の病 者、 孤兒 の 数お よび 安否 を巡檢 せし む 

この 年 1 紀貰 之， 歿す、 貰 之、 土 佐 守た ると き、 孤兒を 育て 財. 

布 を 救恤に 費す 

夏より 冬 に 至、 り 赤斑瘡 流行す、 痲疹 流行の 誊に見 L たる 始め 

この 年の 春、 京師、 鬼、 . 子女 を 掠奪す との 流言 行わる 

この 年、 冬、 赤斑蓊 流行し 小兒の 死す る 者 多し 

三月、 この 前後、 天下 大いに 飢え、 餓死の 者 道路に 多く、 棄 

兒も 行われ、 乞食 また 多し  -ー 

三月、 京 中の 子供の 間に 射的 流行す 


七月、 保 元の 亂. 

起る 
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二 

二 

二 

二 

— 

九 

^  . 

五 

四 

延 

, 負 

寬 

元 

貞 

建 

應 

水 

喜 

祿 

仁 

.應 

久 

ヽ' 元 

元 

元 

元 

四 

, 幕府 を 開ぐ 

五月、 I 我 兄弟、 父の 仇 を 討つ 

九月、 鎌 倉 一 產三子 あり、 牝條政 子 衣食 を與 えて 養育せ しむ 

四月、 天下の 小兒、 赤 斑瘡を 患う ， 

十月、 幕府、 人 勾引 (誘拐 i の 禁止 を 始め 新制 n 一十 六條を 制定す 

五月： 關白藤 原 道家 等、 飢饉の 對策 にして 棄兒 禁止、 賑給等 

. を 凝議す .  ..  .  /パ， つ- --- I  ■ . 

幕府、 饑饉に 際し、 貧民の 人身 寶買を 默認す 

十 一 月、 朝廷、 新制 四十 二 條を定 む、 中に 賑^ 施米の 實施、 

病 者、 孤兒の 放棄 禁止 等の 規定 あり 

.  八月、 北 條泰時 

等、 貞永 式目 

./  を 撰 t  . 

三月、 幕府 V 奴婢の 生める 兒 女の 所 屬を定 む 

四月、 慕府、 人 勾引なら びに 人身 寶買を 禁ず 

五月、 幕府、 人身 賣 1具 を 禁ず  ん 


寬元 元 

，一 

^^^^^^^ 

寶治 二 

i 六 

弘長 元 

文 永 一 一 

弘安 四 

六. - 

正應 元 


十二月、 慕府、 奴婢 雜 人の 生む 子、 十 歳 以內は 父母に 附すこ 

ととす 

, . :•  .  ；  ：  -  v.  一  ■  -  .  ：ノ  ，  二  - へ. 

寬喜の 凯 民處 置、 人身 寶買、 奴婢 G 養子に つき 


二月、 幕府 

法を定 む 

六月、 幕府 

五月、 幕府 

十月、 幕府 

二月、 病 者 

こ の 年 以後 

福 田院、 


勾引 を盜 犯に 準じて 罰する ことと す 、 

人質 を 禁止す 

人身 寶買を 禁ず 

孤兒、 死屍 を 路邊に 放棄す る こと を 禁ず 

忍 性、 極樂 寺に 施藥悲 S 院、 療 病院、 敬 閉院、 

；湯寮 等 を 附設す 


この 年、 「乳母の 文」 を 著わし 女子の 敎牝に 資せる 阿佛尼 寂す 

四月、 人身 寶買を 禁ず 
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十月、 . 元 兵、 對 

馬壹岐 に宼す 

六月、 元 兵、 大 

^府 に宼す 
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人 

身 
寳 
買 
を 
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印 
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す 

五月、 * 條高時 

自殺 

六月、 後醍醐 天 

皇、 京都に 遼 

幸 

八月、 尊 氏將軍 

を稱す 
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五  五  五 五       五 四 四 四. 四 

八  五  四 二        〇 八 八 五一 

二  六  ―  一     五 一 '~  ― 


天  弘  天大  文  文享應 

正  治  文、 永龜明 德 永 


十二， 月、 周 伸 無 求 寂す、 棄兒 養育に 力 を 用- 

この 年、 京洛 小兒 いも やみ を惠 い、 死す 

この 年、 疱瘡 流行、 小兒 大半 これに 罹る 

八月、 山狨土 一  揆 起る、 十五、 六 歳の 少年 參加 活動す， 

七月、 「兒 童訓」 の 著者、 宗祇 歿す、 通俗 敎訓 書、 また 後世 敎 

科警に 使用せられ たる 奢 作 多し 

この 年、 年少者 疱瘡 を 息い、 多く 死す 

、にき 香： きさ 4》； きパヾ ンョ 

九月 以 來、， 京師に 疫病 流行し、 兒童 多く 死す 

璺後國 主大友 宗麟、 府內 (現在の 大分 市) に 救 濟院を 建て 癩 

病 者お よび 貧 病 者 を收容 し、 。ホ ルト ガル 人 ダル メ I- ダを治 

療 主任たら しむ、 西洋 翳 術 傳來の 始め 

正月、 大友、 有 馬、 大 村の 三 侯、 、伊東 ド ム • マン ショ、 千々 

石 ドム • ミゲル を 正使、 中 浦ジ ユリアン、 原 マル チノ 


月、 „ ホルト ガ 

ル人、 種子 島 

に鐵砲 を脔す 
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入 X ほ まさ る 

元 和 二 十月、 人身 寶買等 を 禁ず 

三 一 月、 藤 堂 高 虎、 男色、 人身 寶買粲 を 嚴禁す 

. 十月、 佐 渡 If にも 人身 寶買等 を 禁ず 

. 五  二月、 人身 賈買を 禁ず 

寬永 二 八月、 人身 寳買、 辻 立、 門 立 等 を 禁じ、 奉公 は 年季 を 十 年に 

限る、 かかる 令 は、 M の 前後、 しばしば 發 せらる 

四 一 月、 人身 裏 貝、 年季奉公、 辻 立、 門 立 等の 禁令 を發す 

七 七月、 不一 炎の 子女 は 親の 申請に より 投獄すべき こと を 令す 

一四 五月、 人身 賣 買の 禁令 を發す ■ 

十 一 月、 島 原の 亂、 起る、 婦人 兒童 一 萬 八 千 九 百 餘人參 加す 

1 六 . 

一九 二月、 人身 賣買を 禁ず 

慶安 三 九月、 男色 流行、 よって これ を 禁ず 

四 この 年頃、 阿部忠秋、 棄兒 数十 人 を 拾 (いて 養育す 


七月、 鎖 國を實 
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承應 IX  I 六月、 堺 町の 歌舞伎 少年 (野郎) に前髮 を、 剃らし め、 男色 を 

禁ず  - 

五月、 衆 道 を 厳禁す 

閏 六月、 旗本の， 少年ら 風呂屋. に 出入 レ、 湯女ら を 集めて 滢行 

甚 しく * 市人と 爭 論お 構うる に 至る 

二月、 男色 を 禁ず 

明曆 ， 元 . 八月 、人身 賣買、 門 立、. 辻 立 を 禁ず 

七月、 鶴鴿 組な ど 旗本の 子弟、 黨を 組み、 市中 を 横行して 不 

莨 行 爲を敢 てす、 よ. つて これ を 厳重に 誡む 

萬 治 元 一 十一， 月、 .< 身寶買 を 禁ず. 

二 一 月、 老幼なら び-に 不具者 救助の ため 行商の 鑑札 を 下す 

寬文 六 十一月、 關 東に 百姓の 人身 賣買禁 ，止 、-奢 移 禁止 等 を 令す Q 

村里に 人身 賣買等 にへ つ き 下知 狀を發 す 

八 一 十月、 京師 公卿の. 少年ら、 淫風 甚し 

| この 年、 德川^ 閎、 贫 民を脤 救す、 なお、 この 前後に 捨兒拾 

養、 施藥、 救荒 盒 普及、 鰥寡 孤獨 調査 等に 力 を 用- 


十二月、 男色 を 禁ず 

この 年頃 、了 翁、 捨兒、 貧兒 等を收 養す 

五月、 諸國に 高札 を 建てて 忠孝、 奴婢 憐愍、 人身 寶買. 等に つ 

き 令す 

四月、 捨子 養育の 制 を定む 

十月、 捨子 を 厳禁し、， その 養育 法 を 令す . ， 

四月、 上 杉 鷹 山； 嬰 兒壓殺 を 禁ず 

九月、 捨子 防止の ため、 三歲 以下の 幼兒、 絍綠の 届出 をな さ 

しむ  ， ， 

^^^^^.c. で —  ^^^^^^ 

七月，、 捨子 を 禁じ、 その 養育 法 を 令す * 

十二月、 赤 穗浪士 の 復簪に 少年 大石 主稅參 加す、 . 

二、 九月、 捨子 を 禁ず  _  、 

十二， 月、 津輕信 政 歿す、 棄兒收 養、 窮民 救助 綮にカ を 用う 

八月、 人身 寶買？ 勾引 筚を 禁ず - 

四月、 戶澤 正庸、 墮胎を 禁じ、 榮天、 瑞 天ら、 窮民に 育 兒料等 

を施與 し、 羽 州新庄 方面の 墮胎、 嬰兒壓 殺の ふう を 改めし む 


七 

七 

七 

七 

七 

七 

七 . 

七 

七 

七' 

零 七 

-t 七 
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八 
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七 

パ 
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四 

七 

寬 

天 

安 

明 

寶 

宽 

政 

明 

7K 

和 

曆 

延 

保 

五 

八 

五 

元 

四 

四 

元 

九 

― 八 

十 こ 五 こ 十 十四 六      六' 九九 こ 


月、 捨子、 病 者の 取扱 法 を 令す 

月、 江戶芝 CI 新橋の 側に、 迷子、 變 死者 等に つき 告示の 札 

を 揭 ぐる ことと す 

の 年、 多久茂 文、 貧民 子弟の ために 學校を 建つ 

月、 捨子 養育の 制 を 定む  、 

月、 金 を 食る ために 旗本が 町人の 子 を 養子と なす を 禁ず 

月、 緣座 により 親族 預けの 幼兒、 法事の 赦に會 い 得る こと 

u^^y  ：  まぎ…"  た：」.； v、，_  ，ぺ  リケ いに 「一：：，；：？，, ー-ぐ：タ も 

月、 妾腹の 子、 生長 後に 届け出 づるを 禁ず 

月、 旗本の 子供の 禁奢令 を發す 

月.、 農民の 嬰 兒壓殺 を 禁ず、 常 陸、 下總 等、 最も 盛な り 

二月、 幼年 を 十四 歲 以下、 大人 を. 十五 歳 以上と なし 處 罰す 

の 年、 春の 末より 麻疹 流行、 病まざる 家 V 殆ん どなし 

月、 江戶 小石 川の 宇 兵衞妻 三男 子を產 む、 錢 五十 貰 を 給す 

の 年、 松 平定 信、 育 兒の秦 を定む 

月、 代官 大岡 孟淸、 佐 藤 重矩、 村々 の兒童 敎 育に 功 あり、 
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八 八 八       八  七        七、 ヽ  七 

—一 〇       〇  九九  '九 

四 二 八 ' . 七/  , 九        六  二 

文 .  ： '         . %、 

化  政 

—九 五       四  一八  四 

ここ 二十  こ        七  六  四 


よ つ て旌 表せら る 

月、 私娼 を 置け る 家. 3 財 逢なら びに これにより 生ずる 所得 - 

を小兒 養育 料なら びに 窮民 救助 費に 充っ 

月、 寺 西 望 次郎封 元、 白 川 郡槁、 石狨郡 小名 濱の 代官と な 

る。 以後、 嬰兒壓 殺、 墮胎の 惡風を 改善 せんとし、 訓誡 敎 

導 二十 年に 及ぶ  . 

月、 久 離の 展出 多くな りし を 以て 輕々 にこれ を 取扱う を戒 

む  ,  . 

の 年の 前後、 松 平定 信、 廣濑典 をして 「敷 敎條 約」 を 撰ば. 

しめ、 また 畫ェを じ て 嬰 兒壓殺 者受苦 の 圖を畫 か しめて 白 

河常宣 寺 の， 傥 に 巡 回敎誨 せし む 

二月、 代官 竹垣 三右衞 門、 荒 地 開墾なら びに 育 兒獎勵 の 故 

に旌 表せら る， . >  r  . 

月、 新妻 卵啼、 仙臺 藩に 赤子 保全 法 を 建議す 

の 年頃、 鵜 殿 長 快 「兒童 孝行 短歌」 を 著 す- 

の  年、  竹 坦直溫 歿す、 墮胎 防止、 窮民 救助 等に 努む 
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こ の 年頃、 烏 山 正 作、 墮胎 禁止に つくす 

この 年、 牧野 貞喜 歿す、 防 貧、 堕胎 防止、 「育兒 法、 移民 寧に 

力 を 用う 

この 年、 疱瘡 流行す、 この頃、 疱癀の 見舞に 張子の 達磨 を 贈 I 

V る 風習 あり 

二月、 持參 金目 赏の 養子 緣組を 禁ず 

* 八月、 江 戶府內 の 置 去 妻子なら-びに 孤兒を 救濟す 

この 年、 法 道、 K 胎 防止に 努む 

十一月、 女 醫師に 戒告 を 發し、 墮胎 等の 惡行を 止めし む 

二月、 手 p 師匠に 訓諭し、 敎科等 を 指示して 庶民 敎育， を 盛ん 

ならしむ 

この 年、 湖 內素堂 「幼 幼 精義」 を 著す、 西洋 小 兒科譯 書 刊行 

の 始め ：  . 

三月、 迷子 等の 取扱 法 を 令す . ： ： ， 


;  ■ 一.. 一  佐賀 藩の 侍醫、 檢林宗 建 の  一一-一 2 力 建 三 郎、 長 崎の 蘭醫 モ r" ーーケ 

の 種痘 を受 く、 我國 における 種 痙の 始め 

. の 年、 佐賀 藩.、 醫學校 好 生 館に 種痘 所 を 加設す 〇療锅 院、 

慈 育 館、 遊 兒廠、 敎育 所の 設置 を 企劃せ る 佐 藤 信 淵 歿す 

〇 江戶？ t 島 天神 獍內に 「迷子の しるべ 石」 を 建つ 

六 

安政 元.. 三月" 江戶 安五 郞妻 三兒を 生む、 鳥目 ffl 十 貰 を赏賜 せらる 

一 月、 江戶西 河岸の 家主ら」 石橋 詰に 「迷子の しるべ 石」 を 

建つ 

八月、 蘭 方醫" 伊， i 玄朴 • 大槻 俊齋等 八十 餘名、 相議 して 江 

戶神 S お 玉 ケ 池 に， 種痘 館 を 建つ 

六月、 n レラ長 崎に 發 生し r 西 M を. 經て大 阪、 京都に 及び？ - 

七 月江戶 に 流行 し 十月に 及ぶ、 江戶 のみに て 寺院の 取衩ぃ 

し 死者 二 萬 八千餘 名に 達す 

萬延 元 一 三 月、" 松田屋 喜 兵衞、 淺萆觀 音 獍內に 迷子の しるべ 石 を 建つ 


六月、 ペリ. I 提 

. 督浦賀 に來る 
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八 六 一 

八 六 七 


文久 元 

慶應 三 


八月、 江 戶小傳 馬 W 與吉ら 、迷子の じ る ベ 石 建設 を 願 い 出づ、 

お 一お  - ん、 や、 

"許されず  . 

十 ほ、 江戶神 田の 種 痙 館 を 官立と し、 大槻 俊濟を 頭取と なす 

この 年頃、 智隆、 墮胎 防止、 嬰兒慈 育に 努む 


十二月、 ffl 政復 

古諭吿 
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ミ^ 校す) 〇 この 年、 公卿、 諸侯、 武士 等の， 稱 猇を廢 して 

華族、 士族、 平： 化の 稱を定 む 

三 一 一月、 北海道 は a 窮の士 人なら びに 出產の 子に 五箇 年， 養育 

料 を給與 し、 且つ 姙產齡 の 使役 を 禁ず ，0  二月、 小學 校規 

s; を定む 

四月、 種痘 法 施行に 付、 府藩縣 に 布告す 

六月、 ま 京府、 府下に 六 小學狡 設立 

!< 月、 外國 人に 對 する 人身 寶 買を嚴 重に 取締る 

九月、 柬 京府、 始めて 中學ま を， 新設し、 庶民の 子弟に も入學 

を 許可す 〇 平民， に 苗字 を 許す  . 

十 一 月、 徵兵規 風 を定む  - 

- 四月、 種痘 所 を m 京に 設く 

六月、 棄兒 養育 米給與 方法 (十五 歳まで 每年米 七 斗 給與〕 を 

定む 〇 外 II に 人 を勾寶 する 者の 刑 倐を定 む . 

八月、， 部落民の 差別 的 名 稱を廢 し、 身分 職業-を 平民に 同じ か 

■ らしむ 〇 士族 筚の 下民 を 匁 殺す る を 嚴禁す o 華族、 士 
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族、 平民 間の 婚姻 を 許可す： o 散髮、 脫刀を 許す 

. 二月、. 支那 人 に. 兒童 ら を實 る を， 禁ず 

五月、 小學 師範 學校を 昌平. 學校 內に設 く、 師範 學校 のき め、 

後、 變遷 して 東 京 高 等 師輩 校， 及 び 東京 文理 科大學 となる. 

六月、 佛人ラ クロ ッ ト 貞女、 横 濱に慈 仁 堂 を 建つ、 明治時代 

育兒院 5 始め  - 

八月、 T 學制ー を 制定し、， 義務 敎 育の 方針 を定む 

九月、 始めて f 京に 師範學 校 を設く 

十月、 人身 賣買を 禁止し、 徒弟の 年期 は滿 七筒牵 、 僕^の 場 

合 は f 箇年 た る ベ きを 嚴 達す ■ 

十二 月、 少年犯罪 者の ために 懲治監 を設く 〇 徵 兵の 詔 る 

一 月、 「徵兵 令」 頒布せられ、 國民 皆兵の 徵 兵制 確立す 

二月、 復警を 厳禁す， 〇 東京 肘、 男女 六 歳 以上の 者 を 悉く 各 

區 の小學 校に 入れし む 

一二 月、 ！ー 一子 出生，， Q 貧困 者へ 養育 料 ( 一 時 金 五圓) 給 與を定 む 

〇 東京 府 は學齡 を六歲 以上と す 


明治 七 


九 


〇 


この 年、 小 學校數 一 二、 五 五八 校、 兒童数 一、 一 四 五、 八 〇 

二人  .， 

五月、 青 森縣、 墮胎 禁止 を 令， す 

十月、 靑 森縣、 再び 墮胎嚴 禁令 を發す 

一 月、 小學^ 徒の 學齢 を滿六 年より 滿 十四 年までと す 

四月、 飽 E 仁 惠學校 (秋 S) 設立 (仁 惠學校 は 貧兒學 校の 一 

般 名稱) .， . _ 

六月、 東京 女子 師範 學 校に 附屬 幼稚園 を設 く、 幼 稿 園の 始め 

一 月 現在. の全阈 人口 三 四、 三 三 八、 四 〇 四 人の 中、 棄兒男 ニー、 

一 五一 人、 t  i  、九 三 八 人 

一一 一月？ 士庶が 佩刀 を 翁ず 

四月、 年齢 滿 十三 歲以內 の 棄兒を 自費 養育 願い出 づ る 者 は こ 

れを 許し、 滿十 三 歲 に 至りし とき 赏與す る ことと す 

この 年、 小 學校數 二 六、 五八 四 校、 兒童数 二、  二 七 n 一い ニニ 

三人 

五月、 市ケ谷 監獄の 少年 囚に對 し小學 簡易 科り 敎授 をな す ノ 
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八 八 〇 

八 八 一 

八 八  一一 i 


明治 1 三 

一 四 


八 八 S! 

八 八 五 

八 八 六 

八 八 七 

八 八 九 


一 七 

一 八 

一 九 

二 〇. 

二 一「 


I 月、 鹿 兒島縣 にて 流行の 墮胎を 禁止す 

九月、 坂 部 案、 加 藤九郞 S 感化院 設立 許可 せらる、 實 現され 

ざり しも 同 企圖の 始め 〇 少年犯罪 者 Q ために 監獄 則 改正 

この 年、 小 學校數 一一！ Q.、 一  五六 校、 兒童曹 二、 ベ 三 八、 一〇 

八 入 

この 年、 幸德 傳次郞 (秋水) (十二 歳〕、 土 佐 中 村 町に 於て 自 

由民植 運動の ために 闘う (この 運動 二、 三年 繼續 す) 

この 年、 池 上 雪 枝、 大阪の 神道 祈禱 所に て 不一 A 兒衆； を 牧容保 

. 護す、 我國 感化院の 始め 

この 年、 幸德 傳次郎 (十四 歲) 土 佐 中 村に おいて 少年 自由 民 

褸 派の 小結 抵 「淡 成會」 を 組織す, . 

四月、 「師範 學校 令」、 「小學 校 令」、 「中學 校 令」、 「諸學 校 通則」 

, (以上 總稱 「學饺 令」 公布 

この 年、 帝國 敎育會 書籍 館 を 開始す、 私立 圖誊 館の 始め 


二月、 帝國 憲法 

發布 
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員 

の 

總 

七 
月 

第 
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衆 

五 五、 四 六 三人 

滋 賀縣、 不就 學兒童 一 一、 三 五八 人 (義務 者 の 約 一割) 

八月、 女囚の 携帶兒 養育の ため 保育 場 設立 

七月、 佛 敎各宗 忠愛 協會 (山形) 貧困 兒 童に 給食 を始 む、 本 

邦に おける 貧 童 蛤 食の 始め か 

八月、 改正 「小學 校 令」 制定 _ 

四月、 - 神奈 川踩、 感化 法 施行 細則 を 定め、 神 奈川縣 薰育脘 を 

. 設立、 府縣立 感化院れ 始め 

六月、 板 垣 返 助の 發案 により i 京女 囚携帶 乳兒 保育 會 (東京) 

設立-  - 

十月、 川上 音 次郎ぉ 伽芝居 を 東京 本鄕 座に 催す、 お 伽芝居の 

始ま ひ ， 

この^より！ 一一  八 年、 四 〇 年へ かけて、 東京、 佐 世 保、 岡 山、 靜 

岡、 鳥 取の 各地に 於て 、出征軍人 家族 幼兒 保育所 設立 せらる 

二、 三月、 東北^ 作 地の 兒 童の 收容 保護 盛に おこなわる 

五月、 同文 館主 催. にて 子供 博覽會 開かる 
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八月、 「ェ. 場 法 施行 令竝に 施行 規则」 を定む 〇 工場 法 第二 條 

第二 項に 依る 十 歳 以上 十二 歲未滿 の 者 0 就業 許可に 關 する 

件 を 訓令す 

六月、 國立 感化院 (埼 玉) 設立 

八月、 「國立 感化院 令」 公布 

六月、 小 說家鈴 木！ 二重 吉、 兒贲文 藝雜誌 「赤い 鳥」 を 創刊 

(昭和 四 年 三月 廢刊、 昭和 六 年 一 月 再刊、 昭和 十 一 年 八月 ま， 

で. 續刊 さる〕 


十一月、. 第 一 阿！： 際勞 働會議 7 シン ト ンに 開催、 八 時間 制、 


界大 戰勃發 

八月、 對 獨宣戰 


<- 月、 ゥ ラ ジ ォ 

ストック 派兵 

宣 言 

八月、 米騒動 起 

る 

十一月 ョ，. - n 

ヅ ぺ大 戰休戰 

條約 成立 

六月、 ヴ H ルサ 


九 二 〇 


九 


九 ニニ 


大正 九 


〇 


幼年 ェ 問題に つき 日本 は 「特殊 國」 となる 

十二月、 皇后陛下より 東京 巿內 貧民 小學 校に 御 使 を 差遣 せら 

る ， 

この 年、 「未成年者 禁酒法 案」 衆議院 通過、 诅し 貴族院に て 否 

決  . ， 


九月、 婦人 及 兒> 意， の賣買 禁止に 關 する 國際條 J 第 五條 (年齢) 

に關 する 確認 を 延期す るの 權利 留保 を攒廢 する の 件 を定む 

十一月、. 大阪 の兒童 保護 諸 團體、 子供 愛護 デ， '開催 

三月、. 「未成年者 禁酒法」 公布  - 

四月、 「少年法」 公布 〇 「矯正 院法 公布」 

五月、 全國 三十の 主要都市 「子供 愛護 デ I」 を 一 齊に擧 行す 

七月、 お 初 殺し 事件 あり、 兒童 虐待 防止の 聲 喧し 〇 救 ま 軍、 

兒童 虐待 防止 部 を 特設す、 . 

十 【え、 少年， ま 判 所 設置の 件なら びに 矯正 院 官制 公布 


ュ條約 成立 


/三月、 大 恐慌 襲 

來 


二月、 ゥ シ ン ト 

ン 海軍 軍備 制 

限條約 成立 一 


十月 J 
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九月、 關 東大. 震 

災，. 


三月、 東京 放送 


At 


休、 これと 並行して 無 產小學 校、 農民 學校 開設、 後、 文部 

省お よび 縣當 局に より， 禁止 せらる - 

十二月、 婦人お よび 兒童賣 買 禁止 國際條 約に 關し、 我國は 制限 

年齢、 適用 地に 除外例 を 認めで 批准す 〇 八 W 子 市 少年 職 

業， 紹介 委員 會ゃ 設置す、 以來 各地に 設けら る 

この 年、 少年 皲業 紹介 事業、 劃期的に 盛大と なる 

パ ： 一 一月、 二十 五歲 禁酒 期成同盟 會 組織 せらる 

三月、 婦人 少年， 職業 轺介所 (東京) 設立 

四月、 「小學 校 令」 改正、 高等 小學 校の 內 容充實 を 期す 〇 「幼 

稚閬 令」 を定. む 

六月、 「工場 法 施行 令 竝に同 施行規則」 改正、 絍產婦 保護の た 

めな り 〇 兒童 愛鹱會 設立、 大震災 時の 恩賜 金 四十 四萬餘 

圓 および 義捐金 八十 三 萬阆を 基金と し、 罹災 兒 童の 保育な 

ら びに 敎育を 主 目的と す 

七月、 靑年 訓練所 開 所 一三、 八 五 二 所、 一、〇 三 九、 一七 四 

人  ， 


局 開 所 式擧行 


九 二 六 

九 二 七 


昭和. 元. 

- 『一 


九 二八 


こ の 年 t 文^省 ノ 少年 職業 指導 施設に 關し 調査 を 開始す 

.三 月、 婦人お よ び兒童 S 賣買 禁止に 關す る 阈際條 約 第 五條に 

/ 關 する 確認 を 延期す るの 權利 留保 を 撤廢す . , 

五月、 ^^乳 幼兒 愛護 デ f (昭和 六 年より は 乳幼兒 愛護 週間) 一  ；： 

. 一 擧行、 以後 每年擧 行  「で： 

七月、 八 王子 少年 刑務所 新設、 心神耗弱者 を集禁 保護す 

十 ■! 月、 文部省、 兒意 生徒の 個性 尊重お よび 職業 指導に 關す 

る 件に つき 訓令 を發す 

この 年、 農繁期の 託兒所 各^ 縣に 設置 せらる る こと 多し 

一 月、 我國唯 一 の兒 童劇團 「劇圑 東 童」 結成 せらる (始め 「ひ 

まわり 童話 會」 および 「虹の 國」 と稱 す、 後 「東京 童話劇 

^會」 と 改稱、 後 さらに 「劇國 東 童」. と改 む) ，〇 中等 學校 

入 學試驗 制度 改革 間 題 起る ： . 

三月、 久： {S 祐子內 親王 薨去、 皇后陛下、 五 萬阒を 慶福 會に下 |. 三月、 普選 第 

賜、 よって 敌久宮 祐子內 親王 記念 兒袁 保護 絷 金 設定 せらる 一 回 總遝擧 

四月、 少年 保護 デ f 擧行、 以後 悟 例と なる 〇 東京 市 主催 兒 
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九 二 九 一 昭和 四 


九 三 〇 


衆 i:ii5^2i 催 〇 「劇 園柬 童」 第 一 回み 演を 行う (上 

演戯 曲宮津 博 作 「恩 を 忘れた 獅子」 および 長 連恒作 「二人 

の耷 樂. 師」、 以後 >  躍進 を續け 現在に 至る、 _ 昭和 十六 年 三月 

まで Q ヘム ^数、， 西 十八 回) ， 

五气 中央 職粱 紹介 事務局、 少年 就職 後 5 保護 指導 施設の 仝 

阈的 徹底 促進 を 計る  、 

十 B、 舉齢兒 童 就 學獎勵 規程 を定む 

四月、 「救護 法 公布」 (昭和 七 年 一 月より 施行)、 なお 本 令 施行 

- 後 は棄兒 薆 育 米耠與 方、 三 子 出生 貧困の 者へ 養育 料 を給與 

す る 件 等を糜 止す 

七月、 工場の 少年 ェ および 女工の 深夜 業 禁止 

五月、 皇， 太后！ | 下 大宮御所に 御移轉 にっき、 婦人、 母性、 幼 

少年 保護の. 目的に て社會 事業 團體に 五萬圓 下賜 〇 東京 府の 

缺盒兒 童、 市 內七校 七 〇 六 人、 郡部 五 七 校  一 、 ^六 二人、 

計 六 四 校、 二、. 一六 八 人 

六月、 東京 巿缺 食兒童 給食の 件 を ま議ナ 


五月、 濟南 事件. 

V 起 る 


死 


張 作霖爆 


金 輸出 解 

巿攀穴 暴 

就中、 生 


糸 恐慌 
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昭和 六 


七 


十月、 產兒 制限に 關 する 內務省 審議 會は 有害なる 藥^ 使用の 

禁止 を 決議す 

この 年、 優生 兒 相談所の 設置 全國 的に 波及す 〇 貰兒 殺し、 

人 さ.^、 人買い、 幼年 ェ 虐待な ど 瀕發す 

一 月、 日本 產兒 調節 聯盟 成る 

三月、 小 兒保險 を. 設く 

こ の 年、 墮胎、 貰い 兒 殺し 多し 


一 月、 「救護 法」 施行 

^月、 東京 巿、 不具 兒學校 を 開設 (光明 學校) 

九月、 文部省 訓令 「學校 給食 臨時 施設 方法」 の發 令と 共に、 

學 i 铪食 施設 費と して 國 庫より 七 箇月 分 五十 一 萬！ 一 一千一！ 一  百 


四月、 ロン K ン 

海， 軍 軍縮 條約 

協定 成立 

九月、 ^洲 事變 

ま 资 

十月.' 北海道お 

よび 靑森 地方 

食 £.  • 、 

〇 こ の 年、 農村" 

- 窮乏の 極に 達 

づ 

i 月、 上海 事變 

勃發 . 

二月、. 血盟 幽事 
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九 

九 - 

九 

九 

ョ. 

八 

七 

六 

昭 

和 

四 

十月、. 青年 學校 開校 

こ の. 年、 義務 敎育 延長 問題 盛んに 論議 せらる 

っバ、 ノバ りこ -ぜ 

三月、 「I 子 保護 法」 公布 (昭和 十三 年 一  り 施行) 

五月、 皇后陛下、 東京 市內 社 會 施設 二十 二 團體に 玩具 を 下賜 

七月、 以後、 出征軍人 遣 家族 兒. 童 救護 運動 盛んに おこなわる 

十 一 月、 滿蒙 開. 拓靑 少年 義勇軍 結成 を 開始， 

この 年、 支那 事變の 勃發. にと もない、 少年 も 直接、 間接に (少 

年 兵、 軍需工場 少年 ェ等 として) 事 變に參 加せ しめらる 

一 月、 「母子 保護 法」 施行 

三月、 「商店 法」 公布 (十月より 施行) 

四月、 「職 藥轺介 法」 を 改正 (七月より 施行)、 職業 紹介 事業 

國營 とな る 

七月、 內務省 赘保局 圜書課 • 兒童讀 物の 淨 化に 着手 

十 一 月、 「愛育 硏究 所」 開設 

四月、 「映 畫^」 公布 


十 一 月、 日獨防 

共 協定 成立 . 

七月、 支那 事變 

勃發 

十 一 月、 日獨， 尹 

!. 一一  國 防共 協定 

- 發表 
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四月、 改正 「靑 年學校 令」 及び 「靑年 學校令 施行規則」 公布、 

U  -  c,—「 二：：" とする 靑年 學校敎 育義 務制實 施せら る 五月、 , モ - 

k? 件き I 

六月、 文部省、 兒宽 推薦 阖誊 委員 會を 設け、 第 一 回 推薦 W 書 七月、 日米 通商 

四 册を發 表 〇H 本文 化 協會、 日本 熟 童 文化赏 設定 を 決定 一 

八 月、 こ の 頃、 少年犯罪 激^す  .  ：  ■  ：  I, 

！  ,  ,  ,  r  ,  J し- は V ベお： 勃：.！：： 

十二月、 巿川 市の 特殊 兒童學 校 八幡 學 閬 收容兒 の 作品、 銀座 

の鲞 廊靑榭 社に 展觏 され、 世人 を 驚かす 

この 年、 出生率 維持 增加對 策 漸く 積極 化す 〇- この^、 下半 

期に 於て、 兒童 文化に 關 する 論議 漸く 盛んと なる 

一 月 中旬より 二月 下旬まで、 仝阈靑 年闓 ならびに 中等 學 校^, 

徒、 炭 燒勤勞 奉仕に 動員 せらる 

H 月.、 「青少年 厲入 制限 令」 制定 

三月、 「靑 少年 一展 入 制限 令」 實施 〇 「國 民體カ 法」 及び 「國 

民 優生 法」 貴 衆. 雨院を 通過 成立す 


九 九 
四 四 
五 四 


九 
四 


四月、 新 考査 法に 依る 中等 學校入 學試驗 おこなわる * この 前 

後、 新 考査 法に 對し 賛否の 論議 瀕 りに， おこなわる 

九月、 「國 民體カ 法」 實施 (二十 六日) - 

- 一 月、 大日 本 青年 圑、 大日 本 聯合 女子 靑 年閽、 大日 ¥ 少年 1 

聯盟、 帝阈 少^ 圑協會 の， 圑 體を铳 きして 「大日 本靑 少年. 

圑」 結成 (十六 日) 

三月、 「國. 民 隼. 校 令」 公布 (二十 1 日) 

四月、 「闺 民學校 令」 實 施さる (二 日) 

十二月 以後、 太平洋 戰爭の 勃發に 伴い、 少年の 軍隊、 工場に 

動員 せらる &者 多し 

九 一 八月、 都市 兒 童の 集 團 疎開 始まる 

： 一 六月、 大日 本 青少年 圈 解散 

この 年、 戰爭、 戰災 による 孤兒、 浮浪 兒激智 す 


九月、 日 獨伊三 

阈 同盟 締結 


十二月、 太平洋 

戰 爭勃發 

八月、 日本 無條 

件 降 仗、 太平 

洋戰爭 終る 

八月、 アメリカ 

軍 日本に 進駐 


お 


九 四 六 一 昭和 二  一 一  三月、 遣 日 合 衆 國敎育 視察 團來朝 

十月、 新 歴史 敎种蔷 「くにの あゆみ」 發行、 以後、 これ. に對 

し活潑 な？ 0 批判 おこなわる . 

^■■-v.v  .?J..  V.-T  ...  し-  ■  .  -  -, ノ.. —びに:" マノ： -ん つ； 巧 ノ ，；、：.；：-" つ：，. .*リ た 

十一 月、 「現代 かな づか い」 使用、 闇議 決定 〇 當用 漢字 使 

用、 閣議に おいて 承認 . 

この 年、 靑 少年犯罪 すこぶる 多し 〇 兒童雜 誌 多数、 創刊 

も-に：  一  ： 一： 二  二月 以後、 アメリカ 敎科 蒈の展 覽會、 垒阏 各地に 開催 せらる 

一一！ 月、 「敎育 基本 法案」 帝. g 議會を 通過す O 「學 梳敎 育法 

案 (六. 三 制 ：>」 帝 國議會 を 通過す 〇 敎科蒈 用 弒缺乏 

四-月、 「六 • 三 制」 實施 ( 一 日) (國 民學校 を小學 校と 改む) 

四月、 「少年の 町」 の 創始者 E  -  J  . フラ ナガ ン 神父 來朝 (十 

■ 八日) (この 前後、 アメリカ 映畫 「感激 の 町」 「少年 の 町」 

上映 せらる) 

五月、 「勞働 基準法」 制定、 滿 十五 歲 以下の 兒 童の 勞働を 禁止 

, す (九月 一 日實 施) - 


布 

閣 成立 
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日本 兒童 生活 史 ま 要參考 文献 

1、 史料 集、 日本史 概說 書、 特殊な 専門書、 雜誌 論文 は 略す。 二、 執筆に あたって 

實 際に 參考 する ことができ たもの を 主と し、 著者 名、 書名、 發行 年度、 發行所 をし 

. るす。 三、 同 一 種類の もの は發 行年 度 順に 揭げ る。 

1.、 家族制度 • 親子 關 係に關 する もの  _ 一 

砂 川 , 寛 榮 「日本 家族制度 史 研究」 (大正 M  、中 文 館) 

中 山太郞 「日本 婚姻 史」 (昭和 3、 春陽 堂) 一，  • 

柳 田國男 • 大間 知德三 「婚姻 習俗 語 ま」 s§ 

玉 城 肇 「象 族 論」 (唯物論 45) (昭和 U 、三 笠鲁 房」 , 

歷史敎 育 研究 會 「女性 史 研究」 (「歴史 敎育」 第 S 卷 3 號特 輯、 昭和お) 

穗積重 遠， 中 川 善 之 助 共編 「家族制度 全集 史論 篇」 (昭和 3—^  、河 出 書房、 特につ ぎの 諸篇) 

柳 田國男 「親方 • 子方」 (第三 卷， 所收) 


251 


紬川龜 

瀧 川 政 次 

HI 城， 

中 川 善 之 

最上 孝 

中 川 善 之 

靑 山道 

中 川 善. 之 

鹽 s 定 

穗 種 重 遠 

, 橘 浦 泰 雄 

柳 田國男 

有賀 喜 左衞門 

同 . 

籐 間生大 


市 「久 離. 勘當」 (同)  ， 

郞 「日本 家族 史」 8： 明治 以前 (第 四卷 所收) 

肇 ハ日 本家 族史 」 S 明治時代 (侗ノ  ： - 

助 「大家族と 分家」 (同)  - 

敬 「同族 結合」 (同)  ： • 

. 助 「末子 相續」 (第五 卷 所收)  ： ノ 

.4K 「長子 相續」 (同).  . 

，「姉 家督」 (阼). . - 

「離婚 制度の 研究」 (昭和お、 i& 

「日本 民俗 寧 上より 見た る 家族制度の 硏究」 (上. 下) (昭和 s、 日ネ 法理 硏究會 ) 

「婚姻 方式の 變遷」 (「岩波 講座 倫理 學」 第 は册. 所牧、 昭和^) 

「日本 家族制度と 小作 制度」 (昭和が、 河出鲁 房) 

「日本 上代の 家と 村落」 (朿 ^社會 研究 會縞 「東^ 社會 硏究」 第 一 辑 所收、 昭和？ 5、 

生活 社) . - 

「曰 本 古代 國家」 (昭和お、 伊藤 書店) 
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柳 田國男 「家 閑 談」 (昭和 ？r 縑倉 書房) 

二、 出 產* 育 兒に關 する もの 

柳 田國男 「產育 習俗 語彙」 (昭和 W) 

同：  「食物と 心臟」 (昭， 和お)、 

同  「誕生と 成年式」 (「岩波 講座 倫理 學」 第 七 量 所收、 昭和^) 

.大 藤 ゆ き 「兒 やら ひ」 (「女性 叢書，」 昭和 9、 三國譽 房) 

尾 形 裕 康 「日本の 胎敎」 (昭和 S  、靑 葉書 房)  ： 


、三、 社會 生活に 關 する もの  • 

.增 田 抱 村 「兒童 社 會史」 

中 山 太郞- 「日本 若者 史」 (昭和 5、 春陽 堂). 

： 竹 內利美 「小舉 生の 調べた る 上 伊那 郡 川 島 村鄕土 志」 (ァ チック 

^  , 、 昭 QO  二  >  , , 、、 . - 

尚  「同 |g 篇 ！  9 チック： 、、二， I ゼ ァ ム 彙報 第 七、 昭和 U) 


1 1 ゼ アム 彙報 第二- 
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Tamotsu  Iwad5,  children^  Days  in  Japan  (Tourist  . 12) (昭和；：： T 镯際觀 光 協 f) 

大日 本 聯合 靑年團 「若者 制度の 砑究」 (昭和；： T 大日 本 聯合 青年 圑) 


5 

2 


鄭 - 口. 

^ 內 


々 「兒童 問題」 (「三 笠 佥 書」、 昭和お、 三笠誊 房) 

美 「信 州 東筑摩 郡本鄕 村に 於， ける 子供の 集圑 生活」 (ァ チック • ミ rri ゼ アム 彙報) 

. .,  第五 一 、 昭和 S)  ノ  . 

い 癭井庄 太 郞： 「大日 本靑年 團史」 (昭和れ、， 熊 谷 辰治郞 編なら びに 發行 「大日 本靑年 圑史」 所收) 

柳 田. 國男 「小さき 者の 聲」 (「女性. 叢書」 昭和^.、 三^ 書房) \  - 

宮 本 常 一 「家 鄕の訓 へ」 (「， 女性 叢書」 昭和 S 、三國 書房)  .  ヽ 

川上 澄 生丄— 明治 少年 懷古」 (昭和 S  、明治 美術^ 究所)  :, 

. 牛 島 義 友，. 「農村 兒 童の 心理」 (昭和？ r 巖松 堂〕 


四、 兒童勞 働に 關 する もの 

橫 山 源. 之 助 「日本 之下曆 社會」 (明治^、 敎 §) 

, 河. 上 肇 「社會 問題 管 見」 (大正 7、 弘文 堂) 

.P 井 . 和 喜 藏 「女工 哀史」 (大正 3 、改造 社) 


瀧 川 政次郞 「勞働 法制 史」 (「社 會 問題 講座」 所收、 大， 疋ぉ— 昭和 2、 新潮 社) 、 

小川 信 一 「勞. 働 者の 狀態 及び 勞働者 蓮 動史」 (上卡 )( 「曰 本资本 主義 發達史 講座」 所收、 昭 

I  和？、 岩波 書店) 

風 早 八十 二 「日本 社會 政策 史」 (昭和 3ノぉ本 評論 社) 

、江 森 盛. 彌 「社會 政策」 (「一一！ 笠 入 mfu 昭和お、 三笠蒈 房)  ， . 

昭和 研究 會 「女子 勞 働に 關 する 報告」 (昭和！ £T 生活 社〕 .  - 

鈴 木 舜 一 「勤 勞靑 少年の 文化と 敎育」 (昭和 川、 西 村 書店) 


五、 敎育 に關 する もの  - 

佐 藤 誠 K 「修訂 日本 敎 育史」 (明治^、 大日 本圆誊 株式 會社) 

橫 山 達 三 「日本 近世 敎 育史」 (明治 《) 

平 ， 泉 澄 「中世に 於け る 精神 生活」 (大正 お、 至 文 堂) 

、同 ， 「中世に 於け る 社寺と 社會 との 關係」 (大正： 5、 至 文 堂) 

石 川 謙 「往來 物落穗 集」 (上 卷) (昭和 气文修 堂〕 

： 同  「日本 庶民 敎 育史」 (昭和 4) 
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t# 海 
竹 野 後 
岩哲 宗 
造 人 臣 


： 城戶. 幡太郞 ほか 五 氏 共編 • 「岩波 講座 敎育 科舉」 (昭和 6—8、 特に 次の S) 

高 橋俊乘 「：江 戶 時代 以前の 敎育」 (第三 册 所收) 

-石 川 謙. 「德 川. 時代の 敎 育」 (第 七册. 所收)  、 

海 後 宗 臣 「明治 以後」 (第 十 册 所收) ： 

龍山義 亮 「日本の 敎育」 (第 六册 所收) 

,乙 々 岩 造 「沿革 的に 眺めた る 寺子屋 敎 育の 概略」 (第 十七 冊 所收) 

-大久 保 利 謙 「明治時代の 敎育」 (「岩波 講座 H 本 膨史」 所收、 昭和 8) 

.^  . 幸三郞 「大日 本敎育 通史」 (昭和 8、 目黑 書店) 

石 川 謙 「近世 社會敎 育史の 研究」 (昭和 9、 章 華 社) 

： 春. 山 作 樹， 「江戸時代の 敎 育」 (「5-1 講座 H 本 歴史」 所收、 昭和 W) 

海 後 宗 臣 T 日本 近代 擧校 史」 (昭和 U  、成 美 堂)  -. 

右 川 謙 「近世 日本 社會敎 育史の. 研究」， (昭和 3、 東洋 園 書 株式 會社) 

+  * 後宗臣 ほか 三 氏 「日本 敎 育史」 (昭和 2、 目黑 書店) 

な 日本 敎育 小史」 (「ラジオ 新書」 昭和お、 日本 放送 協會 出版部) 

「藩擧 史談」 (昭和 s、 文 松 堂) 
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宮 岡 二 

坂 本リ 


松本彥 一一： 郞 「鄕 中敎 育の 研究.」 (昭和お、 八 雲 書店) 

長 谷川 如是 閑 r 日本 敎 育の 傳統」 (昭和れ、 玉 川 學圜) 

M 知 i 「日本に 於け る 耶蘇 會の擧 校 制度」 (昭和 s  、東洋 堂) 

哲 文 . 「禪 における 人間 形成— 敎育 史的 研究」 (昭和お、 霞ケ關 書房) 

桃 裕行 「上代の 擧制 」 (昭和お、 目黑 書店) 

六、 兒童 保護に 關 する もの  . . . 

橋 川 正 「曰 本佛敎 と社會 事業」 (大正お、 丙午 出版社) 

. 金 澤 春 友. 「寺 西 代官 治績 集」 (昭和 5、 常璺 鄕土史 刊行 會) 

辻 善 之 助 編 「慈善 救濟 史料」 (昭和 71条 港 堂) 

淺 • 野 研 眞 「 日本 佛敎 社會 事業 史」 (昭和 9、 凡人 社). 、 

社 t 事業 研究所 編 「日本 社會 事業 大 年表」 (昭和：^、 刀， y 書院) 

中央 社會 事業 協會 「日本 社會 事業 年鑑」 (昭和 U 年 版^ 降) 

口 正 「社會 事業 史」 (「社 會 事業 叢書」 第 W 卷、 昭和^、 常 盤 * 房) 

同  「B 本社 會 事業の 發展」 (昭和お、 甲 文 堂 V 
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七、 兒童 文化 一 般に關 する もの  〜 

3m 波 書 ■ 店 編； 「兒童 文化」 (「敎 育」 第 7 卷 5 號特辑 、昭和 M)〜 

巽 m 歌 編 「季刊 新兒童 文化」 (丁 四册) (昭和お— n  、有 光 社) 

敎育科 S 研究 會編 「兒童 文化」 (上. 下) (昭和^ 西 村 奮、 特に 次 S 篇) 

菅 .忠 道 「兒童 文化史 (明治時代)」 (上卷 所收) 

滑 川 首】 夫 r 兒童 文化史 (大正時代)」 (同) 


^  r 兒童 文化史 (昭和時代)」 (下卷 所收) 


巽 0 1 「季刊 新兒童 文化」 (復刊 第 一 册 )- (昭和ぬ、 中央 出版 I 會？ 

八、 兒 童文學 および 童話に 闘す る もの 

高 島 平 三 郎 「兒童 を 謳へ る 文擧」 〈明治^、 洛陽 S 

百 田， 宗 治 「兒童 をうた へる. 詩歌」 (昭和 6、 厚生 閤) * 

高 冰 敏 維 「日本 傳說 集」 (大正 2、 鄕土. 硏究 社) 

fe 木 a 雄. 「日本 神話 傳說の 研究」 (大正 U) 
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•f 田 國 男 「日本の 傳說」 (「少年 文庫」、 昭和 7、 春陽 堂) ， 

同  「桃 太郞の 誕生」 (初版 昭和 タ、 新版 昭和お、 ミ省 堂) 

. 島 津久基 「國 民傳說 類聚」 (上 卷) (昭和 00? 大岡山 書店) 

铆田國 勇 「日本の 昔話」 (「少年 文庫」 昭和 9、 春陽 堂) 

撗本楠 雄 「日本 兒童文 擧 運動 概況」 (前揭 「兒童 文化」 上 卷所牧 、^和 Co) 

菅 忠 道 「近代 日本 兒童 文擧 史論」 (前揭 r 新兒黄 文化」 第二 册所 敉、 昭和^ 

木 村 小舟 「少年 文擧史 明治時代」 (全 三册) (昭和^ —お、 童話 春秋 社) - . 

丹  潔 「日本 子供 訓」 (昭和お、 雄 生閣) 

柳 田國男 「昔話 覺書」 (昭和お、！！ 一省 堂.)  .、 

島津 久， 基 「國民 童話 十 1 1 講」 (昭和お、 A 1 書房) 

各. 地 の 民話 • 昔話 集 の 類 は 略す。 

九 、 J 虽謠 * 童 言葉 に關す る も の  ~ 

藤澤衞 彥 「日本 民 謠史」 (大正 H  、雄 山閣) 

髙野辰 之 「日本 歌 謠史」 (大正 S  、春秋 社) 
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松 村 又. 厂潘 「註解 日本 民謠 集」 (昭和 3、 泰 文館ャ 

高 野-辰 之： OSI  ，童 謠論」 (「春秋 文庫」 (S) 昭和， 气 春秋 社) 

横， 山靑蛾 「日本 童謠 十講」 ("昭和 4、 究蘭 社) ， 

藤 田 德， 太 郞 「日本 歌謠の 展開」 (「岩波 講座 日本 文學」 所收、 昭和 6) 

高 木 市 之 助.， 「古代 民謠 史論」 (同、 昭和 7) 

小 寺 融 吉編 「日本 民謠 辭典」 (昭和 s、 壬 生 書院) 

中 田 千お まか 一 一氏 「日本 童 謠史」 (日本 童話 協會 編なら びに 發行 「童話 史」 所收、 昭和お) 

卿 &國男 「民 謠覺 書」 (創 元 選書) (昭和お、 創 元 社).. 

與 田 準 一 「童 諮の 史的 展望」 (前揭 「兒童 文化」 上 卷所收 、昭和^) 

伊 i 信： 吉 r 傳 承の 世界 y (昭和？ r  n51M) 

北. 県 白 秋 縞 「日本 傳 承童謠 集成」， (第一 卷 子守 喷篇)( 招 和^、 國民闘 書 刊行 #0 

地方 の 童謠集 •  «言 葉 集 の 類 は 略す。， 

十、 遊戯に 關 する もの 

「古. 事 類 苑」 遊戯 f  . 


2G0 


有 坂 與太郞 「日本 雛ぶ 考 1( 昭和 6、- 建設 社) 

伺  「日本 玩具 史」 (前. 後編)： (昭和 6  —7、 建設 社) 

酒 井  t 「日本 遊戯 史」 (昭和 8、 建設 社) 

Igino  Nisizawa,  Japanese  Folk  Toys  (Tourist  Library:  26) (昭和" 國際觀 光 協 會》 

酒 井. 欣 「日本 遊戯 史」 (「敎 養 文庫」 昭和 ひ、 弘文 堂) 

衩田國 男 「こども 風土記」 (昭和^、 朝. i 新聞社) - 

西 角 井 正. 慶 「村の 遊び-」 (昭和 s、 ミ國 書房)， 

酒 井 欣 「童 戯」 (昭ま s、 玄光 社) メ 

前 田 勇 「兒戯 叢考」 (昭和 S  、-弘 文 社) 

十一.、 辭. 典 

阿部 重 孝 ほか！！ 一 氏 共編 「敎 育擧 辭典」. (入 H! 五册) (昭和 U—M  、岩波 書店) . 

中 山 太. 郞 「日本 民俗 擧 辭典」 (ニ册) (昭和 00—S  、昭和 書房). 

日本 經濟史 研究所 「日本 經濟史 辭典 I 一 (十 册、 昭和；：；—；^、  H 本 評論 社) . 

ノ 
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「敎 育， j  、 ，，  - 

「歷 史學 硏究」 「社 會經濟 史學」  ，  .  . , 

「社 會舉雜 誌」 「季刊 社會. 學」 「年報 社 會學」 「社 會學 硏究」 「社 畲學 徒」 「社會 事業」 「社會 政策 時報. 

「鄕土 硏究」 「民族」 「民俗 學」 「民族 學 硏究」 「段 間傳 承」 「民族 學 年報」 「民俗 藝術」 • 

「宗敎 硏究」 

など、 一 々の 論文 題目と 肇 者の 記載 を 略す o 

附記 「年表」 •  G 參考 文献 は、 年表 欄の はじめに 揭げ ておいた o 


索 引 

, この 索引に は、 本文の 中に 記述され ている 

事項 • 人名 • 引用 書名の、 王耍な もの だけ を揭 

廉 

げた。 したがって 年表の 中の 事項 や 人名に は 

觸れ ていない。 (数字 はべ，' ジを 示す) 

？ 行 

ァ 綾と. り さ 

安壽. 津志王 丸 七セ 

4 家 (家族 を 見よ) 

育兒 二  丁ニ六、 0 

石 投げ (印 地) 荧、 30 

遣 兒§ 養護 兀セ 


イソ ップ 物語 等、 

1 門 六 一一 一一六 3、 六 八 . 

1 、茶 S1 上達、 一 軍 Is ハ 

一 子相傳 九 0 

一 寸 法師 九-一、 ルー 一、 a、  ^ 

• 一  夫 多妻 二 0『  ーーー 一、 S, ま、 ョ八 

伊東 ド. ム • マン ショ さ lir 八ャ 

芊蟲 ごろごろ 一 さ 

以呂波 (狂言) 八 六 . 

いろは かるた 一， 一. さ— 3 

隱居 甲 丄 ハセ 

淫祠 三 一丁-三 四  お 


ケ 上 杉治憲 二 四 

歌 麿 一六 八 

. 宇治 拾 遣 物語 九 一、 さ、 sv  S 

氏族  一^ 四 0 

浦 島傳說 璧— §、  fs, ，さ、 ^—九 四 

旮、 ん六 .  . 

映畫法 一先— Is. 

H 嬰兒 殺し ニニ i 二 气 二 七 

えぼし 親 六 r  一 o ーハ 

ォ 大 石主稅 二、  0. 

大鏡 音— g  , , ； へ 

大垣 藩の 靑 少年 W 體 1S1. 丁 上 望： 


ォゥャ • タナコ no  ^ 

お^玉 (擲 石) 六 0、 18 

お-伽草子 さ、 九 二— 九 K 

鬼ごっこ  一 S 

親方 二  0 

親子が 再會 する 話 ニゅ丄ーー1、八0 

親子 關係 

古代の！ I -  5 上 一二 

上代の II .  f0  . 

■ . 中世の I  一  s、  S 丄 ハセ、 f  ^ 

近世の— 一 0T1 二 V  010 

明治維新 による —.— の變化  一 fe—5r 

近代の， I-  KCI ルー 

擬制 的 ！ (人爲 の 親子) 10 や- in 

武士の 家訓に 現われ た It  sis 


. 親子 は 一 世 六 八 

親の 權カ . 

、古代の I ヨ . 

上代の—，！  S  - 

中世の——  SI- 六：：、 さ 

近世の， II  一 一 0 セ、 一 0 九、 S 丁 一 g 

I の 子に 對 する 愛 S— 奎、 g、  01^ 

^ls> 九 一、 遍、 5Ti 

親の 種類  ー0 九丄 n. 

親分 • 子分 二 o  -. 

往來物 八 八、 i 

おらが 春 ニー 一一 ニ丄 一一 一一 一一、 r 筆 丄美. 

恩 (報恩) 蔻ー?、  s、 九 一. 一丁^ 

葸冏 (僧) 八 一 

«p  -亍 

J7  W- 


力 階級 

原始時代の I 一一 一一— ヨ 

古代の，—— 一九 丄ー ◦ 

、、 上代の.— IT  二 K 上 ヌ ： .： . . 

中世の —I 六ニ丄 ハー 一一、 九 一一 一 

近世の— ー  5115，  silsnK! 

近代. の！ ーセ 卞丄^ 

家業 望、  <九— んー、 5 一  « 

攀 制の 制定 七 九、 一九 3、  一^  , 

隱れ 遊び (隱 れんぼう) 荧、 六 0、 18、 

家訓 さ 一—^  , 

華族， 士族. 平民の 稱を定 む 志、 1K. 

家族 

古代の II  5 丄 一二  ^ 


上代の； I . 一一 一八— s 

. 中世の i . 六 一一 丁 六 七 

近 II の II  §丁  二  CT  S 丄 M 四 

明治維新 による- 1 の變化 一七 八、 一九 Q 

is 一  /  . - 

敵 討 四. 一 —き、 さ. Ii、 一 崖 ー 一四 六、 一四 八 

!- の 禁止 ，一七九 

片山勇 八隨筆 日記 15— 一一 一一 二 

擧校 S 四、 < 一 一丁 八 八、 5 丁 5、 

家督 §、 六 八 

—— 相繽- ニー、 六 六、 一 0 九 

カナ づ かいの 問題  一 0 一丁 53 

家名， S 、六 六、 

家門 六 一一 丁 S 


株 仲間 六 一丁 一六 さ  - ^ 

. . あり お や  一：  一 0JM  き „  "雇 量き， 

漢字制限 _  一 OTIS 

. 勘當. g、 六 r Is— 一 QK、  0 

キ 魏志 一九、 三— ニニ 

義絕 S 丄ハ六 

貴族の 子 一一 一六、 四 四、 0 

. 紀貫之  一一 一一、 §  , 

. 一義 囊育 5、  5TS 

久離 10ーハ、 一九 一 

敎育 

上代の I _ 四 四 

中世の HI - 八 一 ー丁< 八/ 

近世の I .  S 丄 S 

近代の —— 一八 0、  ST5 


國家 主義 的 I .  KQ、  S 丄九六 

自由主義 的 II 一空 

寺院に おける I - 八 一一 丁-八 六、 5 丁】 六 四 

キリシ クンの I 八 六 1< 八 

敎育 勅語 i 丄九 K 

敎科謦 八 八、 望、 i. . 

- . 狂言 八 四、 金、 八 K 

漁民の 子 七 七 ， 

義理 i  . 

I の 親 二  o 

切支丹 さ.— お r 八 六— 八 八 

II の攀校 八 六— < 八 . 

近代 産業と 兒童勞 働 一八 一 —一八 セ 

，ク 筌海 ば 

公家 (近世 ) の 子 h ハヤ 


くま わか  / 

： 阿 新 丸 七 一 

ケ 傾城 阿波の 鳴門  一 S 

經濟實 相 報告， 書 5 セ 

. 慶念坊 二 四 

契約 親 二  Q 

劇 圑東童 go 丄ー 0 ブ 

賢義 (儈) 一一 一八 . 

原始時代の 兒童 n セ 

元聖 (僧)  <i 

元服 二 九、 

n 戶 二 0、 1 一一 八 t 四 0  ； 

孝 (孝養) SQ、mr 四々 sii 、七 s 、一 S 、一 s 八 . 

一 ， 

子 返し (問 引き を 見よ) 

鄕擧 5T1S 

孝 謙 天皇 一一 一七  ，. ^ 


：鄕戶  一一 KI 売 

申 子吟行 二 六 

-皇窒 と兒童 愛護 5 丄 1、 ーさ丄 一八、 八 一 

.國 語 • 國字 問題 二 0 一一 丁 5 四 

孤兒 ニー 一一、 一一 ーセ丄 一一 八、 八 二、 一な、 一 10K 

古事 言 W 五 

鄕中 一一 一一 や 上 S  二 

子供 を 愛する 神 Is 

子供 仲間 1g— 一四 S 

武士階級の. I z  S 丄^ 

I i と 若者 組 との 關係 一 一一 一七 ー  一 X 

• 子供の 病氣 とその 治療法 三 二—】 達 

0  (子供に 關 する： >  $ 

子の 生存 權  一二、 一お 一 

子の 地位 甲^、  §— 一 0 九、 一九 一 


子の 道德 さ、 一 s 八 ー 一 nn  . ： 

瘤と り 九 1、 九 r 九 六  ひ. 

子守唄 m、 璧、 一 UK ー丄 六。、 0 

子守 娘 一天 i§ 

小 若い 衆 導 —一一 一一 八 ： ； 

小 若い 衆 宿 1ーーー八 

ゴ ロヴ 一一 ン ニニ、 1§、 一 ョ 

子 を賣る s—g、 宅— 八 0、 11九！三1 

子 をと ろ 子と ろ ぉ九、 18 

• 婚姻， 二 Q、.g、  K き  一 0 九、 一 ズ 

今昔 物語 一 一一 一、 四 一、 四 a、  Ir  s  • 

近 藤 助 五 郞淸國 Is 

. サ 行 

サ 座 八 九、 51 
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西 鶴  一 QK. 上 Q 七 

西 行 法師 . 達、 W -、  一 01—5,1 

催馬樂 g„in 

防人の 歌 H 一 r 四セ. 

. 櫻 川 (謠 曲) 究— 八 0 

狹衣 物語 き 

佐々 木淸 4. 郞 g 

. 佐 藤 信 淵と その 敎 育擧說 一一 四— 二 3ー1 

、 S 丄ーハ 七 

讃岐 典侍の 日記 If! 二 

ザ ビエル (F.  xavier) さ 

山家 集 

山栩 太夫の 說話 七 や 

產婆 ニニ、 兀ー  ，、 

"散髮 および 脫刀 許可 一七 八 


シ 慈 育 館 二 四 —ニー 气 010 

寺院の 敎育的 機能 八 一一 一 —八 六、 0 

ジ ェ， ンナ (E.  Jenner) 三 uj 

舌 切 雀 ルー、 0, 九 六 

七五三の 祝  一二 

七 出 S 

4%  二 一 . 

四天王 寺 s、 一一 ーセ 

-兒 童数畫 九、 一九 八丄 g 

兒童 演劇 九、 二 00—31 

兒童觀 九、 一一 一 0— 一一 一一、 望 I 四 九、 S1 き 

10， 1, 一六 八 

兒宽期 三 ， 

. 1 と靑 年期」 二  、 

兒， 童 酷使 S 了 一八 六 
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兒童 政策 - ぼ丄」 。四、 二 01  〈上 10 九 

• 兒童圖 書の 推薦 g 一一 

免 童に 關 する 迷信 轰 —達、 三 1 丁 一一 一一 四 

兒 童の 地位 一 七 

兒 童の 體位 低下 5 セ + 

.兒 童 文化 九、 1 八九丄 s、 一九 八丄 10 四、 IP ヽ 

兒童 文化 賞 二 Q 二 

, 兒意 保護 

、 古代の S 丄 13 

上代の 1 . 一一 一六 丄 1ー八 

中世の —— - 八 li< 二 

近世の II ニー 一丁 二セ 

近代の I 一お 丄奎、 一九 セ丄九 八、 5 六 

丄 10 八 


兒， 童讀物 九、 5T5j  _  g 

兒童勞 働 ー八11ー<セ 

士農工商 三 g  , 

斯 波義將 さ 一、 ^ 

島 原の 亂，、 一六 0 

沙石集 八 0 

しゅ^い- - 」.-」.-:.■;■」.：  一...：.： で 人 マ- (S3 

. 綜藝 種智院 四 四 

，主 從關係 六ず 六 二、  s、 六 六、 S 

周 伸 . (儈) 八 一一 

出産 ？ き、 二  I 一九、 i 一き 

酒吞 童子 九 一一、 0,  0 

種痘 £、 一達 

小學校  一 s、  STS 

女子 勞働 K 二 —一八 セ 

聖德 太子 lr.  n 一一 Tm、 一一 一七、 0 


小兒の If 葬 七 

. 少年 使節の d 1 マ 派遣 さ， Is 

少年 拓士  0 

少年 武士の 切腹 mmls ハ 

少欲 知 足 (少欲に して 足る を 知る) 七 四 \ - 

んー -I 

職業 望、 八 八— 九 一、 九 一一 一、 3 上 .1ST 一八】 

/  II— 敎育. 一九 四 >  , 

—— 選擇の 自由 K; 

庶民に 苗字 を 許す ！七八 

» 庶民の 子 二八 丄ー 一八、 S3— 望、 四ャ ー 四 八、 s、 

^—八 二、  二 九一三 1、 S 一丁 一 さ、 一八。、 

-  一 ST5 六 

白 河樂翁 二 四、 二 K  Z  .. ： 

人 ：！ 


、江戸時代の I .  二八— 二 九 

明治 以後の I . 一八 八、 一九 TS 一一 

人身 賣買  一一 一一 一丁 一一 一 r 六 『寒、 fB.  5、 

, ニケ丄 三.、 ls、 一九 六 一 . 

！ の 禁止 七 七、 二 九、 一九 一、 一九 六 

垂 統秘錄 ニーお 

ス すがる (少子 部 連) ニニ 

,菅 原傳授 手習鑑 ー臺、 0 

雙六 . 5 一 丄七四 

棄兒 一一 一七、 一一 一八、 八 二、  一一 一一 一、  5 丄 1K、 

二 七 

角 田 川 (謠 曲) 充、 八 Q 

• 住吉 物語 旮 

セ 世 阿 彌元淸 九 Q 
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靑 年期 三 

靑 年團體 (若者 組 _を毘 よ) 

政略結婚 凝、 六 九 . 

咳のお ば 様 (しわぶ き 婆) 三 一丁 三 一 1! 

； ぜ げん 二 九 7— 一二  Q  ,  ■ . . 

セミナ リオ (seminarlo) 八 七 

施藥烷 ニー 一一、  ニー 一七、 八 二、  ニー 六 t  二 七 

\ 施 藥院使 八 一 r  二 六 

； 戰災， 孤兒の 養護 . 5、  S ーハ 

■ . 撰集抄 §丄ま ハ 、 ： 

全宗 (僧) 八 二、  y 一六 

川柳 5r  二 一一で 二 六、 三 0、 三 二、  0 

- / 舅 1 每、 一六 そ 

ソ 相繽 1 一 r 六 六 

曾 我 兄弟 二、 さ 


曾 我物 語 s、  S 

タ 行 

タ 大化 改新 二， 

太平洋 戰爭 と兒意 0 一九 一 一一、 0 1 き、 

二 8、 1 一議、 二 QK 丄 Is 

大寳 • 養老の 律令 s、  0 

. 平 重 時 家訓 率，， il 

- 託兒所 二 气 1^  . 

たこあげ  一一 一二、 10。 

多 逄の婦 に 賞 を 賜う 一一 一八 

墮胎 .Imi^lBT  二 七 

、—- 禁止 mTi、 天、 f  5T 

ダ. ル メ  I ダ p.  Dalmeid^) 八 二 
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男系 尊重 si 

チ 少子 部述 一 ま 

近袪 門 左衞門 一六 セ 

蓄妾 5 八、 二 九 

竹馬 抄 ま、 0 

稚兒 ー四0 丄四 二 

r 兒 金  、 

千々 石ぶ ム. ミゲル さ！ 4 

父の 愛 sr 四 七 

忠 六 二、 セ r. 旮-、 ls<、  0 

C パ.， 

中條流 ニー 一 一 

町人  一 g 丄 Q 四、 二  5 達— ー  一 0,  一  KT 1 3 

町人 囊 一六 一 

~ 徵兵 令- Is 

ッ 妻の 地位 さ，， -m、  一ノ T 1CK 


テ 手 鞠 二  00、 さ 一 

寺 八  一 t 八 IT  0 

寺 入り 八 r  5 

寺 子 八 四、 0  ノ  I  、 

寺子屋 ,<:IT 入 六、 八ャ、 5 丁 5 

寺 西 重次郞 二 四 

天神 さまの 細道 一 さ、， 二お 

ト土  一^ 八 二 

同族 團 5、 一 一予 so、 六 四 

東宽 (劇 圏 東 童) .50—51 

動物が 恩 を 返す 話 §lf^、 九 一 一丁-.^ 

伴 林 光平 」g 

- ま 諮. - - . .. ；， • 

上代の. 1 . ^—豪 ■ 

中^の ，1 . 九 ャ—^  V 


ナ 


近世の—， 1 一六 や 上さ 

意 話 盞 —-$、 九  一-^ . 

德川光 固 二 六 

土 佐 日記 ulr 四せ 

鳥 羽 天皇 ， ^一 

虎の 卷 g 一一 一 

チ 衧 

內藤平 左衞門 二 四 

中 浦 ジュリア ン さ！^ 

仲 問 ST5 一 

名 子 親 • 名 子 110 

名 取 川 (狂言) 金 

鍋 島閑臾 一望 

榴林宗 建 一一 一一 一一 一 


名 を 直ん チ 四 rmr 四 八、 お！ i 

.ー. 一 一 一才 (にせ) 13 一— 一四 二. 

日本 兒宣 生活 史  - 

、 . .1 の 問題  一 Qtu 

II の 性格 ニ丄ニ 

日本書紀 一一 一四、 四 r 四 九、 3, 憂、 

. き  , 

二 本 松 少年 隊 八 

日本 幽囚 記 二， 二—. ニー 一一、  0,10  . 

. 日本 靈異記 (日本 國 現 報 善 惡靈異 記) 

, 元 上 一一 一、 四お、 0,  0S 

ス 奴婢 一一 セ丄； 八、 八 0 

奴婢 雜人 . 六 一一 一 

ネ 年季奉公 一九 一 ■ 

ノ のぞきから くり 一七 一一 一 
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、 


農村 兒童 の 讀書 調査 K や 上 九 Q 

農民と その子 供 二八— g、 一一 ョ、 、ニニ 1 

_  i.、  二 九、 m 卞.. sr  §、  SI 

一八 ム、 ーや丄 S 

\  一丁 

/  , ぐ 

這い 馬 売 

はしり くらべ 売、 Is 

笆蕉 二 六 

鉢 かづき ま、 九 ーノヽ 

花哚爺 九 1、 九 二、 九 六 

花火 一 さ 

羽根つ き 181 一 01 

母の愛 ニー n 、一一 一一 丁臺 「四 六 ー 四 r 四 八、 Kl、 

<Q、  0 


林 子 平 一 さ 

腹帶祝  一二 

「腹 は 借り. 物」 の 思想 ーゃ1 

原-マル チノ さ li 一 

藩黌 5 一、  0 

ヒ 悲田院 ニー 一一、 零、 一一 一八、 八 1 

ひと あきびと 

, 人 商.. <  ズ 1£ 

人質 一 ハー 一一、 六 s、  ^  , 

人 眞似說 話 ^1さー 

翳 遊び (雛祭り) 売、 S 

白虎隊 靈、 一四 七丄四 八. 

貧镞 問答の 歌  一一 一一 r 一一 一七 

、貧民 病 八 二 

ふきょう 

フ 不孝 四 Q、 ぎ M 1 § 

*  »  ：ゲづぉ：^ま 二.  ノ-  *  -  -  ■  r 

福 翁自傳 slllnj 二、 一六 11U ヽニ  お 


福 澤識吉 5、 一六 一 

復 i: (敵 討 を 見よ)  ， 

輻富革 子 も 丁-九 一一 一 

武家 義理 物語 5 ハ丄 QK  、 

武士  ニセ、 六 一 ー 六 一一 一、 セ KI セセ 、九 四、. .ST. 

武士の チ  一？, 六 八 li 二 S 上 望、， 

, S 〜一. き、 一六 11 一六 二、 一六 セ 

風俗 歌 g— さ 

不良 兒 お八、 一 K や 一九 七 

降れ ふれ 粉雪 (童 謠) 五千-まー . 

浮浪 兒 s 八、 i ハ 

文學 にあら われた 兒意 天上 一一 K、  0T 

分 を 知る 七 四、 一六 一一 ノ 


へ 部 民 兀丄 iQ、  二 七、 B  . 

. べコ視 一一 一 一六、， 

^ 放 下僧 (謠 曲) さ 1-セ 一 

_ 法 均 尼 (和氣 廣蟲) 0 

封建制度  、ノ 

中世の —— 一 ハー 丄ハニ 

近世の——  St— 二 g、 一六 一、 一七て、 一 セル 

房戶  一一 一；！ 

. 方丈 記. 九 一一 一. - - 

北 條九代 記 八 0  - 

北 條重時 さ 一、 sli  . 

苞. 癢 と そ の 治療法 三 31  r  0 

ほう づき ！fj 九 

母子 保護  一^  . 
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マ 行 

マ 迷^ 三 了 三 二 

—-— のしる ベ 石 三 llil ニニ 

前髮 連中 一一 一 冗 

. 正子 內 親王 一 一一 一八 

間引き ニニ 丄 m、  ニヤ、 sr  S ハ 

繼 子い，. じめ の 話 ^ 

萬 葉 集 きき、 零、 0\H 四 七 

£ 身寶り (人身 賣買を 見よ) 

三つ子 を 生む 一一 一八 

見習 ェ 一八 S  、 

宮城 野 • 信 夫  ー§ 

苗字 を 許す 一七 八 

民謊 S 九 lg、  0 


ム 娘 宿  一^ 

娘， 連中 ー纆 . 

無 文 元 選 (僧) 八 一  - 

メ 明治維新 一七 Ki 上 八 0. 

11 -と 親子 關 係の 變化  一 s〜s 一 

I と兒蒐 生活の 變化 ーセ卞 —一八 0、 一八 一 

- 二 九 011 九 二 

迷信 (子に 關 する； >  010, 三 二— ー菌 

伽羅 先代 萩 i  . , 

乳母 ■ 、六 七、 ^ 

、乳母 子 六セ 

モ 望月 (謠 曲) si 七 一 

，元 田 永孚，  一^  - ： 

モ —ニケ (p  Mohnike) ， 一  逢 

毛 利 元 就遣誡 せ 一一、 ^  , 


7 

7 


ャ 

行 


ャ 柳多留 (誹 風 柳 多留) I 一一 一一、 二 六、 三 0、 三 二 

山上 憶 良  一一 一一 一一、 一一 一 r 四^ 

やっこ r 九丄 10、  二せ 

ュ 誘拐 ャ七 

遜戯 

上代の一 ^丄ハ o  • 

中世の II  § 丄 0 一一 

近世の I 一七 01 一七 四 

. I と 信仰 行事 六 0 

遊兒廠 二 ulr  s、  0 

遊女 達.、 ニ九丄 ニー 

雪 合 戰* 雪山 ノ雪佛 壳 

ョ 幼舉 綱要， ー旮 -. . 


リ 略誦 (略 頌) ルセ 

了 翁 (僧) 二 六 

良 觀人忍 性 菩薩) 八 一 

良寬  一 0 二、 一甲 S 

ま 木 塵祕抄 き、 達； 四 八、 , き、 UK 

良 賤の別 ニヤ— 天、 四 1 
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